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概 要A

．沿 革1

○ (昭 )1950 25
北海道立農業試験場が誕生した。(11月)

・全国農業試験研究機関の整備総合計画に基づき、北海

道農業試験場を改組し、農水省北海道農業試験場と北海

道立農業試験場が設置された。いずれも、北海道の開拓

とともに進められてきた農業試験研究の歴史と成果を引

き継ぐものである。

・道立農業試験場は、札幌市琴似町に「本場」をおき、

渡島、上川、十勝、北見、根室、天北の 支場と原原種6
農場により構成された。

○ (昭 )1952 27
・宗谷支場、岩宇園芸試験地を設置した。また同年、岩

見沢試験地(旧岩見沢水稲試験地)を設置し、 年に1955
空知支場と改称された。

○ (昭 )1962 37
・江部乙りんご試験圃場(旧空知果樹園芸試験地)が道立

農業試験場に移管された。

○ (昭 )1964 39
中央農業試験場が発足した。(11月)

・北海道立農業試験場の拡充強化を図るため組織改正が

行われた。

・ 本場」は、中央農業試験場として 部構成に機構整「 9
備された。これにより空知支場は同稲作部となり、江部

乙りんご試験地、岩宇園芸試験地を統合した。また、原

原種農場は中央農業試験場に附置されることとなった。

更に試験場の役割についても整理され、中央農業試験場

には、道農政との有機的な連携の保持と農業技術開発の

全道的な総括並びに各試験場間の連絡調整業務が盛り込

まれた。

・同時に各支場は会計部局として独立し、本場・支場の

関係が改正された。また、 年新得・滝川両種畜場1962
が両畜産試験場に改組され、この年主管課が農務部畜産

課から同農業改良課に替ることにより、原原種農場も数

えて道立農業試験場の 場体制が整った。10
・一方、農水省北海道農業試験場との分担関係も整理さ

れ、それまで国立農業試験場長が道立農業試験場長を兼

任していたのが解かれた。

○ (昭 )1966 41
中央農業試験場が長沼町に移転した。

・琴似町に所存する試験圃場周辺の都市化が進み、環境

が試験研究に適さなくなった。そのため 年 月1964 7
6 15 1965移転先を現在地の長沼町東 線北 号に決定、翌

年移転工事に着手した。 年に移転業務が完了し、1966
年 月移転整備完了祝賀会が催された。1967 10

○ (昭 )1968 43
技術連絡室を設置した。(4月)

・道立農業試験場における試験研究の企画及び連絡調整

機能を強化するため、中央農業試験場総務部企画課を改

組して技術連絡室を設置した。

○ (昭 )1969 44
専門技術員を試験場に配置した。(4月)

・普及事業と試験研究との連携強化のために、専門技術

員が中央・上川・十勝・北見各農業試験場に配置され

た。以後、道南・根釧・天北農業試験場及び稲作部に逐

次配置された。

○ (昭 )1971 46
岩宇園芸試験地が廃止された。

○ (昭 )1975 50
環境保全部を設置した。(5月)

・前年化学部に新設された環境保全科を改組し、環境保

全第一科・同二科をもって環境保全部とした。

○ (昭 )1986 61
・江部乙りんご試験地が廃止された。( 月)3

植物遺伝資源センターが設置された。(4月)

・原原種農場が植物遺伝資源センターに改組・改称さ

れ、従来の原原種生産事業とあわせて、植物遺伝資源に

関する研究の中核機関として位置づけられた。

・土木研究室を設置した。( 月)4
○ (昭 )1987 62
生物工学部を設置した。(4月)

・バイオテクノロジーの進歩により、その先端技術を積

極的に取り入れるため、 年技術連絡室に設置され1984
たバイオテクノロジー研究チームを発展的に改組し、育

種開発科、微生物開発科をもって生物工学部とした ・。

同時にそれまでの化学部は農芸化学部に、環境保全部は

環境資源部に、園芸部花きそ菜科を野菜花き第一、第二

の 科とし、 近の新しい研究ニーズに応える体制にし2
2た。また、技術連絡室は企画情報室に改組し、従来の

係を企画課と情報課に再編した。

1



○ (平 )1991 3
道立農業試験場基本計画が策定された。(2月)

・この計画は、北海道新長期計画がめざす「国際化時代

に生きる力強い農業」の中で示されている「地域農業ガ

イドポスト」を試験研究のサイドから支えるものとして

策定された。

・北海道病害虫防除所の設置(中央農業試験場内)によ

り、病虫部発生予察科の業務を移管した。

○ (平 )1992 4
「基本計画」に基づいた組織改編が行われた。(4月)

・当面急がれる園芸研究の強化やクリーン農業などを推

進するため、組織改編をした。

・研究部門では、化学部門は環境化学部と農産化学部に

編成替えを行い、園芸部は果樹科、野菜花き科をそれぞ

れ第一、二科による 科に、経営部は流通経済科を新設4
して 科に、また、病虫部は土壌微生物科を新たに加え2
た 科にいずれも拡充強化された。3
・農業土木研究室は生産基盤科、農村環境科の 科に拡2
充し、農業土木部とした。

・企画情報室には調整課を新設し、試験研究の総合企画

調整機能の強化が図られた。

中央農業技術情報センターを新設した。(4月)

・ 年以降 年間をかけて整備してきた北海道農業1986 5
試験研究情報システム(通称 )の本格的な稼働にHARIS
伴い、各種情報システムの管理運営主体として設置され

た。この情報センターは、研究情報班(企画情報室情報

課職員)及び普及情報班(情報担当専門技術員)からなる

機能的組織として構成された。

○ (平 )1993 5
仮称「花き・野菜技術センター」の基本設計が完成し

た。(11月)

・花き・野菜に関する試験研究の中核的、先導的役割と

成果の効果的な伝達並びに活用を目的に設置されること

となった。滝川畜産試験場の敷地内に建設され、その土

地基盤及び施設関係の基本的設計が完成した。

○ (平 )1994 6
畜産部が廃止された。(4月)

・畜産部門の再編により、畜産部畜産科を新得畜産試験

場に移管し、部長に代わって研究参事を設置した。

○ (平 )1996 8
花・野菜技術センターが設置された。(4月)

・花・野菜技術センターが設置されたことにより園芸部

は果樹部となり、野菜花き第一・二科の廃止により 科2
。 、 。体制となる 稲作部の専門技術員は 本場へ集中された

○ (平 )1998 10

道立農業試験場新研究基本計画が策定された。(3月)

・この計画は、農業技術の開発と普及によって農業・農

村の活性化に貢献することを基本理念とし、長期的展望

に立った試験研究の基本方向を示し、もって 世紀に21
おける北海道農業の発展に資することを目的として策定

された。

○ (平 )2000 12
「新研究基本計画」に基づいた道立農業試験場機構改

正が行われた。(4月)

・多様化する研究ニーズに対応するため、研究部・科を

再編統合した。

・研究 部を作物開発部、生産システム部、クリーン10
農業部、農業環境部、農産工学部の 部に再編した。5
・研究部門と普及部門の連携強化を図り、地域課題への

対応や新技術の普及定着を促進するため、技術普及部を

設置した。

・企画調整や技術情報発信機能などの強化を図るため、

企画情報室と技術普及部とで構成する企画情報技術セン

ターを設置した。

○ (平 )2004 16
・ 米政策改革大綱」を踏まえ、研究開発を一元的かつ「

総合的に進める体制を整備し、地域水田農業の発展を技

術的に支援するため、水田農業科を設置した。

・病害虫防除業務の一元的な組織管理により、一層効率

的な運営を図るため、病害虫防除所と中央農業試験場を

統合した。

・試験研究の重点化や効率化の一層の推進を図るため、

研究基本計画の見直しを専掌する研究参事が企画情報室

に配置された。

○ (平 )2006 18
「道立農業試験場研究基本計画（平成１８年３月 」）

。（ ）に基づいた道立農業試験場機構改正が行われた ４月

・社会情勢の変化に対応するため、天北農試を上川農試

天北支場、植物遺伝資源センターを中央農試遺伝資源部

とし、道立農試１０場を８場＋１支場体制に再編した。

・ 新研究基本計画」に基づき地域対応の強化を図るた「

め、研究部体制を、全道対応を主とする環境保全部・基

盤研究部・遺伝資源部、および、地域対応を主とする作

物研究部・生産研究部・生産環境部に再編し、研究科構

成も変更した。

・農業改良助長法の改正により専門技術員が廃止され

た。それに伴い、技術普及部に主任普及指導員および主

査（地域支援）を配置した。

・技術普及部の体制変更に伴い、企画情報技術センター

を廃止した。

2



．位 置2

夕張郡長沼町東 線北 号6 15
43 03 141 46 23 24m北緯 ° ′ 東経 ° ′ 標高 ～

長沼町市街より北方約 ㎞、 室蘭本線栗山駅8.5 JR
西南約 ㎞ 札幌市より約 ㎞3 40
(岩見沢試験地)

岩見沢市上幌向町 番地217
43 10 141 42 12m北緯 ° ′ 東経 ° ′ 標高

JR 300m函館本線上幌向駅南方

．土 壌3

本場は、夕張川流域に分布する平坦な沖積土と馬追山

麓端の緩傾斜を呈する洪積土及び扇状土からなってい

る。台地は樽前山系火山灰が推積している。平坦部の沖

積土の表層は腐植の含量が少なく、粘土の強い埴土及び

植壌土、一部には砂壌土ないし砂土となるところも存在

する。

岩見沢試験地は、幾春別川に由来する沖積の埴土と低

位泥炭土からなり、いずれも強グライを呈する土壌で、

潜在地力は極めて高い。

．面積及び利用区分4

．職員の配置5

区　　　　分 総面積 道有地 水　田 畑 果樹園

本　　　　場 651,704 650,753 0 390,257 123,942
遺伝資源部 248,503 248,503 21,700 130,592 0
岩見沢試験地 309,502 309,502 173,284 98,831 0
合　　　　計 1,209,709 1,208,758 194,984 619,680 123,942

区　　　　分 雑種地 原　野 建物敷地 防風林 借　地

本　　　　場 5,804 21,006 109,611 133 951
遺伝資源部 24,040 36,862 35,309
岩見沢試験地 0 0 37,387 0 0
合　　　　計 29,844 57,868 182,307 133 951

(単位：㎡)

研究職 行政職 研究職 行政職

職員数 2 18 91 26 3 140

区分

平成19年3月31日

事務吏員 技術吏員 非
常
勤

計

3



．機 構6

総 務 係 庶務に関すること

総 務 課 会 計 係 財務に関すること

総 務 部 管 財 係 その他、他課（科）の主管に属しないこと

場 長 管 理 科 作業計画、労務及び業務用諸施設の管理に関すること

農 業 環 境 科 農業の環境保全に関する試験、研究及び調査を行うこと

副 場 長 生産基盤及び農村環境の整備に関する試験、研究及び調査

環 境 保 全 部 を行うこと

副 場 長 肥料及び飼料の分析、依頼分析を行うこと

クリーン農業科 クリーン農業・有機農業の病害虫に関する試験、研究及び

調査を行うこと

土 壌 生 態 科 クリーン農業・有機農業の土壌肥料に関する試験、研究及

び調査を行うこと

細 胞 育 種 科 細胞生物学的手法による育種に関する試験、研究及び調査

を行うこと

基 盤 研 究 部 遺 伝 子 工 学 科 遺伝子工学的手法の開発及び利用に関する試験、研究及び

調査を行うこと

農 産 品 質 科 農産物の品質及び利用に関する試験、研究及び調査を行う

こと

ほ 場 管 理 科 作業計画、労務及び業務用諸施設の管理に関すること

資 源 利 用 科 有用育種素材の作出及び利用に関する試験、研究及び調査

を行うこと

遺 伝 資 源 部 水稲、豆類に関する基本種子等の育成、増殖及び配付を行

うこと

資 源 貯 蔵 科 遺伝資源の保存及び管理に関する試験、研究及び調査を行

うこと

麦類、その他農作物に関する基本種子等の育成、増殖及び

配付を行うこと

企 画 調 整 課 農業試験場の試験研究の企画及び総合調整に関すること

企 画 情 報 室 主査(外部資金) 公募型、競争型資金に係る企画及び調整に関すること

主査(システム) 農業技術情報に係る企画及びシステムの開発、運営に関す

ること

主査(知的財産) 特許、育成者権等知的財産に係る企画及び調整に関するこ

と

図書、文献その他研究資料の整備並びに研究業績に係る資

料の刊行及び配付に関すること

畑 作 科 畑作物に関す留試験、研究及び調査に関すること

作 物 研 究 部 畑作に係る気象観測及び作況調査に関すること

果 樹 科 果樹に関す留試験、研究及び調査に関すること

経 営 科 農業経営及び農産物の流通に関する試験、研究及び調査を

行うこと

生 産 研 究 部 機 械 科 農業機械に関する試験、研究及び調査を行うこと

水 田 ・ 転 作 科 水田農業に係る栽培法及び土壌肥料に関する試験、研究及

び調査を行うこと

転換畑の生産基盤に関する試験、研究及び調査を行うこと

病 虫 科 病害虫に関する試験、研究調査を行うこと

栽 培 環 境 科 畑作物及び園芸作物の土壌肥料に関する試験、研究及び調

生 産 環 境 部 査を行うこと

(北海道病害虫防除所) 予 察 科 植物の検疫、発生予察事業、その他発生予察に関する調査

研究を行うこと

防 除 指 導 課 病害虫防除の企画及び指導、農薬の安全使用対策等に関す

ること

技 術 普 及 部 地域農業技術の支援、開発された技術の体系化と普及定着

に関すること

農業研究情報の提供と専門技術の調査研究等に関すること
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．現 在 員7

1)現在員(平成19年3月31日)

職　　名 身　分 氏　　  　　　　名 職　　名 身　分 氏　　  　　　　名

場 長 技術吏員 下 小 路　　英　　男 研 究 職 員 技術吏員 末　　久　　美 由 紀

副  場  　長 〃 佐　　藤　　　　　泉 ｸﾘｰ ﾝ農業科長 〃 橋　　本　　庸　　三

〃 〃 井　　原　　澄　　男 研 究 職 員 〃 青　　木　　元　　彦

総 務 部 長 事務吏員 山　　脇　　一　　夫 土壌生態科長 〃 中　　辻　　敏　　朗

主 幹 〃 中　　西　　美　　喜 研 究 職 員 〃 櫻　　井　　道　　彦

総 務 課 長 〃 丸　　子　　光　　義 〃 〃 富　　沢　　ゆ い 子

総 務 係 長 〃 斉　　藤　　　　　修 基盤研究部長 〃 田　　中　　民　　夫

指 導 主 任 〃 橋　　本　　敦　　子 基盤研究部副部長 〃 目　　黒　　孝　　司

指 導 主 任 〃 加 可 谷　　知　　夫 主 任 研 究 員 〃 竹　　内　　　　　徹

主 任 〃 佐  々木　　勇　　一 細胞育種科長 〃 玉　　掛　　秀　　人

〃 技術吏員 髙　　谷　　奈 美 恵 研 究 主 査 〃 平　　井　　　　　泰

技 師 〃 三　　木　　麻 里 子 研 究 職 員 〃 樋　　浦　　里　　志

〃  (再) 事務吏員 小　　原　　洋　　一 遺伝子工学科長 〃 堀　　田　　治　　邦

〃  (再) 〃 工　　藤　　法　　子 研 究 職 員 〃 佐  々木　　　　　純

会 計 係 長 〃 佐　　藤　　信　　良 〃 〃 鈴　　木　　孝　　子

主 任 〃 本　　間　　佳 名 子 農産品質科長 〃 奥　　村　　　　　理

主 事 〃 神　　　　　　　　翔 研 究 職 員 〃 相　　馬　　ち ひ ろ

調 査 員 〃 松　　尾　　　　　工 〃 〃 阿　　部　　珠　　代

管 財 係 長 〃 早　　川　　公　　康 〃 〃 小 谷 野　　茂　　和

指 導 主 任 〃 桂　　木　　　　　繁 〃 〃 長　　田　　　　　亨

〃 〃 土　　井　　正　　博 遺伝資源部長 〃 土　　屋　　俊　　雄

管 理 科 長 技術吏員 村　　松　　裕　　司 主 任 研 究 員 〃 越　　智　　弘　　明

業 務 主 任 〃 柴　　田　　良　　昭 ほ場管理科長 〃 前　　川　　利　　彦

農 業 技 能 員 〃 谷　　藤　　二 三 雄 業 務 主 任 〃 佐　　藤　　正　　春

〃 〃 山　　保　　政　　貴 〃 〃 氏　　家　　省　　治

〃 〃 千　　葉　　　　　守 農業技能員兼指導主任 〃 八　　鍬　　　　　博

〃 〃 髙　　橋　　直　　哉 農業技能員兼主任 〃 北　　　　　和　　宏

農業技能員兼主任 〃 泉　　谷　　　　　仁 農 業 技 能 員 〃 六　　田　　靖　　男

環境保全部長 〃 木　　曽　　誠　　二 資源利用科長 〃 南　　　　　　　　忠

環境保全部副部長 〃 加　　藤　　俊　　介 研 究 職 員 〃 木　　内　　　　　均

主 任 研 究 員 〃 中　　津　　智　　史 〃 〃 山　　下　　陽　　子

農業環境科長 〃 中　　本　　　　　洋 資源貯蔵科長 〃 冨　　田　　謙　　一

研 究 主 査 〃 橋　　本　　　　　均 研 究 主 査 〃 髙　　橋　　　　　睦

研 究 職 員 〃 上　　野　　　　　達 研 究 職 員 〃 宗　　形　　信　　也

〃 〃 北　　川　　　　　巌 企画情報室長 〃 玉　　木　　哲　　夫
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職　　名 身　分 氏　　  　　　　名 職　　名 身　分 氏　　  　　　　名

研 究 参 事 技術吏員 紙　　谷　　元　　一 研 究 職 員 技術吏員 菅　　原　　　　　彰

企画情報室長補佐 事務吏員 齋　　藤　　良　　治 〃 〃 熊　　谷　　　　　聡 1)

企画調整課長 技術吏員 浅　　山　　　　　聡 研 究 職 員 〃 杉　　川　　陽　　一

研 究 職 員 〃 松　　本　　武　　彦 業 務 主 任 〃 高　　橋　　光　　男

主査(外部資金) 技術吏員 陰　　山　　聡　　一 〃 〃 上　　田　　通　　広

〃 ( ｼ ｽ ﾃ ﾑ ) 事務吏員 鴫　　原　　博　　昭 〃 〃 野　　中　　信　　明

〃 ( ｼ ｽ ﾃ ﾑ ) 技術吏員 安　　積　　大　　治 農 業 技 能 員 〃 梶　　山　　靖　　二

〃(知的財産) 〃 谷　　藤　　　　　健 〃 〃 森 　　　　 佐 太 郎

作物研究部長 〃 新　　橋　　　　　登 生産環境部長 〃 中　　尾　　弘　　志

作物研究部副部長 〃 品　　田　　裕　　二 生産環境部副部長 〃 宮　　森　　康　　雄

主 任 研 究 員 〃 前　　野　　眞　　司 1) ｸﾘ-ﾝ農業部副部長 〃 萩　　田　　孝　　志

畑 作 科 長 〃 田　　中　　義　　則 2) 主 任 研 究 員 〃 田　　中　　文　　夫

研 究 職 員 〃 三　　好　　智　　明 2) 病 虫 科 長 〃 角　　野　　晶　　大 1)

〃 〃 鴻　　坂　　扶 美 子 研 究 職 員 〃 相　　馬　　　　　潤 1)

〃 〃 神　　野　　裕　　信 1) 〃 〃 藤　　根　　　　　統

果 樹 科 長 〃 稲　　川　　　　　裕 栽培環境科長 〃 小 野 寺　　政　　行

研 究 職 員 〃 内　　田　　哲　　嗣 研 究 主 査 〃 田　　丸　　浩　　幸

〃 〃 井　　上　　哲　　也 研 究 職 員 〃 須　　田　　達　　也

〃 〃 来　　嶋　　正　　朋 予 察 科 長 〃 岩　　崎　　暁　　生 2)

生産研究部長 〃 桃　　野　　　　　寛 研 究 職 員 〃 新　　村　　昭　　憲

生産研究部副部長 〃 坂　　本　　洋　　一 〃 〃 白　　井　　佳　　代

主 任 研 究 員 〃 丹　　野　　　　　久 1) 〃 〃 三　　宅　　規　　文

経 営 科 長 〃 金　　子　　　　　剛 〃 〃 武　　澤　　友　　二

研 究 職 員 事務吏員 平　　石　　　　　学 防除指導課長 〃 川　　崎　　光　　芳

〃 技術吏員 白　　井　　康　　裕 1) 主 任 〃 齊　　藤　　吉　　明

〃 事務吏員 濱　　村　　寿　　史 特 別 研 究 員 〃 兼　　平　　　　　修

〃 技術吏員 三　　宅　　俊　　輔 技術普及部長 〃 内　　山　　誠　　一 1)

機 械 科 長 〃 木　　村　　義　　彰 技術普及部次長 〃 飯　　田　　修　　三

研 究 職 員 〃 石　　井　　耕　　太 主任普及指導員 〃 池　　田　　　　　信 1) 2)

〃 〃 原　　　　　圭　　祐 主査(地域支援) 〃 古　　原　　　　　洋 1)

水田・転作科長 〃 田　　中　　一　　生 〃 〃 乙　　部　　裕　　一 1) 2)

研 究 職 員 〃 後　　藤　　英　　次 〃 〃 請　　川　　博　　基 1)

〃 〃 平　　山　　裕　　治 〃 〃 川　　口　　招　　宏 1)

〃 〃 塚　　本　　康　　貴

氏名の右肩番号は、技術体系化チーム兼務を示す。数字は、担当した課題番号である。
なお、技術体系化チームのリーダーはいずれの課題も技術普及部次長である

1) [地域水田農業ﾋﾞｼﾞｮﾝ実践支援事業]　低ｺｽﾄ業務用米の生産と中長期的畑・野菜等の輪作による地域水田農業ﾋﾞｼﾞｮﾝの実現(H16～18)

2) [経営革新技術等移転促進事業]　緑肥を導入した畑輪作による線虫被害低減効果の実証(H17～19)
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2)転入者及び採用者

職　　　名 氏　　名 発令年月日 備　　　考

場 長 下小路　英　男 H18.4.1 道南農業試験場

副 場 長 佐　藤　　　泉 〃 農政部食の安全推進室農産振興課

遺 伝 資 源 部 長 土　屋　俊　雄 〃 植物遺伝資源センター

生 産 研 究 部 長 桃　野　　　寛 〃 北見農業試験場

生 産 環 境 部 長 中　尾　弘　志 〃 道南農業試験場

技 術 普 及 部 長 内　山　誠　一 〃 天北農業試験場

特 別 研 究 員 兼　平　　　修 〃 十勝農業試験場

総 務 部 主 幹 中　西　美　喜 〃 道南農業試験場

企 画 情 報 室 長 補 佐 齋　藤　良　治 〃 農政部農村設計課

作 物 研 究 部 副 部 長 品　田　裕　二 〃 十勝農業試験場

生 産 環 境 部 副 部 長 宮　森　康　雄 〃 上川農業試験場

環境保全部主任研究員 中　津　智　史 〃 十勝農業試験場

遺伝資源部主任研究員 越　智　弘　明 〃 植物遺伝資源センター

作物研究部主任研究員 前　野　眞　司 〃 十勝農業試験場

生産研究部主任研究員 丹　野　　　久 〃 上川農業試験場

会 計 係 長 佐　藤　信　良 〃 十勝支庁

遺 伝 子 工 学 科 長 堀　田　治　邦 〃 花・野菜技術センター

ほ 場 管 理 科 長 前　川　利　彦 〃 植物遺伝資源センター

資 源 利 用 科 長 南　　　　　忠 〃 植物遺伝資源センター

資 源 貯 蔵 科 長 冨　田　謙　一 〃 植物遺伝資源センター

企 画 情 報 室 主 査 陰　山　聡　一 〃 畜産試験場

技 術 普 及 部 主 査 請　川　博　基 〃 十勝中部地区改良普及センター

〃 川　口　招　宏 〃 上川中部地区改良普及センター

研 究 主 査 髙　橋　　　睦 〃 植物遺伝資源センター

主 任 佐々木　勇　一 〃 植物遺伝資源センター

技 師 三　木　麻里子 〃 植物遺伝資源センター

研 究 職 員 木　内　　　均 〃 上川農業試験場

〃 宗　形　信　也 〃 植物遺伝資源センター

業 務 主 任 佐　藤　正　春 〃 植物遺伝資源センター

〃 氏　家　省　治 〃 植物遺伝資源センター

農業技能員兼指導主任 八　鍬　　　博 〃 植物遺伝資源センター

農 業 技 能 員 兼 主 任 北　　　和　宏 〃 植物遺伝資源センター

農 業 技 能 員 六　田　靖　男 〃 植物遺伝資源センター

研 究 職 員 山　下　陽　子 〃 新規採用
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3)転出者及び退職者

職　　　名 氏　　名 発令年月日 備　　　考

企 画 情 報 室 長 菊　地　治　己 H18.4.1 十勝農業試験場

研 究 参 事 小　関　忠　雄 〃 畜産試験場

技 術 普 及 部 長 髙　木　正　季 〃 農業大学校

企 画 情 報 室 長 補 佐 田　村　　　聡 〃 留萌支庁

主 任 専 門 技 術 員 坂　下　勇　一 〃 根室農業改良普及センター

〃 西　海　豊　顕 〃 十勝農業改良普及センター

〃 竹　内　　　稔 〃 石狩農業改良普及センター

〃 葛　西　育　子 〃 宗谷農業改良普及センター

〃 黒　川　晃　次 〃 後志農業改良普及センター

作物開発部主任研究員 吉　良　賢　二 〃 北見農業試験場

生産ｼｽﾃﾑ部主任研究員 田　中　英　彦 〃 十勝農業試験場

農業環境部主任研究員 志　賀　弘　行 〃 農政部農業経営局技術普及課

総 務 係 長 安　岡　佳　志 〃 日高支庁

経 営 科 長 岡　田　直　樹 〃 上川農業試験場

環 境 基 盤 科 長 竹　内　晴　信 〃 十勝農業試験場

企 画 情 報 室 主 査 梶　山　　　努 〃 十勝農業試験場

専 門 技 術 員 三　宅　俊　秀 〃 農政部農業経営局技術普及課

研 究 職 員 齋　藤　美　樹 〃 上川農業試験場

〃 唐　　　星　児 〃 北見農業試験場

〃 木　口　忠　彦 〃 花・野菜技術センター

遺 伝 資 源 部 長 土　屋　俊　雄 H19.3.31 退職

遺伝資源部主任研究員 越　智　弘　明 〃 〃
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．歳入決算額8

．歳出決算額9

（単位：円）
科　　　　　目 予算額 決算額 増　減

建 物 使 用 料 750,000 847,664 97,664
土 地 使 用 料 61,000 92,576 31,576
証 紙 収 入 8,500,000 3,745,160 ▲ 4,754,840
土 地 貸 付 収 入 0 7,500 7,500
農 産 物 売 払 収 入 7,983,000 8,552,720 569,720
不 用 品 売 払 収 入 10,000 103,095 93,095
委 託 電 話 収 入 0 420 420
電 話 料 収 入 0 14,550 14,550
労 働 保 険 料 収 入 0 796,902 796,902
共 同 研 究 費 負 担 収 入 6,800,000 4,900,000 ▲ 1,900,000
農業試験研究受託事業収入 33,130,000 51,609,000 18,479,000
雑 入 0 41,126 41,126

計 57,234,000 70,710,713 13,476,713

（単位：円）
科　　　　　目 予算額 決算額 残　額

報 酬 12,785,000 12,330,927 454,073
共 済 費 15,979,777 13,990,461 1,989,316
賃 金 98,241,795 92,210,024 6,031,771
報 償 費 0 0 0
旅 費 42,579,035 39,030,352 3,548,683
需 用 費 190,178,560 190,125,523 53,037
役 務 費 35,609,052 34,497,194 1,111,858
委 託 料 67,971,680 66,683,322 1,288,358
使 用 料 及 び 賃 借 料 31,894,000 31,072,296 821,704
工 事 請 負 費 62,779,000 61,990,268 788,732
備 品 購 入 費 28,178,000 28,163,681 14,319
負 担 金 、 補 助 及 び 交 付 金 4,331,000 4,216,671 114,329
公 課 費 463,600 462,100 1,500
補 償 、 補 填 及 び 賠 償 金 729,861 729,861 0

計 591,720,360 575,502,680 16,217,680
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．新たに設置した主要施設及び備品10

1)施 設

2)備 品(1件100万円以上)

（単位：円）

配　　置
遺伝資源部

遺伝資源部

名　　　　　称
屋根付き堆肥舎改築工事

総合作業室周囲舗装工事

金　　額
53,025,000

6,184,500

（単位：円）

名　　　　　称 数量 金額 配置

大型トラクタ及び付属作業機 1 6,825,000 ほ場管理科

高 速 冷 却 遠 心 機 1 4,323,900 病 虫 科

簡 易 豆 腐 試 作 装 置 及 び
豆 乳 粘 度 測 定 装 置

1 1,370,775 畑 作 科

超 純 水 製 造 装 置 1 1,249,500
遺伝子工
学 科

近 赤 外 分 光 分 析 装 置 1 7,458,570 畑 作 科FOSS  Infratec1241

コクサン　小型遠心分離器　H-112型　他

規　　　　　格
クボタ　トラクタ　GM75 他

トミー精工　Suprema25

日本ミリポア　Mill-Q Academic 他
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作 況B

Ⅰ 畑 作 物

1．気象概況（作物開発部 長沼町）

平成 年９月から平成 年 月までの概況は次の17 18 10
とおりである。

平成 年17
９月：気温は全般にやや高く、降水量は上旬が多く中

下旬は少なく、日照時間は上旬が少なく中・下旬はやや

多かった。

月：気温はやや高かった。降水量は上・下旬でや10
や少なかった。日照時間は上・中旬が多かった。

、 。11 月：気温は上旬が高く 中・下旬がやや低かった

降水量は上・下旬が少なく、日照時間はほぼ平年並であ

った。初霜は平年より 日遅い 月６日で、降雪始は17 11
平年より９日遅い 月９日であった。11

月：気温は中・下旬が著しく低かった。降水量は12
少なく、日照時間は上旬でかなり多く、中旬がやや少な

。 。かった 根雪始は平年より 日遅い 月 日であった8 12 11
平成 年18
１月～３月：気温は 月上旬から２月上旬にかけて低1

く、２月中旬～３月上旬は著しく高く、３月中下旬はや

や高めに経過した。降水量は３月下旬が特に多かったほ

かは平年並みからやや少なめであった。日照時間は全般

に少なかった。

４月：根雪終は平年より６日遅い４月 日で、積雪11
期間は平年に比べ３日短い 日であった。気温は低く121
経過した。降水量は全般に多くで、日照時間は全般に少

なかった。耕鋤始は平年に並の４月 日であった。18
５月：気温は中旬を除き上旬・下旬で低くかった。降

水量は上・中旬が少なく下旬で多かった。日照時間は上

・中旬が多かった。晩霜は、平年より７日遅い５月７日

であった。

６月：気温は１ヶ月を通じて最高・最低とも低く、上・

中旬がかなり低かった。降水量は中・下旬で多く、日照

時間は中旬でかなり少なかった。

７月：気温は上・中旬が平年並みとなったが、下旬が著

しい低温となった。降水量は中旬で平年よりやや多かっ

た他は、上・下旬でかなり少なかった。日照時間は上・

下旬で平年を大きく上回った。

８月：気温は１ヶ月を通じて高く、中・下旬が平年より

かなり高くなった。降水量は中旬で平年よりやや多かっ

た他は、上・下旬でかなり少なかった。日照時間は上旬

で平年を大きく上回った他は、平年並からやや少なかっ

た。

９月：気温は平年並からやや低かった。降水量は上旬で

平年並の他は、中・下旬でかなり少なかった。日照時間

は中・下旬で多かった。

月：気温は上旬で高く、下旬でかなり低かった。降10
水量は中旬を除きかなり少なかった。日照時間は平年並

から多く、下旬でかなり多かった。初霜は平年より６日

早い 月 日であった。10 14
月上・中旬：気温は上旬で平年よりかなり高く、中11

旬で平年並であった。降水量は上旬でかなり多く、日照

時間は上旬で少なく、中旬でやや多かった。

以上、農耕期間（４～ 月）の気象を要約すると、６10
月、７月下旬、 月下旬が低温に経過し、８月がかな10
り高く経過した。これらから、積算平均気温は平年に比

べ ℃低い ℃であった。降水量は期間を通じて56 3,034
少なく、７月下旬～８月がかなり少なかった。積算降水

量では平年に比べ ㎜少ない ㎜であった。日照時244 481
間は平年より 時間多い 時間であった。168 1,127
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2．気象表

道立中央農試（長沼町）

注１）データは「アメダス長沼」を使用。平年値は過去 年間を用い、中央農試で算出した。△は減を示す。なお、データは、10

平成 年までは確定値、平成 年からは速報値を用いた。16 17

注２）最高、最低、平均気温は期間内の平均値、降水量、降水日数、日照時間は期間内の積算値を用いた。

 年月

本年 平年 比較 本年 平年 比較 本年 平年 比較 本年 平年 比較 本年 平年 比較 本年 平年 比較

平成17年 上旬 19.3 19.0 0.3 24.6 23.4 1.2 14.3 15.1 △0.8 82.0 35.2 46.8 2.0 4.3 △2.3 40.2 51.1 △10.9

９月 中旬 18.0 17.0 1.0 22.6 21.4 1.2 13.5 12.5 1.0 23.0 41.5 △18.5 3.0 3.7 △0.7 54.9 46.7 8.2

下旬 15.4 15.0 0.4 20.5 19.9 0.6 10.4 10.1 0.3 22.0 46.1 △24.1 4.0 4.2 △0.2 56.3 49.5 6.8

上旬 13.1 12.8 0.3 18.0 17.5 0.5 7.6 8.1 △0.5 27.0 40.0 △13.0 5.0 4.1 0.9 54.5 42.6 11.9

１０月 中旬 12.6 11.1 1.5 17.8 15.9 1.9 6.7 6.0 0.7 30.0 29.7 0.3 3.0 3.7 △0.7 67.6 46.3 21.3

下旬 9.7 9.1 0.6 14.2 13.6 0.6 5.2 4.3 0.9 31.0 37.1 △6.1 5.0 4.9 0.1 45.8 46.5 △0.7

上旬 8.7 6.4 2.3 13.6 10.4 3.2 3.8 2.0 1.8 7.0 21.1 △14.1 3.0 4.7 △1.7 35.4 37.0 △1.6

１１月 中旬 1.2 3.3 △2.1 4.8 7.1 △2.3 -2.1 -0.8 △1.3 31.0 28.1 2.9 5.0 5.5 △0.5 32.9 28.1 4.8

下旬 1.5 2.0 △0.5 5.1 5.6 △0.5 -2.0 -1.7 △0.3 1.0 30.2 △29.2 3.0 5.1 △2.1 32.6 31.4 1.2

上旬 -2.8 -2.0 △0.8 1.4 1.4 0.0 -7.0 -5.9 △1.1 13.0 23.1 △10.1 2.0 4.9 △2.9 60.7 30.1 30.6

１２月 中旬 -6.8 -3.4 △3.4 -1.9 0.1 △2.0 -12.4 -7.5 △4.9 9.0 28.2 △19.2 5.0 5.9 △0.9 19.2 29.7 △10.5

下旬 -8.1 -5.0 △3.1 -3.6 -1.0 △2.6 -13.8 -10.0 △3.8 21.0 26.8 △5.8 6.0 6.5 △0.5 34.8 33.9 0.9

平成18年 上旬 -7.8 -6.2 △1.6 -3.6 -2.0 △1.6 -13.1 -11.6 △1.5 30.0 30.4 △0.4 7.0 5.4 1.6 33.1 31.8 1.3

１月 中旬 -7.1 -6.6 △0.5 -3.2 -2.6 △0.6 -12.1 -11.9 △0.2 36.0 21.1 14.9 6.0 5.0 1.0 27.0 31.7 △4.7

下旬 -7.0 -6.9 △0.1 -2.7 -2.6 △0.1 -11.9 -12.1 0.2 7.0 24.6 △17.6 5.0 6.5 △1.5 37.7 41.4 △3.7

上旬 -8.5 -6.2 △2.3 -4.4 -1.9 △2.5 -13.7 -11.4 △2.3 26.0 17.3 8.7 4.0 4.9 △0.9 33.5 42.4 △8.9

２月 中旬 -3.9 -6.0 2.1 0.4 -1.8 2.2 -10.3 -11.1 0.8 4.0 23.0 △19.0 2.0 5.6 △3.6 43.3 44.0 △0.7

下旬 -1.3 -4.8 3.5 2.6 -0.4 3.0 -5.8 -10.6 4.8 26.0 17.9 8.1 3.0 4.1 △1.1 41.1 43.1 △2.0

上旬 -1.2 -3.8 2.6 2.1 0.4 1.7 -6.0 -8.9 2.9 7.0 18.7 △11.7 5.0 4.8 0.2 43.6 52.0 △8.4

３月 中旬 -0.1 -1.0 0.9 3.3 2.6 0.7 -4.0 -5.2 1.2 9.0 12.9 △3.9 3.0 4.5 △1.5 33.1 51.6 △18.5

下旬 1.9 1.2 0.7 5.2 4.9 0.3 -1.1 -2.9 1.8 56.0 19.5 36.5 4.0 4.7 △0.7 39.9 57.5 △17.6

上旬 0.9 3.6 △2.7 4.2 7.9 △3.7 -2.4 -0.6 △1.8 14.0 8.8 5.2 4.0 3.2 0.8 51.2 52.1 △0.9

４月 中旬 4.9 6.2 △1.3 9.0 10.7 △1.7 1.2 1.8 △0.6 32.0 15.5 16.5 4.0 3.0 1.0 30.5 49.2 △18.7

下旬 6.7 8.2 △1.5 11.3 13.2 △1.9 3.0 3.4 △0.4 10.0 13.2 △3.2 2.0 3.0 △1.0 43.0 51.4 △8.4

上旬 8.5 9.3 △0.8 14.5 14.1 0.4 2.9 4.7 △1.8 23.0 37.8 △14.8 2.0 4.3 △2.3 81.4 53.1 28.3

５月 中旬 13.1 11.1 2.0 19.4 15.9 3.5 6.9 7.0 △0.1 16.0 33.5 △17.5 3.0 3.7 △0.7 94.8 46.8 48.0

下旬 12.6 13.1 △0.5 16.8 17.9 △1.1 8.4 9.0 △0.6 38.0 22.9 15.1 5.0 3.3 1.7 54.1 46.9 7.2

上旬 12.5 13.7 △1.2 16.9 18.3 △1.4 8.9 9.8 △0.9 21.0 24.2 △3.2 4.0 3.7 0.3 48.8 49.5 △0.7

6月 中旬 14.5 15.8 △1.3 18.7 20.4 △1.7 10.8 12.1 △1.3 23.0 15.0 8.0 2.0 2.0 0.0 27.3 45.9 △18.6

下旬 16.5 17.1 △0.6 20.4 21.6 △1.2 13.7 13.6 0.1 41.0 24.5 16.5 4.0 2.8 1.2 40.3 48.0 △7.7

上旬 17.5 17.5 0.0 21.8 21.3 0.5 13.8 14.7 △0.9 14.0 47.6 △33.6 3.0 3.9 △0.9 55.2 31.6 23.6

７月 中旬 20.0 19.6 0.4 23.8 23.7 0.1 17.4 16.5 0.9 45.0 36.0 9.0 5.0 3.5 1.5 30.5 34.8 △4.3

下旬 19.1 21.2 △2.1 24.0 25.2 △1.2 15.3 18.4 △3.1 1.0 56.0 △55.0 1.0 4.3 △3.3 73.5 38.6 34.9

上旬 23.2 21.5 1.7 28.8 25.4 3.4 19.2 18.7 0.5 0.0 63.4 △63.4 0.0 3.7 △3.7 74.2 37.8 36.4

８月 中旬 23.5 20.5 3.0 26.9 24.5 2.4 21.3 17.5 3.8 53.0 43.7 9.3 3.0 3.4 △0.4 33.0 42.7 △9.7

下旬 22.2 20.1 2.1 26.0 24.3 1.7 19.4 16.6 2.8 9.0 54.3 △45.3 5.0 4.6 0.4 45.6 47.1 △1.5

上旬 19.4 19.2 0.2 23.7 23.7 0.0 15.5 15.3 0.2 41.0 38.9 2.1 4.0 3.6 0.4 49.7 50.3 △0.6

９月 中旬 17.1 17.3 △0.2 22.6 21.7 0.9 11.9 13.0 △1.1 15.0 43.0 △28.0 3.0 3.7 △0.7 66.7 44.7 22.0

下旬 14.3 15.0 △0.7 20.3 19.8 0.5 8.4 10.0 △1.6 20.0 42.8 △22.8 2.0 3.9 △1.9 65.6 49.4 16.2

上旬 14.1 13.0 1.1 19.1 17.7 1.4 9.6 8.2 1.4 22.0 41.7 △19.7 4.0 4.3 △0.3 51.7 44.0 7.7

10月 中旬 10.4 11.0 △0.6 14.9 15.9 △1.0 4.4 5.7 △1.3 33.0 27.6 5.4 4.0 3.5 0.5 50.7 49.0 1.7

下旬 6.7 8.9 △2.2 12.6 13.5 △0.9 0.5 4.2 △3.7 8.0 35.1 △27.1 2.0 4.8 △2.8 67.1 46.0 21.1

上旬 9.8 6.7 3.1 14.0 10.8 3.2 4.7 2.3 2.4 79.0 18.9 60.1 5.0 4.5 0.5 34.8 37.6 △2.8

中旬 3.4 2.8 0.6 6.9 6.6 0.3 0.1 -1.0 1.1 33.0 29.2 3.8 4.0 5.3 △1.3 36.1 29.2 6.9

旬

最高気温（℃） 最低気温（℃）平均気温（℃） 降水量（mm） 降水日数（日） 日照時間（ｈｒ）

11月

12



3．季節表

注）平年値は中央農試における平成 年～ 年の 年間の平均値を用いた（初霜、降雪始および根雪始は平成７～ 年の平均8 17 10 16

値 。積雪期間の平年値にはうるう年を含むため、根雪始・終の差と一致しない。）

4．農耕期間の積算値

5．耕種概要

平成 年度より、すべての作物で土壌物理性・排水性が改良された基盤整備後の圃場を使用している。13

 

本年 H17. 12.11 H18. 4.11 H18. 4.17 H18. 4.18 H18. 5.07 H18. 10.14 H18. 11.12

平年 12.03 4.05 4.14 4.18 4.30 10.20 10.31

比較

降　雪　終

（年．月．日） （年．月．日）

積　雪　期　間

12

159

172

△ 13

（年．月．日）

0 7

（年．月．日）

△ 63

（年．月．日）（年．月．日） （年．月．日） （日）

降　雪　始耕　鋤　始 晩　　　霜 無　霜　期　間初　　　霜

（日）

121

124

△ 38 6

年次
根　雪　始 根　雪　終

 項目

本年

平年

比較

本年

平年

比較

168   

2,243   

（mm）

16   

４～10月

481   

△ 97   

1,982   

△ 30   

2,012   

3,034   

3,090   

△ 56   

最低気温

（℃）

平均気温 最高気温 降水量

（℃）（℃）

日照時間

（ｈｒ）

3,245   

61   

4,029   

4,044   

△ 15   

3,306   2,590   

期間

2,146   

667   

166   

833   

△ 222   

1,127   

959   725   

△ 244   

362   

584   ５～９月 2,574   

 一区面積 反復 前作物 畦幅 株間 一株本数 播種粒数 株数

(㎡) (cm) (cm) (粒/㎡) (株/10a)

秋まき小麦 9.6 4 緑肥 30 条播 － 255 －

春まき小麦 7.2 4 緑肥 30 条播 － 340 －

大豆 25.2 3 緑肥 60 20 2 － 8,333

小豆 8.4 3 緑肥 60 20 2 － 8,333

ばれいしょ 10.8 3 菜豆・大豆 75 30 1 － 4,444

10a当たり施肥量(kg)

Ｎ P2O5 K2O MgO 堆肥

秋まき小麦 4.0+6.0 12.5 5.0 － 3,000

春まき小麦 10.0 18.0 12.0 5.0 3,000

大豆 1.5 11.0 7.5 3.5 －

小豆 4.0 19.2 9.2 2.4 －

ばれいしょ 10.4 16.8 14.0 5.0 3,000
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6．作 況

(1) 秋まき小麦（平成17年播種）

作況：やや不良

事由：播種期は平年に比べ２～１日遅く、出芽期は 日1
遅れた。越冬前の生育は気温が高めに経過したことから

良好であった。根雪始は平年より８日、融雪終わりは６

日それぞれ遅く、積雪期間は３日短かった。雪腐病によ

る冬損の発生は平年に比べ多めとなった。

融雪期前後および５月下旬以降の低温のため、出穂期

は平年に比べ６～８日遅く、成熟期は平年より４～５日

遅れとなった 「ホロシリコムギ」は平年より穂数が多。

かったものの中程度の倒伏が発生し、登熟期間の日照不

足傾向もあり、千粒重は小さく、子実重は平年並となっ

た 「ホクシン」も穂数は平年より多かったが、穂長が。

短く、少程度の赤かび病の発生が見られ、子実重は平年

を１２％下回った。

以上により、本年の作況はやや不良である。

品種名
項目 ＼年次 本年 平年 比較 本年 平年 比較

播種期 (H17.月.日) 9.15 9.13 2 9.15 9.14 1
出芽期 (H17.月.日) 9.21 9.20 1 9.21 9.20 1
出穂期 (H18.月.日) 6.10 6.04 6 6.16 6.08 8
成熟期 (H18.月.日) 7.23 7.18 5 7.28 7.24 4
冬損程度 (0:無～5:甚) 2.4 1.2 1.2 2.0 0.9 1.1
草  丈 H17.10.20 28.5 23.0 5.5 27.0 24.0 3.0

H18.5.20 48.8 48.3 0.5 49.2 52.1 △ 2.9
(cm) H18.6.20 101 94 7 103 103 0

茎  数 H17.10.20 1124 980 144 1049 851 198
H18.5.20 1484 1089 395 1590 1061 529

(本/㎡) H18.6.20 820 656 164 850 621 229
成熟期 稈長     (cm) 99 88 11 111 97 14

に 穂長     (cm) 7.8 8.9 △ 1.1 7.8 8.8 △ 1.0
おける 穂数 (本/㎡) 846 619 227 802 539 263

倒伏程度 (0：無～5：甚） 0.0 1.1 △ 1.1 3.1 1.5 1.6
子実重 (kg/10a) 545 619 △ 74 566 557 9
リットル重 (ｇ) 795 802 △ 7 796 790 6
千粒重 (ｇ) 40.9 38.9 2.0 42.0 45.0 △ 3.0
品質 (等級) 2中 2上 － 2中 2下 －
子実重平年対比   (％) 88 100 △ 12 102 100 2
注１）平年値は前７か年中、最凶（H12年)、最豊(ﾎｸｼﾝH15､ﾎﾛｼﾘH16)を
　 ２）△は平年より早、短、少を表す。
   3）倒伏程度：成熟期における倒伏程度。０（無）～５（甚）の６段階評価

ホクシン ホロシリコムギ
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(2) 春まき小麦 作況：良

事由：播種は平年並の４月 日に行った。播種後の気18
温が低かったため、出芽期は平年より２日早い５月３日

となった。出芽後も低温に経過したことから生育は緩慢

となり、出穂期は平年より４～５日遅い６月 ～ 日24 25
となった。生育は遅れたものの、両品種とも生育量は多

く、稈長および穂数は平年を上回った。成熟期は平年よ

り３～５日遅く、登熟日数は平年並みに確保された。一

穂粒数と千粒重はいずれも平年をやや下回ったが、穂数

が多かったことから、子実重は平年比 ～ ％の多109 117
収となった。リットル重は平年並みで、外観品質も平年

並みであった。

以上により、本年の作況は良である。

品種名

項目 ＼年次 本年 平年 比較 本年 平年 比較

播種期 (月.日) 4.18 4.18 0 4.18 4.18 0

出芽期 (月.日) 5.03 5.01 2 5.03 5.01 2

出穂期 (月.日) 6.25 6.20 5 6.24 6.20 4

成熟期 (月.日) 8.06 8.01 5 8.04 8.01 3

草  丈 5月20日 19.4 19.0 0.4 19.8 20.3 △ 0.5

(cm) 6月20日 76 73 3 79 79 0

茎  数 5月20日 308 515 △ 207 323 646 △ 323

(本/㎡) 6月20日 762 675 87 818 704 114

成熟期 稈長     (cm) 88 86 2 98 93 5

に 穂長     (cm) 8.4 8.3 0.1 8.5 8.5 0.0

おける 穂数 (本/㎡) 508 464 44 542 463 79

子実重 (kg/10a) 484 412 72 528 486 42

一穂粒数 (粒) 28.9 30 △ 1.1 30.6 32.9 △ 2.3

千粒重 (ｇ) 38.8 39.0 △ 0.2 40.7 41.4 △ 0.7

リットル重 (ｇ) 796 790 6 813 813 0

品質 (等級) 2下 2中 － 2上 2中 －

子実重平年対比   (％) 117 100 17 109 100 9

注）平年値は前７か年中、平成12年(最凶)、14年(最豊)を除く５か年平均。

     ただし、「春よ恋」の草丈・茎数は前５か年の平均。

     一穂粒数は、各反復で有効穂を50穂調査。リットル重は1リットル升による測定

ハルユタカ 春よ恋
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(3) 大 豆 作況：やや不良

事由：播種期は平年より３日遅い５月 日であった。24
播種後、６月まで低温に経過したことから、出芽期は平

年より３～４日遅く、生育は停滞し、７月に入り気温が

回復したものの、開花期は平年より４～５日遅れとなっ

た。７月下旬～８月中旬はほとんど降雨が無く、かなり

の高温に経過したことから、生育量はほぼ平年並みに戻

ったものの、干ばつ傾向となり、下葉の枯れ上がりが認

められた。その後は順調に登熟が進み、成熟期は平年よ

り５日遅かった。

中生の「ツルムスメ」では、干ばつの影響により、着

莢数は平年比 ％と少なかったが、その後順調に登熟92

したことから、一莢内粒数と百粒重はほぼ平年並であっ

た。このため子実重は平年比 ％の となっ95 326kg/10a
た。品質は平年を上回った。

2晩生の ユウヅル は 干ばつ後の降雨と好天により「 」 、 、

次花房の着莢により着莢数は平年並となった。一方、一

莢内粒数は平年比 ％とかなり少なかったが、登熟期81
間が順調に経過したことから、百粒重は平年より大きく

なった。このため子実重は平年比 ％の と96 339kg/10a
なった。品質は裂皮の発生があったものの平年を上回っ

た。

以上により、本年の作況はやや不良である。

 品種名

項目 ＼年次 本年 平年 比較 本年 平年 比較 本年 平年 比較 本年 平年 比較

播種期 (月.日) 5.24 5.21 3 5.24 5.21 3 5.24 5.21 3 5.24 5.21 3

出芽期 (月.日) 6.05 6.02 3 6.05 6.01 4 6.04 5.31 4 6.04 5.31 4

開花期 (月.日) 7.24 7.19 5 8.02 7.29 4 7.22 7.17 5 7.30 7.25 5

成熟期 (月.日) 10.04 9.29 5 10.19 10.14 5 9.30 9.27 3 10.01 10.01 0

主茎長 6月20日 5.1 10.0 △ 4.9 5.4 10.1 △ 4.7 6.4 12.2 △ 5.8 5.3 9.4 △ 4.1

7月20日 42.6 45.7 △ 3.1 36.5 42.1 △ 5.6 44.8 51.1 △ 6.3 34.8 40.8 △ 6.0

8月20日 57.8 55.2 2.6 70.5 82.7 △ 12.2 61.7 61.3 0.4 65.8 72.5 △ 6.7

(cm) 9月20日 57.5 56.3 1.2 69.8 83.8 △ 14.0 60.2 61.7 △ 1.5 66.5 72.6 △ 6.1

成 熟 期 57.3 55.5 1.8 66.5 83.0 △ 16.5 60.9 60.9 0.0 67.9 72.4 △ 4.5

主茎節数 6月20日 2.5 3.7 △ 1.2 2.3 3.6 △ 1.3 2.6 3.3 △ 0.7 2.2 3.8 △ 1.6

7月20日 10.5 11.1 △ 0.6 10.2 10.9 △ 0.7 9.4 9.7 △ 0.3 10.6 10.5 0.1

8月20日 12.5 12.2 0.3 15.9 15.6 0.3 11.0 10.4 0.6 14.9 14.2 0.7

(節) 9月20日 12.8 12.3 0.5 15.9 15.6 0.3 11.0 10.1 0.9 14.8 14.2 0.6

成 熟 期 12.8 12.0 0.8 16.0 15.6 0.4 11.0 10.2 0.8 15.3 14.0 1.3

分枝数 7月20日 5.5 5.7 △ 0.2 4.3 3.3 1.0 5.0 6.4 △ 1.4 7.3 7.4 △ 0.1

8月20日 7.2 6.3 0.9 5.8 4.9 0.9 5.5 6.7 △ 1.2 10.8 11.1 △ 0.3

(本/株) 9月20日 6.9 6.4 0.5 5.9 4.4 1.5 5.5 6.5 △ 1.0 11.7 10.5 1.2

成 熟 期 7.4 6.1 1.3 6.2 3.7 2.5 5.5 6.3 △ 0.8 11.9 9.4 2.5

着莢数 9月20日 48.5 53.4 △ 4.9 60.0 55.6 4.4 54.8 70.1 △ 15.3 119.1 124.7 △ 5.6

(莢/株) 成 熟 期 49.3 53.7 △ 4.4 58.6 57.1 1.5 59.4 68.2 △ 8.8 122.6 119.7 2.9

一莢内粒数 1.84 1.81 0.03 1.52 1.87 △ 0.35 1.76 1.80 △ 0.04 2.30 2.36 △ 0.06

子実重 (kg/10a) 326 344 △ 18 339 354 △ 15 352 391 △ 39 362 326 36

百粒重 (ｇ) 46.7 45.8 0.9 45.0 43.2 1.8 41.8 39.0 2.8 16.3 14.6 1.7

屑粒率 (％) 4.6 1.5 3.1 1.8 2.6 △ 0.8 2.2 1.9 0.3 1.2 2.4 △ 1.2

品質 (等級) ２中 ３上 － ３中 ３下 － ３下 ３中 － 1 ２下 －

子実重平年対比 (％ 95 100 △ 5 96 100 △ 4 90 100 △ 10 111 100 11

注）平年値は前７か年中、平成14年(最凶)、16年(最豊)を除く５か年平均。

　　ただし、トヨムスメ、スズマルは、前５か年の平均を平年とし参考値を示す。

ツルムスメ ユウヅル トヨムスメ（参考） スズマル（参考）
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(4) 小 豆 作況：不良

事由：降雨により播種期が平年より２日遅い５月 と26
なった。播種後は、低温で経過したことから出芽の揃い

が悪く出芽期は平年より７日遅い６月 日となり、生17
育は平年を下回った。 ７月上旬の好天により生育は回

3 7復しほぼ平年並となった。開花期は平年より 日遅い

月 日であった。開花後の７月下旬から８月中旬まで28
高温多照小雨で経過したことから、生育が停滞した。そ

の後も気温がかなり高く推移したことから、成熟期は平

年より５日早い９月３日となった。一莢内粒数は平年並

であったが、開花後の高温干ばつによる着莢障害のため

着莢数は平年を大きく下回った。その結果、子実重は平

年比 ％と著しく平年を下回った。また、百粒重は平53
年よりやや軽く、屑粒率は少なく、品質は平年並であっ

た。

以上により、本年の作況は不良である。

品種名

項目 ＼年次 本年 平年 比較

播種期 (月.日) 5.26 5.24 2

出芽期 (月.日) 6.17 6.10 7

開花期 (月.日) 7.28 7.25 3

成熟期 (月.日) 9.03 9.08 △5

主茎長 6月20日 3.4 5.0 △ 1.6

7月20日 20.0 21.0 △ 1.0

(cm) 8月20日 42.0 61.0 △ 19.0

成 熟 期 44.0 62.0 △ 18.0

主茎節数 6月20日 1.2 2.0 △ 0.8

7月20日 7.9 8.0 △ 0.1

(節) 8月20日 12.3 13.0 △ 0.7

成 熟 期 12.7 13.0 △ 0.3

分枝数 7月20日 2.9 3.0 △ 0.1

(本/株) 8月20日 4.3 4.0 0.3

成 熟 期 4.4 4.0 0.4

着莢数 8月20日 39.0 56.0 △ 17.0

(莢/株) 成 熟 期 35.5 50.0 △ 14.5

一莢内粒数 6.00 6 0.00

子実重 (kg/10a) 162 307 △145

百粒重 (ｇ) 12.4 13.0 △ 0.6

屑粒率 (ｇ) 4.5 7.0 △ 2.5

品質 (等級) ３上 ３上 －

子実重平年対比    (％ 53 100 △47

注）平年値は前７か年中、平成12年（最凶）、15年（最豊）を除く５か年平均

エリモショウズ
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(5) ばれいしょ 作況：不良

事由：融雪後の低温多雨のため植付期は平年より 日遅4
い 月 日となり、萌芽期も 月 日で平年より 日5 8 5 27 2
遅かった。

6 28 6萌芽後も低温のため、開花始は 月 日で平年より

。 、日遅れた その後の天候回復により生育も回復していき

茎長はやや長め、茎数は平年並みとなった。しかし、７

月下旬以降 月中旬まで極端な旱魃状態となり、さらに8

８月上旬からは著しい高温に経過したため、塊茎の肥大

が進まないまま平年より５日遅れで枯凋期に達した。上

いも１個重は平年よりやや小粒で、上いも数もやや少な

く、上いも重は平年比８８％、中以上いも重で平年比８

４％と平年を大きく下回った。でん粉価は ％と平18.6
年より高くなった。

以上により、本年の作況は不良である。

品種名
項目 ＼年次 本年 平年 比較

植付期 (月.日) 5.08 5.04 4
萌芽期 (月.日) 5.27 5.25 2
開花始 (月.日) 6.28 6.22 6
枯凋期 (月.日) 8.24 8.19 5

茎長 6月20日 26 33 △ 7
(cm) 7月20日 46 40 6
茎数 6月20日 5.0 5.4 △ 0.4

(本/株) 7月20日 5.4 5.3 0.1
８月20日における
  上いも数       (個/株) 12.2 13.0 △ 0.8
  上いも平均一個重(ｇ) 72 77 △ 5
  上いも重      (kg/10a) 3898 4383 △ 485
  でん粉価          (％) 18.6 14.6 4.0
枯凋期における
  上いも数       (個/株) 12.2 13.0 △ 0.8
  上いも平均一個重(ｇ) 72 77 △ 5
  上いも重      (kg/10a) 3898 4418 △ 520
  中以上いも重(kg/10a 2919 3459 △ 540
  でん粉価          (％) 18.6 14.6 4.0
上いも重平年対比  (％ 88 100 △ 12
中以上いも重 〃    (％ 84 100 △ 16
でん粉価   〃       (％) 127 100 27

注）平年値は前７か年中、平成11年(最凶)、13年(最豊)を除く５か年平均

     「上いも」は21g以上、「中以上いも」は61g以上のいもである。

男爵薯

(6) てんさい

てんさいの作況調査は平成 年度より中止した。18

(7) 作況圃場の変更について

平成 年度より、すべての作物で土壌物理性・排水13
性が改良された基盤整備後の圃場を使用している。
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Ⅱ 水 稲

． （ ）1 気象概況 岩見沢試験地 岩見沢市上幌向

本年の根雪終日は 月 日で平年より 日遅く、晩4 14 6
霜は 月 日で平年より 日遅かった。5 3 2
月：平均気温は ℃で平年より ℃低く、日照時4 4.1 2.1

間は平年の 、降水量は平年の であった。79% 134%
月：平均気温は ℃で平年並、日照時間は平年の5 11.9

、降水量は平年の であった。118% 101%
月：平均気温は ℃で平年より ℃低く、日照時6 15.6 0.7

間は平年の 、降水量は平年の であった。67% 103%
月：平均気温は ℃で平年より ℃低く、日照時7 20.1 0.3

間は平年の 、降水量は平年の であった。136% 41%
月：平均気温は ℃で平年より ℃高く、日照時8 24.0 2.8

間は平年の 、降水量は平年の であった。113% 62%
月：平均気温は ℃で平年より ℃高く、日照時9 17.3 0.2

間は平年の 、降水量は平年の であった。113% 58%
月：平均気温は ℃で平年より ℃低く、日照10 10.4 0.4

時間は平年の 、降水量は平年の であった。125% 63%
本年の降雪初日は 月 日で平年より 日遅かっ11 11 14

た。

以上農耕期間の 月から 月についてまとめると、気5 9
温は 月、 月が平年より低く、他は平年並から高めに6 7
推移した。日照時間は 月が平年より少なく、他は多く6
推移した。降水量は 月と 月が平年より多く、他は少5 6
なく推移した。 月から 月までの積算値では、平均気5 9

31 109% 58%温は ℃高く 日照時間は平年の 降水量は、 、

であった。

2．作 況：やや良

事由：本年は融雪が遅れたため圃場作業がずれ込んだ

が、播種は平年より 日早い 月 日に行った。 月1 4 19 4
下旬から 月上旬まで著しい低温で経過したが、 月中5 5
旬より天候が回復したため、移植時の苗の形質は平年並

。 。であった 移植は平年より 日遅い 月 日に行った1 5 22
移植後は気候が冷涼に経過し、生育は停滞した。 月か7

7ら天候は平年近くまで回復し 生育も遅れを取り戻し、 、

月 日調査では茎数は平年並を確保した。幼穂形成期20
。 、は平年より ～ 日遅れた 月に入り好天となったが2 6 8

出穂期は 日遅れた。登熟期間は気候に恵まれたが、遅7
発分げつが多く登熟にムラが見られた。成熟期における

穂長は平年より長く、穂数は「きらら 」で平年を下397
回り 「ほしのゆめ」で平年を上回った。一穂籾数は平、

、 。年並からやや多く ㎡当たり籾数は平年をやや上回った

稔実歩合と登熟歩合は平年を下回り、屑米歩合は平年よ

り高く 千粒重は平年よりやや軽かった 精玄米重は き、 。 「

らら 」で平年比 と平年を上回ったが 「ほしの397 108% 、

ゆめ」で と下回った。病害虫による被害は無かっ98%
た。

以上により、本年の作況はやや良である。
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気象表(平成18年)
月旬

本年 平年 比較 本年 平年 比較 本年 平年 比較 本年 平年 比較 本年 平年 比較
４月上旬 0.4 3.6 △ 3.2 3.7 7.7 △ 4.0 -2.8 -0.6 △ 2.2 56.0 58.9 △ 2.9 13.5 14.9 △ 1.4

中旬 4.7 6.4 △ 1.7 8.5 11.0 △ 2.5 0.9 1.9 △ 1.0 32.5 56.1 △ 23.6 41.0 21.2  19.8
下旬 7.1 8.6 △ 1.5 11.3 13.7 △ 2.4 3.0 3.5 △ 0.5 48.3 58.3 △ 10.0 11.0 13.2 △ 2.2

４月平均・積算 4.1 6.2 △ 2.1 7.8 10.8 △ 3.0 0.4 1.6 △ 1.2 136.8 173.3 △ 36.5 65.5 49.3  16.2
５月上旬 9.4 9.8 △ 0.4 15.2 14.7  0.5 3.6 4.8 △ 1.2 83.1 62.8  20.3 41.0 42.4 △ 1.4

中旬 13.4 11.8  1.6 19.5 16.5  3.0 7.2 7.0  0.2 95.1 59.7  35.4 26.5 31.5 △ 5.0
下旬 13.1 13.9 △ 0.8 17.5 18.8 △ 1.3 8.6 9.1 △ 0.5 44.9 66.2 △ 21.3 30.5 23.3  7.2

５月平均・積算 12.0 11.8  0.1 17.4 16.7  0.7 6.5 7.0 △ 0.5 223.1 188.7  34.4 98.0 97.2  0.8
６月上旬 13.5 14.3 △ 0.8 17.9 19.1 △ 1.2 9.1 9.5 △ 0.4 43.7 66.0 △ 22.3 12.0 25.4 △ 13.4

中旬 15.8 16.6 △ 0.8 20.0 21.1 △ 1.1 11.5 12.0 △ 0.5 39.4 59.4 △ 20.0 2.0 14.9 △ 12.9
下旬 17.5 18.1 △ 0.6 20.8 22.2 △ 1.4 14.3 13.6  0.7 42.5 62.8 △ 20.3 47.5 18.5  29.0

６月平均・積算 15.6 16.3 △ 0.7 19.6 20.8 △ 1.2 11.6 11.7 △ 0.1 125.6 188.2 △ 62.6 61.5 58.8  2.7
７月上旬 18.5 18.5 △ 0.0 23.2 23.0  0.2 13.9 14.8 △ 0.9 70.7 42.0  28.7 8.5 49.3 △ 40.8

中旬 21.5 20.3  1.2 25.0 25.7 △ 0.7 18.0 15.0  3.0 39.2 45.2 △ 6.0 50.5 41.9  8.6
下旬 20.1 22.1 △ 2.0 24.6 25.7 △ 1.1 15.7 18.4 △ 2.7 75.6 49.1  26.5 0.0 52.8 △ 52.8

７月平均・積算 20.0 20.3 △ 0.3 24.3 24.8 △ 0.5 15.9 16.1 △ 0.2 185.5 136.3  49.2 59.0 144.0 △ 85.0
８月上旬 24.5 22.2  2.3 29.4 25.8  3.6 19.7 18.6  1.1 73.1 47.5  25.6 0.0 63.6 △ 63.6

中旬 24.4 21.1  3.3 27.7 24.9  2.8 21.2 17.2  4.0 43.3 51.8 △ 8.5 82.0 25.0  57.0
下旬 23.0 20.4  2.6 26.6 24.4  2.2 19.4 16.4  3.0 56.4 54.1  2.3 14.0 66.2 △ 52.2

８月平均・積算 24.0 21.2  2.7 27.9 25.0  2.9 20.1 17.4  2.7 172.8 153.4  19.4 96.0 154.8 △ 58.8
９月上旬 19.6 19.3  0.3 23.7 23.6  0.1 15.5 14.9  0.6 54.1 54.7 △ 0.6 47.0 34.9  12.1

中旬 17.6 17.2  0.4 22.6 21.4  1.2 12.5 12.9 △ 0.4 61.6 48.1  13.5 10.0 44.3 △ 34.3
下旬 14.8 14.9 △ 0.1 19.9 19.6  0.3 9.7 10.2 △ 0.5 74.7 52.9  21.8 16.0 46.6 △ 30.6

９月平均・積算 17.3 17.1  0.2 22.1 21.5  0.5 12.6 12.7 △ 0.1 190.4 155.7  34.7 73.0 125.8 △ 52.8
１０月上旬 14.7 12.8  1.9 19.0 17.3  1.7 10.4 8.3  2.1 52.6 46.2  6.4 22.5 48.9 △ 26.4

中旬 9.9 10.8 △ 0.9 14.6 15.5 △ 0.9 5.2 6.0 △ 0.8 52.0 49.0  3.0 46.5 32.1  14.4
下旬 6.9 9.0 △ 2.1 12.1 13.1 △ 1.0 1.7 4.8 △ 3.1 68.7 43.2  25.5 6.0 38.4 △ 32.4

１０月平均・積算 10.5 10.9 △ 0.4 15.2 15.3 △ 0.1 5.8 6.4 △ 0.6 173.3 138.4  34.9 75.0 119.4 △ 44.4
注１）データは「アメダス岩見沢」を使用した。平年値は10か年の平均値(1996～2005)を農試が算出した。
注２）平均気温は日最高気温と日最低気温の平均値である。
注３）最高・最低・平均気温は期間内の平均値、降水量・日照時間は期間内の積算値である。
注４）平成18年6月に岩見沢測候所が無人化されたことにより、本年6月より霜の観測は廃止されたため
　　　初霜のデータは欠測。

降水量(mm)平均気温(℃) 最高気温(℃) 最低気温(℃) 日照時間(ｈ)

農耕期間積算値（５月～９月）
区分 平均気温(℃) 日照時間(h)   降水量(mm)
本年 2692 897 340
平年 2661 823 583
比較 31 74 △243

季節調査（年、月、日）
区別 根雪初日 根雪終日 降雪終日 耕鋤始 遅　　霜 降雪初日
本年 H17.11.12 H18.4.14 H18.4.18 H18.5. 8 H18.5. 3 H18.11.11
平年 　　11.18 　　 4. 9 　  4.18 　　 4.28 　　 5. 1 　　10.28
比較 　　 △16         5         0        10         2        14

20



生育・収量調査

品種名
ななつぼし

成苗
項目 ＼年次 本年 平年 比較 本年 平年 比較 本年

播種期 (月.日) 4.19 4.20 △ 1 4.19 4.20 △ 1 4.19
移植期 (月.日) 5.22 5.21 1 5.22 5.21 1 5.22
幼穂形成期 (月.日) 7.12 7.06 6 7.07 7.05 2 7.08
止葉期 (月.日) 7.27 7.22 5 7.23 7.19 4 7.22
出穂期 (月.日) 8.09 8.02 7 8.08 8.01 7 8.07
成熟期 (月.日) 9.27 9.19 8 9.21 9.18 3 9.17
穂揃日数 (日) 6 6.6 △ 0.6 6 8.0 △ 2.0 6
登熟日数 (日) 49 48 1 44 48 △ 4 48
生育日数 (日) 161 152 9 155 151 4 151

草  丈 移 植 時 10.5 10.0 0.5 10.9 11.5 △ 0.6 10.2
6月20日 22.1 24.0 △ 1.9 23.0 26.6 △ 3.6 22.7

(cm) 7月20日 58.0 55.7 2.3 57.1 59.6 △ 2.5 59.1
茎  数 移 植 時 110 110 0 140 110 30 110

6月20日 145 322 △ 177 209 319 △ 110 163
(本/㎡) 7月20日 781 791 △ 10 853 784 69 751
主  稈 移 植 時 3.5 3.3 0.2 3.5 3.1 0.4 3.3
葉  数 6月20日 5.5 6.9 △ 1.4 6.0 6.5 △ 0.5 6.0
(枚) 7月20日 9.8 0.0 9.8 10.0 9.9 0.1 10.0

止    葉 10.8 11.2 △ 0.4 10.5 10.0 0.5 10.5
稈      長 (cm) 66.7 62.5 4.2 69.0 66.0 3.0 70.2
穂      長 (cm) 17.1 16.3 0.8 16.2 16.0 0.2 17.2
穂      数 (本/㎡) 629 674 △ 45 748 695 53 671
一穂籾数 (粒) 53.9 48.5 5.4 45.8 46.0 △ 0.2 64.8
㎡当籾数 (百粒) 339 325 14 343 317 26 435
稔実歩合 (％) 82.2 85.8 △ 3.6 86.2 89.2 △ 3.0 79.6
登熟歩合 (％) 71.7 79.5 △ 7.8 70.4 81.6 △ 11.2 60.6
籾摺歩合 (％) 73.6 77.2 △ 3.6 64.3 74.5 △ 10.2 73.8
屑米歩合 (％) 13.1 6.7 6.4 20.4 10.0 10.4 13.3
千粒重 (ｇ) 22.9 23.1 △ 0.2 22.0 22.1 △ 0.1 22.0
わら重 (kg/a) 68.6 64.6 4.0 66.8 64.7 2.1 59.6
精籾重 (kg/a) 78.6 69.2 9.4 77.6 67.4 10.2 73.1
精玄米重 (kg/a) 57.3 53.3 4.0 49.5 50.6 △ 1.1 57.3
収量平年対比     (％) 108 100 8 98 100 △ 2 -
検査等級 1 1下 － 1 1下 － 1
注１）平年値は前７か年中、平成15年(最凶)、16年(最豊)を除く５か年平均。

注２）刈り取り面積は一区3.6㎡、精玄米重以下は水分15％換算値を、篩目は1.9mmを使用した。
注3）耕種概要

土 壌 ：細粒グライ土
施 肥 ：高度化成472全層施肥   N－P2O5-K2O=8.0-9.7-6.9 kg/10a  堆肥1.5t/10a
播 種 量 ：中苗紙筒＝180cc/箱
栽 植 密 度 ：30×13.3cm  25株/㎡  4本植え
移 植 方 法 ：手植え
反 復 ：２

きらら397
中苗

ほしのゆめ
中苗
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Ⅲ 果 樹

1．リンゴ 作況：並

事由：融雪の遅れにより、発芽期は平年より７日程度

の遅れとなった。その後５月上中旬は好天に恵まれたた

め、開花期は３日程度の遅れまで回復した。また、花芽

率は概ね平年並であった。しかし、開花期間中は継続的

に小雨が続いたため結実は不良であり、中心果の確保が

困難であった。このことは果実肥大にも大きく影響し、

平年以上のサビ果の発生を招いた。

果実肥大は開花の遅れが影響し、初期肥大は平年比で

50 95％を下回る小玉でスタートしたが、その後平年比

％程度にまで回復した。

収穫期は「つがる」で５日程度の遅れ、晩生種で３日

程度の遅れとなった。果実品質は各品種とも糖度がやや

高い傾向にあり、品質は全体的に良好であった。

各品種とも、収量は確保できたため作柄は「並」であ

る。

生育経過と果実品質

果実体積の推移

 
本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年

発芽期（月.日） 4.30 4.23 5.1 4.23 5.1 4.23 5.1 4.24 5.1 4.23

展葉期（月.日） 5.9 5.3 5.12 5.7 5.9 5.2 5.12 5.6 5.10 5.4

開花期（月.日） 5.26 5.24 5.26 5.23 5.26 5.23 5.27 5.24 5.27 5.23

満開期（月.日） 6.1 5.29 6.1 5.29 6.1 5.29 6.2 5.30 6.2 5.29

落花期（月.日） 6.7 6.4 6.6 6.4 6.6 6.4 6.7 6.4 6.6 6.3

調査果一果重(g) 252 242 290 315 360 374 277 263 277 298

地色(1-8) 6.0 4.9 4.1 4.6 3.9 4.0   -   - 3.8 3.5

着色(0-10) 8.6 8.4 8.6 8.5 7.5 8.1 10.0 10.0 8.8 8.8

硬度(lb) 12.5 12.5 12.9 12.2 12.1 13.0 16.8 15.6 15.5 15.7

糖度(％) 15.0 13.9 14.5 13.4 13.8 13.1 13.3 12.1 14.0 13.6

酸度(g/100ml) 0.44 0.43 0.36 0.32 0.56 0.54 0.38 0.35 0.50 0.44

蜜入り(0-4) 0.1 0.0 0.1 0.1 1.3 0.9 1.4 1.7 2.6 2.7

ヨｰド(0-5) 3.2 2.8 2.8 1.5 1.4 1.8 3.5 3.2 1.7 1.6

収穫日（月.日） 10.2 9.24 10.5 9.30 11.2 10.29 10.31 10.28 11.8 11.8

項目　

生
育
期
間

果
実
品
質

注）平年値：前7か年の内、豊凶2か年を除いた5か年平均。

ふじさんさ つがる ハックナイン ｽﾀｰｷﾝｸﾞﾃﾞﾘｼｬｽ

 

本年 6.2 6.3 8.2 4.7 5.6

7.1 平年 13.1 15.9 19.1 12.8 13.8

比（％） 47.3 39.6 43.0 36.8 40.8

本年 155.0 187.1 197.2 139.2 119.0

9.1 平年 174.9 227.4 216.7 152.3 150.2

比（％） 88.6 82.3 91.0 91.4 79.2

本年 213.5 266.9 320.5 230.5 215.4

最終調査 平年 219.3 290.9 346.2 246.6 254.5

比（％） 97.3 91.7 92.6 93.5 84.7

注）平年値：前７ヵ年の内、豊凶２ヵ年を除いた5ヵ年平均

　　果実体積（ｃｍ
３
）=4/3π{(縦径+横径)/4}

3

ハックナイン
ｽﾀｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞﾘｼｬｽ

ふじ調査日 年度 さんさ つがる
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Ｃ 試験研究及び地域支援等活動の概要

環境保全部

環境保全部は農業環境科、クリーン農業科、土壌生態

科で構成され、消費者の「安心」を支え高めるクリーン

農業を推進するための試験研究、持続性の高い有機農業

を支援するための試験研究、地域農業・農村の発展・振

興を支援するための試験研究などを 科で分担して行っ3
ている。本年度の試験概要と成果は次のとおりである。

：①土壌保全「土壌機能実態モニタリング農業環境関係

調査」定点調査では、他の道立農試栽培環境科等と共同

で全道160地点の土壌調査および土壌理化学性の分析を

行った。②特定政策研究「安全・安心な水環境の次世代

への継承－硝酸性窒素等による地下水汚染の防止・改善

－」に係る研究では、硝酸動態モデル構築に向けて土壌

浸透水中の硝酸濃度と作物や肥培管理条件、気象の関係

を検討するとともに、井戸周辺ほ場における植生および

有機物を活用した浄化対策等について場内試験を実施し

た。③「カドミウムの国際基準に対応した水稲栽培指針

現地土壌Cd濃度の実態調査を行うの策定」試験では

とともに、水稲のCd吸収に及ぼす品種間差や水管

「野菜の残留農薬迅速評価理の影響を検討した。④

システムの確立」試験では、酵素免疫法による作物残留

農薬の迅速分析法および育苗時に施用する農薬を対象に

土壌および後作物の残留リスクを検討した。⑤外部資金

活用研究「都市廃棄物資材の利用に伴うカドミウム負荷

リスク評価とその軽減対策技術の確立」では、都市廃棄

物の農地連用によるカドミウム負荷リスクの解明および

軽減試験に取り組んだ。⑥受託試験「土壌・施肥管理シ

ステムの開発」では、水田転換畑における大豆、小麦の

収量・品質と土壌要因の関係を整理し、土壌区分に対応

した収量ランク図を試作した。同「下水汚泥コンポスト

」 、 、連用長期栽培試験 では コンポストの長期施用が土壌

作物に及ぼす影響を調査した。同「新機能付加型暗きょ

排水用土管の実用化」では、鉄付着防止機能を有する暗

きょ土管の特性と機能を評価した結果、暗きょ管の閉塞

を防止に有効と判断され、農業試験会議において普及推

進事項となった。⑦民間共同研究「多様な地域資源を活

用できる心土改良耕施工機の開発」では重粘土や湿性火

山性土などにおいて地域資源を活用した土層改良施工機

の開発を行った。⑧ 営土地改良事業計画地区土壌調査道

においては、中央農試関係各科と共同で18地区について

調査を実施した。

：①独法受託研究「ジャガイモヒゲナクリーン農業関係

ガアブラムシ抵抗性遺伝子を利用したダイズわい化病抵

抗性品種の早期育成」試験では、作物研究部畑作科・基

盤研究部遺伝子工学科と共同で、F7世代205系統および

「中交1565」の後代系統についてアブラムシ抵抗性評価

を行った。②「グリーンアスパラガス立茎栽培における

」病害虫管理技術の開発(2)ジュウシホシクビナガハムシ

試験では花・野菜技術センター病虫科と共同で、ジュウ

シホシクビナガハムシの発生実態や被害状況を明らかに

するとともに、効果的な防除法を現地試験を中心に開発

した。③「メロンの減農薬栽培技術の開発」試験では、

問題となる病害虫を把握し、生物農現地試験を中心に

薬による防除の要否を検討し、また、生物農薬等を

有機農業技術開発推進用いた減農薬栽培を行った。④

事業 水稲の有機栽培における収量・品質の安定化(1)「

機械除草・害虫防除技術実用化1)イネドロオイムシの機

械防除技術」試験では、生産システム部機械科、水田農

業科、上川農試と共同で、発生予察情報に基づくドロオ

イムシの機械防除技術の効果と利用法を明らかにし、農

業試験会議で指導参考事項となった。⑤受託試験； 種「

馬鈴しょのウイルス感染に対する茎葉処理剤の効果解

明」試験では、基盤研究部遺伝子工学科と共同で、種馬

鈴しょのウイルス感染に対する茎葉枯凋剤の実効性をエ

水面施用剤を活用した水ライザ法により検討した 「。

」 、稲のカメムシに対する新防除体系の確立 試験では

アカヒゲホソミドリカスミ上川農試病虫科と共同で、

カメに対する水面施用剤の処理時期別残効期間の検

農業新資材試験1)新農業資材の実用化試討を行った 「。

験(1)殺菌剤・殺虫剤」試験では、9作物の延べ10害虫に

対し延べ29薬剤（殺虫剤）の効果を検討した。⑥「農作

」 、物病害虫診断試験1)突発病害虫及び生理障害 試験では

8件の害虫診断件数があり、その内、食用ゆりのカタク

リハムシは道内で新たに発生を確認した。⑦その他事業

「 」 、； マイナー作物経過措置に係わる農薬登録試験 では

メソミル水和剤の食用ゆりに対する農薬残留試験を行っ

た。

：①共同研究「アゾスピリラム菌の有効利土壌生態関係

用技術の確立」では、窒素固定能と植物根伸長促進機能

を持つアゾスピリラム菌のレタスへの接種効果や効果発
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現に及ぼす土壌環境条件の影響を検討した。②「セルリ

ーの減化学肥料・減化学農薬栽培技術の確立」では、セ

ルリーの生育と土壌の無機態窒素動態からみた適正かん

水法をポットおよび圃場試験により検討した。③「有機

」 、栽培における畑土壌の総合的窒素管理技術の確立 では

有機栽培野菜畑での作物生産性向上に重要な土壌の有機

物分解能を反映した窒素肥沃度指標として熱水抽出性窒

素が適することを明らかにし、その簡易分析法を開発し

た。本成果は農業試験会議において指導参考事項となっ

た。④「経済効果現地検討調査」では、農業農村整備事

業の経済効果の評価および効果算定に係る諸元等の見直

しに資することを目的に、本事業で設定された重点調査

圃場の土壌断面形態と理化学性を調査した。

基盤研究部

基盤研究部は、バイオテクノロジーに関する試験と農

産品質に関わる試験を担当している。バイオテクノロジ

ーに関わる試験では、組織培養技術の開発、作物新育種

素材の開発、作物の遺伝子解析と利用に関する試験等、

農産品質に関わる試験では、水稲、麦類、豆類、馬鈴し

、 、ょおよび野菜の品質評価基準の設定 評価検定法の確立

機能性成分の探索等である。

りんどう育種のための組織培養組織培養技術の開発：「

法および苗養成法の開発」については 「りんどうの胚、

珠培養法」として取りまとめ、研究参考事項となった。

体細胞育種法による高品質ばれいし育種素材の開発：「

ょの開発」では、養成した小塊茎 個を北見農試へ送955
付した 「赤かび病抵抗性およびマイコトキシン産生抑。

制型品種の開発促進」では、初冬播き適性を有する品種

2 98育成のため、 組合せから葯培養にて生育した合計

系統を採種した 「障害耐性に優れる道央以南向け春播。

小麦の育種強化」では、特に耐穂発芽性を目的とした２

。組合せから葯培養にて生育した合計 系統を採種した60
体細胞育種法による長期貯蔵性に優れた品種の開「

養成した小塊茎 個を北見農試へ送付し発」では、 450
分子育種た。また、休眠性による選抜試験を行った 「。

」技術を利用したスーパー耐病性テンサイ品種の育成

では、そう根病抵抗性系統を試験管培養により養成

中である。また、新たに高いカルス形成能を有する

種子親 系統を見出した。3
道産小麦の安作物の遺伝子解析と利用に関する試験：「

全性・安定性向上試験 病害・障害抵抗性強化による2.
安全性向上 )小麦縞萎縮病抵抗性品種の開発促進」で3

は、北海道におけるコムギ縞萎縮ウイルスの分布を引き

続き調査した。また、現地圃場において生産力検定予備

試験の系統について抵抗性検定を行った 「道産小麦の。

安全性・安定性向上試験 赤かび病抵抗性強化と1.
低減技術による安全性向上 )赤かび病抵抗性及びDON 1

マイコトキシン産生抑制型品種の開発促進」では、 組3
合せの から葯培養により 系統を作出し、赤かびF DH1

粒率、外観、千粒重を調査した結果に基づき選抜した。

1また 赤かび病抵抗性品種 蘇麦 号 を片親とした、 「 」3 F
について、赤かび病抵抗性関連 マーカーを用いてSSR
遺伝子型が「蘇麦 号」型である系統の赤かび病抵3

試験成績の一部を「春まき小麦の半抗性を調査した。

数体倍加系統作出の効率化」として取りまとめ、研究参

考事項となった 「赤かび病抵抗性コムギ品種の育成・。

利用を核にしたかび毒汚染低減 ．かび毒低蓄積性小1
麦品種の育成と選抜技術の高度化（ ）北海道における1
抵抗性及びかび毒低蓄積性 マーカー選抜、遺伝子DNA
集積技術の高度化」では、北海道育成品種・系統および

遺伝資源について 「蘇麦 号」との多型を明らかにす、 3
。 、るために抵抗性 領域の遺伝子型を調査した またQTL

「蘇麦 号」後代系統の集団を解析した結果、いくつか3
の は 低蓄積性との関連が見られた 菜豆 金QTL DON 。「 （

時）の黄化病・炭そ病抵抗性品種の開発強化」では、

これまでのマーカー選抜および戻し交配により、大

正金時、福勝、福良金時のいずれの戻し親について

も、種皮色赤の抵抗性個体、系統を得ることができ

「小豆の病害複合抵抗性品種の開発強化 ) マた。 3 DNA
ーカーによる落葉病抵抗性の効率的選抜技術の開発」で

アズキ落葉病レース 、 抵抗性遺伝子（ ）は、 1 3 Pga1
に で強連鎖している マーカーを有す0.00cM PG118
る個体は、落葉病レース１に対してすべて抵抗性で

第 連鎖群に座乗していることあった。また はPga1 3
を明らかにした 「ジャガイモヒゲナガアブラムシ抵抗。

性遺伝子を利用したダイズわい化病抵抗性品種の早期育

ジャガイモヒゲナガアブラムシ抵抗性遺成」では、

伝子を有する「 」を片親とした 世代を解Adams F7
析集団にして マーカーによる連鎖解析を行SSR
い、高精度な選抜マーカーを決定した。また、

「 」由来の抵抗性系統を導入母本とした後Adams
代系統について、マーカー選抜、アブラムシ抵抗

性評価、生産力等の特性調査を行った。さらに、

新品種「トヨハルカ」について、交配による同抵

抗性遺伝子の導入とマーカー選抜を進めている。

「マーカー選抜によるジャガイモシストセンチュウ抵抗
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性品種の早期開発」および「マーカー選抜によるジャガ

イモ ウイルス抵抗性品種の早期開発」では、 マY DNA
ーカーにより第二次個体選抜世代から抵抗性個体を選抜

した 「豆類加工製品における品種判別の検証」では、。

アズキ落葉病抵抗性遺伝子に連鎖する マーカーDNA
マーカー を改良することにより、北である STS SV05

。 、海道登録小豆品種の判別が高精度で可能となった また

これまでに実施してきた豆類の 品種判別に係わるDNA
試験成績を取りまとめ「 マーカーを利用した小豆SSR
・菜豆の品種判別」として取りまとめ、普及推進事項と

なった。その他 「ばれいしょ輸入品種等選定試験 ウ、

イルス病抵抗性検定試験」に関与した。成績は生産環境

部に一括掲載する。また、中央農試遺伝資源部と共同で

高度抵抗性遺伝資源の利用による難防除ウイルス病 大「 （

） ）豆わい化病・コムギ縞萎縮病 抵抗性育種素材の開発 2
長期貯蔵可能コムギ縞萎縮病」を担当した。さらに「

」 、な加工用ばれいしょ新品種の開発促進 に関連して

ウイルス病抵抗性検定試験およびシストセンチュウ抵抗

性検定試験を実施した。

いちごのウイルスフリー作物ウイルスに関する試験：「

苗生産のためのウイルス検査法の開発」では、イチゴモ

SMoV CP Lットルウイルス( )について 外皮タンパク質( )、

領域に対応する抗血清から精製した を用いたエラIgG
SMoV RT-LAMPイザ法による検出を試みた。また、 の

法による検出を可能とした。イチゴマイルドイエローエ

ッジウイルス( )について、遺伝子工学的手法にSMYEV
CP LAMPより 抗原を得て 抗体を作製中である また、 。 、

イチゴベインバプライマーを作製中である。さらに、

ンディングウイルス( )について、 プライSVBV LAMP
植マーを設計し 目的遺伝子の良好な増幅を認めた、 。「

物病原ウイルス診断技術のためのウイルス遺伝子の単離

と解析」では、栄養繁殖性野菜であるにんにくおよびわ

けぎのウイルスについて、遺伝子工学的視点から成績を

取りまとめ、研究参考事項となった 「球根花きに発生。

する未知ウイルスに対応した高精度遺伝子診断技術の開

発」では、各種ウイルス症状を呈するフリージアから遺

Spiranthes mosaic virus 2伝子工学的手法により

（ ）および ( )SpiMV2 Bean yellow mosaic virus BYMV
を検出した。 については 法による検SpiMV2 RT-PCR

「ジャガイモ病害虫の簡易検出・高精出法を開発した。

度診断技術の開発 ．生産現場で利用可能な簡易検出2
システムの開発 （ ）大腸菌発現タンパク質を用いた2
抗体作製と簡易検出法の確立」では、遺伝子工学的手法

により得られたジャガイモ ウイルス 系統( )Y T PVY-T

の外皮蛋白質遺伝子に対応する抗原を用いた免疫条件に

ついて検討した。その他 「種馬鈴しょのウイルス感染、

に対する茎葉処理剤の効果解明 「農作物病害虫診断試」、

験突発病害虫及び生理障害」に関与した。成績は生産環

境部に一括掲載する。

高品位米の開発促進 ）北海道米の高水稲品質試験：「 1
育成系品位化を目指した新規食味評価法の開発」では、

統の炊飯米外観分析を行うと共に、府県良食味品種と北海

「多様な米品種の道品種・育成系統の比較分析を行った。

開発促進と栽培技術の確立 ）北海道米の用途開発の5
ための新規評価法の検討」では、北海道米と府県米との

混米割合と炊飯米での食味、物性との関係を検討した。

「大地の星」について、冷凍米飯加工適性を評また、

価するために、タンパク質含有率と付着性との関係

。 、 。を明らかにした さらに 糯米の品質評価を行った

北海道米の特性を活かしたアルファ化米加工製品「

の共同開発」では、アミロース含量の異なる北海道

米（ きらら 「ゆきひかり 「大地の星 「初「 」、 」、 」、397
雫 「彗星 ）と府県産米、リゾット用イタリア産米」、 」

とを比較し、リゾットタイプのアルファ化米加工特

性からみた北海道米の特徴と優位性について検討し

た。

障害耐性に優れる道央以南向け麦類・そば品質試験：「

高品質春まき小麦の選抜強化 ．道央地域における適5
応性検定 ）品質検定」では、 年から 年ま3 2002 2006
での小麦粉品質、生地物性とパン品質との関連性に係わ

る成績を取りまとめて解析するとともに、パン体積とク

ラム硬さの間に高い負の相関関係があることを示した。

「道産小麦の安全性・安定性向上試験 ）品質向上の3

小ための育種促進 ( )パン用小麦の品質向上」では、3

規模生産力検定予備試験および栽培特性検定試験

「ダッタンソバの安定の生産物の品質検定を行った。

生産と製品の開発による産地形成支援 ）機能性（ル3
「だチン含量）の評価」では、これまでの試験成績を

ったんそば「北海 号」の安定栽培法」の中に組みT8
入れて取りまとめ、指導参考事項となった。

豆腐用大豆の品質評価法の確立と選抜豆類品質試験：「

強化 ）道産大豆の豆腐加工適性の評価と簡易評価法2
成分含量および主要な特性値との開発」では、大豆の

「小豆・菜豆豆腐破断応力との相関関係を検討した。

の加工適性調査と小豆加工適性に影響する要因解明 )3
小豆加工適性の不良要因の解析」では、煮えムラ評価法

に係わる諸条件を検討した 「小豆の抗酸化成分の変動。

小豆の抗酸化成分要因と生理調節機能の解明」では 「、
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の変動要因と生理調節機能の解明」として、試験成

「小豆ポリ績を取りまとめ、研究参考事項となった。

フーフェノール含量の非破壊測定技術の確立」では、

リエ変換型近赤外分析計を用いて小豆ポリフェノー

ル含量を非破壊評価するために、品種別および産地

別に実測値と推定値との関係を明らかにした。

長期貯蔵可能な加工用馬鈴しょ馬鈴しょ品質試験：「

新品種および貯蔵技術の開発 加工用馬鈴しょの長2.
期貯蔵技術の開発 )加工用馬鈴しょ（ポテトチッ1

） 」 、プス用 の安定供給に向けた貯蔵体系の確立 では

，貯蔵期間中の温度管理および貯蔵原料の地域間差が

糖含量とチップカラーに及ぼす影響を検討した。

遺伝資源部

遺伝資源部は資源利用科、資源貯蔵科、ほ場管理科で

、 、 、 、構成され 植物遺伝資源の収集 保存・管理 特性評価

素材開発の試験、研究及び調査と主要な農作物の基本種

子の生産・配付及び原原種生産の審査・指導を行ってい

る。

、 。平成18年度の試験概要と成果は 以下のとおりである

植物遺伝資源に関する試験

海外収集遺伝資源の特性調植物遺伝資源の特性調査：「

査（総括 」では、たまねぎ（収集先：スペイン、オラ）

ンダ、試験実施場所：北見農試）の調査を実施した。

「 」 、地域の食文化を支援する地方野菜の特性調査 では

まさかりかぼちゃ有望系統について遺伝的特性を評価す

、 。るとともに 現地でその維持・採種技術の検討を行った

また、交配系統についての特性を現地で検討した。

植物遺伝資源の保存管理」の植物遺伝資源開発研究：「

「種子遺伝資源の増殖と保存」では、収集・移管遺伝資

源の一次増殖、保存遺伝資源で発芽力の低下あるいは貯

蔵量の減少したものを中心に再生産を実施し、水稲・麦

類など合計541点中304点について必要種子量を採種でき

た。採種が不十分であったものの原因は、不出芽、未出

穂、未成熟、冬損（麦類）等であった。

「 」 、 、遺伝資源の保存管理 について 種子遺伝資源では

今年度新たに長期貯蔵庫（温度－1℃、湿度30％）には2

43点を入庫し、保存点数は合計25,399点（うち在庫量0

が85点）となった。また、新たに極長期貯蔵庫（温度－

10℃、湿度30％）に48点を入庫し貯蔵点数は15,636点で

ある。栄養体遺伝資源（牧草類を除く）では、小果樹類

で147点増加し、花き・食用ゆり・小果樹類・その他合

計1,168点を圃場などで保存した。なお、道立農試全場

で保有する遺伝資源（平成18年3月現在）の総数は37,63

4点となり、平成17年3月に比べ610点増加した。

「遺伝資源の提供」は、研究利用として28件245点提

供した（平成19年３月28日現在 。）

「遺伝資源の発芽力検定」については、稲類・麦類な

ど合計1,766点について発芽力調査を行い、保存、再生

産の参考とした。

「遺伝資源の情報管理」では、パスポート情報のデー

タ追加と不備な点を補い充実を図るとともに種子の入出

庫、発芽率情報などのデータ更新を逐次行った（新規登

録243点、入出庫管理3,413件 。栄養体遺伝資源につい）

てもパスポート情報のデータベース化、登録作業を行っ

た。

「栄養系牧草類の保存」では、チモシー、ペレニアル

ライグラスの栄養系を保存中である。一部衰退する材料

が認められるが、枯死株・消失材料はなかった。

「豆類高生産・安定供給のための耐病虫性複合有望系

統の選抜強化 ３）茎疫病抵抗性検定と高度抵抗性育種

素材の作出」では、既知10レース感受性遺伝資源、レー

、 。ス抵抗性品種 地方配布系統について圃場検定を行った

既知の10レースに感受性を示す遺伝資源には圃場検定に

おける枯死率に差があることを確認した。また、高度抵

抗性育種素材の作出を目的として 「はや銀1」後代系統、

について選抜を継続して実施した。

「道産小麦の安全性・安定性向上試験（褐色雪腐病発

生地帯での雪腐病抵抗性検定 」では、褐色雪腐病単独）

での判定は出来なかったが無防除区でも雪腐病発病度が

低い遺伝資源があった。また 「ホクシン」より雪腐病、

発病度の低い系統が多数あった。

「高度抵抗性遺伝資源の利用による難防除ウイルス病

（ダイズわい化病・コムギ縞萎縮病）抵抗性育種素材の

開発」の“ダイズわい化病”では 「トヨコマチ」×「W、

ILIS」の戻し交配後代に夏期に戻し交配を継続して実施

し、冬期温室での世代促進も行ってBC F まで作出した。5 2

接種検定やマーカー解析によるダイズわい化病抵抗性と

熟期・草型等も考慮して選抜を継続して実施した “コ。

ムギ縞萎縮病”については、戻し交配による「Madsen」

由来のコムギ縞萎縮病高度抵抗性の導入を進め、戻し交

配系統の抵抗性検定を実施した。

「豆類加工製品における品種判別の検証」では、豆類

加工製品の原材料品種の判別法を確立するため当部では

基盤研究部遺伝子工学科で改良したアズキ落葉病抵抗性

マーカーを用いて、保有するあずき遺伝資源のＤＮＡ解

析を試み、その識別性の評価を行った。

原原種生産事業
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「 、 」 、基本系統の選定・増殖 育種家種子増殖 では水稲

麦類、豆類の北海道優良品種について 「予備増殖」は、

水稲、麦類、豆類の有望系統について実施し、予定の種

子量等をほぼ確保した。なお、育種家種子については、

必要量・貯蔵経過年数等を勘案して適宜増殖・貯蔵を行

っている。

委託作物（水稲、麦類、大豆）については、原原種・

原種の生産計画に合わせて、育種家種子及び原原種を配

付した。

移管作物（小豆、菜豆、えんどう）については、原原

種の生産計画に合わせて育種家種子を配布した。

民間に委託・移管している原原種生産の圃場・生産物

を審査した。各作物・品種とも審査は合格し、ほぼ必要

な種子量が生産された。委託作物（水稲、麦類、大豆）

については、審査に合格した原原種を受入れ備蓄した。

その他として、ルタバガの原原種貯蔵種苗および食用

ゆりのウイルスフリー原原種親球を維持した。

新優良品種普及促進事業（総括 ：）

水稲、麦類、豆類の新品種の普及促進のため、道内5

農試の協力を得て、奨励品種決定調査（2年目以降）を

実施している有望系統について種子増殖を実施した。水

稲では 北海299号 道南農試担当 上育糯450号 中「 」（ ）、「 」（

央農試同 「上育糯451号 （上川農試同 、麦類の秋ま）、 」 ）

き小麦では「北見81号 （十勝農試同 、春まき小麦では」 ）

「 」（ ）、 「 」北見春67号 十勝農試同 二条大麦では 北育39号

（十勝農試同 、豆類の大豆では「十育241号 （北見農） 」

試同 「中育52号 （中央農試同 、小豆では「十育154）、 」 ）

号 （中央農試同）の特別増殖事業を行い、事業実施の」

調整ととりまとめを行った。

その他の試験：

「食用ユリ原原種のエライザ検定」では、4種のウイ

ルスの感染の有無をエライザ法により調査した。

作物研究部

作物研究部は畑作科、果樹科で構成され、畑作物及び

果樹に関する試験、研究及び調査を行っている。

。平成 年度の試験概要と成果は以下のとおりである18
道央以南を対象とした畑作物の品種改良と栽畑作関係：

培技術の確立及び全道に共通する問題解決のため試験研

究を進めている。

（ ）大豆の新品種育成試験 農林水産省大豆育種指定試験

、 、 、 、では 大粒高品質 ダイズわい化病抵抗性 機械化適性

多収品種の育成に重点をおいて育種を進め中育４系統を

奨励品種決定基本調査等に供試した。このうちシスト線

虫およびわい化病抵抗性の白目極大粒の「中育 号」55
と「中育 号」を廃棄とした。晩生でかなり粒大が大56
きい極大粒の「中育 号」を新品種とした。白目極大52
粒で複合抵抗性の「中育 号」を継続とし、シスト線57
虫極強で豆腐加工適性が高く極大粒の「中育 号」お58
よび複合抵抗性で中生大粒の「中育 号」を新配布系59
統とした。

151 154小豆では、十勝農試育成の「十育 号 「十育」、

号 「十育 号」および「十育 号」の 系統を供」、 155 156 4
試した。早生の「十育 号」と中生の「十育 号」156 156
が廃棄となり 中生の 十育 号 および大納言の 十、 「 」 「155
育 号」が継続検討、早生の「十育 号」を新配布154 157
系統とした。

「 」道央・道南向けの良質多収耐病性小豆品種の開発強化

では、十勝農試交配材料を用いて中晩生系統の選抜を行

い、成績の良好な「十系 号」など 系統に十系番979 12
号を新たに付した。

麦類新品種育成試験では 「障害耐性に優れる道央、

以南向け高品質春まき小麦の選抜強化」を継続し、穂発

芽や赤かび病に強い系統の選抜を推進した。また、高品

質小麦早期開発のための検定・選抜強化、道産小麦の安

全性・安定性向上、小麦赤さび病特性検定試験、小麦系

統適応性検定試験、小麦奨決基本および現地調査、春ま

き小麦の品種選定試験を実施した。春まき小麦では、奨

励品種決定基本調査に３系統を供試し、当場選抜の「北

見春 号」を優良品種 「北見春 号 （当場選抜）を67 68、 」

廃棄 「北見春 号」を継続とした。秋まき小麦では奨、 69
励品種決定基本調査に供試した「北見 号」及び「北82
海 号」の２系統を継続とし 「北見 号」を新配付261 83、

系統とした。また 「道央水田転作地帯における高品質、

多収栽培技術の開発」では 「ホクシン」の大豆畦間ば、

らまき栽培試験結果をとりまとめ、指導参考事項と認定

された。

、 、ばれいしょ新品種育成試験では 系統適応性検定試験

奨決現地調査、輸入品種等選定試験を実施した。検定系

統品種のうち次の２系統が新優良品種に認定された Ｈ。「

Ｐ０１」は生食用の早生種で 「男爵薯」より多収で、、

、 。 、調理品質が優り シストセンチュウ抵抗性である また

「北海９４号」は食味に優れ、サラダ加工適性とコロッ

ケ加工適性がある中生種で、多収で、シストセンチュウ

抵抗性である。

てんさい新品種育成試験では、現地試験、輸入品種検定

試験、耐湿性特性検定試験、黒根病抵抗性検定試験を実

施した。検定系統品種のうち 「 」が根重が多、 KWS4S65
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く、糖量が優れ、黒根病抵抗性が やや強 の新優良品種" "
として認定された。

そば新品種育成試験では、系統適応性検定試験を実施

した。また「ダッタンソバの安定生産と製品の開発によ

」 、 「 」る産地形成支援 を実施し だったんそば 北海 号T8
を優良品種とするとともに、収量や品質安定のための播

種期や収穫適期などをとりまとめた成績が、指導参考事

項と認定された。

新農業資材実用化試験では、畑作除草剤３剤及び生育

調節剤１剤を検討した。このうち、除草剤では秋まき小

麦１剤についての実用化が認められ、指導参考事項と判

定された。

、 「 」豆類新優良品種普及促進事業では 大豆 中育 号52
と小豆「十育 号」の２系統を供試し採種を行った。154
遺伝子組換え作物交雑防止検討調査事業では、大豆に

ついて子葉色のキセニアを利用して花粉親区から距離

ｍ（農水実験指針）と ｍ（交雑防止措置基準）の10 20
種子親区を４方位に配置して交雑の有無を調査した。そ

10 0.003 0.004 20の結果 ｍ区では３方位で交雑率 ～ ％、 、

ｍ区で１方位で交雑率 ％が観察された。0.003

道内の果樹農業振興のため、品種改良および果樹関係：

栽培法改善の試験研究を行い、良質な果実を安定生産す

る技術と省力・軽労化を進める技術を開発する。

品種改良試験： りんご品種改良試験」のうち新品種育「

成は前年度で終了し、導入した 品種・系統の特性調26
査を継続して実施している。このうち、 品種の特性15
について「りんごの品種特性」としてとりまとめ指導参

考事項となった 「地域適応性検定試験」では着色管理。

不要な良着色系統「 」および有望な導入品種につHC18
いて検討中である 「リンゴ系統特性検定試験」では農。

研機構・果樹研究所育成 系統の黒星病抵抗性について4
。 。検討した 盛岡 号は圃場での発病がみられなかった65

「ぶどう新品種育成試験」のうち新品種育成は前年度で

終了し、導入した 品種・系統の特性調査を継続して15
実施している 「地域適応性検定試験」では遺伝的無核。

の「 「 」を供試中である 「おうとう品種GHC1 GHC2」、 。

改良試験」では、本年度結実した交配実生 個体の中51
から 個体を一次選抜した 「地域適応性検定試験」で1 。

は「 「 「 「 」を供試中でCHC4 CHC5 CHC6 CHC7」、 」、 」、

ある 「果樹（オウトウ）系統適応性検定試験」では山。

形農総研センター（指定試験）育成の 系統につき検討5
中である 「特産果樹品種比較試験」では西洋なし 品。 23
種・系統、ブルーベリー 品種、プルーン 品種につ23 12
いて検討中である 「果樹わい性台木の特性調査」では。

りんごの主要品種に対する 台木等の特性を検討してJM
いる。また、西洋なし、おうとうのわい性台木の特性に

ついても検討中である。

栽培法改善試験： 西洋なし「オーロラ」の安定栽培技「

術」では品質が良く栽培が増加している西洋なし「オー

ロラ」について早期成木化と花芽着生安定の栽培技術を

検討している。

1新農業資材実用化試験：りんごおよびぶどう除草剤各

剤、りんご生育調節剤 剤について検討した。このうち1
りんごおよびぶどう除草剤各 剤について実用性が認め1
られ、指導参考事項となった。

生産研究部

生産研究部は３つの研究科で構成され、水田・転作科

は業務用良食味水稲品種等の開発や水稲並びに転作物の

栽培技術に関する試験研究、経営科は経営管理や地域農

業システム、食育に関する試験研究、機械科は機械技術

の開発や機械化栽培体系に関する試験研究を担当する。

平成 年度の試験研究の概要と研究成果は以下の通り18
である。

北海道中央部の稲作中核地帯を対水稲新品種育成試験：

象に耐病性良質、業務用米の品種開発を行っている。熟

期が中生の早で良食味系統「空育 号 、中生の中で171 」

耐冷性・耐病性食味系統「空育 号 、中生の早で耐172 」

冷性業務用良食味系統「空育 号」は継続検討するこ173
ととし、新たに中生の早で耐病性・耐冷性酒米向け系統

「空育酒 号」を新配布とした。174
①水稲の有機栽培における生産安定有機農業技術開発：

化技術では、除草機およびドロオイ防除機の有効な活用

法を示した。実態調査から、水稲有機栽培の特徴や問題

pH点を明らかにするとともに、無機硫黄剤による床土

矯正の効果や有機質資材の適正施肥量等、水稲有機栽培

向けの当面の栽培指針を示し、有機栽培の新規導入や栽

培面積拡大、収益性改善に貢献できることから指導参考

事項となった。②有機栽培たまねぎを経営に導入する初

期は、小面積の栽培に留めて技術形成を図ることが減収

リスクの緩和となる。さらに、経営内での技術向上と産

地内での組織連携をはかることによって有機農業経営の

安定性が高まることを示した。有機農業は政策的に積極

的な普及拡大が望まれており、経営の安定を損ねない導

入を推進する上で有効なため普及推進事項となった。

①不耕起乾田直播栽培を行っている水稲直播栽培研究：

、 、現地の栽培事例から 廃耕に至った問題点を明らかにし

その改善対策を示した。また、雑草防除法と新品種「ほ
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しまる」の直播適性が示されたこと等から、リスクの多

い技術であることを示すとともに、リスク低減対策を示

した。今後、不耕起乾田直播を取り組む場面で参考にな

ることから指導参考事項となった。②渡島中部における

水稲良食味品種の直播栽培指標を示すとともに、移植に

加え 程度の湛水直播を導入することで収益性が高ま3ha
ることを示し、普及推進事項となった。

多様なニーズに対応した品種の開発と栽培技術の確立

水稲栽培試験＞＜

①冷凍ピラフ用として需要の多い加工用途米品種「大地

の星」の収量と生育、施肥との関係および低収要因を、

実態調査から明らかにし、安定多収と増産を推進するた

、 。めの栽培法が示されたことから 普及推進技術となった

②「ななつぼし」の胴切粒について、気象的な発生要因

及び発生予測の手法と被害粒の調製法が示されたことか

ら、指導参考事項となった。③高品質な酒米を安定生産

するために、窒素用量と栽植密度が白米タンパク質含有

率と千粒重に及ぼす効果を明らかにした。収量・品質は

土壌や代かき法でも異なり、稲わら秋混和処理と心土破

砕の組み合わせにより収量が向上することもあった。④

泥炭地における客土反転工法の客土埋設深と生育・精玄

米収量・白米タンパク等について検討した。客土層が不

均一に反転した場合は作土層厚が確保できない地点で低

収となることから、経年変化を継続調査する。

＜農業経営試験＞

北海道内の主要酒米産地の作付面積は、産地指定率

の高い低タンパク米の生産地で減産率が低かった。安定

的な販路確保や品質向上に対する取組みでは産地間で明

確な差がみられた。

＜農業機械試験＞

①泥炭地水田における有効土層の乾燥化のため切断

排水法を検討した。稲わらが表面に残った圃場に適応す

るロータリ式作溝機の切断刃形状を検討した結果、鋸刃

型は稲わらの絡み付きや泥の付着が多く、ナタ刃型は絡

み付きがほとんど発生せず、総合的に見て作溝機の切断

刃はナタ刃型が適した。②稲わらを土壌中に混和し分解

を促進する浅耕ロータリについては、正転ロータリに比

べ逆転ロータリが稲わらの混和性に優れることが明らか

となった。

寒地排水不良田における稲わらの処理方水稲栽培研究：

法の違いが、水稲の収量・品質、根圏環境に及ぼす影響

を調査した結果、窒素施肥区の成熟期窒素吸収量は、秋

鋤込＞秋表層鋤込＞堆肥＞春鋤込＞搬出の順であり、窒

素施肥区の収量は、春鋤込＞秋表層鋤込≒堆肥≒搬出＞

秋鋤込の順であった。白米タンパク質含有率は、秋表層

鋤込＞春鋤込＞秋鋤込≒搬出≒堆肥の順であった。収量

および窒素吸収量は、連用を開始した平成 年以降、10
平成 年に次いで高かった。16

道央地方の秋まき小麦の低収圃場転作物等の栽培研究：

では、 作以上の小麦連作が目立ち、心土破砕を行って3
いる圃場が少なかった。大豆間作小麦の播種期は大豆落

葉前の 月上旬が安定的であった。地力が高い圃場（泥9
炭土熱抽Ｎ ｍｇ ｇ）では、越冬前に過繁茂と12.4 /100

1200なったが、基肥窒素を施用しないことで適正茎数（

～ 本 ㎡）となった。起生期後の施肥反応や倒伏性1500 /
は通常栽培とほぼ同様であり、通常栽培の栽培基準が適

用できた。

遺伝子組換遺伝子組換え作物交雑等防止事業（イネ ：）「

え作物の栽培等による交雑等の防止に関する条例」の交

雑防止措置基準に示される隔離距離について 「はくち、

ょうもち」を供試し、キセニア利用による交雑の有無を

目視により調査した。さらに、ＰＣＲマーカーによる分

析の結果、交雑率は150ｍ区では0.068％、300m区（最短

237ｍ）では0.024％認められた。

①小麦の赤かび粒率の基準値を目安に比農業機械試験：

重選別を行えばデオキシニバレノール（ＤＯＮ）の基準

値および他の農産物検査規格も満たすことができる。調

製後の小麦については、貯蔵中にＤＯＮの値が増加する

ことはなかった。ＤＯＮの暫定基準値と農産物検査規格

に対応する調製法及び貯蔵中のＤＯＮの消長を明らかに

したことから、指導参考事項となった。②比重選別法に

、 、代わる新たな選別手法を開発するため 玄米色彩選別機

ベルト式光学式選別機による小麦赤かび粒の混入割合と

選別特性等を調査した。③てんさい直播栽培における、

出芽苗立ちと初期生育安定化を目的として、風害軽減の

ための麦類栽培方法とソイルクラストクラッシャ利用法

を明らかにした。これらの出芽不良を軽減する技術は今

後の直播面積の拡大に寄与するので指導参考事項となっ

た。④穀物の貯蔵経費低減を目的として、フィルム密閉

容器による真空貯蔵と常温貯蔵を比較した結果、玄米貯

蔵では 、 、 ヶ月の全ての試料において真空貯蔵15 18 21
の方が脂肪酸度が高く、 ヶ月貯蔵後の玄米の性状は21
紙袋よりも真空貯蔵で肌ずれが多かった。小豆貯蔵にお

いても効果が確認できなかった。⑤ばれいしょの早掘り

栽培に対しては、処理精度が高く収穫時の皮むけが少な

い茎葉引き抜き機（プーラ）が最も効果的である。一般

栽培では、早生～中早生品種は処理精度の高い茎葉チョ

ッパが作業能率面から効果的で、自走式茎葉引き抜き機

は、倒伏の甚だしい品種や晩生品種に効果的である。ば

れいしょの品種特性や茎葉処理機構別に効果的利用法を
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、 。整理したことから 普及性が高く普及推進事項となった

①下水汚泥や家畜ふん尿などを対象とし受託試験研究：

たバイオガスを精製・圧縮し高圧ボンベへ充填する装置

を開発した。バイオガスプラントにおいて精製、圧縮お

よび充填試験などを実施し、除湿、精製、エネルギー効

率等を調査中である。②ドリフトや作業者被曝の少ない

環境保全型汎用薬剤散布装置を開発するため、ノズル別

付着特性とドリフト量を調査した。ドリフト低減ノズル

（ ） 、ＤＬノズル はドリフト量と作業者被曝が少ない反面

葉裏への付着が少ない傾向があり、防除効果と合わせて

継続検討する ③畦間散布装置による非選択制除草剤 ビ。 （

アラホス液剤）の散布特性を大豆「スズマル」圃場で調

査し、ドリフトの有無と施用効果を確認した。

用水から暗きょ内へ農政部事業（農業農村整備事業 ：）

の送水が可能な集中管理孔の設置圃場において、地下か

んがいによる初期生育の促進、増収効果と排水時におけ

る暗きょ排水中の硝酸性窒素濃度を調査した。粘質な土

壌条件で均一に水位上昇を行うには、モミガラ補助暗き

ょや弾丸暗きょによる施工が必要と考えられた。大豆生

育収量は、暗きょ渠間部に比べ直上部で優る傾向が見ら

れた。

ダクテッドファン型飛翔体を水田に重点領域特別研究：

おける薬剤散布に活用することを想定し、ダウンウオッ

シュの高さ別分布特性と稲倒伏への影響などをラジコン

ヘリを用いて検討した。

①都市農村交流や地域振興を目的とし、農業経営研究：

地域的取り組みとしての農家民宿による修学旅行の受け

入れが、農家や地域に対して与える効果と関係機関の役

割分担が示された。修学旅行生の農家民宿を地域的に取

り組もうとする際の参考となるので、指導参考事項とな

った。②札幌市場では、共和町における大玉すいかの出

荷量が200ｔ/日以上になると、市場価格は100円/kgを下

回ることが予測された。過度な集中出荷は市場価格の低

迷を招くことから、岩宇地域における大玉すいか栽培農

家の経営改善には出荷量の平準化が有効である。小玉・

中玉すいかは最低限150円／kg以上の市場価格を実現さ

せることが不可欠で、サイズや種なし等の特徴付けが必

要である。

新たに開発された６機種の性能調査農業機械性能調査：

を実施した結果、たまねぎ移植機、ポテトピッカ、ロー

ドワゴン、カッティングミキサフィーダ、色彩選別機の

計５機種が指導参考事項となった。

①新水稲除草剤の実用性を検討新農業資材実用化試験：

した。過年度分を含めて67剤が指導参考事項となった。

②「マイクロロングトータル201-100」の成苗ポットの

苗箱施用が水稲の生育・収量に及ぼす影響を検討した結

果、育苗および移植後の水稲生育に対して一定の向上効

果が認められた。③石灰系下水汚泥コンポストを水稲に

施用する場合、基肥全層施肥で100kg/10aを上限とし、

窒素・リン酸はコンポスト100kgあたり0.5kgまで減肥が

可能と判断された。

生産環境部

道央 支庁を対象に病害虫防除技術の開発、転換畑を5
除く土壌肥料に関する技術の開発、全道に共通な病害虫

の試験対応に係る調整を行っている。また、予察事業を

含む植物防疫行政の一部を、本庁食品政策課とともに予

察科・防除指導課が担当し、情報の発信を行っている。

本年は地域対応試験、クリーン農業技術開発、マイナ

ー作物などの緊急対応試験、減化学肥料・減農薬、環境

保全、農業環境整備に関連する試験を実施し、水稲の褐

条病防除対策、春まき小麦の赤かび病の防除体系、タマ

ネギ乾腐病に対する土壌・肥培管理による防除対策など

の成績を取りまとめた。

春まき小麦の 対策の成果を取りま地域対応試験： DON
とめ、これまでより減農薬となる防除体系を示した（普

及推進事項 。また、タマネギ乾腐病の多発要因を解明）

し、土壌理化学性や土壌・肥培管理法の改善による防除

対策を示した（普及推進事項 。継続課題として、ばれ）

いしょ品種・系統のウイルス病特性検定、地域病害虫へ

の対応手段のひとつとして、新たな殺菌剤、殺虫剤や、

高濃度少量散布などの評価試験等を実施した。また畑作

地帯におけるダイズシストセンチュウ低減対策として、

間作クローバ現地導入実証試験に協力した。

土壌肥料関係では、道央地帯における秋まき小麦の耕

起・整地法および窒素施肥法の改善試験､「北見 号」81
の高品質安定栽培法試験、野菜類に対する各種肥料およ

び土改材の効果確認試験を実施した。

：採種ほ場などで問題となっていクリーン農業技術開発

た褐条病について緊急的に対応し、催芽時食酢処理によ

る褐条病防除対策を提出し普及奨励技術となった。この

技術は採種栽培、クリーン農業、有機農業に利用可能で

ある。継続課題として、種子用馬鈴しょにおける細菌病

診断技術の簡易高精度化試験を実施した。また、セルリ

ーの減化学肥料・化学農薬栽培技術に関する試験、局所

施肥法によるタマネギの環境保全型栽培技術の確立試

験、タマネギ病害虫に対する防除回数削減のため、北見

農試と共同で白斑葉枯病とネギアザミウマの被害予測、

効率的防除法試験、薫蒸作物によるバーティシリウム病
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抑制効果確認試験を各々開始した。

：北海道マイナー作物等適用農薬登録促進緊急対応試験

事業として食用ユリ、アロニア、せんきゅうの 病害虫4
について効果試験を実施した。病害虫の診断は、普及セ

ンターや農業団体等から野菜・畑作・花きを主体として

件の依頼点数があり、 病害、 害虫が新たに発生195 2 8
確認、命名された。

環境 ：野菜畑の硝酸汚染低減に向け保全、農村環境整備

た緑肥作物導入指針策定及び、植樹を併用した新たな排

水路整備の実用化に関する調査試験を実施した。

技術普及部

技術普及部は、平成18年4月北海道立農業試験場の機

構改革に伴い、地域農業支援及びニーズの把握、技術体

系化課題の実施、普及センターの技術支援などを活動の

柱に農業試験場における地域対応の窓口的な機能を果た

してきた。

このために当部は、部を統括する部長、技術体系化チ

ームや地域農業技術支援会議において研究部との調整を

担当する次長、普及センターとの連携・調整を担当する

る主任普及指導員、さらに主査（地域支援） 名のスタ4
ッフで石狩、後志、空知、胆振、日高の 支庁を担当区5
域として活動してきた

支庁管内の農業及び農業関連産地域農業技術支援会議：

業が直面する課題に試験研究と普及組織、支庁行政が関

係機関とともに、迅速かつ的確に対応する推進体制とし

て、 支庁で 、 年度にかけて設置された。5 H17 H18
この地域農業技術支援会議では、農業技術に関する情

報交換、地域課題の収集を行い、その内容に応じて、対

応方針、課題の優先度、支庁、普及センター、農業試験

場の役割分担などを整理しながら、課題解決に向けた協

議を行い、具体的な活動を行ってきた。

) 課題共有化の取り組み1
地域課題を収集し、道立機関が共同して取り組む課題

(地域プロジェクト課題）および研究・普及・行政の各

機関が中心になって取り組む課題、地域で対応すべき課

題に整理分類し対応方針を検討した。

)プロジェクト課題解決の取り組み2
収集した地域課題の中から優先すべき課題を取り上

げ、解決の主体となる機関や方法を選択し、構成３者の

協力体制の下で改善のためのプロジェクト課題を設定し

取り組んだ。

)地域が総力を挙げた取り組みへの誘導3
地域課題解決に向けた活動内容について、地域関係者

会議を開催し地域への説明と意見交換を行いながら関係

機関の協力・分担を含め、合意形成を進めてきた。

)中央農業試験場における活動体制4
農業試験場が道央 支庁の地域農業技術支援会議に参5

画して地域支援に対応するため、場内の運営体制として

「運営会議 「検討部会」を設置し、地域課題の検討、」、

プロジェクト課題への参画、研究ニーズ等への対応を強

化した。

技術体系化チームは、地域農業に密技術体系化チーム：

着した試験研究の推進、研究成果の迅速な普及を促進す

ることを目的とし、試験研究部門の研究職員、普及部門

の普及指導員の兼務によって組織されたプロジェクトチ

ームにより技術の体系化・現地実証試験を進めた。同時

に、実証研究の推進にあたっては、農業改良普及センタ

ー、地元市町村、農業関係機関、農家、支庁との協議会

などを開催して、試験計画及び成果の検討を行い、試験

結果の迅速な普及を図った。

平成18年度は、以下2つのプロジェクトチームによる

現地実証普及活動を実施した。

1)低コスト業務用米の生産と中長期的畑・野菜等の輪

（ ）作による地域水田農業ビジョンの実現 H16年～H18年

2)緑肥を導入した畑輪作による線虫被害低減効果の実証

（H17年～H19年）

1）の課題は、地域水田農業改革実践支援事業として石

狩支庁管内江別市で実施し平成18年度北海道農業試験会

議（成績会議）に課題名『道央地帯における冷凍米飯用

「大地の星」と春まき小麦の初冬まき栽培を取り入れた

経営モデル」として提出した。2）の課題は経営革新技

術等移転促進事業として後志支庁羊蹄山麓地域で実施し

た。

当部に配置された専門項普及センター等への技術支援：

目は、稲作、畑作、野菜、畜産、植物保護、土壌肥料、

、 、 、 、経営管理の 部門で これ以外の花き 果樹 農業機械7
畜産については、花・野菜技術センター技術普及部、十

勝農業試験場技術普及部、畜産試験場技術普及部の補完

を受けた。

農業改良普及センターが効率的・効果的な普及活動を

展開し迅速な課題解決を図るため、その普及課題に応じ

て技術普及部への支援要請を受け専門項目に関する技術

支援を行った。また普及指導員研修、新技術伝達研修な

どにより、開発された新技術の定着と普及指導員の資質
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向上に努めた。各支庁における地域課題解決研修ではそ

れぞれの研修課題に参画し課題解決に向けた活動を実施

した。

平成 年度は、日高・胆振管内における集中豪雨、18

バレイショシストセンチュウ対策など異常気象や病害虫

被害など緊急・突発的な災害等に関しては、技術対策の

情報提供や被害程度に応じて現地支援を行った。

32



Ｄ 試験研究及び地域支援等活動

環境保全部

Ⅰ 農業環境に関する調査及び試験

．土壌機能実態モニタリング調査1
．地力増進地域に対する対策調査2
．硝酸性窒素等による地下水汚染の防止・改善3
( ) ) ①井戸周辺農地における地下浸透水の硝酸汚染2 -3

軽減対策

．土壌・施肥管理システムの開発4
．有機性廃棄物利用に伴うカドミウム負荷のリスク評5

価とその軽減対策技術の確立

② 都市廃棄物のリスク評価とリスク軽減策の開発

．下水汚泥コンポスト連用長期栽培試験6
．カドミウムの国際基準に対応した水稲栽培指針の策7

定

．野菜の残留農薬迅速評価システムの確立8
．新機能付加型暗きょ排水用土管の実用化9

基盤整備事業による畑地からの排水浄化対策の実用10.
化

．多様な地域資源を活用できる心土改良耕施工機の開11
発

．道営土地改良事業計画地区土壌調査12

Ⅱ クリーン農業に関する調査及び試験

．ジャガイモヒゲナガアブラムシ抵抗性遺伝子を利用1
したダイズわい化病抵抗性品種の早期育成

．グリーンアスパラガス立茎栽培における病害虫管理2
技術の開発

( )ジュウシホシクビナガハムシ2
．メロンの減農薬栽培技術の開発3
．水稲の有機栽培における収量・品質の安定化4
( )機械除草・害虫防除技術実用化1

)イネドロオイムシの機械防除技術1
．種馬鈴しょのウイルス感染に対する茎葉処理剤の効5

果解明

．水面施用剤を活用した水稲のカメムシに対する新防6
除体系の確立

．農業新資材試験7
( )新農業資材の実用化試験1

)殺菌剤・殺虫剤1
．農作物病害虫診断試験8

( )突発病害虫及び生理障害1
．マイナー作物経過措置に係わる農薬登録試験9

Ⅲ 土壌生態に関する調査及び試験

．環境保全型農業推進のための窒素固定微生物等の有1
効利用技術の確立

( ) アゾスピリラム菌の有効利用技術の確立4
．クリーン農業技術開発・実証事業2
( ) 産地と対象作物の拡大を図るクリーン農2 YES!clean

業技術の開発実証

セルリーの減化学肥料・減化学農薬栽培技術の確立

．有機農業技術開発推進事業3
有機栽培における畑土壌の総合的窒素管理技術の確

立

．硝酸性窒素等による地下水汚染の防止・改善4
( ) ( )② 土壌中の窒素動態の解明1 - 1
．経済効果検討現地調査5

Ⅳ 依頼分析及び肥飼料検査

1．依頼分析

2．肥飼料分析

基盤研究部

Ⅰ バイオテクノロジーに関する試験

1．組織培養技術の開発

(1) りんどう育種のための組織培養法および苗養成法の

開発

(2) 分子育種技術を利用したスーパー耐病性テンサイ品

種の育成

1) DNAマーカーを利用した耐病性育種システムの評価

② 次世代分子育種技術の開発

2．育種素材の開発

(1) 体細胞育種法による高品質ばれいしょの開発

(2) 体細胞育種法による長期貯蔵性に優れた品種の開発

(3) 赤かび病抵抗性およびマイコトキシン産生抑制型品

（受託）種の開発促進

(4) 障害耐性に優れる道央以南向け春播小麦の育種強化

3．作物の遺伝子解析に関する試験

(1) ジャガイモヒゲナガアブラムシ抵抗性遺伝子を

利用したダイズわい化病抵抗性品種の早期育成
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(2) 菜豆（金時）の黄化病・炭そ病抵抗性品種の開

発強化

3）DNAマーカーによる高度抵抗性の効率的選抜

(3) 小豆の病害複合抵抗性品種の開発強化

3）DNAマーカーによる落葉病抵抗性の効率的選抜技

術の開発

マーカー選抜によるジャガイモシストセンチュ(4)

ウ抵抗性品種の早期開発

マーカー選抜によるジャガイモYウイルス抵抗性(5)

品種の早期開発

(6）道産小麦の安全性・安定性向上試験

1）赤かび病抵抗性強化とDON低減技術による安全性向

上

① 赤かび病抵抗性及びマイコトキシン産生抑制型品種

の開発促進

(7) 道産小麦の安全性・安定性向上試験

3）品質向上のための育種促進

② めん用小麦の品質向上

豆類加工製品における品種判別の検証(8)

(9) ダイズわい化病とシストセンチュウに高度抵抗

性と豆腐加工適性を持つ中間母本の早期作成

赤かび病抵抗性コムギ品種の育成・利用を核にし(10)

たかび毒汚染低減

(11) 長期貯蔵可能な加工用馬鈴しょ新品種の開発促

進

1) 有望系統の特性評価

④ シストセンチュウ抵抗性検定試験

(12) 遺伝子組替え作物交雑等防止事業

4．作物ウイルス病に関する試験

(1) 植物病原ウイルス診断技術のためのウイルス遺伝子

の単離と解析

(2) いちごのウイルスフリー苗生産のためのウイルス検

査法の開発

(3) ジャガイモ病害虫の簡易検出・高精度診断技術の開

発

2) 生産現場で利用可能な簡易検出システムの開発

② 大腸菌発現タンパク質を用いた抗体作製と簡易検出

法の確立

(4) ジャガイモ病害虫の簡易検出・高精度診断技術の開

発

3）マクロアレイを用いた高精度診断技術の開発

③ マクロアレイの生産現場における実証試験

(5) 道産小麦の安全性・安定性向上試験

2）病害・障害抵抗性強化による安定性向上

③ 小麦縞萎縮病抵抗性品種の開発促進

(6) 高度抵抗性遺伝資源の利用による難防除ウイルス病

（ダイズわい化病・コムギ縞萎縮病）抵抗性育種素

材の開発

1）ダイズわい化病

(7) 高度抵抗性遺伝資源の利用による難防除ウイルス病

（ダイズわい化病・コムギ縞萎縮病）抵抗性育種素

材の開発

2）コムギ縞萎縮病

(8) 種馬鈴しょのウイルス感染に対する茎葉処理剤の効

果解明

(9) 農作物病害虫診断試験

1）突発病害虫及び生理障害

(10) 馬鈴しょ輸入品種等選定試験

(11) 長期貯蔵可能な加工用馬鈴しょ新品種の開発促進

1) 有望系統の特性評価

③ ウイルス病抵抗性検定試験

(12) 球根花きの未同定ウイルスに対する高精度診断技

術の開発

Ⅱ 農産品質に関する試験

1．水稲品質試験

(1) 高品位米品種の開発促進

1）北海道米の高品位化を目指した新規食味評価法の開

発

① 炊飯米表層形成に関わる要因の解明と変動要因解析

(2) 多様な米ニーズに対応する品種改良並びに栽培技術

の早期確立

2）多様な米品種の開発促進と栽培技術の確立

⑤ 北海道米の用途開発のための新規評価法の検討

(3) 北海道米の特性を活かしたアルファ化米加工製品の

共同開発

2．麦類・そば品質試験

(1) 障害耐性に優れる道央以南向け高品質春まき小麦の

選抜強化

5）道央地域における適応性検定

③ 品質検定

(2) 道産小麦の安全性・安定性向上試験

3）品質向上のための育種促進

③ パン用小麦の品質向上

(3) ダッタンソバの安定生産と製品の開発による産地形

成支援

3）機能性（ルチン含量）の評価

3．豆類品質試験

(1) 豆腐用大豆の品質評価法の確立と選抜強化
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2) 道産大豆の豆腐加工適性の解明と簡易評価法の開発

② 小豆の抗酸化成分の変動要因と生理調節機能の解明

(3) 小豆・菜豆の加工適性調査と小豆加工適正に影響す

る要因解明

1）小豆の加工適性調査

2）菜豆の加工適性調査

3）小豆加工適性不良要因の解析

(4) 小豆ポリフェノール含量の非破壊測定技術の確立

4．馬鈴しょ品質試験

(1) 長期貯蔵可能な加工用馬鈴しょ新品種および貯蔵技

術の開発

2）加工用馬鈴しょの長期貯蔵技術の開発

① 加工用馬鈴しょ（ポテトチップス用）の安定供給に

向けた貯蔵体系の確立

遺伝資源部

Ⅰ 植物遺伝資源に関する試験

1．植物遺伝資源の特性調査

(1) 海外収集遺伝資源の特性調査（たまねぎ、総括）

(2) 地域の食文化を支援する地方野菜の特性調査

2) 地方野菜の栽培特性調査－まさかりかぼちゃ－

2．植物遺伝資源開発研究

(1) 植物遺伝資源の保存管理

1) 種子遺伝資源の増殖

2) 遺伝資源の保存

3) 遺伝資源の提供

4) 遺伝資源の発芽力検定

5) 遺伝資源の情報管理

(2) 栄養系牧草類の保存

(3) 豆類高生産・安定供給のための耐病虫性複合有望系

統の選抜強化

3) 茎疫病抵抗性検定と高度抵抗性育種素材の作出

(4) 道産小麦の安全性・安定性向上試験

－褐色雪腐病発生地帯での雪腐病抵抗性検定－

(5) 高度抵抗性遺伝資源の利用による難防除ウイルス病

（ダイズわい化病・コムギ縞萎縮病）抵抗性育種素材

の開発

(6) 豆類加工製品における品種判別の検証

Ⅱ 原原種生産事業

1．水稲の基本系統の選定・増殖、育種家種子の増殖、

予備増殖並びに原原種生産の審査

2．麦類の基本系統の選定・増殖、育種家種子の増殖、

予備増殖並びに原原種生産の審査

3．豆類の基本系統の選定・増殖、育種家種子の増殖、

予備増殖並びに原原種生産の審査

4．そばの原原種生産の審査

5．食用ゆりウイルスフリー原原種親球の維持

6．ルタバガの原原種維持、増殖

Ⅲ 新優良品種普及促進事業（総括）

Ⅳ その他の試験

1．食用ユリ原原種のエライザ検定

作物研究部

畑作関係

Ⅰ 品種改良試験

．大豆新品種育成試験1
( ) 寒地中南部向け大豆新品種育成試験1
( ) ダイズわい化病に関する現地選抜試験2
( ) 転換畑向けだいず耐湿性品種育成試験3
( ) 豆類の優良品種育成のための育種年限短縮4
( ) ダイズわい化病とシストセンチュウに高度抵抗性5

と豆腐加工適性をもつ中間母本の育成

( ) 豆類高生産・安定供給のための耐病虫性複合有望6
系統の選抜強化

( ) 豆腐用大豆の品質評価法の確立と選抜強化7
( ) 大豆奨励品種決定現地調査8
( ) ジャガイモヒゲナガアブラムシ抵抗性遺伝子を利用9

したダイズわい化病抵抗性品種の早期育成

( )遺伝子組換え作物交雑防止検討調査事業10
．豆類新品種育成試験2
( ) 道央・道南向けの良質多収耐病性小豆品種の開発強1

化

( ) 小豆地域適応性検定試験2
( ) 小豆奨励品種決定現地調査3
．麦類新品種育成試験3
( ) 障害耐性に優れる道央以南向け高品質春まき小麦の1

選抜強化

( ) 高品質小麦早期開発のための検定・選抜強化2
( ) 道産小麦の安全性・安定性向上3
( ) 小麦特性検定試験（赤さび病）4
( ) 小麦系統適応性検定試験5
( ) 小麦奨励品種決定基本調査6
( ) 秋播小麦奨励品種決定現地調査7
( ) 畑作物の地域適応性検定試験（小麦現地）8
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( ) 春まき小麦の品種選定試験9
．ばれいしょ新品種育成試験4
( ) ばれいしょ系統適応性検定試験1
( ) ばれいしょ奨励品種決定現地調査2
( ) ばれいしょ輸入品種等選定試験3
．てんさい新品種育成試験5
( ) てんさい育成系統耐湿性検定試験1
( ) てんさい育成系統黒根病検定試験2
( ) てんさい輸入品種現地検定試験・育成系統現地試験3
( ) てんさい輸入品種耐湿性検定試験4
( ) てんさい輸入品種黒根病抵抗性検定試験5
．特用作物新品種育成試験6
( ) そば系統適応性検定試験1
( ) ダッタンソバの安定生産と製品の開発による産地形2

成支援

Ⅱ 栽培法改善試験

1．道央地域における秋播小麦有望系統の高品質多収

肥培管理技術の開発

2．パン用春まき小麦有望系統の栽培法確立

Ⅲ 新農業資材実用化試験

1．畑作関係除草剤・生育調節剤実用化試験

加工用馬鈴しょの長期貯蔵技術の開発2．

Ⅳ 豆類新優良品種普及促進事業

果樹関係

Ⅰ 果樹品種改良試験

1. りんご品種改良試験

(1) 品種比較

2．リンゴ系統特性検定試験

3. ぶどう新品種育成試験

(1) 品種特性調査

4．おうとう品種改良試験

5．果樹（オウトウ）系統適応性検定試験

6．果樹地域適応性検定試験

7. 特産果樹品種比較試験

8．果樹わい性台木の特性調査

Ⅱ 果樹栽培法改善試験

．西洋なし「オーロラ」の安定栽培技術1

Ⅲ．新農業資材実用化試験

．果樹関係除草剤・生育調節剤実用化試験1

生産研究部

Ⅰ．水稲新品種育成試験

．中晩生耐病性品種の育成試験1
．高品位米品種の開発促進2
( )食味検定6
．新たな価値創出のための高付加価値型稲品種の選3

抜強化

．水稲直播用高品質良食味系統の選抜強化4
( ) 育成系統の直播栽培による地域適応性検定試験2
．水稲系統適応性検定試験5
．水稲特性検定試験（穂いもち）6
．水稲奨励品種決定基本調査7
．水稲奨励品種決定現地調査8
．水稲新優良品種普及促進事業9

Ⅱ 有機農業技術開発

．水稲の有機栽培における生産安定化1
．有機農業の経営的な成立要因の解明2

Ⅲ 水稲直播栽培研究

．不耕起乾田直播による水稲の超省力栽培技術の確1
立

．不耕起乾田直播栽培経営の実態と技術の体系化及2
び経営経済的評価

Ⅳ 遺伝子組換え作物交雑等防止事業（イネ）

Ⅴ 多様なニーズに対応した品種の開発と栽培技術

の確立

．食味ランキング特 米生産のための技術開発と1 A
多様な米産地の形成支援

( ) 業務用良食味米品種の開発2
( ) 食味ランキング特 産地形成のための肥培管理4 A

技術の確立

( ) 多様な米産地形成支援のための新たな機械対応5
技術の検討

( ) 米の多様化に伴う産地・流通体制の検討6
．多様な米品種の開発促進と栽培技術の確立2
( ) 酒米及び加工向け品種の開発促進1
( ) 高品質酒米生産のための肥培管理技術の確立2
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( ) 加工用途米生産のための高収益栽培技術の確立3
( ) 泥炭地における低アミロース品種の活用技術の4

確立

) 食味評価および安定栽培技術1
) 泥炭地水田に対する有効土層の乾燥化技術の開2
発

Ⅵ 水稲栽培研究

．土壌保全対策推進事業－有機質資源長期連用試験1
( ) 寒地排水不良田における稲わらの連用試験1

Ⅶ 転作物等の栽培研究

．小麦の安全性・安定性向上試験1
( ) 赤カビ病抵抗性強化と 低減技術による安全1 DON

性向上

) 調製技術と簡易分析法によるマイコトキシン汚3
染低減技術の確立

( ) 地帯別収量・品質変動要因の解明とその対策4
) 道央水田転作地帯における高品質多収栽培技術4
の開発

．道北強粘質転換畑における低コスト簡易法及び合2
理的作付体系の実証

．暗きょシステムを活用した地下かんがいによる転3
換作物の安定生産技術

Ⅷ 農業機械開発研究

．穀物の常温貯蔵技術1
．豆類の調製(磨き)技術の向上2
．種馬鈴しょ生産のための茎葉処理機械利用技術の3

確立

．気象災害軽減による直播てん菜の初期生育安定化4
．小麦の新調製体系による歩留の向上5
．ダクテッドファン型飛翔体の開発と航空防除への6

応用

．畦間散布装置を利用した除草剤の低ドリフト散布7
技術

．圧縮バイオガスを基軸としたエネルギ地域利8
活用システムの構築

Ⅸ 農業経営研究

．岩宇地域におけるすいか栽培農家の経営実態解析1
．農業・農村体験によって発現する教育的機能の解2

明

( ) 農業・農村体験が農村地域に与える効果2

Ⅹ 農業機械性能調査

．トラクタ及び作業機械施設性能試験1
．農用トラクタ用安全キャブ及び安全フレームの構2

造等に関する調査

XI 農業資材試験

．水稲に対する石灰系下水汚泥コンポスト（札幌コ1
ンポスト）の施用効果

．新農業資材実用化試験2
( ) 除草剤及び生育調節剤1
) 水稲用除草剤1

( ) 肥料及び土壌改良材2
) 水稲ポット苗(成苗)に対する「マイクロログト1
ータル 」の施用効果201-100

生産環境部

Ⅰ 水稲病害虫試験

1．アカヒゲホソミドリカスミカメによる斑点米軽

減を目指した新防除モデル

Ⅱ 畑作病害虫試験

1．障害耐性に優れる道央以南向け高品質春まき小麦の

選抜強化

2．赤かび病抵抗性小麦品種の育成・利用を核にしたか

び毒汚染低減

(2) 赤かび病抵抗性品種・系統のかび毒蓄積特性に基づ

く、効率的防除技術の開発と現地実証

3．ばれいしょ特性検定（指定）

(1) ばれいしょウイルス病抵抗性検定試験

4. ジャガイモ病害虫の簡易検出・高精度診断技術の開

発

(2) 種子伝染性病原細菌の種いもからの検出技術の開発

Ⅲ 園芸病害虫試験

1．土壌環境改善を主体としたタマネギ乾腐病防除対策

の確立

2. 土壌病原菌や有害線虫を駆除する薫蒸作物の開発と

利用方法の確立

(2) 薫蒸作物による土壌病害抑制効果の確認

4) 各種作物バーティシリウム病抑制効果

Ⅳ クリーン農業技術開発推進事業

1．局所施肥法を導入したたまねぎの環境保全型栽培技

術の確立
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2. たまねぎ減農薬栽培技術モデルの策定に向けた技術

開発と実証

(1) 白斑葉枯病に関する試験

(2) ネギアザミウマに関する試験

3. YES Clean 産地と対象作物の拡大を図るクリ－ン農

業技術の開発実証

(4) セルリーの減化学肥料・減化学農薬栽培技術の確立

Ⅴ 栽培環境試験

1. 道産小麦の安全性・安定性向上試験

(4) 1）道央水田転作地帯における高品質多収栽培技術

の開発

2. 新ランク区分に対応した小麦有望系統の高品質安定

栽培法の確立

3. キャベツに対する施肥効率向上のための被覆肥料の

利用法

4. 硝酸性窒素等の地下水汚染の防止・改善

(2) 2) ② 野菜畑における硝酸汚染低減に向けた緑肥作

物導入指針

5. 土壌養分の簡易分析法の確立

6. 植樹併用型農地排水路の機能評価

Ⅵ 病害虫に関する受託試験

1. 道産小麦の安全性・安定性向上試験

(1) 赤かび病抵抗性強化とDON低減技術による安全性向

上

1) マイコトキシン汚染に対応した赤かび病防除技術体

系の確立

① 春まき小麦の赤かび病防除技術体系の確立

2) 調製技術と簡易分析法によるマイコトキシン汚染低

減技術の確立

2. ばれいしょ輸入品種等選定試験

(1) ウイルス病特性検定試験

3. 長期貯蔵可能な加工用ばれいしょ新品種の開発促進

4. 循環式催芽機使用催芽時の食酢処理による病害防除

Ⅶ 農業新資材試験

1. 新農業資材の実用化試験

(1) 殺菌剤・殺虫剤

(2) 肥料及び土壌改良資材

1) キャベツに対する｢粒状貝化石肥料｣の施用効果

2) キャベツに対する副産石灰肥料｢エコガーラ｣の施用

効果

Ⅷ 農作物病害虫診断試験

1. 突発病害虫及び生理障害

Ⅸ 病害虫発生予察および植物防疫事業

1. 病害虫発生予察事業

Ⅹ その他事業

1. 北海道マイナー作物等安定生産体制確立推進事業

技術普及部

Ⅰ 地域農業技術支援会議の活動

1．地域農業技術支援会議への参画と運営

2．地域課題の収集・整理と研究ニーズへの対応

3．プロジェクト課題の推進

4．地域関係者会議の実施

Ⅱ 技術体系化チーム

1．低コスト業務用米の生産と中長期的畑・野菜等の

輪作による地域水田農業ビジョンの実現

2．緑肥を導入した畑輪作による線虫被害低減効果の実

証

Ⅲ 普及センター等への支援と関係機関との連携

1．普及センターへの技術支援

2．普及指導員の資質向上に係わる研修

3．緊急・災害等への技術支援

4．Ｙｅｓ！ｃｌｅａｎ認証制度への支援

5．ポジティブリスト制度に対応した生産技術の支援

6．関係機関団体との連携

7．農大との連携活動

8．普及指導員調査研究

9．新農業資材実用化試験

農業環境部

Ⅰ 農業環境に関する調査及び試験

1．土壌機能実態モニタリング調査

（平成 年～）農業環境科10
（各農試環境部門と共同分担）

① 目 的：営農活動が土壌のもつ環境保全機能、物質

循環機能などに及ぼす影響を評価し、土壌特性の変化を

経年的に明らかにする。
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② 試験方法

調査は土壌の特性変化を重点にした土壌調査（全道に計

か所の必須及び任意定点）を他の道立農試栽培環境640
科等と共同で実施する。 年で か所の調査を実施。5 640
前年度までで全地点終了（ 巡目 。昨年度より同一地1 ）

点を再調査開始（ 巡目 。3 ）

調査項目：定点調査は断面調査及び土壌物理性 項目、7
化学性 項目。11
③ 成績の概要

定点調査： 巡目の 年目、 地区 か所の土壌調査2 2 40 160
および土壌理化学性の分析を各場で分担して実施した。

2．地力増進地域に対する対策調査

（昭和 年～継続）農業環境科60
（各農試環境部門と共同分担）

① 目 的： 昭和 年に施行された地力増進地域指定59
制度にのっとり、指定地域に対する地力増進を図るため

の必要な調査を実施する。

② 試験方法：次の調査を実施する。

ア 地域内に分布する土壌の種類、性質

イ 土壌の種類、性質に対応した改善目標

ウ 改善目標を達成するため必要な資材、種類毎の施用

量と施肥法

エ 改善目標達成のため必要な耕運整地、地域内で導入

可能な作付体系、栽培法

オ 地域内有機物質資源の有効利用方策の検討

カ その他、土地利用形態に即した調査

③ 調査の概要：士別市の改善対策指針案を検討した 上（

川農試 。中札内村の土壌調査結果を検討した（十勝農）

）。（ 、 、 ）試 本年度 農業環境科での土壌調査 指針策定なし

3．硝酸性窒素等による地下水汚染の防止・改善

(1)- 1) ② 土壌中の窒素動態の解明

（平成16年～20年）土壌生態科

2)- 3) ① 井戸周辺農地における地下浸透水の硝酸汚

染軽減対策

（平成 年～ 年）農業環境科16 20
① 目 的： 農地から地下浸透過程における排水中の硝

酸性窒素を，植生トッラプや有機化・脱窒機能を持った

浄化帯の設置により溶脱を抑制し，地下浸透水の負荷を

低減する対策手法を実用化する。

② 試験方法

ア 植生トラップ設置による地下浸透水の硝酸性窒素浄

化効果の検証

イ 土壌下層への有機物埋設による硝酸性窒素溶脱低減

効果の検証

③ 成績の概要

ア 植生トラップを設置した試験圃場の地下水中硝酸性

窒素濃度は地下水位の低い台地土で植生による差がみら

れた。地下水位の高い低地土では，希釈の影響を受け効

果が判然としなかった。

イ 植生トラップの乾物生産量および窒素吸収量は低地

土・台地土ともにトウモロコシよりヒマワリの方が大き

かった。

ウ 下層への有機物埋設試験の土壌溶液中硝酸性窒素濃

度は 月の降雨後濃度が上昇した。また、有機物埋設11
（ ） 。区では無処理栽植区 エン麦 より低い傾向がみられた

エ エン麦の乾物生産量および窒素吸収量は麦かんを埋

設した区では少ない傾向がみられたものの，有機物埋設

によりエン麦収量が大きく低下することはないと考えら

れた。

4．土壌・施肥管理システムの開発

（平成 年～平成 年）農業環境科14 18
① 目 的： 土壌調査結果活用のためのデータベースの

充実を基本とし、土壌・肥培管理と作物の生育・品質と

の相関に関する分析手法の検討を水田転換畑について行

う。さらに、土壌データベースの適切な管理手法を開発

する。

② 試験方法

ア 土壌データベース利用のための補足資料、マニュア

ル類について、より一般向けのものを作成する。また、

必要な項目を追加入力し、環境保全的肥培管理に対応す

るデータベースの充実を図る。

イ 水田転換畑における作物の生育、品質と土壌要因、

。 、 、肥培管理の関連性を把握する 道央管内を対象に 大豆

小麦等の作物と土壌要因の関係を調査し、土壌データベ

ースを用いてマップ化する。

③ 成績の概要

ア 土壌データベースの 利活用促進のために、土GIS
（ ）壌属性データについては新土壌分類 農耕地３次改訂版

を既に追加しており、本年はその支庁別面積集計をおこ

なった。

イ 転換畑大豆の収量・品質と土壌要因の関係を既往の

成果・知見から整理し、土壌群による収量ランク図を作

成した。これと、市町村別統計収量を比較したところ泥

炭土で高収となり、ほぼ同様の結果が得られた。

ウ 転換畑小麦の収量・タンパク含量と土壌要因の関係

を整理した。リモセン解析により、タンパク含量と土壌
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群との関連は薄い年もあったが、基本的には泥炭土が高

収量・高タンパクと思われ、他の研究成果もふまえて土

壌区単位の収量ランク図を作成した。これと、市町村別

統計収量を比較し、ほぼ同様の結果が得られた。

5.有機性廃棄物利用に伴うカドミウム負荷のリスク

評価とその軽減対策技術の確立－都市廃棄物のリス

ク評価とリスク軽減策の開発

(平成15～19年)農業環境科

① 目 的： 都市およびその周辺部から排出される廃棄

物の処理法や利用実態を明らかにするとともに廃棄物を

原料とするコンポスト等を対象とした重金属含量のデー

タベースを作成する．また、コンポストの農地施用に伴

うカドミウム(Cd)負荷リスクを評価し、軽減技術対策を

明らかにする．

② 試験方法

ア 北海道における有機性廃棄物由来のCd発生量の試

算

未利用有機性資源循環利用推進マスタープラン(北海

道、2002)および各種文献により、道内で発生する有機

性廃棄物由来Cd発生量、農地施用リスクを検討した。

イ 都市廃棄物等の農地施用によるCd負荷リスクの解明

処理：対照区(化肥標準量)、下水汚泥肥料(石灰系)、

同(高分子系)、生ゴミ堆肥、水産副産物系肥料。有機物

。 、 。施用量(各2段階) 供試土壌：褐色低地土 褐色森林土

供試作物：小豆「しゅまり 。」

ウ 都市廃棄物等の施用に伴うカドミウム負荷軽減技

術の確立

処理：対照区、堆肥施用区(2t/10a連用)、炭カル

施用区(2003年にpH6.5所要量を施用)。供試土壌：褐

色低地土（0.1N-HCl抽出による土壌Cd含量＝0.46mg/k

g、2003年対照区の跡地 。供試作物：2006年 秋まき）

小麦「ホクシン」

③ 成績の概要

ア 北海道で発生する有機性廃棄物由来Cdのうち、現状

では全農地面積に対する都市廃棄物等の非農業由来の有

機性廃棄物Cd負荷量は0.57g/haと推定されたが、Codex

基準値に相当するCdでの収奪量を農地のCd受入限界量と

して推定すると道内の平均収量から小麦：0.75～ばれい

しょ：3.76g/ha程度であり、有機性廃棄物によるCd負荷

は無視できない水準と考えられた。

イ 有機性廃棄物連用4年目における積算Cd負荷量は水

産副産物系肥料＞高分子系下水汚泥肥料＞生ゴミ堆肥≒

石灰系下水汚泥肥料の順に多かった。非汚染土壌におけ

る小豆子実 濃度は全般にごく低く、高分子系下水汚Cd

泥肥料区を除き対照区と同程度かやや下回った。

ウ 炭カル施用による土壌pH改善によって作物のCd濃度

は明らかに低下したが、施用後の経過年数に伴ってpHは

低下し、その効果は施用4年後には消失した。堆肥施用

区では土壌pHは炭カル施用区と同程度であったが、作物

のCd濃度は対照区に比べて低下した。

6．下水汚泥コンポスト連用長期栽培試験

（平成 年～ 年）農業環境科15 20
① 目 的： 下水汚泥コンポストの長期連用が土壌お

よび作物のカドミウム含量に及ぼす影響を検討する。

② 試験方法

ア コンポスト長期施用が土壌および作物に及ぼす影

響

供試土壌：褐色低地土 褐色森林土 供試作物：小豆 し， ． 「

ゅまり 。施肥量：N－P O －K O＝3－14－7 kg/10a。処」 2 5 2

理：コンポスト施用量 0, 150, 500kg/10a。調査項目：

土壌(一般理化学性，形態別重金属含量)．作物(生育・

収量調査，部位別肥料成分および重金属含量)

③ 成績の概要

ア 連用区（連用 年目）における跡地土壌の は、4 pH
無施用区に比べてやや高まり、褐色低地土の連用区およ

び褐色森林土の 連用区では施用基準の に500kg/10a 6.5
近い水準であった。また、交換性石灰含量は高まってお

り、他の成分は一定の傾向がなかった。

イ 土壌の 塩酸可溶性カドミウム濃度は、褐色森0.1N
林土に比較して褐色低地土で低い水準であったが、小豆

のカドミウム濃度は褐色低地土で高かった。一方、土壌

の 塩酸可溶性銅濃度は、褐色低地土では褐色森林0.1N
土に比較して 倍程度高かったが、小豆の銅濃度はほぼ5
同水準であった。

ウ 子実収量に対するコンポスト施用の効果は、褐色森

林土では増収傾向であったが、褐色低地土では判然とし

なかった。

エ 小豆のカドミウム濃度は、茎葉に比べて子実でかな

り低い水準であり、銅および亜鉛の濃度は茎葉と子実で

はほぼ同水準であった。また、連用区のカドミウム濃度

、 、は 褐色低地土では無施用区とやや低下する傾向であり

褐色森林土ではやや高まる傾向がみられ、中断区は連用

区とほぼ同程度であった。一方、銅および亜鉛の処理間

差は判然としなかった。

7.カドミウムの国際基準に対応した水稲栽培指針の策定

（平成 ～ 年）農業環境科17 20
① 目 的： コーデックス委員会のカドミウム（Cd）の

新たな濃度基準（0.4mg/kg）に対応し、北海道産米の安
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心・安全と信頼性を高めるため、安定的に低水準（0.2m

g/kg以下）に保つための栽培指針を策定する。

② 試験方法

ア 現地土壌Cd濃度実態調査：A地域の52圃場

イ 現地栽培試験

ａ．試験圃場：A地域の現地農家圃場

ｂ．供試品種： きらら397 「ほしのゆめ 「ななつぼ「 」、 」、

し 「ふっくりんこ」」、

ｃ．処理：①農家慣行、②改善A：中干し無し・出穂の

１週間後落水、③改善B：中干し無し・出穂の２または

３週間後落水、④ケイカル：高pH化のため資材春施用。

ウ 品種・系統間差の検討:道南農試の奨決・系適供試2

4品種・系統（標肥、多肥）

③ 成績の概要

ア 52圃場の作土の0.1N塩酸抽出Cd濃度(mg/kg)の平均

は0.23、 低は0.06、 高は0.46であった

イ 白米Cd濃度(風乾物あたり、mg/kg)は平均が0.09、

大が0.18、 小が0.04と基準値以下であった。処理間

差では湛水期間の長かった改善B区のCd濃度が全般に低

い傾向であった。部位別のCd濃度では、白米と玄米でCd

濃度に大きな差は認められず、両者の相関もr=0.967**

と高かった。ワラ中Cd濃度の平均は0.85mg/kgと白米よ

、 。りも高いが r=0.886**の比較的高い相関が認められた

一方、根中Cd濃度の平均は3.47mg/kgと高く、白米やワ

ラとの相関係数もやや低かった。

ウ 24品種・系統（標肥栽培）の白米Cd濃度の平均は0.

021で、主要品種では「きらら397」がやや高かった。

8．野菜の残留農薬迅速評価システムの確立

（平成 年）農業環境科17
① 目 的： 農薬の残留リスク評価法を作成すると共

に、酵素免疫法による迅速な残留農薬分析・評価法を確

立する。

② 方 法

ア 酵素免疫法による残留農薬迅速分析・評価法

目的：同分析法における問題点の抽出・解決策の検討

対象農薬： 、イミダクロプリド、フェニトロチオンTPN
供試作物：玄米、キャベツ、はくさい、だいこん他

処理：①添加回収試験②簡易精製法の検討

イ 野菜に対する農薬の残留リスク評価

目的：水稲、てん菜等の育苗ハウス跡地土壌に残留した

農薬の後作への吸収移行性を調査する。

供試作物：ほうれんそう(品種 トニック、播種日 ): 6/1
調査対象農薬：ペンシクロン、チアメトキサム、イミダ

クロプリド、カルプロパミド、クロチアニジン、ヒメキ

TPNサゾール、シハロホップブチル、

処理：水稲やてん菜の苗への単位面積あたりの農薬の

1/2大量を施用した「 大区 、その半量を施用した「」

区 、 施用した「 区」を設置。」 1/10 1/10
③ 成績の概要

ア 酵素免疫法による残留農薬迅速分析・評価法

(ア) 分析キットにおいて基準値と とでTPN 0.01ppm
回収率を調べたところ長ねぎを除いて回収率は良好な値

を示した。

(イ) イミダクロプリド測定キットにおいて基準値での

添加回収試験を行ったところ回収率は不十分であった。

(ウ) 高感度フェニトロチオン分析キットにおいても基

準値での回収率は不十分だったが ミニカラム精製HLB
の追加によって回収率は良好な値を示した。

イ 野菜に対する農薬の残留リスク評価

浸透移行性の高いクロロニコチニル系農薬のイミダクロ

、 、 、プリド チアメトキサム クロチアニジンの吸収が多く

基準値を超過する試験区が多く見られた。その他の薬剤

においては残留分析値は基準値を大幅に下回った。

9．新機能付加型暗きょ排水用土管の実用化

（平成 年～ 年）環境基盤科16 18
① 目 的： 泥炭土や酸性土壌では暗きょ管に鉄等が付

着し閉塞する。そのためこれを低コストで解決する技術

が必要であった。そのため、暗きょ排水用土管に閉塞防

止機能を保有させる技術を開発し、その効果と耐久性を

検討し実用化する。

② 試験方法

ア 新機能付加型土管の製造方法

暗きょ土管に鉄付着防止機能保持により鉄の閉塞防止技

術を開発。

イ 新機能付加型土管の施工効果

新機能付加型土管の各種機能の効果を現地試験・モデル

試験で評価。

ウ 新機能付加型土管の現地導入試験

新機能付加型土管導入のため現地ほ場を設置する。

③ 成績の概要

ア 調査圃場の で暗渠管への沈積物があり、その13.5%
が泥炭土や低地土であった。76.5 %

イ 土管素材へのカルシウム材の添加により、鉄酸化細

菌の発生が明らかに抑制された。また、添加割合が高ま

るに従い、 が高まるが 以上では破損しやすく、pH 10 %
添加が優れていた。5%

ウ 新機能付加型土管の効果確認では、 年後の従来土2
管に鉄付着が認められ、鉄酸化細菌の代謝物であった。
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、 。一方 鉄付着防止土管への鉄付着物は極めて少なかった

pHエ 本土管を用いた暗渠は、従来土管の排水に比べ

が ～ 程度高く、全鉄濃度は低く推移した。このこ0.5 1
とから、鉄付着防止暗渠土管には鉄酸化細菌の繁殖防止

に加えて、土管外での鉄析出による管内への鉄流入抑制

効果があった。

10. 基盤整備事業による畑地からの排水浄化対策の実用

化

（平成 年～ 年）農業環境科、北見農試栽培環境科16 20
① 目 的： 農業地域からの流出回避が困難な汚染に対

して積極的な浄化技術も必要で、農地排水組織に環境負

荷物質を浄化する機能を持たせることが望まれる。そこ

で、農地排水路等に浄化施設や浄化帯を設置して負荷を

低減する対策手法を実用化する。

② 試験方法

ア 排水系での機能性構造物設置による水質浄化対策効

果

暗きょ排水出口や排水路護岸等の違いが水質に与える影

響調査および負荷軽減手法の検討。

イ 排水系での自然植生活用による水質浄化対策効果

農地周辺の植生や樹林帯の状態と排水水質の関係調査。

③ 成績の概要

ア 調査畑作地域における排水路の長期間の水質変動で

は、低地と台地で水質に明確な差異が認められた。低地

では、 が低く、 、全鉄や交換性塩基類、硫酸や塩pH EC
、 。 、化物イオンが高く 土壌からの溶脱成分であった 一方

台地では年間をとおして全リン酸濃度が高い傾向にあっ

た。

イ 排水路の水質に及ぼす要因は、台地では部分的な傾

斜圃場からの土壌流亡による土とリン酸の流出とみら

れ、樹林帯がない排水路で高かった。一方、低地では、

土壌からの塩類などの溶脱が主因であり、一部では堆肥

由来の汚濁がみられ全窒素が高かった。また、排水路が

下流になるに従い や全鉄が高くなり、 は低くかEC pH
った。

ウ 幹線排水路の水質は 、全窒素や硝酸性窒素で季pH
節変動がみられた。低地の低 な排水路では冬期間にpH
なると希釈により中性となった。また、冬期に全窒素や

硝酸性窒素の濃度の上昇が認められ、排水路内の脱窒能

が水温低下によって低下したためと考えられた。

11．多様な地域資源を活用できる心土改良耕施工機の開

発

（平成 年～ 年）18 21

農業環境科・財団法人北海道農業開発公社

① 目 的： 重粘土や湿性火山性土などに対して地域資

源を活用する土層改良のための施工法及び施工機の開発

を行うと共に、適用性や効果について明らかにし、地域

共同組織で実施可能な技術として確立する。

② 試験方法

ア 心土改良耕施工システムの開発

台地土で施工可能な心土改良耕の施工機を開発する。ま

た、試験施工から改良を加え 適用性の高い施工機とす

る。

イ 各種の地域発生資材の施工適性評価 各種の地域発

生資材の掘削資材充填型の心土改良耕に適用性について

評価する。

③ 成績の概要

ア 作土下に耕盤層や堅密層がある土壌や心土が理化学

性が不良な土壌に対して、土壌改良資材となる堆肥等の

有機物や火山灰などで深さ 、幅 ～ の縦溝60cm 5 10cm
を作り周辺の理化学性を改善する心土改良耕の施工方法

を考案した。施工方法は （ア）表面に土壌改良資材を、

、（ ） 、既存の機械で散布し イ 新心土改良耕施工機により

溝を掘削すると同時に資材を投入して資材が充填した縦

溝を構築し （ウ）施工機の復路に踏圧して埋め戻す。、

イ 新心土改良耕施工機は改良資材を積載する必要がな

く、大きな動力が不要なため、小型化がはかられた。

ウ 土壌改良資材として貝殻や火山灰を用いた試験施工

では、ほぼ計画とおりに掘削された溝に沿って資材が投

入されていた。

12．道営土地改良事業計画地区土壌調査

（昭和 年～）農業環境科40
（各農試環境部門と共同分担）

① 目 的： 道営農業農村整備事業のうち、土地改良に

係る事業を計画樹立した地域において、適切な土地改良

方策を実施するための指針を策定する。

② 調査方法：土壌断面調査および主要土層の土壌理化

学性分析を行い、対象地区の土地改良対策土壌区の設定

と改良対策指針の報告を行う。

③ 成績の概要

全道 地区の調査を各場で分担実施した。中央農試52
は合計 地区を分担して担当し、それぞれ担当の支庁18
農業振興部に報告書を提出した 各地区の報告書は 平。 、「

成 年度道営土地改良事業調査地区土壌調査報告書．18
北海道農政部農村計画課（平成 年 月 」に合本所載19 3 ）

した。
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Ⅱ．クリーン農業に関する調査及び試

験

1．ジャガイモヒゲナガアブラムシ抵抗性遺伝子を利用

したダイズわい化病抵抗性品種の早期育成

（平成 年～ 年、畑作科・遺伝子工学科と共同）17 18
～ 成績は作物開発部に一括掲載した。～

2．グリーンアスパラガス立茎栽培における病害虫管理

技術の開発

(2) ジュウシホシクビナガハムシ

（平成 年～ 年花・野菜技術センターと共同）16 19
クリーン農業科

① 目 的： 近年胆振・日高地方を中心に収穫物に対す

る食害が問題となっているジュウシホシクビナガハムシ

の発生実態や被害状況を明らかにするとともに、効果的

な防除法を開発する。

② 試験方法

ア 現地（むかわ町）において、新植する際に紫外線カ

ットフィルムを用いて成虫に対する侵入抑制効果試験を

行った。

イ 場内ハウスにおいて、前年放飼した区としていない

区について収量調査を実施するとともに幼虫の発生に対

応して薬剤防除を行い、その効果を検証した。

ウ 場内枠圃場にて薬剤防除試験を行った。

③ 成績の概要

ア 紫外線カットフィルムと通常の農ビとではほとんど

ハムシの消長に差がなく、侵入防止効果は低いものと考

えられた。

イ 放虫区では、春芽の収量は昨年の夏芽の収量と同様

無放虫区の 割程度であり、昨年の幼虫による擬葉等の7
食害による影響があったものと考えられた。春芽の収穫

終了後、幼虫は 月中旬、下旬、 月上旬、 月上旬に6 8 9
発生が確認され、その都度薬剤防除を実施した。その結

果、放虫区の夏芽の収量は無放虫区の 割程度まで確認9
した。また、成虫による食害も放虫区と無放虫区で差が

なかった。このことから、幼虫期の防除は幼虫の食害だ

けでなく、新成虫の羽化を減少させ、成虫による夏芽の

食害も軽減できると考えられた。

ウ 薬剤防除試験においては、アセタミプリド水溶剤と

10クロチアニジン水溶剤は幼虫に対して有効で残効も

日程度あったが、スピノサド顆粒水和剤、クロルフェナ

ピルフロアブル及び 乳剤は短期的な効果は認めDDVP
られたものの、残効は 日程度であった。7

3．メロンの減農薬栽培技術の開発

（平成18年～20年）クリーン農業科

① 目 的： 多くの産地のYES!clean登録参画を促進す

るために、生物農薬を導入することで化学農薬使用回数

を慣行栽培よりも大幅に削減したメロンの減農薬栽培技

術を確立する。

② 試験方法

ア 病害虫発生実態調査（奈井江町，栗山町および農試

ハウス）半促成（7、8月収穫 、抑制（9月収穫）のメロ）

ン各作型において、問題となる病害虫を把握し、生物農

薬による防除の要否を検討する。

イ 生物農薬等を用いた防除体系の確立（奈井江町，栗

山町および農試ハウス 、ナスハモグリバエ：イサエア）

ヒメコバチ・ハモグリコマユバチ剤、ハダニ類：ミヤコ

カブリダニ剤（モニタリングプラント使用 、ワタアブ）

ラムシ：コレマンアブラバチ剤（バンカープラント使

用 、うどんこ病：バチルス・ズブチリス剤）

③ 成績の概要

ア 半促成作型（7～8月収穫）メロンで、ナスハモグリ

バエ、ハダニ類、ワタアブラムシおよびうどんこ病が発

生し、その中ではナスハモグリバエやハダニ類などが防

除対象となった。

イ 抑制作型（9月収穫）メロンでは、どの調査地点に

おいてもナスハモグリバエ、ハダニ類、ワタアブラムシ

およびうどんこ病が防除対象となった。

ウ 6～7月は主にナスハモグリバエやハダニ類、8～9月

は主にワタアブラムシとうどんこ病の発生が多くなっ

た。

エ 苗からの持ち込みで定植直後から発生している病害

虫は、メロンの生育初期段階で発生量が多くなり、防除

の対象となる事が多かった。

オ ナスハモグリバエに対するヒメコバチ＋コマユバチ

剤の防除効果は、やや遅効的であるが2回の導入で認め

られた。半促成作型では害虫の発生密度が高まるので、

導入のタイミングを知るために害虫の初発モニタリング

法が必要。

カ ハダニ類に対するミヤコカブリダニ剤は1～2回の導

入で防除効果が認められた。苗からハダニが持ち込まれ

た場合は、モニタリングプラント（インゲン）でハダニ

の初発が把握できなかった。

キ ワタアブラムシに対するバンカープラントを活用し

たアブラバチ剤については、バンカープラントにおける

アブラムシ類（ムギクビレアブラムシ）およびアブラバ

チ剤の定着・増殖が不十分で、特に抑制作型では、アブ
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ラバチ剤を複数回導入しても安定した防除効果は得られ

ず、化学農薬による追加防除が必要となった。全面マル

チをしているメロン栽培においては、バンカープラント

の維持・管理が困難な場合があった。

ク うどんこ病に対するバチルス・ズブチリス剤は、本

剤のみでうどんこ病の発病を抑えきることは困難なの

で、化学農薬との体系化が必要である。

4．水稲の有機栽培における収量・品質の安定化

(1) 機械除草・害虫防除技術実用化

1) イネドロオイムシの機械防除技術

（ 、 、平成 ～ 年 生産システム部機械科16 18
水田農業科、上川農試と共同）クリーン農業科

① 目 的： 発生予察情報に基づくドロオイムシの機械

防除技術の効果と利用法を明らかにする。

② 試験方法

供試機は除草機のアタッチメントを交換したドロオイ

ムシ防除機で、試験場所としては美唄市、長沼町、中央

農試岩見沢試験地の３カ所で行い、作業前後の齢期別イ

ネドロオイムシ密度を調査した。

③ 成績の概要

イネドオロイムシ幼虫に対して機械防除を行ったとこ

ろ、処理前に比べ幼虫密度が ％に減少し、防除効果42
が認められた。尚、幼穂形成期9日後に機械防除を行う

と、稲の茎葉に損傷が認められたので、機械防除適期は

幼穂形成期頃までとする。

5．種馬鈴しょのウイルス感染に対する茎葉処理剤の効

果解明

（平成 年～ 年）クリーン農業科、遺伝子工学科15 18
① 目 的：ウイルス感染に対する茎葉枯凋剤の実効性

を解明する。

② 試験方法

ア 熟期の異なる 品種（ 男爵薯 「農林１号 ）に対2 「 」、 」

し、ジクワット液剤及びピラフルフェンエチル乳剤によ

る茎葉枯凋処理を行った。

イ アブラムシ類の発生消長を把握するとともに、次代

塊茎のウイルス感染率( )をエライザ法によりPLRV,PVY
調査した。また、茎葉枯凋処理後のばれいしょの枯凋状

況の調査も行った。

ウ 茎葉枯凋処理前後に 保毒虫を接種し、エラPLRV
イザ法によりウイルス感染率を調査した。

③ 成績の概要

ア アブラムシ類の有翅虫の発生は少なかった。特に

を媒介するモモアカアブラムシ及びジャガイモヒPLRV

ゲナガアブラムシは、茎葉処理以前に多く確認された。

イ 次代塊茎のウイルス感染は茎葉枯凋剤処理区の方が

ウイルス感染率が低下する傾向にあったが、反復間でふ

れが大きく、茎葉枯凋剤処理区と茎葉枯凋無処理（殺虫

剤散布）区でほとんど差がないと考えられた。枯凋剤の

種類（枯凋進行速度の違い）によるウイルス感染防止効

果に差はないと考えられた。

ウ 茎葉枯凋処理前に保毒虫を接種した場合、ウイルス

感染は低率ではあるが確認され、枯凋剤による感染防止

はできなかった。茎葉処理後に接種した場合、枯れ残っ

た茎葉や再生した茎葉からでもウイルスが感染すること

が可能であることが示唆された。

6．水面施用剤を活用した水稲のカメムシに対する新防

除体系の確立

（平成 年～ 年、上川農試と共同）クリーン農業科18 19
① 目 的： 人体や環境への負荷を低減する水面施用粒

剤を活用し、水稲のアカヒゲホソミドリカスミカメ（以

下カメムシと省略）に対する茎葉散布剤使用回数を削減

した新たな防除体系を確立する。

② 試験方法

ア ポットおよび網枠を用いたカメムシ放虫試験を行

い、生存虫数、産卵数、斑点米率等を調査して各薬剤の

処理時期別残効期間の評価を行った。

イ 上川農試は現地圃場（東川町 、中央農試は農試圃）

場（岩見沢市）で各薬剤を4時期に処理し、すくい取り

によるカメムシ密度および斑点米率などから防除効果の

検証を行った。

③ 成績の概要

ア ポット試験において、斑点米率が対無処理比30以下

であった処理を効果ありと判定したところ、エチプロー

ル粒剤は出穂期前の処理で約2～4週間、出穂期後の処理

で約1～3週間の残効であった。クロチアニジン粒剤は出

穂期前の処理では効果が不安定で、出穂期以降の処理で

約2週間の残効であった。ジノテフラン粒剤5％は出穂期

前の処理で約3～4週間の残効であった。ジノテフラン粒

剤3％および1％は出穂期後の処理で約2週間の残効であ

った。

イ 網枠試験においては、エチプロール粒剤は出穂期前

の処理で約4週間、出穂期後の処理で約1～2週間の残効

であった。クロチアニジン粒剤は出穂期の処理で約2週

間の残効であった。ジノテフラン粒剤5％は出穂期20日

前の処理で約5週間の残効であった。ジノテフラン粒剤3

％は出穂期後の処理で約1～3週間、ジノテフラン粒剤1

％は約2週間の残効であった。なお、網枠試験ではポッ
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ト試験より残効がやや短くなる傾向が見られた。

ウ ポットおよび網枠試験において、薬剤処理時期によ

り残効期間が異なる傾向にあった。

エ ポット試験において、薬剤処理区の生存虫数・産卵

数は無処理区に比べて少なく、また同一の薬剤処理区の

中でも斑点米率が低い区でより少ない傾向にあった。網

枠試験における産卵数も同様の傾向を示した。

オ 圃場試験において、薬剤処理区では無処理区に比べ

、 。 、すくい取り数が少なく 特に幼虫数が少なかった また

幼虫の初発も薬剤処理区では無処理区に比べて遅かっ

た。

カ 圃場試験においては、エチプロール粒剤は出穂期前

後の処理で効果が高く、クロチアニジン粒剤、ジノテフ

ラン粒剤は出穂期以降の処理で効果が高かった。

7．農業新資材試験

(1) 新農業資材の実用化試験

1) 殺菌剤・殺虫剤

（昭和 年～継続、病害虫防除所、及び道南・上川・44
十勝・北見・花野菜各場病虫科と共同）

クリーン農業科、病虫科、予察科

～ 成績は生産環境部に一括掲載した。～

8．農作物病害虫診断試験

(1) 突発病害虫及び生理障害

（昭和 年～継続、遺伝子工学科、病害虫防除所、50
及び各場と共同）クリーン農業科、病虫科、予察科

～ 成績は生産環境部に一括掲載した。～

9．マイナー作物経過措置に係わる農薬登録試験

（平成 年）病虫科・クリーン農業科18
～ 成績は生産環境部に一括掲載した。～

Ⅲ．土壌生態に関する調査及び試験

1．環境保全型農業推進のための窒素固定微生物等の

有効利用技術の確立

(4) アゾスピリラム菌の有効利用技術の確立

（平成 ～ 年、北大、帯畜大、北農研セ、十勝農協17 19
連と共同、北見農試と分担）土壌生態科

① 目 的： 植物ホルモン（インドール酢酸）の分泌に

より植物根伸長促進機能をもつアゾスピリラム菌（以下

アゾ菌）について、定着性および接種効果に対する作物

種や土壌環境条件の影響を検討し、本菌の有効利用技術

確立のための資とする。

② 試験方法

ア レタス苗に対する接種効果

( ) 供試アゾ菌株：3種（Ａ、Ｃ、Ｄ）A
(B) 試験処理： アゾ菌接種、無接種）×（育苗培土a、（

b）

(C) 接種方法：出芽直後に菌資材水溶液をかん水

イ レタスへの接種効果発現に及ぼす土壌条件の影響

( ) 供試土壌：黒ボク土、灰色台地土、褐色低地土A
（ 、 、 ） （ 、(B) 試験処理： Ａ Ｄ株接種 無接種 × マルチ有

無）

ウ 施肥量、地温、土壌水分条件がレタスへの接種効果

発現に及ぼす影響

( ) 供試土壌：黒ボク土（ＳＬ）A
(B) 試験処理1： Ａ株接種、無接種）×施肥量3水準（

(C) 試験処理2： Ａ株接種、無接種）×地温2水準×土（

壌水分2水準

③ 成績の概要

ア レタス苗の葉重は、培土の種類を問わずＡ株接種に

より増大したが、その増加程度は培土bを用いたときの

方が大きかった。

イ レタス苗葉重の日増加量とＡ株接種による葉重増加

量との関係をみると、葉重の日増加量が0.04g前後で葉

重増加量が 大となる傾向が見られた。

ウ 圃場栽培試験においては、マルチ有では、灰色台地

土でＡ株接種区の規格内収量が無接種区より多かった。

一方、黒ボク土では接種効果が判然とせず、前年度と異

なる傾向を示した。無マルチでは、いずれの試験地でも

接種区の生育が劣る傾向であった。また、マルチ有の場

合、結球重の日増加量が0.4g前後で、Ａ株接種による結

球重増加量が大きい事例があった。

エ ポット栽培試験での葉重の日増加量とＡ株接種によ

る葉重増加量との関係をみると、施肥量が異なる条件で

は、N0を除き、葉重の日増加量が小さいほど接種効果が

大きかった。しかし、地温および土壌水分が異なる条件

では、地温17℃で接種効果が認められたものの、土壌水

分の影響は判然としなかった。

オ Ａ株接種レタス苗の根は、無接種に対し側根本数が

多く、側根長が短く、総根長が長かった。このような根

の形態変化が、レタスに対する接種効果発現に関与して

いる可能性が考えられた。

2.クリーン農業技術開発・実証事業

2．YES!clean産地と対象作物の拡大を図るクリーン

農業技術の開発実証

セルリーの減化学肥料・減化学農薬栽培技術の確
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立

（平成 年～ 年）土壌生態科・生産環境部病虫科18 20
① 目 的： かん水法の改善と土壌診断に基づく窒素施

肥法、斑点病と軟腐病に対する効率的薬剤散布法と耕種

的防除法を基幹技術とした、セルリーの減化学肥料・減

化学農薬栽培技術を確立する。

② 試験方法

ア セルリーの生育と土壌の無機態窒素動態からみた適

正かん水法の検討

( ) ポット試験 試験処理：かん水開始点 水準A 2
（ 、 ）×かん水量 水準（圃場容水量に達するpF2.0 2.3 2
量（以下ＦＣ 、同 量）×窒素施肥量 水準。） 1/2 2

、( ) ハウス圃場試験 試験処理：チューブかん水でB
かん水量 水準（ＦＣ、同 量、同 量 。対照区3 3/4 1/2 ）

は頭上かん水で、かん水量はＦＣ。

イ 斑点病と軟腐病に対する効率的薬剤散布法と耕種的

防除法の検討

( ) 斑点病に対する散布薬剤（ 薬剤）の効果の比較A 8
( ) 軟腐病に対する散布薬剤（ 薬剤）の効果の比較B 6
( ) かん水方法の違いと斑点病の発生程度C
③ 成績の概要

ア ポット試験での 株重および窒素吸収量は、ｐＦ1
ＦＣ区で大きく、かん水量と排水中総窒素量の多い2.0,

ｐＦ ＦＣ 区で小さかった。2.3,
イ ハウス圃場試験では、無加温促成作型のチューブ区

の総かん水量が現地実態より少なかったが、調整重は現

行の収量水準を確保できた。頭上ＦＣ区（対照区）は現

地実態より総かん水量が少なく、生育不良となった可能

性が考えられた。抑制作型のチューブ区の総かん水量は

チューブＦＣ区を除き現地実態とほぼ同等～少なかった

にもかかわらず、調整重は対照区とほぼ同等であった。

なお、チューブ区で定植後に濃度障害と思われる症状が

発生したことから、栽培方法等の検討が必要である。

ウ ハウスの窒素収支をみると、 回当たりのかん水量1
、 、が多いＦＣ区では 損失量の値が大きくなる場合があり

窒素が系外に流出する危険性が示唆された。

エ 斑点病では、 薬剤が卓効を示し 薬剤は効果があ3 3
り 薬剤は効果が無かった。薬剤により汚れが目立つも2
のがあった。また、卓効を示す薬剤により散布回数を削

減できる可能性が示唆された。

オ 軟腐病では、 薬剤が効果が高く 薬剤は効果があ2 2
ったが 薬剤は効果が低く 薬剤は効果がなかった。薬1 1
剤により汚れが目立つものがあった。

カ 頭上かん水に比べ、チュ－ブかん水では斑点病の発

生が少なく推移した。

3.有機農業技術開発推進事業

有機栽培における畑土壌の総合的窒素管理技術の確立

（平成 ～ 年、上川農試と共同）土壌生態科16 18
① 目 的： 有機栽培での作物生産性向上に重要と考え

られる土壌の有機物分解能を反映した野菜畑での窒素肥

沃度指標を選定し、その簡易分析法を開発する。

② 試験方法

ア 有機栽培野菜畑の窒素肥沃度指標の選定

イ 土壌窒素肥沃度（熱水抽出性窒素）の簡易分析法

③ 成績の概要

ア 土壌に添加した麦稈の炭素無機化率（土壌の有機物

分解能の指標）は、それらの土壌で無肥料栽培した牧草

の収量や窒素吸収量との間に有意な正の相関を示した。

このことは、土壌の有機物分解能が潜在的窒素供給能と

密接に関連していることを示している。

イ 土壌の有機物分解能の指標は、有機、慣行栽培を問

わず、全窒素、硝酸態窒素、可給態窒素、熱水抽出性窒

素などの各種窒素肥沃度指標と有意な正の相関を示し

た。

ウ 上記窒素肥沃度指標の汎用性や有機物分解能との相

関の年次変動を検討した結果、土壌の有機物分解能を反

映した窒素肥沃度指標として熱水抽出性窒素を選定し

た。

エ 有機栽培たまねぎの目標収量（ 、慣行4400 kg/10a
栽培の 割）と熱水抽出性窒素との関係から、土壌の有8

（ ）機物分解能を反映した同畑の窒素肥沃度目標値 暫定値

を熱水抽出性窒素で 以上と設定した。8 mg/100g
オ 熱水抽出液の 吸光度は熱水抽出性窒素との280 nm
相関が高く、熱水抽出性窒素の簡易測定に利用可能であ

ったが、測定の際には標準物質を用いる必要があった。

カ 吸光分析について標準物質を用いた測定法280 nm
を開発した。 吸光度のトリプトファン濃度換算280 nm

（ ） （ ）量を とすると熱水抽出性窒素はx mg/L 1.04x+0.99
で求まる。mg/100g

4.硝酸性窒素等による地下水汚染の防止・改善

(1)- 1) ② 土壌中の窒素動態の解明

（平成 ～ 年）土壌生態科16 20
① 目 的： 地下水の硝酸汚染を防止するため、主要土

壌での硝酸態窒素の下方移動に及ぼす土壌の理化学性、

作物種や肥培管理、気象条件などの影響を整理し、土壌

浸透水中の硝酸態窒素濃度を予測するモデルを開発す

る。

② 方 法
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ア （硝酸汚染リスク評価ソフト）の改良によNiPRAS
る土壌浸透水中の硝酸態窒素濃度予測モデルの開発

イ モデルの適合性の検討

③ 成績の概要

ア からの改良点は以下の通りである。①日照NiPRAS
時間より推定した日射量および日平均気温から蒸発散量

を日単位で算出し、毎日の余剰水量（Δ ）を推定できD
るようにした。②土壌の養分保持能を考慮し、施肥窒素

はその全量が作付期間中に毎日均等に作物へ供給される

と仮定して、肥料由来窒素供給量（ ）を日単位で与FN
えた。③有機物由来の窒素はその無機態窒素換算量のす

べてが ～ 月の間に毎日均等に作物へ供給されると5 9
し、 と同様に有機物由来窒素供給量（ ）も日単FN MN
位で与えた。④作物の窒素吸収は実測の総窒素吸収量を

大値とする生育日数のシグモイド関数で表すことがで

きるとし、作物の窒素吸収量（ ）を 日ごとに算出UpN 1
した。

イ 余剰窒素量（Δ ）＝（ ＋ ）－ と定義N FN MN UpN
してΔ を日単位で算出したのち 日間ごとに積算しN 10
た。これを同期間のΔ 積算値で除して、 日間ごとD 10

N/の余剰水中 浸透水中 の硝酸態窒素濃度平均値 Δ（ ） （

Δ ）を求めた。D
ウ 由仁では、モデルによる推定値は実測値の傾向にお

よそ合致することが多く、特に および 年での1998 1999
適合性が比較的良好であった。恵庭においても推定値は

実測値の傾向をおおむね再現しているようにうかがわれ

、 、たが 年の ～ 月や 年の ～ 月のように1997 5 8 1998 5 6
浸透水の発生時期やその濃度が実測と大差を示す場合も

しばしば認められた。

エ 実測値との差異をもたらした要因として、本モデル

では、①対象土層深が判然としていない、②浸透水の発

生とその濃度に及ぼす土壌水分量や作物根群域深の影響

を考慮していない、③ 、 、 の温度依存性をFN MN UpN
考慮していない、等が考えられ、今後の改良が必要であ

る。

5．経済効果検討現地調査

（平成 ～ 年）土壌生態科、農政部農村計画課14 20
① 目 的： 農業農村整備事業の経済効果の評価および

効果算定に係る諸元等の見直しに資するとともに、食料

・環境基盤緊急確立対策事業のフォローアップ等に貢献

するため、これら事業で設定された重点調査圃場の土壌

理化学性に関する基礎的調査を行う。

② 調査方法

ア 工種：暗きょ排水、客土

イ 地区：深川市北水源地区、妹背牛町

ウ 作物：水稲、大豆、秋播小麦

エ 土壌名：褐色低地土、灰色低地土、無機質表層低位

泥炭土

オ 調査項目：土壌断面形態、理化学性

③ 成績の概要

調査地区の 圃場（水稲 、大豆 、小麦 ）におい24 4 4 4
て土壌調査を実施。外部委託により実施した収量・品質

調査データと合わせて、暗きょ排水および客土が土壌環

境および作物収量等に及ぼす影響をとりまとめた。

Ⅳ 依頼分析及び肥飼料検査

1．依頼分析

（明治 年～継続）環境保全科41
申し込み件数は 、分析試料数は土壌 、肥料 、34 5 30

1 36 1 1農産物 合計 検体であった 延べ分析数 試料×、 。 （

項目＝ とする）は土 、肥料 、農産物その他 、1 23 221 2
合計 であった。246

2．肥飼料分析

（平成元年～継続）環境保全科

、 、 、登録肥料は 件 延べ分析数 収去肥料は 件17 36 20
延べ分析数 、収去飼料は 件、延べ分析数 につ144 9 54
いて、それぞれ保証成分量を分析検査し、農政部担当部

署に報告した。

基盤研究部

Ⅰ バイオテクノロジーに関する試験

1．組織培養技術の開発

(1) りんどう育種のための組織培養法および苗養成法の

開発

（ ） （ ）平成 年～ 年 細胞育種科 ながぬま農協と共同16 18
① 目 的： りんどうの栄養系品種育成のための効率的

な胚珠培養法、大量増殖法および苗養成法を確立する。

② 試験方法

ア 胚珠培養技術の確立： ～ 年に胚珠培養に2002 2003
よって獲得し、圃場に定植した種間雑種個体について、

開花個体の開花期、草高、葉長、花段数、花色、花長、

、 。花冠先端の転回等の特性を調査して 雑種性を確認した

イ 大量増殖技術の確立：茎頂培養による無菌植物体獲
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得率の向上を図るため、茎頂培養培地の植物ホルモン添

4 1mg/l GA 1mg/l加の影響を 種類の培地(無添加、 添加、

添加、 添加)で検討した。圃場養BAP 1mg/l GA+1mg/l BAP
成株の越冬芽より 程度の茎頂を摘出し、 ℃で培0.5mm 17
養、 ヵ月後に生育数を調査した。また、前年までに茎頂2
培養より得られた培養個体を節培養により増殖し、得ら

れたクローン個体を、 穴セルトレイに移植した。128
③ 成績の概要：

ア エゾリンドウ( 個体)と の交配により3 G. paradoxa
得られた 組合せの雑種個体の形態的特性は、葉長、葉3
幅、花段数、 茎の総花数、花径、がく片長など多くの1
形質で両親の中間的値を示したことから、雑種であると

G. tibetica G. septemfida G.判断できた。また、 × および

× の交配より得られた個体は、茎立tibetica G. dahurica
数、葉長、葉幅、花色等において両親の中間的特性を示

したことから、雑種であると判断できた。

イ 茎頂培養による植物体獲得率は、植物ホルモンの添

加により、無添加に比べていずれも高い値となったが、

植物体の形態はかなり異なった。 添加により腋芽のBAP
7形成や多芽体形成が一部で観察された。エゾリンドウ

個体の茎頂培養由来クローン増殖個体を 月下旬～ 月10 11
下旬にセルトレイに移植した。温室で加温して養成後、

低温処理のため 月上旬に戸外積雪下に置いた。次年度2
圃場に定植する。

(2) 分子育種技術を利用したスーパー耐病性テンサイ品

種の育成

1) DNAマーカーを利用した耐病性育種システムの評価

2) 次世代分子育種技術の開発

（平成 年～ 年）細胞育種科18 21
① 目 的： 北農研センター育成のそう根病抵抗性系統

の抵抗性の発現を確認する。また、北農研センター育成

系統のカルス形成能力や不定胚形成能力等を検定し、再

分化能力の系統間差異を明らかにする。

② 試験方法

ア マーカーを利用した耐病性育種システムの評DNA
価：そう根病抵抗性の 系統および 比較品種・系統の4 2
種子を石英砂の入った穴あき試験管に播種し、幼苗を育

成した。本葉 葉期に、テンサイそう根病ウイルス2
（ ）を保有する 菌の遊走子を接BNYVV Polymyxa betae
種し、 時間後、二次感染抑制のため殺菌剤処理をす24

10 30る 日後 細根を取り除き 再度移植して育苗し。 、 、 、

～ 日後に新たに伸長した細根中のウイルス濃度をエ40
ライザ法により測定する。

イ 次世代分子育種技術の開発： 種子親系統を供試21

1mg/lした。無菌発芽により得られた幼植物体の本葉を

BAP 8 9を含むカルス形成培地に置床し、暗所にて ～

1mg/l BAP 1mg/l週間培養した。形成されたカルスは、 、

および を含む不定胚形成培地に置床しABA 1mg/l TIBA
た。

③ 成績の概要

ア 現在植物体を養成中であり、次年度、そう根病ウイ

ルスを接種し、エライザ法により抵抗性を調査する。

イ 系統より ～ 個体の無菌植物体を得た。葉片16 6 16
からのカルス形成では 「 」と同様に高い、 NK219mm-O
カルス形成能力を有する 系統（ 、3 NK-226BRmm-O「 」

「 「 ）を新たに見いだNK-235BRmm-O NK-294mm-O」、 」

した。他の系統は、カルスが全く形成されないか、ほと

んど形成されなかった。カルスを形成した系統について

は、不定胚形成能力を調査中である。

2．育種素材の開発

(1) 体細胞育種法による高品質ばれいしょの開発

（平成 年～ 年）細胞育種科16 18
（北見農試馬鈴しょ科と共同）

① 目 的： 従来の交雑育種法では早期に改良すること

が難しい形質を体細胞育種法により改良する。再分化し

た個体を離水率、リン含量で選抜し、育種事業に組み入

れ、高品質でん粉原料用系統を開発する。

② 試験方法

「 」、体細胞変異個体の作出には供試材料を ナツフブキ

「 」、「 」、「 」、「 」、北育 号 北育 号 根育 号 根育 号11 12 35 38
「北系 号 「北系 号 「北系 号」とし、カル15 24 28」、 」、

ス培養により得られた再分化個体から小塊茎を養成し

た。

③ 成績の概要

MNNG 35変異源処理( ）した「ナツフブキ 「根育」、

号 「北育 号 「北系 号」などから 個の小塊」、 」、12 15 955
茎を養成し、北見農試へ送付した。

(2) 体細胞育種法による長期貯蔵性に優れた品種の開発

（平成 年～ 年）細胞育種科18 22
（北見農試馬鈴しょ科と共同）

① 目 的： 難糖化性・短休眠のポテトチップ原料用品

「 」 、種 オホーツクチップ などから体細胞変異体を作出し

「トヨシロ」以上の休眠期間を持つ個体を選抜し、長期

貯蔵可能な品種を開発する。

② 試験方法

体細胞変異個体の作出には供試材料を「オホーツクチ

ップ 「北育 号」とし、カルス培養により得られた」、 10
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再分化個体から小塊茎を養成した。休眠性による選抜試

験には供試材料を「スタークイーン 「ワセシロ 「ア」、 」、

ーリースターチ 「トヨシロ 「十勝こがね」とし、小」、 」

塊茎を用いた休眠期間による選抜の可能性を検討する

（中央農試 。）

③ 成績の概要

「オホーツクチップ 「北育 号」から体細胞変異」、 10
体を養成し、選抜試験に供試せずに 個体を北見農試450
に送付した。休眠性による選抜試験では供試品種の培養

系を作出し、休眠期間の調査中である。

(3) 赤かび病抵抗性およびマイコトキシン産生抑制型品

種の開発促進（受託）

（平成 年～ 年）細胞育種科（畑作科と共同）16 18
① 目 的： 赤かび病の回避に有効な初冬まき栽培への

適性を有する品種の早期開発のため、葯培養を行う。

② 試験方法

組合せ（訓交春 訓交春 訓交春2 2416:KS67/ 2298,
）について、冬期温室および夏期2417:KKS783/KKS779

圃場における材料を用いて葯培養を行った。 核期の花1
粉を含む葯をカルス形成液体培地に置床し、 ～ 日30 40

25 16後に形成された胚様体を再分化培地に移植、 ℃、

時間日長で培養した。再分化個体を鉢上げし採種した。

③ 成績の概要

組合せ合計で 葯を置床し、 個の胚様体2 60,269 2,219
が形成された。形成胚様体あたりの緑色個体率は平均

％で、計 系統を採種した。18.2 98

(4) 障害耐性に優れる道央以南向け春播小麦の育種強化

（平成 年～ 年）細胞育種科（畑作科と共同）14 18
① 目 的： 道央以南向け組合せについて、障害耐性と

実用形質とを早期に結合するため、葯培養を行う。

② 試験方法

組 合 せ ( 訓 交 春 訓 交 春2 2410:KS67/KKS782,
)について、夏期圃場における材料を2411:KS67/KKS783

用いて葯培養を行った。 核期の花粉を含む葯をカルス1
形成液体培地に置床し、 ～ 日後に形成された胚様30 40

、 、 。体を再分化培地に移植 ℃ 時間日長で培養した25 16
再分化個体を鉢上げし採種した。

③ 成績の概要

組合せ合計で 葯を置床し、 個の胚様体が2 27,455 788
26.5形成された。形成胚様体あたりの緑色個体率は平均

％で、計 系統を採種した。60

3．作物の遺伝子解析に関する試験

(1) ジャガイモヒゲナガアブラムシ抵抗性遺伝子を利用

したダイズわい化病抵抗性品種の早期育成

（平成 年～ 年）遺伝子工学科17 18
（畑作科、クリーン農業科と共同）

① 目 的： ジャガイモヒゲナガアブラムシ抵抗性に関

する マーカーを開発するとともに、マーカー選抜DNA
による戻し交配を実施する。

② 試験方法

Adams 10「 」由来のアブラムシ抵抗性を持つ「植系

号」に戻し交配を 回実施した個体（ ）の自植種4 BC4F1
子（ ） 粒について、アブラムシ抵抗性マーカBC4F2 210
ー 種（ ）を用いて選抜した。3 Satt152, Satt009, Satt530
③ 成績の概要

マーカー選抜した の 個体中、抵抗性BC4F2 210
（ 型）を示した個体は 個体であった。Adams 49

(2) 菜豆（金時）の黄化病・炭そ病抵抗性品種の開発強

化

3) DNAマーカーによる高度抵抗性の効率的選抜

(平成 年～ 年)遺伝子工学科（十勝農試と共同）14 18
① 目 的： 「大福」由来のインゲン黄化病高度抵抗性

遺伝子に関する マーカーを開発し，効率的で精度DNA
の高い選抜法により高度抵抗性品種の育成に取り組む。

② 試験方法

ア 戻し交配系統の育成

供試材料： 大福」に 品種系統を戻し交配した集団「 3
（戻し親： 大正金時 「福勝 「福良金時 ）「 」、 」、 」

イ マーカー選抜DNA
DV86 DV386選抜マーカー： 、

③ 成績の概要

ア 福良金時との戻し交配系統で 世代においてBC3F2
間での組換え個体を用いた戻し交配系統をDV86-DV386

マーカー選抜し、戻し交配を進めた。得られた種子を用

い、さらにマーカー選抜と戻し交配を進めた。

イ 大正金時との戻し交配系統で 世代においてBC5F2
間で組換えが認められた個体を用いて戻しDV86-DV386

交配系統をマーカー選抜し、戻し交配を進めた。

ウ これまでのマーカー選抜および戻し交配により、大

正金時、福勝、福良金時のいずれの戻し親についても、

種皮色赤の抵抗性個体、系統を得ることができた。

(3) 小豆の病害複合抵抗性品種の開発強化

3）DNAマーカーによる落葉病抵抗性の効率的選抜技術

の開発

（ ） （ ）平成 年～ 年度 遺伝子工学科 十勝農試と共同14 18
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① 目 的： 小豆の重要土壌病害である落葉病抵抗性遺

遺伝子 に対する マーカーを開発する。Pga1 DNA
② 試験方法

ア 高密度連鎖地図の作成： 斑小粒系 」×「しゅま「 -1
」 。 、 、 、 、り の 集団 個体F2 4292 PG216 PG139 PG118 PG77

、 の マーカーで組換え個体を選抜した。PG138 PG126 6
イ の座乗連鎖群の決定：多型が検出できたプラPga1
イマーについて、各連鎖群に座乗する マーカーをSSR

4 F2 48 PG118１から 個用いて 集団 個体の多型を調査、 。

の遺伝子型の一致率の高い マーカーと マーSSR SCAR
カーを用いて 集団 個体について連鎖解析を行っF2 319
た。

③ 成績の概要

PG139 PG118 PG118 PG126 6ア と 間で３個体 と 間で、

個体、 と および 間で 個体の組換PG126 PG138 PG77 1
え個体を選抜した。昨年までの結果と総合して高密度連

鎖地図を作成すると、アズキ落葉病レース 、 抵抗性1 3
PG139 0.06cM PG126 0.12cM遺伝子（ ）は と 、 とPga1

の間にあり、 と で強連鎖している。PG118 0.00cM
イ マーカー が と のSSR CEDAAG004 PG118 26.2cM
位置に連鎖しており、小豆落葉病レース 、３抵抗性遺1
伝子（ ）が第 連鎖群に座乗していることが明らPga1 3
かとなった。

(4) マーカー選抜によるジャガイモシストセンチュウ抵

抗性品種の早期開発

（平成 年～ 年）遺伝子工学科（北見農試と共同）16 20
① 目 的： ジャガイモシストセンチュウ抵抗性遺伝子

を簡易に精度よく判定できる マーカー選抜技術をDNA
開発、実用化し、抵抗性をもつ優良品種の早期開発を図

る。

② 試験方法

ア 供試材料： 組合せ 個体を圃場試験に供試46 7,617
した。収穫後、 組合せ 個体からそれぞれ１塊茎28 249
を マーカー選抜に供試DNA
イ マーカーによるジャガイモシストセンチュウDNA
抵抗性選抜： マーカー および を用いてSCAR N02 N06

反応を行い、抵抗性個体を選抜した。PCR
③ 成績の概要

マーカー選抜により、 組合せ 個体がジャDNA 26 179
ガイモシストセンチュウ抵抗性であった。うち生食用組

15 64 12 115合せは 組合せ 個体 でん粉原料用は 組合せ、

個体である（１組合せ「 」は生食用、でん粉原K04111
料用それぞれに供試した 。）

(5) マーカー選抜によるジャガイモYウイルス抵抗性品

種の早期開発

（平成 年～ 年）遺伝子工学科（北見農試と共同）16 20
① 目 的： マーカーによってジャガイモ ウイDNA Y
ルス（ ）抵抗性品種を早期世代から効率的に選抜すPVY
る。

② 試験方法

20 4,488 13組合せ 個体を圃場試験に供試し 収穫した、

組合せ 個体からそれぞれ１塊茎を マーカー選138 DNA
抜に供試した。

③ 成績の概要

DNA 12 73 PVYマーカー検定の結果、 組合せ 個体が

5 30抵抗性であった うち生食・加工用組合せは 組合せ。

個体、でん粉原料用は 組合せ 個体である。7 43

(6) 道産小麦の安全性・安定性向上試験

1) 赤かび病抵抗性強化とDON低減技術による安全性向

上

① 赤かび病抵抗性及びマイコトキシン産生抑制型品種

の開発促進

（平成 年～ 年）遺伝子工学科（畑作科と共同）16 18
① 目 的： 葯培養により「蘇麦 号」並の抵抗性で農3
業形質が改良された 系統を早期に作出する。また、DH
得られた 系統を用いて、既知の マーカーに対DH SSR
する赤かび病抵抗性の効果を確認する。

② 試験方法

DH F1 10ア 葯培養による 系統の作出と選抜： 種子を

4月下旬に播種し、葯培養した。得られた緑色体は順次

、 。℃で保存し 週間順化後 月 日に圃場に移植した1 4 28
イ マーカー解析：赤かび病抵抗性に関与するとDNA
される マーカーを用いて 多型を検出し、アクSSR DNA
リルアミドゲルまたはシーケンサーで遺伝子型を決定し

た。

③ 成績の概要

ア 葯培養による 系統は温室で採種する場合と比較DH
して出穂が揃い、草型や病害等の農業形質を比較でき予

備選抜が可能だった。また採種粒数が多くなり、種子増

殖も行うことができた。

2DL 4BS 5ASイ 遺伝子型が 蘇麦３号 型の系統は「 」 、 、

で発病小穗率が有意に低く、 、 、 で赤かび3BS 5AS 6BS
、 。粒率が有意に低く で 濃度が有意に低かった3BS DON

(7) 道産小麦の安全性・安定性向上試験

3) 品質向上のための育種促進

② めん用小麦の品質向上
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（ ） （ ）平成 年～ 年 遺伝子工学科 北見農試と共同16 18
① 目 的： 国内産小麦における道産小麦の優位性を確

保するため、製麺適性を有する小麦品種の開発を促進す

る。

② 試験方法

ア 供試材料：小規模生産力検定試験供試の 世代以F6
降系統

イ 遺伝子の有無を マーカーにより検定Wx-B1 DNA
③ 成績の概要

系統群の 遺伝子の有無を検定した結果、野85 Wx-B1
生型が 系統群、 欠が 系統群、系統群内分18 Wx-B1 59
離が 系統群確認された。8

(8) 豆類加工製品における品種判別の検証

（平成 年～ 年）遺伝子工学科18 22
（遺伝資源部と共同）

① 目 的： アズキ加糖餡など、豆類加工製品からの品

種識別法を確立する。

② 試験方法

アズキ落葉病抵抗性遺伝子に連鎖する マーカーDNA
（ マーカー） の改良のために、マーカー領域STS SV05
の塩基配列情報からプライマーを設計・スクリーニング

を行った。選抜したプライマーで 品種系統等につい122
て、マーカーの特異性を検討した。

③ 成績の概要

ア マーカー の改良を試みた結果、 以STS SV05 300bp
下の短い特異増幅断片とすることができた。

、「 」、イ マーカー の特異性を検討し しゅまりSTS SV05
「ときあかり 「きたのおとめ 「とよみ大納言 「き」、 」、 」、

」、「 」 、たほたる きたろまん の 品種で増幅断片が得られ6
抵抗性も持たない「ほくと大納言」を除く登録品種を判

別できた。

ウ 海外遺伝資源 点および国内に輸入されている中43
国小豆 点では増幅断片は得られなかった。30

(9) ダイズわい化病とシストセンチュウに高度抵抗

性と豆腐加工適性を持つ中間母本の早期作成

（平成 年～ 年）遺伝子工学科18 22
（畑作科と共同）

～ 成績は作物開発部に一括掲載した ～

(10) 赤かび病抵抗性コムギ品種の育成・利用を核に

したかび毒汚染低減

（平成 年～ 年）遺伝子工学科（北見農試と共同）18 21
① 目 的： 赤かび病に対する国内外の抵抗性遺伝資源

や育成系統の抵抗性、かび毒蓄積性に関する マーDNA
カーの有効性を検証し、選抜技術の高度化を行う。

② 試験方法

ア 領域の遺伝子型調査QTL
2DL北海道育成品種・系統および遺伝資源を材料に

gwm539 3BS gwm533 gwm493 4BS wmc238 5AS( ) ( ) ( )、 、 、 、

、 、 、 、 ）( ) (gwm304 wmc705 gwm293 6BS wmc398 wmc397
の遺伝子型を調査した。

イ 解析集団を用いた抵抗性 の効果の検証QTL
蘇麦 号／ 交雑集団由来の 系統 系統お3 C0119 F5 12

よび比較品種・系統を用いて圃場試験で赤かび病の発病

DON 1穂率 発病小穗率 赤かび粒率 蓄積性を調査し、 、 、 、

系統 個体について 、 、 、 の遺伝子15 2DL 3BS 5AS 6BS
型を調査した。

③ 成績の概要

ア 領域の遺伝子型調査QTL
北海道育成品種・系統および遺伝資源 点につい153

て、抵抗性 領域の遺伝子型を調査した結果、大部QTL
分の品種・系統が「蘇麦 号」との間で多型を示し、マ3
ーカー選抜によって多くの品種・系統に「蘇麦 号」由3
来の を導入できることが明らかとなった。QTL
イ 解析集団を用いた抵抗性 の検証QTL

「蘇麦 号」後代系統の集団について解析した結果、3
、 上の を持つ系統で 濃度が低い傾向3BS 5AS QTL DON

QTL DONが認められた これら を導入することにより。 、

低蓄積性系統の作出が可能となると考えられた。

(11) 長期貯蔵可能な加工用馬鈴しょ新品種の開発促進

1) 有望系統の特性評価

④ シストセンチュウ抵抗性検定試験

（平成 年～ 年）遺伝子工学科18 22
① 目 的： 長期貯蔵可能なポテトチップ原料用の有望

系統の速やかな品種化と普及のために、 マーカーDNA
により早期世代系統のジャガイモシストセンチュウ抵抗

性を検定する。

② 試験方法

、 、北見農試系統： 系統 北農研育成系統： 系統208 291
ホクレン育成系統： 系統を用いて、ジャガイモシス100

、トセンチュウ抵抗性遺伝子 を検出する を行いH1 PCR
ジャガイモシストセンチュウ抵抗性を検定した。

③ 成績の概要

208 158北見農試育成系統では 系統のうち、抵抗性は

291 216系統 北農研育成系統では 系統のうち 抵抗性は、 、

系統、ホクレン育成系統では 系統のうち、抵抗性は100
系統であった。64
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(12) 遺伝子組替え作物交雑等防止事業

（平成 年～ 年）遺伝子工学科（畑作科と共同）18 22
～ 成績は作物開発部に一括掲載した ～

4．作物ウイルス病に関する試験

(1) 植物病原ウイルス診断技術のためのウイルス遺伝子

の単離と解析

（平成 ～ 年）遺伝子工学科16 18
① 目 的： 植物病原ウイルスの遺伝子が解析し、新た

な診断技術の開発を可能にする。

② 試験方法

ア ウイルス を抽出し、 の作成後、ポティRNA cDNA
ウイルス科特異的プライマーを用いて検出した。これを

クローニングし、遺伝子配列を解析した後、 デーDNA
タバンクの遺伝子情報と比較した。

イ については栄研化学社の 増幅試薬キッTSWV RNA
ト（ ）を用いて検出を行った。RT-LAMP
③ 結果の概要

ア わけぎ、にんにくからポティウイルス科特異的プラ

イマーを用いて を行い、遺伝子配列を解析したRT-PCR
ところ、わけぎではネギ萎縮ウイルス（ )、にんSYSV
にくではリークイエローストライプウイルス( )とLYSV
タマネギ萎縮ウイルス( )とアミノ酸配列相同性がOYDV

～ と高かった。99 100%
SYSV LYSV OYDVイ 解析した遺伝子配列を基に 、 、

それぞれに特異的プライマーを設計し、 法によRT-PCR
るウイルス検出を試み、各ウイルスを特異的に検出でき

た。

、ウ の遺伝子配列を参考にプライマーを設計しTSWV
法による検出を行ったところ遺伝子の増幅がRT-LAMP

認められた。

(2) いちごのウイルスフリー苗生産のためのウイルス検

査法の開発

（平成 年～ 年）遺伝子工学科（北海三共と共同）16 18
① 目 的： いちご栽培におけるウイルスフリー苗の高

品質化および安定生産のためのウイルス検査法を実用化

する。

② 試験方法

ア イチゴモットルウイルス( )では大腸菌に導入SMoV
し発現させたマルトース結合タンパク質( )融合MBP2

( )を抗原としてウサギに免疫し、抗血清を得SMoV-CP L
た。抗血清から を精製し、間接エライザ法によるIgG
ウイルス検出を行った。

イ イチゴマイルドイエローエッジウイルス( )SMYEV
の 遺伝子領域の を作製ｓし、 発現ベクCP cDNA pMAL

、 、ターに導入し 融合 として発現させMBP2 SMYEV-CP
これを抗原としてウサギに免疫した。

ウ では プライマーの選抜を行い、SMoV LAMP
法による検出を行った。 及びイチゴRT-LAMP SMYEV

ベインバンディングウイルス( )では遺伝子解析をSVBV
。行い プライマーの設計および選抜をおこなったLAMP

③ 結果の概要

ア 融合 ( )を抗原として免疫したウサMBP2 SMoV-CP L
ギから抗血清を得た。精製した で間接エライザ法IgG
により罹病葉からの 検出を試みたが発色が得らSMoV

CP-S MBP2れなかった 新たに 領域を大腸菌に導入し。 、

融合 ( )を発現させ、現在、ウサギに免疫中SMoV-CP S
である。

イ 法により の 領域の をRT-PCR SMYEV CP cDNA
発現ベクターに挿入した。構築したベクターを大pMAL

腸菌に導入し、発現誘導を行ったところ約 の60kDa
融合 を得た。これをウサギに免疫中MBP2 SMYEV-CP

である。

ウ について、 プライマーの選抜試験を行SMoV LAMP
い、感染葉の粗抽出液で を行ったところ、全RT-LAMP
分離株で特異的な増幅が認められ，健全葉からは増幅が

、 。なく の 法による検出が可能となったSMoV RT-LAMP

(3) ジャガイモ病害虫の簡易検出・高精度診断技術の開

発

2）生産現場で利用可能な簡易検出システムの開発

② 大腸菌発現タンパク質を用いた抗体作製と簡易検出

法の確立

（平成 年～ 年）遺伝子工学科17 19
（ 、 、 、 、 ）北農研 北大院 ラボ 北見農試 総合防除科と共同

① 目 的： ウイルスタンパク質を大腸菌に発現させる

方法によって抗原を調製し、高品質な抗体を作製する。

② 試験方法

ア 外被タンパク質（ ）遺伝子の組換えPVY-T PVY-TP
大腸菌の培養を行い、大腸菌発現タンパク質を得た。ま

、 、た 処理で と抗原タンパク質を切断しFactorXa MBP2
抗原タンパク質を精製した。PVY-TP

イ ＋ および 抗原をゲルブアジMBP2 PVY-TP PVY-TP
ュバンド法および通常法（各 頭合計 頭）でマウス5 20
に免疫させた。

③ 成績の概要

ア 遺伝子導入した大腸菌を培養し、 と融合したMBP2
FactorXa抗原タンパク質を得た また 融合タンパク質を。 、
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により で切断し、抗原タンパク質を精製しcleavage site
た。

イ 抗原タンパク質（ 融合 およびMBP2 PVY-TP
）をマウスに免疫させ、抗体価が高かった 頭PVY-TP 2

（ 免疫、通常法およびゲルブアジュバンド法そPVY-TP
れぞれ１頭）を選抜した。現在、脾臓細胞を摘出し、細

胞融合を行った後に、融合細胞の選抜を実施中。

(4) ジャガイモ病害虫の簡易検出・高精度診断技術の開

発

3）マクロアレイを用いた高精度診断技術の開発

③マクロアレイの生産現場における実証試験

（ ） （（ ） ）平成 年～ 年 遺伝子工学科 株 ラボと共同18 19
① 目 的： 一般栽培圃場からジャガイモを採集し、マ

クロアレイを用いて、ウイルスの検出を行う。同時にマ

クロアレイの検出感度と作業効率等についても実証し、

生産現場に適した方法の改良を行う。

② 試験方法

ジャガイモ生産圃場および中央農試温室で継代してい

るウイルス系統の計 サンプルについて 法とマ18 ELISA
クロアレイを実施し、全サンプルについて 抽出、RNA
標識 の調製・増幅を行う。ウイルスアレイのフcDNA

AMV, CMV, PAMV, PLRV, PMTV, PVA,ィルター（

のプローブ）でPVM, PVS, PVX, PVY, ToRSV, TSWV
ハイブリダイゼーションを行う。

③ 成績の概要

法によるサンプルのウイルス検出を行ったとELISA
、 ， 、 ， ，ころ が が が がPVY-O 1 PVX 1 PVY-T 4 PLRV 3

と の混合感染が ， と の混合PVY-T PLRV 2 PVY-T PVS
感染が ，不明が であった。マクロアレイによるサン1 6
プルのウイルス検出を行ったところ、 法とマクELISA
ロアレイの検出結果はすべて一致した。

(5) 道産小麦の安全性・安定性向上試験

2）病害・障害抵抗性強化による安定性向上

③ 小麦縞萎縮病抵抗性品種の開発促進

（平成 年～ 年）遺伝子工学科（畑作科と共同）16 18
① 目 的： コムギ縞萎縮病の発生実態を明らかにする

とともに、早急に高品質でコムギ縞萎縮病抵抗性の品種

開発を促進する。

② 試験方法

ア 発生実態：分布調査

2 146イ 特性検定試験：生産力検定予備試験 年目以降

品種系統の発病調査（伊達市現地検定圃）

③ 結果の概要

ア 市町村 地点のサンプルについてエライザ検29 393
定を行った結果、 地点で縞萎縮病の発生が認められ155
た。

、 、 、イ 品種系統では 強が ％ やや強が ％で146 3.2 28.0
31.2 17やや強以上が ％を占めた。北見農試育成の北系

系統では「北系 」が強であった。1828

(6) 高度抵抗性遺伝資源の利用による難防除ウイルス病

（ダイズわい化病・コムギ縞萎縮病）抵抗性育種素

材の開発

1) ダイズわい化病

（平成 ～ 年度）遺伝子工学科16 19
（遺伝資源部と共同）

～ 成績は遺伝資源部に一括掲載した ～

(7) 高度抵抗性遺伝資源の利用による難防除ウイルス病

（ダイズわい化病・コムギ縞萎縮病）抵抗性育種素

材の開発

2) コムギ縞萎縮病

（平成 年～ 年）遺伝子工学科16 19
（遺伝資源部と共同）

～ 成績は遺伝資源部に一括掲載した ～

(8) 種馬鈴しょのウイルス感染に対する茎葉処理剤の効

果解明

（平成 ～ 年）遺伝子工学科15 18
（クリーン農業科と共同）

～ 成績は遺伝資源部に一括掲載した ～

(9) 農作物病害虫診断試験

1) 突発病害虫及び生理障害

（昭和 ～継続）遺伝子工学科50
（ ）病害虫防除所および各場・総合防除科・病虫科と共同

～ 成績は遺伝資源部に一括掲載した ～

(10) 馬鈴しょ輸入品種等選定試験

（平成 年～ 年）遺伝子工学科（病虫科と共同）18 22
① 目 的： ばれいしょ輸入品種等のウイルス病に対す

る抵抗性を明らかにし、品種育成に資する。

② 試験方法

供試材料：輸入品種 ，比較品種 の合計 品種系統に3 4 7
ついてジャガイモ ウイルス 感染タバコ葉をそれY -O,T
ぞれ汁液接種し、上葉のエライザ検定を行い、感染の有

無を確認した。

③ 成績の概要

53



ア （生食用）では 系統を接種した結果、HP01 PVY-O
、 。上位葉にウイルスも移行したが 症状は無病徴であった

、 。PVY-T 系統では 上位葉にウイルスは移行しなかった

イ （加工用）では および 系統を接種HP02 PVY-O -T
した結果、いずれも感染が認められ、 系統でモザイクO
～脈えそ、 系統で軽いモザイクであった。T
ウ （加工用）では および 系統を接種しCP04 PVY-O -T
た結果、いずれも感染が認められた。症状は 系統でO
モザイク、 系統で軽いモザイクであった。T

(11) 長期貯蔵可能な加工用馬鈴しょ新品種の開発促進

1) 有望系統の特性評価

③ ウイルス病抵抗性検定試験

（平成 年～ 年）遺伝子工学科18 22
① 目 的： 長期貯蔵可能なポテトチップ原料用の有望

Y系統の速やかな品種化と普及のために、ジャガイモ

ウイルスの検定を行う。

② 試験方法

供試材料：系統名「 ，比較品種 の合計 品H99008-6 4 5」

種系統についてジャガイモＹウイルス 感染タバコ-O,T
葉をそれぞれ汁液接種し、上葉のエライザ検定を行い、

感染の有無を確認した。

③ 成績の概要

では 系統を接種した結果、感染が認H99008-6 PVY-O
められ、モザイク症状を示した。 系統を接種しPVY-T

、 、 。た結果 感染が認められ 症状は軽いモザイクであった

(12) 球根花きの未同定ウイルスに対する高精度診断技

術の開発

（平成 年）遺伝子工学科18
① 目 的： 球根花き（フリージア）に発生する未知の

ウイルスを遺伝子配列をもとに同定し、 法によRT-PCR
る遺伝子診断技術を開発する。

② 試験方法

ア フリージア生産圃場からウイルス症状のサンプルを

採集し、接種試験およびエライザ法で検定した。

イ を抽出し、 を作成後、ポティウイルスRNA cDNA
科特異的プライマーで を行った。増幅断片をクロPCR
ーニングし、遺伝子配列を解析し、 データベースDNA
と相同性を検索した。

ウ （ ）についてはウイSpiranthes mosaic virus 2 SpiMV2
ルス検出用プライマーを設計し、検出を行った。

③ 成績の概要

ア フリージアから得たウイルス症状のサンプルはエラ

イザ法では および の抗血清に反応しなかCMV BYMV

った。

イ ポティウイルス科特異的プライマーで を行RT-PCR
ったところ、全サンプルから増幅バンドが見られた。こ

の遺伝子配列からモザイク・えそ斑紋サンプルは

（ 、モザイク症状からSpiranthes mosaic virus 2 SpiMV2）
は ( )に一致した。萎縮・Bean yellow mosaic virus BYMV
奇形サンプルでは ともう１種の混合感染と思わBYMV
れた。

ウ の特異的プライマーを設計し、モザイク・SpiMV2
えそ斑紋サンプルで増幅バンドが見られた。

Ⅱ 農産品質に関する試験

1．水稲品質試験

(1) 高品位米品種の開発促進

1）北海道米の高品位化を目指した新規食味評価法の開

発

① 炊飯米表層形成に関わる要因の解明と変動要因解析

（平成 年～ 年）農産品質科13 19
① 目 的：北海道米の食味を現在よりワンランクアッ

プさせる品種育成のための新規評価法を開発し、育成材

料の選抜に応用することを検討する。

② 試験方法

ア 育成系統の炊飯米外観分析

イ 府県良食味品種と北海道品種・育成系統の比較分析

③ 成績の概要

「 」、「 」ア アミロース含有率に対する 平均輝度 つや面積

、値のプロットは各年次・産地ごとに二次関数的に分布し

その近似二次曲線の極大値は ～ の範囲にあった。15 19%
イ 供試材料における上川農試産育成系統のタンパク含

有率平均値は魚沼産「コシヒカリ」をわずかに上回って

いたが、個別には同等の蛋白質含有率である系統があっ

た。上川産育成系統のアミロース含有率は の範囲13-18%
に分布していた。

ウ 炊飯米外観分析における平均輝度に対するつや強度

の比を「コントラスト」として算出したところ、府県良

食味品種の値は同等のアミロース含量である北海道米よ

りも明らかに高かった。

エ 北海道品種・系統の炊飯液ヨウ素吸収特性における

大吸収波長は、府県良食味品種と比較して長い傾向に

あり、炊飯中に溶出するアミロース鎖長の違いが示唆さ

れた。

(2) 多様な米ニーズに対応する品種改良並びに栽培技術
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の早期確立

2) 多様な米品種の開発促進と栽培技術の確立

⑤ 北海道米の用途開発のための新規評価法の検討

（平成 年～ 年）農産品質科16 20
① 目 的： 混米による食味および炊飯特性を明らかに

し、各種用途別適性について検討する。また新たな食味

および加工適性の評価手法を確立することにより、多様

な米品種の育成に寄与する。

② 試験方法

ア 混米の炊飯米食味特性の評価

イ 「大地の星」の冷凍米飯加工適性評価

ウ もち米育成系統の品質検定

③ 成績の概要

ア 混米の食味評価は組み合わせた一方の品種に近い評

価になるなど、組み合わせた品種によって異なる傾向が

認められた。しかし、同一の品種の組合せでも年次が異

なる場合にはその傾向は異なっていた。

、 「 」イ 炊飯米の物性評価について 高圧縮率条件の 粘り

を低圧縮率条件の「硬さ」で除した値を「バランス度」

として算出したところ、組み合わせた品種により異なる

傾向が認められた。

ウ 炊飯米物性の付着性が 大となる加水量は品種によ

り異なっており、炊飯時の 適加水量が品種により異な

ると推測された。

エ 「大地の星」は蛋白質含有率が高いほどの炊飯米表

面物性における「付着性」が低下するが、蛋白質含有率

が 以上の試料ではほぼ一定であった。8.5%
オ 「上育 号」は「はくちょうもち」に比較して硬451
化性に優れていた。

(3) 北海道米の特性を活かしたアルファ化米加工製品の

共同開発

（平成 年）農産品質科18
（上川農試、サニーヘルスと共同）

① 目 的： リゾットタイプのアルファ化米製品開発に

向けたアルファ化米加工特性からみた北海道米の特徴と

優位性を明らかにし、北海道米の特性を活かした新たな

需要創出と用途別品質の高度化を促進する。

② 試験方法

ア α化米素材としての北海道米の評価

イ 北海道米を用いたα化米製造条件の検討

③ 成績の概要

ア 「初雫 「彗星 「カルナローリ」の熱糊化性は「ヒ」 」

ノヒカリ 「ゆきひかり」に比べピーク粘度が低く 終粘」

、 。度が高いため 熱糊化性に劣り老化も早いと考えられた

イ 「初雫 「彗星 「カルナローリ」は見かけのアミロ」 」

ース含量とアミロペクチン長鎖の構成比がほぼ同等であ

るのに対して 「大地の星 「ゆきひかり 「ヒノヒカリ」、 」 」

はアミロペクチン長鎖の構成比が高かった。

ウ 「初雫 「彗星」は「カルナローリ」に次いでアミロ」

ース含量が高く粒大も大きいことから、α化米リゾット

における粒食感が良好ではないかと期待された。

エ 「大地の星 「初雫 「彗星」の炊飯米表面物性にお」 」

ける付着性は良食味品種に比べて低く、製造ラインにお

ける加工適性は高いと推察された

オ 「大地の星 「初雫 「彗星」のα化米には吸水特性」 」

に大きな差は認められなかったが 「ヒノヒカリ」に比べ、

測定時間範囲における吸水速度、吸水率は低かった。

2．麦類・そば品質試験

(1) 障害耐性に優れる道央以南向け高品質春まき小麦の

選抜強化

5）道央地域における適応性検定

③ 品質検定

（平成 年～ 年）農産品質科、畑作科14 18
① 目 的： 小麦粉品質および生地物性がパン品質に及

。 、 。ぼす影響を検討する また 交配母本の品質検定を行う

② 試験方法

ア 小麦品質および生地物性とパン品質の関連解析

③ 成績の概要

ア 、 および 年産の供試材料について、2002 2004 2005
小麦粉タンパク質含量と湿麩、乾麩、 および の間Ab VV
、 （ 、 、 、に それぞれ高い正の相関関係 r=0.85 r=0.85 r=0.66** ** **

)があった。r=0.64**

イ グルテン特性と生地伸展特性の関係では、グルテン

の量を表す湿麩および乾麩と の間に正の相関関係E
（ 、 )があった。これはグルテンを多く含r=0.58 r=0.56** **

む生地は網目構造が十分に構築されることにより、切れ

にくくなるためであると考えられた。

ウ グルテンの質を表す については、 との間に正のGI R
相関関係（ )があった。これはグルテンの特性がr=0.72**

直接、生地物性に反映されていることに因るものである

と考えられた。

エ ～ 年産の供試材料について、パン体積と2002 2006
（ ） 。クラム硬さの間に高い負の相関関係 があったr=-0.74**

、 、この関係は 試験を実施した各年次に共通して認められ

良く膨らんだパンはその内相がソフトであると考えられ

た。

(2) 道産小麦の安全性・安定性向上試験
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3) 品質向上のための育種促進

③ パン用小麦の品質向上

（平成 年～ 年）農産品質科16 18
① 目 的： 北海道産パン用小麦の品質向上を目的に、

小規模生産力検定予備試験および栽培特性検定試験の生

産物の品質検定を行う。

② 試験方法

ア 供試材料：小規模生産力検定予備試験 材料、栽培21
特性検定試験 材料（ 北見春 号」他）21 67「

イ 調査分析項目：タンパク質含量、糊化特性、グルテ

ン特性、生地特性、粉色、製パン試験等

③ 成果の概要

ア 小規模生産力検定予備試験において、蛋白質含量が

、「 」、「 」、「 」12.0% 17S305 18S320 18S306以上の育成系統は

の 系統であった。3
イ 育成系統のうち「 「 「 、17S321 18S316 18S318」、 」、 」

「 「 「 「 「 」18S320 18S321 18S325 18S326 18S313」、 」、 」、 」、

ではグルテンの質を示す が著しく低かった。これらのGI
系統のクラム物性では、硬さが高い値を示した。

ウ パン比容積では 「ハルユタカ」が 「春よ、 、4.4 mL/g
」 、「 」 。恋 が 北見春 号 では であった4.1 mL/g 67 4.5 mL/g

17S320 18S306 4.5育成系統のうち 「 「 」では比容積が、 」、

以上であった。mL/g

(3) ダッタンソバの安定生産と製品の開発による産地形

成支援

3) 機能性（ルチン含量）の評価

（平成 年～ 年）農産品質科16 18
① 目 的： だったんそばに特に多く含まれる機能性成

分ルチンについて、栽培環境や加工方法による含量の変

動を明らかにし、機能性が 大に活かされる栽培法や加

工法の開発に資する。

② 試験方法

ア 供試材料 平成 ～ 年に中央農試および上川農16 18
試で栽培されただったんそば

イ ルチン分析 子実粉砕物のメタノール抽出液を

（高速液体クロマトグラフィー）により分析HPLC
、ウ 部位別のルチン含量の比較 試験用製粉機で粉砕し

（ ）ふるい分けすることにより得た つの画分 画分Ⅰ～Ⅳ4
③ 成績の概要

ア だったんそば「北海 号」のルチン含量は、在来種T8
である「石蕎麦」と同程度 「道南産」よりやや低く、普、

通そば「キタワセソバ」の ～ 倍であった。40 70
イ 播種時期が遅くなるのに伴い「北海 号」のルチンT8
含量は減少した。

ウ 播種量の違いおよび施肥の有無による「北海 号」T8
のルチン含量の明かな変化は認められなかった。

エ 「北海 号」の画分中のルチン含量は、胚乳周辺部T8
を多く含む画分ⅡとⅢで高かった。この傾向は 「キタワ、

セソバ」と同様であった。

3．豆類品質試験

(1) 豆腐用大豆の品質評価法の確立と選抜強化

2）道産大豆の豆腐加工適性の解明と簡易評価法の開発

（平成 年～ 年）農産品質科14 18
① 目 的： 系統選抜に適用可能な豆腐加工適性検定法

を確立する。また、豆腐加工適性と関係が深い大豆の成

分・品質特性より、育種における選抜に利用できる簡易

な分析・評価手法を開発する。

② 試験方法

ア 供試材料 年産大豆サンプル 点2005 232
イ 豆腐破断応力の測定

ウ 成分含量の測定（蛋白、全糖、 、 、 ）Ca Mg P
③ 成績の概要

ア 蛋白含量については、年次ごとに傾向が異なってい

たが、 、 年の両年で正の相関が高かったのは、2004 2005
「トヨコマチ 「十育 号 「ゆきぴりか」の 品種」、 」、238 3
であった。

イ Ｐ含量については、年次間で傾向がほぼ一致し 「ト、

ヨコマチ 「トヨムスメ 「ゆきぴりか」の３品種が高」、 」、

い負の相関を示した。

ウ 浸漬増加率については、多くの品種で豆腐破断応力

と負の相関を示したが、 年はその傾向が弱かった。2005
エ 含量については、相関の正負も含め、年次ごとにCa
その傾向が大きく異なった。 年に 含量が豆腐破2003 Ca
断応力と有意な正の相関を示した 品種では、蛋白と破3
断応力の相関が低くなっており、 含量が豆腐の硬さをCa
限定している事例であると考えられた。

(2) 小豆の抗酸化成分の変動要因と生理調節機能の解明

（平成 年～ 年）農産品質科16 18
（十勝農試、帯畜大、青森保健大と共同）

① 目 的： ポリフェノールを主体とした小豆エタノー

。ル抽出物および小豆煮汁の生理調節機能を明らかにする

② 試験方法

ア 健常動物を用いた生理調節機能の解明

イ 疾患モデル動物を用いた生理調節機能の探索

ウ 小豆水溶性成分が人体に及ぼす影響

エ 小豆抗酸化成分の変動

③ 成績の概要
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、ア 健常マウスに小豆エタノール抽出物( )を投与後ABE
糖負荷試験を行ったところ、 投与群はコントロールABE
群と比較して血糖値の上昇が抑えられた。また、 添ABE
加高コレステロール飼料を与えたところ、 投与群はABE

。VLDL+IDL+LDL コレステロール値の上昇が抑えられた

イ 自然発症高血圧ラットに を投与したところ、収ABE
縮期血圧の上昇抑制効果および降圧効果が認められた。

ウ 中性脂肪値が高めの人が小豆煮汁加工飲料を飲用す

。ることにより飲用前と比較して低下する傾向が見られた

また、 コレステロール値に関しては、飲用前の値にLDL
かかわらず低下する人が多かった。

エ 製アン過程において原料小豆のポリフェノールの約

が渋切り水および煮汁に含まれていた。84%

(3) 小豆・菜豆の加工適性調査と小豆加工適正に影響す

る要因解明

1）小豆の加工適性調査

2）菜豆の加工適性調査

3）小豆加工適性不良要因の解析

（平成 年～ 年）農産品質科18 20
（十勝農試と共同）

① 目 的： 小豆・菜豆の加工適性調査をするとともに

未検討であった項目の評価法を開発し、それらに影響を

及ぼす不良要因について解析する。

② 試験方法

ア 小豆の加工適性調査

イ 菜豆の加工適性調査

ウ 煮えムラ評価法の開発

③ 成績の概要

ア 「きたろまん」が百粒重が大きい割にアン粒径が小

さかった。

イ 菜豆十育系統は 系統とも皮切れ粒が非常に多かっ3
た。 大荷重 以下の煮熟粒割合と 大荷重 以200g 1000g
上の煮熟粒割合の関係を見ると、加工業者に「煮えムラ

がある」と評価された十育 号はその他の品種と比較150
して 大荷重 以上の煮熟粒割合が高い傾向が見ら1000g
れた。

(4) 小豆ポリフェノール含量の非破壊測定技術の確立

（平成 年～ 年）農産品質科17 18
（日本ビュッヒ、ニップンエンジニアリングと共同）

① 目 的： 農業現場に普及しつつあるフーリエ変換型

近赤外分析計を用いて小豆ポリフェノール含量の非破壊

評価について検討を行う。

② 試験方法

ア 小豆ポリフェノール含量に関する検量線の作成

イ 検量線の適合性評価

③ 成績の概要

2005 44ア 年に十勝池田町農協管内で収穫された小豆

点を供試してポリフェノール含量に関する検量線を作成

したところ、予測標準誤差( )は であSEP 35.2mg/100gFW
った。

イ 作成した検量線はエリモショウズ、きたのおとめ、

しゅまり、サホロショウズ、きたろまんに適用可能であ

り、また、十勝農試、中央農試、上川農試、北見農試管

内の産地産の小豆に適用可能と考えられた。

4．馬鈴しょ品質試験

(1) 長期貯蔵可能な加工用馬鈴しょ新品種および貯蔵技

術の開発

2) 加工用馬鈴しょの長期貯蔵技術の開発

① 加工用馬鈴しょ（ポテトチップス用）の安定供給に

向けた貯蔵体系の確立

（平成 年～ 年）農産品質科18 22
（十勝農試、花野技セと共同）

① 目 的： 加工用馬鈴しょの貯蔵温度および出荷前の

リコンディショニング条件と、糖含量・萌芽程度との関

係を明らかにすることにより、各品種に対応した 適貯

蔵条件を構築する。

② 試験方法

ア 加工用馬鈴しょの貯蔵条件構築

イ 貯蔵性の地域間比較

③ 成績の概要

、「 」 、ア 萌芽は きたひめ では 月中旬頃から認められ11
貯蔵温度に関らず には萌芽始め（ 割以上萌芽）と12/5 6
なった 「トヨシロ」は ～ の間に萌芽始めとな。 12/14 18
り 「スノーデン」では 月下旬頃から萌芽し始めた。、 12
また貯蔵温度が高いほど萌芽は早かったが、 ⇒ ℃お8 6
よび ⇒ ℃のように途中で温度を下げた処理での萌芽10 6
はじめは、 ℃一定の場合とほぼ同時期であった。6
イ 貯蔵温度が低いほど 月の糖含量は増加した。特に12
℃ではいずれの品種とも糖含量が著しく高く、貯蔵前4

と比較してアグトロン値の低下も大きかった。また、品

種や処理温度にかかわらず、還元糖（ブドウ糖・果糖）

含量の増加に伴い、アグトロン値は直線的に低下した。

ウ 道内主要産地から、でん粉価および還元糖含量が異

なるサンプルを得た。
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遺伝資源部

Ⅰ 植物遺伝資源に関する試験

1．植物遺伝資源の特性調査

(1)海外収集遺伝資源の特性調査（たまねぎ、総括）

（平成 年～ 年）資源利用科、資源貯蔵科17 18
（北見農試と共同）

① 目 的： 海外から探索・導入した植物遺伝資源につ

いて、２ヵ年間増殖と特性調査を実施し、育種素材とし

て活用するための資とする。

② 試験方法

ア 供試作物：たまねぎ

イ 実施場所：北見農試、美幌町現地圃場

ウ 供試材料：北見農試研究部畑作園芸科で平成16年度

にスペイン、オランダより導入した遺伝資源14点

③ 成績の概要

14 9点を北見農試場で一般農業特性の調査をし、うち

点については紅色根腐病激発圃場で発病程度等を調査し

た。

品種中 品種は倒伏せず､ 品種は抽苔が認められ14 4 3
た。２カ年の結果から肥大性の点で４品種を、紅色根腐

病耐性から２品種を有望と判断した。

(2) 地域の食文化を支援する地方野菜の特性調査

2) 地方野菜の栽培特性調査－まさかりかぼちゃ－

（平成 ～ 年）資源貯蔵科17 19
（花・野菜センターと共同）

① 目 的： 地域の食文化の多様化を支援するために、

関係機関・団体と連携し、北海道開拓期からの伝統的な

地方野菜について、生産・流通の実態を明らかにした上

で、主要品目の栽培特性と作業性・病害虫対策等の問題

点を明らかにし、現地における安定栽培に寄与する。

② 試験方法

ア 有望系統の遺伝的特性の評価：硬外皮系統 点、10
比較 品種について調査。2

（ 、 ）イ 有望系統の維持・採種技術の検討 士別市 長沼町

：士別市 系統、長沼町 系統について、袋掛け交配お3 3
よび採種を実施。

（ 、 、ウ 有望系統の収量性及び品質の評価 花野セ 士別市

長沼町、札幌市 ：花野セ 組合せ、士別市 組合せ、） 3 2
長沼町 組合せについて調査（比較品種「えびす 。6 」）

③ 成績の概要

10 2ア 有望系統の遺伝的特性の評価：供試 点のうち

点で果皮色に分離が見られたが、いずれも硬外皮形質に

3 4は問題が無かった。果形の揃いが良かったのは 点。

点が乾物率が高く食味も良かった。

イ 有望系統の維持・採種技術の検討： 系統を除き、1
各場所とも、袋掛け交配により、親系統の維持・組合せ

交配ともに、目標の採種量を得た。

ウ 平均一果重は の組合せがやや小さかったが、X,Y
の組合せは比較的大きかった。各場所ともに硬外A,B,C

皮形質には問題がなかった。食味評価は がやや粘質XY
であった他は、甘さ・粉質感が比較品種を上まわった。

2．植物遺伝資源開発研究

(1) 植物遺伝資源の保存管理

（平成 年～ 年）資源利用科・資源貯蔵科17 21
1) 種子遺伝資源の増殖

① 目 的： 新規導入した種子遺伝資源の一次増殖を図

るとともに、保存量あるいは発芽力の低下した登録済の

種子遺伝資源を再増殖する。

② 試験方法

ア 供試材料：水稲 点、麦類 点、豆類 点、97 125 279
野菜類 点、その他 点、計 点。20 30 551
イ 試験設計：水稲 区 ㎡ 区制。1 0.12 1

麦類 区 ㎡ 区制。1 2 1
豆類 区 ㎡ 区制。1 2 1
野菜類 区 ㎡ 区制。1 7.2 1
その他 北農研センターで実施。

③ 成績の概要

ア 水稲：再増殖 点中 点採種した。未採種は出芽97 22
不良､未成熟､不稔によるものであった。

イ 麦類：秋まき 点のうち 点は冬枯れまたは播性59 48
11 66の違いで増殖できず 点は再増殖できた 春まきは、 。

点のうち 点は播性の違いまたは混種のため増殖でき14
ず、 点で再増殖できた。このうち 点を新規配付用52 40
種子とし、 点は在庫の更新を行った。 点を保存用19 48
種子とした。

ウ 豆類：再増殖 点中 点採種できた。未採種279 179
22は、出芽不良、成熟期未達等によるものであった。

点で、採種量僅少または低発芽率のため、再度の供試が

必要である。

エ 野菜類：かぼちゃについて、再増殖 点中 点に20 20
ついて採種した。

20 20オ その他：とうもろこしについて、再増殖 点中

点採種した。

2) 遺伝資源の保存
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① 目 的： 植物遺伝資源の保存と品種開発や研究利用

に供するため、遺伝資源の長期保存を図る。

② 試験方法

ア 種子遺伝資源：植物遺伝資源貯蔵管理施設の長期貯

蔵庫（温度－1℃、湿度30％ 、極長期貯蔵庫（－10℃、）

湿度30％）に保存する。

イ 栄養体遺伝資源：圃場（枠圃場ほか 、温室（ポッ）

トなど 、超低温容器等で維持。）

③ 成績の概要

ア 種子遺伝資源：：長期貯蔵庫に今年度新たに入庫し

た点数は243点であり、これまでの総計は25,399点（う

ち在庫量0が85点）となった。また、極長期貯蔵庫（温

度－10℃、湿度30％）に新たに48点を入庫し、貯蔵点数

は15,636点となった。

イ 栄養体遺伝資源（牧草類を除く ：小果樹類（ブル）

ーベリー、マタタビ、サルナシなど）で147点増加し、

花き・食用ゆり・薬草類・小果樹類・その他合計1,168

点を保存した。

3) 遺伝資源の提供

① 目 的： 道立農業試験場等道の関係機関や道以外の

者の依頼に応じて、試験研究用に保存遺伝資源の提供を

行う。

② 方法・提供数

所定の取り扱い要領により、 件 点の提供を行28 245
った（平成 年３月 日現在 。19 28 ）

4) 遺伝資源の発芽力検定

① 目 的： 新規導入及び長期貯蔵の遺伝資源種子につ

いて、定期的（保存開始後 日程度経過後）に発芽3,000
力を検定し、再生産の実施に関する情報を得る。

② 試験方法

、 、 、ア 供試材料：稲類 点 麦類 点 大豆 点329 1,230 142
2 1 62いんげんまめ 点、べにばないんげん 点、あずき

点、計 点。1,766
イ 試験方法：当センターの標準発芽試験法及び基準に

よる。

③ 成績の概要

水稲、小麦、豆類、その他植物の発芽力調査を行い、

結果に基づいて再生産実施の参考とした。

5) 遺伝資源の情報管理

① 目 的： 植物遺伝資源の利活用を図るため、そのパ

スポートデータ、在庫管理情報、特性情報を収集し、保

存、管理する。

② 試験方法

導入・収集や各農畜試から移管された遺伝資源のパス

ポート情報及び特性情報を収集し、保存、管理するとと

もに在庫情報を含めたデータベースの構築のための作業

を行う。

③ 成績の概要

パスポート情報のデータ追加と不備な点を補い、充実

を図った。種子の入出庫、発芽率情報などのデータ更新

を逐次行った。栄養系遺伝資源についてもパスポート情

報のデータベース化、登録作業を行った。

(2) 栄養系牧草類の保存

（平成 年～継）資源貯蔵科10
① 目 的： 栄養系牧草の遺伝資源を圃場に栽植し、そ

の安定保存を図る。

② 試験方法

ア チモシー：北見農試保存品種・系統から移管を受

け、当場の圃場で保存する。保存点数：1,055点、耕種

概要：畦幅×株間；2.64m×20cm、5株／1点。

イ ペレニアルライグラス：天北農試保存品種・系統か

、 。 、ら移管を受け 当場の圃場で保存する 保存点数：47点

耕種概要：畦幅×株間；2.64m×20cm、5株／1点。

③ 成績の概要

ア チモシー：平年に比べ積雪期間が長く、融雪期が１

週間程度遅れたため、越冬後の生育は全体にやや不良で

あった。８月の高温少雨により、生育不良や、黒さび病

、 、の発生もあったが その他の時期では生育に問題はなく

全ての系統が消失せず積雪下にある。

チモシー同様越冬後の生イ ペレニアルライグラス：

育はやや不良であった。８月は高温により生育が不良

積であったが、秋には回復し、全ての系統が消失せず

雪下にある。

(3) 豆類高生産・安定供給のための耐病虫性複合有望系

統の選抜強化

3）茎疫病抵抗性検定と高度抵抗性育種素材の作出

（平成17年～21年）資源利用科

（畑作科、十勝農試と共同）

① 目 的： ダイズ茎疫病について、育成系統の抵抗性

評価を行う。加えて圃場抵抗性を持つ遺伝資源の探索と

育種素材化を行い、抵抗性育種のための資とする。

② 試験方法

ア 圃場検定：供試材料－既知10レース感受性遺伝資源

16点、レース抵抗性品種17点、中育系統4点、十育系統4

点 「植交9911 「同9915」2組合せ8系統、 」
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耕種概要－6月12日播種 1区10株 畦幅60cm 株間 15c

m 4～8反復

調査方法－7月21日～8月29日まで断続的湛水により自然

発病を助長し、発病程度を個体毎に調査した。

イ 高度抵抗性育種素材の作出： はや銀1」後代系統の「

「植交9911 「同9915」F 系統を場内一般圃場における」 8

熟期・草型および圃場検定（ア参照）により選抜し、幼

病接種（培地挿芽法）によりレース抵抗性を確認した。

③ 成績の概要

ア 圃場検定：夏期の高温に恵まれ、湛水処理期間を昨

年より延長したこともあり発病の進行は早く、枯死率に

品種間差が認められた。レース抵抗性の有無と発病程度

に相関関係は見られなかった。10レース感受性遺伝資源

では発病の品種間差がみられ、その傾向は昨年と同様で

あり、圃場検定の基準品種として有望であると考えられ

た。

イ 高度抵抗性育種素材の作出 ｢植交9911｣｢｣同9915｣系:
統のうち、 年連続で圃場の枯死率が高かった 系統を2 1
除く 系統を選抜した。7

(4) 道産小麦の安全性・安定性向上試験

－褐色雪腐病発生地帯での雪腐病抵抗性検定－

（平成 年～ 年）資源貯蔵科16 18
① 目 的： コムギ褐色雪腐病抵抗性遺伝資源の探索と

同病を主体とする雪腐病抵抗性検定を行う。

：② 試験方法

44ア 供試材料：褐色雪腐病抵抗性遺伝資源の探索：

品種系統

品種比較試験： 品種12
育成系統の雪腐病抵抗性検定： 系統120

イ 試験区設計： 剤処理区、無処理区を設置。３DMI
反復１区、品種比較試験は ㎡、その他は ㎡1.8 0.4
ウ 耕種概要：畦幅 条播、播種期：平成 年９30cm 17
月 日22
③ 成績の概要

雪腐病防除を実施できず、褐色雪腐病の判定ができな

かった。

ア 褐色雪腐病抵抗性遺伝資源の探索：前年度防除区で

発病度が低かった遺伝資源（ 点供試）のうち「Ａ訓12
」 。交 の４系統は本年度無防除区ででも発病度が低かった

雪腐病抵抗性母材として期待できる。

イ 品種比較試験：褐色雪腐病単独での判定は出来なか

った。

ウ 育成系統の雪腐病抵抗性検定： ホクシン」より雪「

腐病発病度の低い系統が多数あった。

(5) 高度抵抗性遺伝資源の利用による難防除ウイルス病

（ダイズわい化病・コムギ縞萎縮病）抵抗性育種素

材の開発

(平成16年～19年)資源利用科、資源貯蔵科

（遺伝子工学科と分担）

① 目 的： ダイズわい化病およびコムギ縞萎縮病につ

いて、高度抵抗性と実用形質に近い性質を兼ね備えた育

種素材（中間母本）の開発を行う。

② 試験方法

ア ダイズわい化病抵抗性育種素材の開発

戻し交配：夏期圃場にて「WILIS」を1回親 「トヨコマ、

チ」を反復親とした連続戻し交配をおこなった。

抵抗性確認：ウイルス接種検定（遺伝子工学科）または

DNAマーカー解析により抵抗性を確認した。

育成材料の圃場選抜：夏期圃場に育成系統を栽植し、耐

病性と農業形質で選抜を行った。

イ コムギ縞萎縮病抵抗性育種素材の開発

「 」（ ）、戻し交配：１回親を Madsen コムギ縞萎縮病抵抗性

反復親を「ホクシン 。」

戻し交配系統の抵抗性検定：実施場所 伊達市（コムギ

縞萎縮病抵抗性検定圃場）

③ 成績の概要

ア ダイズわい化病抵抗性育種素材の開発

「 」 （ ）戻し交配：夏期に トヨコマチ ×BC F の交配 737花4 1

を行い227粒を採種した。

抵抗性確認：夏期の交配で採種したBC F を冬期温室に播5 1

種し、DNAマーカー解析により1系統6個体を選抜した。

育成材料の圃場選抜：熟期・草型等が｢トヨコマチ｣に近

いBC F 16系統69個体・BC F 13系統64個体およびBC F 23 2 3 3 4 2

系統6個体を選抜した。

イ コムギ縞萎縮病抵抗性育種素材の開発

年春に抵抗性と判定された 系統等を 年夏2006 2 2006
交配に用い、計 系統 個体で ･ の 種子を70 190 BC5 6 F1
得た。 年秋播種では、遺伝資源部圃場および伊達2006
検定圃場に、 年冬交配や 年夏交配で供試した2005 2006
個体の 等 系統を播種した。また、遺伝資源部圃F 221２

場に抵抗性 系統の 種子を生育調査用として播2 BC4F3
種した。さらに、遺伝資源部温室において世代促進のた

め ･ の １および 系統を播種した。BC5 6 F F2160

6) 豆類加工製品における品種判別の検証(

（平成 ～ 年）資源利用科、資源貯蔵科18 22
（遺伝子工学科と分担）

① 目 的： 種苗法の改正と白インゲンマメ、アズキの
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品種判別法の開発により、違法な豆類の輸入への対応は

可能となったが、加工製品に対しては必ずしも十分では

ない。雑多な遺伝子型の混合集団である場合の多い輸入

豆類を原料とする加工製品において、品種判別は困難が

。 、 、予想される そのため 品種特異的なマーカーを開発し

豆類の加工製品における品種判別法を開発する。

遺伝資源部では各種のあずき遺伝資源を供試し、マー

カーの適応性を評価する。

② 試験方法

STSマーカーから増幅断片の大きさが小さくなるよう

に改良したマーカーについて、遺伝資源部において道育

成･選定あずき品種29点、道育成系統4点、府県品種・在

、 、来種16点 海外品種・系統43点の92品種・系統を供試し

品種の識別性を評価する。増幅断片の検出は7.5％ポリ

アクリルアミドゲルによった。

③ 成績の概要

アズキ落葉病抵抗性遺伝子に連鎖するDNAマーカー（S

TSマーカー 、SV05から改良したプライマーセットの特）

異性を検討した結果、北海道品種では落葉病抵抗性を持

つ6品種で増幅断片が得られ、落葉病抵抗性を持たない

「ほくと大納言」を除く登録品種（平成18年12月現在）

を他の品種・系統と判別することが出来た。

Ⅱ 原原種生産事業

水稲の基本系統の選定・増殖、育種家種子の増殖、1．
予備増殖並びに原原種生産の審査

（昭和 年～継続）資源利用科27
① 目 的： 水稲優良品種について、育種家種子を構成

する基本系統の選定・維持及び原原種生産に使用する育

種家種子の増殖を行う。また、優良品種候補となりうる

有望系統についての予備増殖を行う。さらに、民間に委

託して生産されている原原種について審査を行う。加え

て、これら生産種子の管理・備蓄を行い、種苗の生産計

画に合わせて配付する。

② 試験方法

ア 基本系統の選定：2品種各10系統、計2品種。

イ 育種家種子の増殖：1品種4a。

ウ 有望系統の予備増殖：8系統16a。

エ 原原種生産の審査：6品種 70a。生産圃場：委託先

生産圃場（ホクレン滝川種苗生産センター 。）

オ 基本系統・育種家種子の配付と保存：3作に１度、

原原種ほへ配付する。また、品種の基本系統・育種家種

子の保存を行う。

カ 原原種種子の配付と管理・備蓄：原原種および原種

生産計画に合わせて原原種種子を配付する。また、災害

等による原原種生産の支障に備え備蓄を行う。

③ 成績の概要

ア 基本系統の選定：育成場とそれぞれの種子を折半し

て、遺伝資源部と生育・収量、種子特性などを比較しな

がら選定を行った 「ほしまる（上育445号 」は、供試。 ）

した10系統のうち、７系統を基本系統として選定した。

「彗星」については供試した10系統のうち、9系統を基

本系統として選定した。

イ 育種家種子の増殖： おぼろづき」は229kgを確保し「

た。

ウ 有望系統の予備増殖：8品種合計841kgを生産した。

うち「北海299号」は巨大胚系統であり、生育のばらつ

きが目だったため計画生産量をかろうじて確保できた。

エ 原原種生産の審査：2回の圃場審査及び生産物審査

を実施し、いずれの品種とも、種子としての審査基準以

上の値を示し、全量を合格種子と認めた。

オ 基本系統・育種家種子の配付と保存：2品種の育種

家種子を配付した。また、これらを含めた16品種の基本

系統・育種家種子の保存を行った。

カ 原原種種子の配付と管理・備蓄：原原種ほへ2品種

の原原種を、原種ほへは7品種の原原種と1品種の原原種

格を配付した。また、これらを含め16品種の備蓄を行っ

た。

2．麦類の基本系統の選定・増殖、育種家種子の増殖、

予備増殖並びに原原種生産の審査

（昭和 年～継続）資源貯蔵科27
① 目 的： 麦類の優良品種について、基本系統の選定

・増殖および育種家種子の増殖を行う。また、有望系統

についての予備増殖を行う。さらに、原原種生産につい

、 。て審査すると共に 生産種子の管理・備蓄・配付を行う

② 試験方法

ア 基本系統の選定：秋まき小麦「北見81号」および二

条大麦「北育39号」各30系統。

イ 育種家種子の増殖：春まき小麦「ハルユタカ」5a。

ウ 有望系統の予備増殖：秋まき小麦「北見81号」 10

a、春まき小麦「北見春67号」4a。

エ 原原種生産の審査：秋まき小麦「ホクシン」300a、

同「タクネコムギ」30a、春まき小麦「ハルユタカ」120

a、二条大麦「りょうふう」75a。

オ 基本系統・育種家種子の配付と保存：3作に一度、

育種家種子を委託生産先へ配付する。また、基本系統・

育種家種子の保存を行う。
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カ 原原種種子の管理・備蓄と配付：原原種および原種

生産計画に合わせて原原種種子を配付する。また、災害

等による原原種生産の支障に備え備蓄を行う。

③ 成績の概要

ア 基本系統の選定：秋まき小麦は27系統、二条大麦は

30系統を選定した。

イ 育種家種子の増殖：採種量は114kgで計画数量以上

であった。

ウ 有望系統の予備増殖：採種量は「北見81号」が 23

0kg 「北見春67号」が107kgといずれも計画数量以上で、

あった。

エ 原原種生産の審査：特に問題はなく全量を合格とし

た。

オ 基本系統・育種家種子の配付と保存：2品種の育種

家種子を原原種ほに配付し、11品種の基本系統・育種家

種子の保存を継続して行った。

カ 原原種種子の配付と管理・備蓄：原種ほに 品種、8
原原種ほに 品種の原原種種子を配付し、10品種につい3
て備蓄を継続して行った。

3．豆類の基本系統の選定・増殖、育種家種子の増殖、

予備増殖並びに原原種生産の審査

（昭和 年～継続）資源利用科27
① 目 的： 豆類の優良品種について、育種家種子を構

成する基本系統の選定・維持及び原原種生産に使用する

育種家種子の増殖を行う。また、優良品種候補となりう

る有望系統についての予備増殖を行う。さらに、民間に

。 、委託・移管している原原種について審査を行う 加えて

民間に生産委託している原原種（大豆）について管理・

備蓄を行い、種苗の生産計画に合わせて配付する。

② 試験方法

ア 基本系統の選定：大豆「十育241号 （ゆきぴりか）」

15系統。

イ 育種家種子の増殖：大豆 4品種10.7a 小豆 3品種8.、

6a、菜豆 3品種20.7a 総計10品種 40.0ａ。

、 、ウ 有望系統の予備増殖：大豆 3系統6.6a 2系統5.2a

１系統1.7a 総計６系統13.5a。

エ 原原種生産の審査：大豆 9品種 90a、小豆 3品種80

a、菜豆 6品種 640a、高級菜豆 1品種 5a、えんどう １

品種 2a。

オ 基本系統・育種家種子の配付と保存：3作に一度、

大豆並びに雑豆類の原原種生産に使用する育種家種子を

委託生産先（ホクレン）並びに民間移管先へ配付する。

また、品種の基本系統・育種家種子の保存を行う。

カ 原原種種子の配付と管理・備蓄：委託作物（大豆）

について、原原種および原種生産計画に合わせて原原種

種子を配付する。また、災害等による原原種生産の支障

に備え備蓄を行う。

③ 成績の概要

ア 基本系統の選定：育成場と協議の上、大豆「ゆきぴ

りか（十育241号 」は供試15系統全てを基本系統として）

選定した。

イ 育種家種子の増殖：大豆は、４品種で142kgを生産

した。うち 「ゆうづる」は倒伏が多発し収量は低かっ、

た。小豆は、３品種38kgを生産した。特に白小豆の収量

が低かった。菜豆は、３品種で137kgを生産した。高温

の影響で「白花っ娘」の収量が特に低かった。

ウ 有望系統の予備増殖：大豆3系統93kg、小豆2系統49

kg、菜豆1系統21kgを生産した。

エ 原原種生産の審査：2回の圃場審査及び生産物審査

を行い、いずれの品種とも審査基準に適合することが認

められたので、全量を合格とした。

オ 基本系統・育種家種子の配付と保存：大豆 5品種、

小豆 1品種、菜豆 2品種、高級菜豆 1品種の育種家種子

を配付した。また、大豆17、小豆9、菜豆14、えん豆2品

種の基本系統・育種家種子を保存した。

カ 原原種種子の配付と管理・備蓄：大豆について、原

原種ほへ3品種の原原種を、原種ほへ17品種の原原種と1

品種の原原種格を配付した （その他豆類については、。

移管先団体より配付 ）また、大豆17品種について備蓄。

を行った。

4．そばの原原種生産の審査

（平成 年～継続）資源貯蔵科6
① 目 的： 日本特産農作物種苗協会に生産を移管した

そばの優良品種について審査を行う。

② 試験方法

ア 審査品種： キタワセソバ」「

イ 栽培場所および面積：十勝特産種苗センター（幕別

町）のほ場、100 a

③ 成績の概要：ほ場および生産物の審査を行い、生産

物810kg全量を合格とした。

5．食用ゆりウイルスフリー原原種親球の維持

（昭和 年～継続）資源貯蔵科53
① 目 的： ウイルスフリー化処理を行った食用ゆりの

原原種球を維持する。

② 試験方法

ア 品種名： 白銀」「

イ 定植期：本年度分 平成 年 月18 5
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20 60cmウ 栽植密度： ×

a kg N P2O5 K2O 2 4 2エ 当りの施肥量（ ） ： ： ＝ ： ：

0.2 aオ 供試面積：

③成績の概要 定植球の萌芽とその後の生育は順調に経：

過し、 月に種球を約 収穫した。洗浄後に、冷蔵10 1kg
庫で貯蔵した。

6．ルタバガの原原種維持、増殖

（平成 年～継続）資源貯蔵科7
① 目 的：ルタバガの優良品種について、原原種の維

持、増殖を行う。

「 」 。② 試験方法 当場の 原原種育成・増殖要領 による：

③ 成績の概要 貯蔵原原種を維持した。：

Ⅲ 新優良品種普及促進事業（総括）
（昭和 年～継続）資源利用科・資源貯蔵科41

① 目 的： 水稲、麦類、豆類の新品種の普及促進のた

め、関係場の協力を得て優良品種候補の有望系統につい

て種子増殖を行うとともに異型個体の発生率等を調査す

る。

② 試験方法

ア 水稲：中央農試「上育糯451号」

上川農試「上育糯450号」

道南農試「北海299号」

イ 秋まき小麦：十勝農試； 北見81号」「

ウ 春まき小麦：十勝農試； 北見春67号」「

エ 二条大麦：十勝農試； 北育39号」「

オ 大豆：北見農試「十育241号」

中央農試「中育52号」

カ 小豆：中央農試「十育154号」

種子増殖法は原種生産管理基準に準ずる。

③ 成績の概要

ア 水稲：中央農試では1050kg生産し、768kgが配付可

能である。上川農試では2100kg生産し、1890kgが配付可

能である。道南農試では398kg生産し､320kgが配付可能

である。

イ 秋まき小麦：3000kg生産し、3000kgが配付可能であ

る。

、 。ウ 春まき小麦：720kg生産し 720kgが配付可能である

計画数量を上回った。

エ 二条大麦：840kg生産し、840kgが配付可能である。

オ 大豆：北見農試では990kg生産し、900kgが配付可能

である。中央農試では105kg生産し、75kgが配付可能で

ある。

カ 小豆：中央農試では160kg生産し、120kgが配付可能

である。

Ⅳ その他の試験

1．食用ユリ原原種のエライザ検定

（平成 年～継続）資源貯蔵科8
① 目 的： ホクレンが実施している食用ユリ原原種生

産の増殖球について、エライザ法を用いてウイルス病の

感染がないことを確認する。

② 試験方法

ア 供試材料：ホクレン食用ユリ原原種増殖ほ場の栽培

株において１母球群から任意の株を2株抽出し、それぞ

れの生葉約0.2ｇ2枚を1検体とした。

イ 検定ウイルス：LSV（ユリ潜在ウイルス 、CMV（キ）

ュウリモザイクウイルス 、LMoV（ユリモットルウイル）

ス 、PIAMV（オオバコモザイクウイルス）の4種。）

ウ 検定方法：エライザ法による。1検体につき2反復。

判定は健全株の吸光度値との比較で行った。

③ 成績の概要

供試93検体はすべて陰性を示し、ウイルスは確認され

なかった。

作物研究部

畑作関係

Ⅰ 品種改良試験

1. 大豆新品種育成試験

(1) 寒地中南部向け大豆新品種育成試験

(平成18年～22年)畑作科

① 目 的： 寒地中南部向け大粒・高品質、わい化病抵

抗性、機械化適性、多収品種を育成する。

② 試験方法

交雑による集団ならびに系統育種法による。

③ 成績の概要

ア 交配：35組合せの交配を行い903粒を採種した。

イ F1養成：冬季温室54組合せ1,239個体を栽植し、51

組合せ868個体を収穫した。

ウ 個体選抜試験：F2～F5の114組合せ145,661個体を栽

植し、107組合せ8,155個体を選抜した。
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エ 系統選抜試験：F3～F13の125組合せ4,056系統を供

試し、圃場評価、品質、わい化病、線虫抵抗性、耐湿性

検定、生産力試験結果等に基づき、82組合せ593系統を

選抜した。

オ 育成系統生産力検定予備試験

（ ） 、 。小規模試験 中期世代 ：147系統品種 ２反復で実施

成熟期、倒伏程度、収量、粒大、品質、耐病虫性等によ

り21系統を選抜した。

予備試験（中後期世代 ：中系系統19、十系系統10、）

標準･比較品種７、２反復で実施 「中系410号」および。

「中系422号」を新配系統としてそれぞれ「中育56号」

および「中育57号」の地方番号を付した。

カ 育成系統生産力検定試験

中育系統４、十育系統３、標準比較品種７、乱塊法4

反復で実施 「中育52号」を新品種 「中育55号」と「中。 、

育56号」を廃棄し 「中育57号」を継続 「中育58号」と、 、

「中育59号」を新配付とした。

(2) ダイズわい化病に関する現地選抜試験

(昭和51年～継続)畑作科

① 目 的： ダイズわい化病の多発地において、品種、

育成系統、雑種集団を栽植して調査及び選抜を行い、耐

病性品種育成の資とする。

② 試験方法及び成績の概要

ア 個体選抜試験

F2～F4の15組合せ28,200個体を栽植し、15組合せ1,15

9個体を圃場選抜した。

イ ダイズわい化病に対する育成系統の反応

中央農試育成系統999(中育3,中系26,小規模生予系統1

30,系統840)、十勝農試育成系統10(十育3,十系7)、比較

品種12、その他56、計1,077系統・品種を供試し、乱塊

法1～4反復で実施した。播種後低温に経過したため、出

芽は全般に遅れ、生育の個体間差が目立った。わい化病

は、７月中旬にようやく病徴が現れはじめた。発病が遅

く、その後もあまり広がらなかったことから、全体に病

徴は弱く、発病は不均一であった。発病率は、抵抗性強

の「植系32号」1.1％ 「ツルコガネ」25.9％、やや強の、

ツルムスメ 25.2％ 弱の トヨムスメ 80.2％ ト「 」 、 「 」 、「

ヨコマチ」71.3％であった。発病程度は「植系32号」の

0.25が も低く 「トヨムスメ 「トヨコマチ」の3.0が、 」

も大きかった。全般に発病は少ないが、発病程度を主

に、発病率を加味して評価することにより、抵抗性の評

価は可能であった。その結果、抵抗性が「強」と評価さ

れたのは「中育56号」のほか中系13系統、十系1系統の

計15系統 「やや強」と評価されたのは「中育55号 「中、 」

育57号」のほか中系8系統、十系3系統の計13系統であっ

。 、 「 」、た また 小規模生予系統では130系統中27系統が 強

30系統が「やや強」と評価された。系統検定は、1系統1

0株反復なしで達観による発病状況から評価を行った。8

「 」 、 。40系統中434系統を 強 と評価し 選抜の指標とした

(3) 転換畑向けだいず耐湿性品種育成試験

(昭和56年～継続)畑作科

① 目 的： 道央の転換畑における大豆作の安定を大豆

作の安定化を図るため、耐湿性および茎疫病抵抗性を備

えた品種を育成する。

② 試験方法及び成績の概要

ア 育成系統の耐湿性検定試験

育成系統30、比較品種19、合計32。枯死個体および枯

死程度から耐湿性を評価した結果 「中育52号」他中系1、

系統が強 「中育56号 「中育57号 「十育241号 「十育2、 」 」 」

43号」他中系6系統をやや強と判定した。

(4) 豆類の優良品種育成のための育種年限短縮

(平成13年～19年)畑作科

① 目 的： 育成中の大豆雑種集団を春季には暖地で、

夏季には中央農試で育成し、1年に2世代の促進し、品種

育成までの育種年限短縮を図る。

② 試験方法及び成績の概要

春季：F2～3世代の12組合せ29,100個体を鹿児島県大

島郡和泊町（沖永良部島）に栽植し、12組合せから36,9

55粒を採種した。

夏季：F3～4世代の12組合せ36,955個体を中央農試場

内、岩見沢試験地、安平町線虫圃場に栽植し、12組合せ

1,425個体を選抜した。

(5) ダイズわい化病とシストセンチュウに高度抵抗性と

豆腐加工適性をもつ中間母本の育成

(平成18年～22年)畑作科

（遺伝子工学科、農産品質科と共同）

① 目 的： 圃場での個体選抜を主体に「WILIS」由来

のダイズわい化病高度抵抗性 「PI84751」由来のダイズ、

シストセンチュウ・レース１抵抗性（極強）および豆腐

加工適性を統合した中間母本を早期に育成する。

② 試験方法及び成績の概要

ア 中交1640F2（中系413号×植交0001F5）1213個体に

ついて、伊達市に設置したわい化病現地選抜圃場におい

て無病徴・無発病個体を選抜するとともに、ﾀﾞｲｽﾞｼｽﾄｾﾝ

ﾁｭｳ・ﾚｰｽ1抵抗性のグラフ遺伝子型を調査し、両病虫害

に抵抗性の25個体を選抜した（前年予備試験 。）
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イ アで選抜した25個体について系統選抜試験と同時に

わい化病系統検定、ｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ・ﾚｰｽ1系統検定を実施し、

両検定で抵抗性を示した12系統を選抜した。

ウ イで選抜した系統について近赤外分析法による成分

分析を実施するとともに、熟期等が比較的整っていた6

系統について豆腐加工適性を評価を実施した。

(6) 豆類高生産・安定供給のための耐病虫性複合有望系

統の選抜強化

(平成17年～21年)畑作科

（十勝農試、植物遺伝資源センターと共同）

① 目 的： 初期世代の育種材料を大規模に供試可能な

シスト線虫現地選抜試験と各種特性検定試験を効率的に

組み合わせることで複合抵抗性有望系統の選抜を強化す

る。

② 試験方法及び成績の概要

ア シスト線虫抵抗性の個体選抜

現地選抜圃場（早来町）で、線虫レース3抵抗性とWIL

IS系高度わい化病抵抗性の複合化を目標とするF3～F4世

代の８組み合わせ集団6,500個体を供試、線虫抵抗性・

草姿・熟期等で739個体を選抜した。

イ シスト線虫抵抗性の系統選抜

耐病性虫性の複合化を目標とするF4～F7の3組合せの2

23系統をシスト線虫レース３現地選抜圃場（早来町）に

供試し、線虫抵抗性の18系統を選抜した。

ウ 選抜系統の特性検定試験

予備試験供試の中系26系統中、シスト線虫抵抗性レー

ス３以上、わい化病抵抗性やや強以上の13系統を選抜し

た。そのうち、生産力予備試験および系統適応性検定試

験の成績を考慮し、複合抵抗性で有望な「中系448号」

に新配系統として「中育59号」を付した。

(7) 豆腐用大豆の品質評価法の確立と選抜強化

1) 豆腐用優良品種の選抜強化

① 道央転換畑地帯向け豆腐用品種の選抜強化

(平成14～18年)畑作科

（農産品質科、十勝農試、北見農試と共同）

① 目 的： 豆腐用加工適性の優れた品種開発のため、

高蛋白品種系統との交配、および初期世代からの成分選

抜、豆腐適性の簡易評価法による中後期世代の選抜を行

うことにより豆腐用の選抜を強化し、豆腐用優良系統を

作出する。

② 試験方法及び成績の概要

ア 高蛋白・豆腐用大豆育成を目標とする18組合せの交

配を行い、合計496粒のF1種子を得た。平成14～15年は

十勝農試・府県高蛋白品種系統等と中央農試中大粒･多

収系統との交配、平成16～18年は十勝農試・中央農試豆

腐適性良系統とわい化病極強系統との交配により延べ10

7組合せを作成した。

イ 本年度小規模生産力検定に供試した135系統につい

て、近赤外分析法による成分分析を実施し、農業形質、

蛋白含量から選抜を行い、選抜系統について簡易豆腐加

工適性試験により、豆腐破断応力を確認中である。

、 、ウ 個体・系統選抜については 圃場選抜系統について

近赤外分析法による成分分析を行い、品質、成分による

選抜を実施中である。

エ 期間中に実施した各種簡易豆腐加工適性試験より、

高蛋白群に含まれる同一組合せの系統であっても破断応

力の低い系統が認められること、府県産等の遺伝的背景

が異なる材料を用いた組合せで推定値と実測値に大きな

差が有ることがわかった。簡易豆腐加工適性試験の結果

が良好な系統は、実需者評価においても良好な評価が得

られ、少量サンプル試験の有効性が確認された。今後の

選抜に当たっては、低蛋白系統の淘汰と簡易豆腐加工適

性試験により、豆腐加工適性に優れた系統の選抜が可能

と考えられた。しかし、豆腐加工時の操作性に関係する

豆乳粘度に大きな差が認められたことから、この点につ

いても検討が必要と考えられた。

(8) 大豆奨励品種決定現地調査等

(昭和29年～継続)畑作科

① 目 的：大豆の有望系統について現地における適応

性を検討する。

② 試験方法

沼田町、岩見沢市、長沼町、安平町、京極町（以上奨

決現地 、深川市、江別市（以上現地要望）で実施。供）

試材料は2～4品種・系統。乱塊法2反復。

③ 成績の概要

沼田町は生育初期にウサギの食害のため試験を中止し

た 「十育243号」は「ユキホマレ」と比較して、深川市。

、 、 、で成熟期が遅れ多収となったが 江別市 京極町で同等

他は低収であった。江別市のみ供試した「中育52号」は

成熟期は10月下旬と遅く、収量は「ツルムスメ」並みで

あった。

(9) ジャガイモヒゲナガアブラムシ抵抗性遺伝子を利用

したダイズわい化病抵抗性品種の早期育成

(平成17年～18年)畑作科

（遺伝子工学科、総合防除科と共同）
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① 目 的： ダイズのBACライブラリー（北農研）を活

用し高精度なカスタマイズマーカーを開発するととも

に、ジャガイモヒゲナガアブラムシ抵抗性遺伝子を導入

したダイズわい化病抵抗性品種を早期育成する。

② 試験方法及び成績の概要

ア 高精度マーカーの開発

ジャガイモヒゲナガアブラムシ抵抗性に関するQTL解

析の結果、SSRマーカーSatt152およびSatt530の間にLOD

値のピークを検出し、グラフ遺伝子型と抵抗性の結果か

ら、Satt009－Satt530の間に抵抗性QTLがあることが示

唆された。

イ 戻し交配によるアブラムシ抵抗性育種素材の早期育

成

「トヨムスメ」と「Adams」由来のアブラムシ抵抗性

の「植系10号」の組合せから作成した中交1565BC4F2の2

10個体からSatt152とSatt530によるマーカー選抜を行

い、39個体を圃場で養成した。BC2F4及びBC4F3個体のア

ブラムシ抵抗性検定ではともに産仔虫数が少なく、抵抗

性が確認された 「トヨハルカ」と「植系10号」の組合。

せから作成した中交1670についてSatt009とSatt530によ

るマーカー選抜と戻し交配を行い、BC4F1種子を得た。2

月播種で、現在BC4F2個体を養成中である。

(10) 遺伝子組換え作物交雑防止検討調査事業

(平成18～21年)畑作科

（遺伝子工学科、予察科と共同）

① 目 的： 北海道が制定した「遺伝子組換え作物の栽

」（ ）培等による交雑等の防止に関する条例 平成17年３月

で示した「交雑防止措置基準」の３年後の検証と見直し

のため、基準に示される隔離距離等における交雑の有無

を調査する。

② 試験方法及び成績の概要

花粉親「スズマル」の子葉色黄（優性）と種子親「十

系961号」の子葉色緑（劣性）のキセニアを利用して花

粉親区から距離10ｍ（農水実験指針）と20ｍ（交雑防止

措置基準）の種子親区を４方位に配置して交雑の有無を

調査した。その結果、10ｍ区では３方位で交雑率0.003

～0.004％、20ｍ区で１方位で交雑率0.003％が観察され

た。また 「スズマル」以外の花粉親との交雑と推定さ、

れる交雑が認められその個体からの距離は 短で70ｍと

推定された。

2．豆類新品種育成試験

(1) 道央・道南向けの良質多収耐病性小豆品種の開発強

化

（平成18年～22年）畑作科（十勝農試と共同）

① 目 的：道央・道南向けの良質多収耐病性小豆品種

の開発強化

② 試験方法及び成績の概要

ア 個体選抜試験

F4の６組合せ７集団905個体を選抜した。

イ 系統選抜試験

F5の７組合せ249系統を供試した。成熟期、百粒重、

外観品質等を考慮し、中生～中晩生良質の95系統を選抜

した。

ウ 系統適応性検定試験

十系系統19系統を供試した。収量性、粒大、外観品質

から「十系951号 「十系953号」及び「十系924号」の３」

系統をやや有望とした。

エ 小規模生予試験

中期世代の43系統を供試した。収量性、粒大、外観品

質から「十系989号」など12系統を新十系とした。

オ 茎疫病抵抗性検定試験

茎疫病レース３について20品種系統、レース４につい

て28品種系統を供試した。それぞれ18系統および18系

統を“強”と判定した。

(2) 小豆地域適応性検定試験

（昭和40年～継続）畑作科

① 目 的： 小豆の有望系統について地域適応性を検定

する。

② 試験方法：4系統8品種、乱塊法3反復

③ 成績の概要

播種後の低温で出芽は遅れ、揃いは悪かった。7月上

旬の好天で生育は回復したが、開花期は平年より3日遅

く、その後、高温干ばつ傾向に経過したため、成熟期は

平年より５日早まり、着莢障害により莢数が大きく減少

。「 」 、した 十育156号 ：｢ｻﾎﾛｼｮｳｽﾞ｣比で成熟期は３日遅く

莢数と百粒重は同等だが、一莢内粒数が多く、多収であ

った。評価は「中 「十育151号 ： ｴﾘﾓｼｮｳｽﾞ」比で成」。 」「

、 、 、熟期2日早く 莢数は同等であったが 百粒重やや軽く

子実重89%と低収であった。評価は「やや劣る 「十育1」。

55号 ： ｴﾘﾓｼｮｳｽﾞ」比で成熟期は同程度、莢数はやや少」「

ないが、百粒重やや重く、子実重は同程度であった。評

価は「中 「十育154号 ：｢ｱｶﾈﾀﾞｲﾅｺﾞﾝ｣比で成熟期は同」。 」

等、主茎長やや長く倒伏は無。莢数は少なく、百粒重は

同等、一莢内粒数がやや多く、子実重は97%と同程度。

評価は「中 。」
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(3) 小豆奨励品種決定現地調査

(昭和40年～継続）畑作科

① 目 的：小豆の有望系統について現地における適応

性を検討する。

② 試験方法

７箇所（深川市、岩見沢市、安平町、洞爺湖町、倶知

、 、 、 、 、 、安町 蘭越町 伊達市北村 早来町 倶知安町 蘭越町

洞爺村）において1～3系統2～4品種を供試し、１区10㎡

乱塊法２反復、農家慣行法で試験を実施した。

③ 成績の概要

各地で播種後の低温による出芽の遅れ、生育の停滞が

認めら、開花期は平年より遅れた地域が多かった。7月

下旬以降の高温で生育はすすみ、成熟期は平年並みから

早くなった。茎疫病は伊達市で微発生であった。岩見沢

市はタネバエ被害により試験中止とした 「十育151号」。

は各地とも低収により「劣る 「十育154号」は洞爺湖」、

町で「並」と評価された以外は、低収により「劣る」の

評価であった。

3. 麦類新品種育成試験

(1) 障害耐性に優れる道央以南向け高品質春まき小麦の

選抜強化

（平成14年～18年）畑作科

（病虫科、細胞育種科、農産品質科と共同）

① 目 的： 障害耐性（赤かび病抵抗性、耐穂発芽性）

に優れ、道央以南に向く高品質の春まき小麦品種育成を

強化する。

② 試験方法：交雑による集団育種法による。

③ 成績の概要

ア 道央以南向け交配母本の選定：39品種の耐病性及び

耐穂発芽性、並びに16品種の生産力検定を実施した。

、 、イ 集団淘汰と系統の選抜：集団淘汰は F 23組合せ１

F 23組合せ、F 8組合せ、F 8組合せを供試。穂選２ ３ 4

抜は、F～F 世代21組合せ2,534穂を選抜。葯培養系統選3 6

抜は7組合せを供試、7組合せ15系統を選抜。穂別系統選

抜は13組合せを供試、13組合せ199系統597個体を選抜。

系統選抜は12組合せ62系統186個体を選抜。系統育成は2

6組合せ54系統270個体を選抜。

ウ 葯培養による早期固定：2組合せより約59個体を得

た。

エ 赤かび病抵抗性選抜：15集団の開花期に赤かび病菌

を接種し、発病を助長した。

オ 道央地域における適応性検定：小規模生予は18組合

せ42系統を供試、30系統を廃棄、12系統を継続とし、内

4系統に次年度「北系春」番号を付す。地域適応性検定

試験は13系統と2品種を供試し、1系統を有望、4系統を

再検討と評価。栽培特性検定（施肥試験）及び播種期試

験は中央農試選抜の「北見春67号 「北見春68号」及び」

標準・比較の2品種を供試。耐病性・耐穂発芽性検定試

験は42系統と比較4品種を供試。品質検定は小規模生予

の選抜系統及び交配母本選定試験品種の品質を調査。

(2) 高品質小麦早期開発のための検定・選抜強化

（平成13年～18年）畑作科

（農産品質科、北見農試麦類科と共同）

① 目 的： 各種病害、障害抵抗性選抜と検定を強化す

る。また、育成系統の現地における適応性を検定する。

② 試験方法

ア 育成系統の耐病性検定：北見農試育成系統の耐病性

を無防除で検定する。

イ 育成系統の穂発芽検定：中央農試育成系統の耐穂発

芽性を降雨処理で検定する。

③ 成績の概要

ア 育成系統の耐病性検定：北見農試育成系統58系統の

耐病性を調査し、育成場へ結果を送付した。

イ 育成系統の穂発芽検定：成熟期直前から4回サンプ

リングを行い、15℃7日の降雨処理により耐穂発芽性を

検定した。当場選抜の「北系春789」等が穂発芽に強か

った。

(3) 道産小麦の安全性・安定性向上

（平成16年～18年）畑作科

（遺伝子工学科、細胞育種科、農産品質科、

北見農試麦類科と共同）

① 目 的： 穂発芽、赤かび病、縞萎縮病などの抵抗性

が優れる小麦を開発する。

② 試験方法

ア 赤かび病抵抗性及びマイコトキシン産生抑制型春ま

き小麦の選抜：葯培養によりDH系統を作出し、DNAマー

カーの効果を確認する。

イ 初冬まき適性を有する系統の選抜：赤かび病の回避

に有効な初冬まき栽培に適する品種を開発するため。

ウ 穂発芽耐性の向上による収量・品質安定化技術の開

発促進：23集団から穂を採取し、15℃7日間の降雨処理

を実施。

エ 小麦縞萎縮病抵抗性品種の開発促進：北見農試育成
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小規模生予１年目系統及び標準・比較品種延べ373系統

・品種の小麦縞萎縮病抵抗性検定を行う。伊達市現地圃

場で実施、無反復。

③ 成績の概要

ア 赤かび病抵抗性及びマイコトキシン産生抑制型春ま

き小麦の選抜：F 3組合せを栽植し、葯培養に供した。1

DH系統を散水圃場で栽植し、赤かび病抵抗性の解析に供

した。

イ 初冬まき適性を有する系統の選抜：越冬性で選抜し

た春まき小麦2系統の生産力検定を行い、昨年に引き続

き「北系春779」の越冬率が秋まき小麦並に高くかつ春

まき栽培でも出穂した。春秋交配を行った8組合せを10

月中旬に播種し、越冬性で淘汰した。前年度葯培養の2

組合せから5系統を、穂別系統から2組合せ51系統を選抜

した。F 2組合せを栽植し、葯培養に供した。1

ウ 穂発芽耐性の向上による収量・品質安定化技術の開

発促進：集団からの穂選抜23組合せより1898穂を選抜。

エ 小麦縞萎縮病抵抗性品種の開発促進：病徴の判別が

やや困難であった。黄化型で明らかに縞萎縮病と判断で

きる系統（発病程度甚）は全体の24.4％であった。

(4) 小麦特性検定試験（赤さび病）

（昭和40年～継続）畑作科

① 目 的： 秋まき小麦の育成系統について、赤さび病

抵抗性を検定し、抵抗性品種育成に資する。

② 試験方法

北見農試育成の96系統、北農研育成の28系統、標準・

参考品種7品種を供試した。一区0.6㎡、2区制で、感染

源として「ホクシン」を試験区の周縁に栽植し、無防除

で栽培した。

③ 成績の概要

赤さび病は6月上旬から病徴が進展し、7月上旬に顕著

となった。極強に類別されたのは20系統で、強は33系統

であった。

(5) 小麦系統適応性検定試験

（平成8年～継続）畑作科

① 目 的： 秋まき小麦育成系統の地域適応性を検定す

る。

② 試験方法

北見農試育成の17系統、北農研育成の9系統、標準・

。 、 、比較品種6品種を供試した 一区4.8㎡ 乱塊法2反復で

標準耕種法による。

③ 成績の概要

収量性、耐病性、耐倒伏性等により評価し、有望1系

統、再検討6系統、打切り19系統であった。

(6) 小麦奨励品種決定基本調査

（昭和45年～継続）畑作科

① 目 的： 試験研究機関により育成された有望系統並

びに主要品種について、その特性、生産力、地域適応性

を検定し、奨励品種決定に資する。

② 試験方法

ア 秋まき小麦：北見農試育成の1系統、北農研育成の1

系統、標準・比較品種7品種を供試した。一区9.6㎡、乱

塊法4反復、標準耕種法によるが、9月15日播種。

イ 春まき小麦：北見農試育成の1系統、標準・比較品

種2品種を供試した。一区9.6㎡、乱塊法4反復で、標準

耕種法によるが、4月18日播種。

③ 成績の概要

ア 秋まき小麦： 北見82号」は多収であったが、千粒「

重、リットル重ともに小さく再検討 「北海261号」はパ。

ン用で、収量は「ホクシン」と同程度で再検討。

イ 春まき小麦： 北見春67号」は耐穂発芽性に優れ、D「

ONが低く多収なため有望 「北見春68号」と「北見春69。

号」は耐穂発芽性に優れ高タンパクだが、やや低収なた

め再検討。

(7) 秋播小麦奨励品種決定現地調査

（昭和29年～継続）畑作科

① 目 的： 試験研究機関により育成された有望系統並

びに主要品種について、その現地における地域適応性を

検定し、奨励品種決定に資する。

② 試験方法

伊達市、倶知安町で実施。検定系統は無く、標準・比

較2品種を供試。乱塊法2反復で、耕種法は現地の慣行法

による。

③ 成績の概要

伊達市は縞萎縮病発生発地帯であり 「北見81号」は、

「 」 、 。きたもえ より素原収量はやや優るが 製品率が低い

倶知安町では「北見81号」は「ホクシン」より多収。

(8) 畑作物の地域適応性検定試験（小麦現地）

（平成15年～継続）畑作科

① 目 的： 試験研究機関により育成された有望系統並

びに主要品種について、その地域適応性を検定し、奨励
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品種決定に資する。

② 試験方法

ア 秋まき小麦現地試験：深川市、岩見沢市、千歳市、

安平町で実施。検定系統は無く、標準・比較品種3～5品

種を供試し、乱塊法2反復で、耕種法は現地の慣行法に

よる。

イ 春まき小麦現地試験：北村で実施。北見農試育成の

1系統及び標準・比較品種2品種を供試し、一区10㎡、乱

塊法2反復で、耕種法は慣行法による。

③ 成績の概要

、 。ア 秋まき小麦現地調査：岩見沢市 千歳市は冬損多発

深川市、安平町では「北見81号」が多収で良好な成績で

あった。

イ 春まき小麦現地調査： 北見春67号」は多収だが、「

外観が劣るため「劣る 。」

(9) 春まき小麦の品種選定試験

（平成18年～22年）畑作科

① 目 的： 民間育成系統について、その特性、生産力

および地域適応性を検定し、奨励品種決定に資する。

② 試験方法

ア 生産力検定：供試系統はなく、標準・比較2品種を

供試した。耕種法は「小麦奨励品種決定基本調査」に準

ずる。

イ 耐病性特性検定：ホクレン育成の4系統、標準・比

。 、 。 。較4品種を供試した 一区1.2㎡ 乱塊法2反復 無防除

ウ 穂発芽特性検定：ホクレン育成の4系統、標準・比

較4品種を供試した。一区1.2㎡、反復なし。一区10穂を

サンプリングし、直ちに15℃7日降雨処理を実施。

③ 成績の概要

ア 生産力検定：供試系統ないため省略

イ 耐病性特性検定：赤かび病の発生は平年より遅かっ

たが、発生量は平年並であった。発病程度は、2.0～3.0

に分布した。

ウ 穂発芽特検：全調査日を通じてBW148並の発芽粒率

を示したのは、HN106とHN122の2系統であった。

4. ばれいしょ新品種育成試験

(1) ばれいしょ系統適応性検定試験

（平成9年～継続）畑作科

① 目 的： 北農研及び北見農試で育成した有望系統に

ついて、道央地域における適応性を検定し、新優良品種

決定のための資とする。

② 試験方法

北農研育成7系統、北見農試育成2系統、標準・比較品

種4品種を供試した。一区10.8㎡、乱塊法3反復で、標準

耕種法による。植付期は5月8日。

③ 成績の概要

生食用は8系統を検定した。熟期、収量、でん粉価、

内部品質、食味などから｢北海97号｣ 「勝系13号｣を“並、

（再検討 ”､｢北海94号｣ 「勝系14号｣ 「北系29号」を"） 、 、

やや劣る" 「勝系15、16、17号」を"中止"と評価した。、

｢北海94号｣は新優良品種に認定された。

でん粉原料用では、1系統を検定し、｢北系30号｣をで

ん粉収量が劣るため、"やや劣る"と評価した。

(2) ばれいしょ奨励品種決定現地調査

（昭和42年～継続）畑作科

① 目 的： 北農研及び北見農試で育成した有望系統に

ついて、道央地域の現地における適応性を検定し、新優

良品種決定のための資とする。

② 試験方法

倶知安町八幡で実施。検定系統は無く、標準品種「男

」 、 、 。爵薯 を供試し 乱塊法2反復 耕種法は慣行法による

植付期は5月18日。

③ 成績の概要

７月中旬より疫病が発生し、８月上旬以降は干ばつに

推移した。

(3) ばれいしょ輸入品種等選定試験

（平成8年～12年）畑作科

① 目 的： 有望な輸入品種等について、その特性、生

産力並びに道央地帯における適応性を検定し、新優良品

種の選定に資する。

② 試験方法

ア 生産力検定試験：輸入品種等3系統、標準・比較品

種3品種を供試した。一区10.8㎡、乱塊法3反復、標準耕

種法による。植付期は5月8日。

イ 現地試験：倶知安町で実施。輸入品種等2系統、標

準・比較品種2品種を供試し、乱塊法2反復、耕種法は慣

行法による。植付期は生食用5月18日、加工用5月22日。

③ 成績の概要

ア 生産力検定試験：生食用「HP01」について、熟期は

遅く、白肉で、大粒、多収。でん粉価は著しく低い。評

価は当年は“並（再検討 、累年は"やや有望"。加工用）”

「CP04」は低収で“中止 「HP02」は“並（再検討 。”、 ）”

「HP01」は新優良品種に認定された。

イ 現地試験：生食用「HP01」について、塊茎腐敗が多
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いが多収で“やや有望 。加工用「CP04」は低収で“中”

止 。”

5. てんさい新品種育成試験

(1)てんさい育成系統耐湿性検定試験

（平成12年～18年中止）畑作科

① 目 的： 北農研育成系統の耐湿性を検定し、新優良

品種育成のための資とする。

② 試験方法

、 。 、北農研育成1系統 基準品種4品種を供試 １区5.8㎡

畦間60cm、株間20cm、１区48株。乱塊法4反復。移植期5

月9日。過湿土壌条件維持期間7月21日～8月18日、灌水

処理日は7月21日、7月29日、8月2日、8月7～10日。

移植後低温・多雨に推移したため、活着は良好であ

7 7った 月中旬以降極端な干ばつ傾向に推移したため。 、

月 日以降～ 月 日まで計 回の潅水処理を加え21 8 10 4
た。なお、腐敗要因のうち、根腐病と黒根病に起因する

腐敗を排除するため、ﾓﾝｾﾚﾝ顆粒水和剤を育苗時床土潅

注およびﾓﾝｾﾚﾝ顆粒水和剤＋ﾌﾛﾝｻｲﾄﾞ水和剤を圃場に 回5
散布した。 根部腐敗調査は8月24日に実施し、１区全

株を対象に生理的な腐敗程度を評価した。

③ 成績の概要

腐敗度を主体に腐敗根率を考慮して評価し、｢北海92

号｣は、前年同様に“中”と判定した。本試験は平成18

年度で中止とする。

(2) てんさい育成系統黒根病検定試験

（平成16年～継続）畑作科

① 目 的： 北農研育成系統の黒根病抵抗性を検定し、

新優良品種育成のための資とする。

② 試験方法

、 。 、北農研育成1系統 基準品種4品種を供試 １区5.8㎡

畦間60cm、株間20cm、１区40株。乱塊法4反復。移植期5

月9日。過湿土壌条件維持期間7月22日～8月18日、灌水

処理日は7月22日、8月3日、8月11日、8月14日、8月16～

17日。

、 、移植期は5月9日で 移植後低温・多雨に推移したため

活着は良好であった。7月中旬以降極端な干ばつ傾向に

推移したため、7月22日以降8月17日まで計5回の潅水処

理を加えた。なお、腐敗要因のうち、根腐病に起因する

腐敗を排除するため、ﾓﾝｾﾚﾝ顆粒水和剤を育苗時床土潅

注および5回の圃場散布による防除を行った。

発病程度の調査は8月22日に実施し、１区全株を対象

に黒根病による病害程度を評価した。

③ 成績の概要

原因不特定腐敗根を調査対象から除外し 発病程度(平、

均発病指数)を主体に内部腐敗根率も考慮に入れて評価

した。｢北海92号｣は本年、累年とも“中”と判定した。

(3) てんさい輸入品種現地検定試験・育成系統現地試験

（平成9年～継続、連絡試験）畑作科

① 目 的： 輸入品種及び育成系統について、道央地域

の現地における適応性を検定し、新優良品種決定のため

の資とする。

② 試験方法

真狩村で実施。輸入品種・育成系統4系統、標準・比

較品種2品種を供試。１区面積16㎡、乱塊法3反復。耕種

法は現地の慣行移植栽培による。

③ 成績の概要

｢H-135｣は糖分が高く"やや有望"。｢HT-28｣は、根重・

糖分とも高くやや有望"。｢KWS-4S65｣は根重が高く"やや

有望" 「北海92号」は有利性に乏しく“やや劣る"。｢KW。

S-4S65｣は新優良品種に認定された。

(4) てんさい輸入品種耐湿性検定試験

（昭和61年～18年中止）畑作科

① 目 的： 輸入品種の耐湿性を検定し、新優良品種育

成のための資とする。

② 試験方法

輸入品種3品種、基準品種4品種を供試。その他につい

ては｢(1)てんさい育成系統耐湿性検定試験｣と同じ。

③ 成績の概要

腐敗度を主体に腐敗個体割合を考慮して評価し、｢H-1

35｣は“やや弱”､｢HT-28｣、｢KWS-4S65｣はいずれも"中"

と判定した。本試験は平成18年度で中止とする。

(5) てんさい輸入品種黒根病抵抗性検定試験

（平成16年～継続）畑作科

① 目 的： 輸入品種の黒根病抵抗性を検定し、新優良

品種育成のための資とする。

② 試験方法

輸入品種3品種、基準品種4品種、既存品種1品種を供

試。その他については、｢(2)てんさい育成系統黒根病検

定試験｣と同じ。

③ 成績の概要

原因不特定腐敗根を調査対象から除外し 発病程度(平、

均発病指数)を主体に腐敗根率も考慮に入れて判定。｢KW

S-4S65｣は本年、累年とも“やや強 、｢H-135｣は“中 、” ”

「 」、 “ 。HT-28 ｢きたさやか｣はいずれも やや強と判定した
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6. 特用作物新品種育成試験

(1) そば系統適応性検定試験

（平成15年～継続）畑作科

① 目 的：そば育成系統の地域適応性を検定する。

② 試験方法

北農研育成の普通ソバ4系統、ダッタンソバ1系統、中

信農試育成の普通ソバ1系統、標準・比較品種4品種を供

試した。一区4.8㎡、乱塊法3反復で、標準耕種法による

が、播種は6月5日。

③ 成績の概要

普通そばではやや有望以上と評価された系統はなく、

だったんそば「北海T8号」をやや有望と評価した。

(2) ダッタンソバの安定生産と製品の開発による産地形

成支援

（平成16年～18年）畑作科、農産品質科

（上川農試畑作園芸科、食品加工研究センターと共同）

① 目 的：地産地消の推進、土地利用の高度化、都市

近郊農業の推進などの観点から、ダッタンソバの特産化

を図る。

② 試験方法

ア 品種間差と播種期の検討場内試験：ダッタンソバ1

系統2品種、比較として「キタワセソバ」を供試。播種

期5月上旬～7月上旬に5回、一区4.8㎡、分割区法3反復

で実施。

イ 品種間差と播種期の検討現地試験：江別市で実施。

「北海T8号 「キタワセソバ」を供試。播種期2回、一区」

7.2㎡、分割区法2反復。

ウ 播種量・施肥量の検討： 北系1号」を供試。播種期「

5月中旬 播種量3水準 100～200粒/㎡ 施肥2水準 標、 （ ）、 （

準量、無肥料 。）

エ 収穫適期の検討： 北海T8号」を供試。播種期5月中「

、 （ ）。旬・6月上旬 収穫時期2～3回 子実黒化率70％～100％

③ 成績の概要

ア 品種間差と播種期の検討場内試験：本年は「北海T8

号」の収量は「キタワセソバ」と比較して５月上～中旬

播種が多収で、6月上旬以降は同程度であった。6月中旬

以降の播種期でタデキジラミが発生したが、被害程度は

前2カ年ほど大きくないように観察された。本年は栽培

条件によるルチンの変動は小さかった。

イ 品種間差と播種期の検討現地試験：開花のバラツキ

、 。が大きく 登熟も不斉一で成熟期の判定が困難であった

「北海Ｔ８号」は当地区で十分に栽培可能である。

ウ 播種量・施肥量の検討：播種量が多くなる程草丈は

低くなったが、収量への影響は判然としなかった。無肥

料区は標準施肥区に比べ生育量が少なく、千粒重も低下

したため、低収となった。

エ 収穫適期の検討：成熟粒率70～90％までの範囲で

は、収量およびルチン含量の変動は小さかった。

Ⅱ 栽培法改善試験

(1) 道央水田転作地帯における高品質多収栽培技術の開

発

（平成16年～18年）畑作科、水田・転作科

。① 目 的：大豆畦間への秋まき小麦栽培法を確立する

② 試験方法

、 、 、 。播種期 播種法 窒素施肥量 施肥配分について検討

③ 成績の概要

播種量増と基肥窒素施用により越冬前の茎数が増加し

た。子実重は越冬後窒素量が多いほど多収となった。

(2) パン用春まき小麦有望系統の栽培法確立

（平成18年～19年）畑作科

（上川農試畑作園芸科、北見農試麦類科と共同）

パン用春播小麦の有望系統｢北見春67号」の① 目 的：

高蛋白安定多収栽培法の確立を目指し、肥培管理技術を

検討する。

② 試験方法

試験場所：江別市現地圃場

供試材料：「春よ恋(標準)」､「北見春67号」

2 8,11kgN/10a 、窒素追肥3試験処理：基肥窒素 水準（ ）

水準（開花期以降2%尿素溶液を0､3,4回散布）

③ 成績の概要

ア 耕起・整地法の改善：プラウ耕と越冬後のサブソイ

ラ処理により登熟後半の葉色と子実蛋白が高まった。

イ 大豆畦間への秋まき小麦栽培法の確立：播種量増と

基肥窒素施用により越冬前の茎数が増加した。子実重は

越冬後窒素量が多いほど多収となった。

Ⅲ．新農業資材実用化試験

(1) 畑作関係除草剤・生育調節剤実用化試験

（昭和40年～継続）畑作科

① 目 的： 新除草剤・生育調節剤の実用化について検

討する。
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② 試験方法

1) 秋まき小麦除草剤

(1) 耕種概要：供試品種：｢ホクシン｣、１区面積：8.1

㎡、乱塊法2反復。

2) 薬剤名：RPJ-445ﾌﾛｱﾌﾞﾙ、ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ乳剤､ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ粒剤

2) ばれいしょ生育調節剤

(1) 供試品種：｢トヨシロ｣、｢きたひめ｣。

(2) 薬剤名：ALP-05液剤

③ 成績の概要

1) 秋まき小麦除草剤

除草効果、薬害調査の結果からRPJ-445ﾌﾛｱﾌﾞﾙは適用

性２年目であり“実 、ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ乳剤､ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ粒剤は１年”

目であり“継続”判定。

2) ばれいしょ生育調節剤（萌芽抑制剤）

作用性試験。萌芽の抑制効果から隔週処理は適用性へ

の移行は“不可 、毎週処理は“可”判定。”

(2) 加工用馬鈴しょの長期貯蔵技術の開発

新規萌芽抑制剤試験

カルボンに関する試験

（平成18年～22年）畑作科

① 目 的： 新規萌芽抑制剤について、萌芽抑制効果、

品種間差異並びに品質に及ぼす影響を調査し、農薬登録

のための薬剤処理効果の実用性を明らかにする。

② 試験方法

) 供試資材：生育調節剤 （薬剤名； 、1 Carvone ALP-05
有効成分； ％）D-Carvone 95
) 供試品種：トヨシロ、きたひめ2
) 処理方法： 年 月第１週目( )から薬剤噴霧3 2006 1 1/6
処理を開始、 処理終了。6/9
( )処理区：毎週処理、隔週処理1
( )処理時期と薬量： ﾄﾝ2 15ml/
( )萌芽調査： 月 日より１～２週間毎に萌芽調査3 1 10
を実施。

③ 成績の概要

萌芽抑制効果は、処理開始後2週間程度経つと明らか

に認められるようになった。処理効果に品種間差異も見

られ、毎週処理では「トヨシロ」は４月中旬まで 「き、

たひめ」は５月中旬まで「萌芽長5ミリ以下の塊茎割合

が90％程度以上」の比較的良好な状態で貯蔵できた。

Ⅳ 豆類新優良品種普及促進事業
（昭和 年～継続）畑作科41

① 目 的： 豆類の有望系統について種子増殖を行な

う。

② 実施内容：供試材料：大豆「中育52号 、小豆「十育」

154号 。栽培面積：計40a。」

③ 結果の概要：大豆「中育５２号 ：播種後６月まで低」

温で経過したことから出芽の揃いが悪く欠株が多くなっ

た。７月になり気温が回復したが開花期後の７月下旬か

ら莢伸長期の８中旬まで干ばつ高温で経過したため下葉

の枯れ上がりと着莢障害が観察された。その後、天候は

回復したが、着莢数および一莢内粒数が劣り低収となっ

た。さらに莢先熟などにより登熟が不斉一となり未熟や

。 。しわ粒が多くなり品質も劣った 種子精選後75kgを得た

小豆「十育154号 ：降雨により播種日が隠れ、その後」

低温で経過したことから出芽の揃いが悪く出芽が遅れ

た。７月上旬の好天により生育は回復したが、開花期後

の７月下旬から８中旬の干ばつ高温により着莢障害が発

生し、着莢数および一莢内粒数が著しく劣った。また、

成熟期後も茎葉の乾燥が進まず圃場での乾燥に長期間を

要した。登熟が不斉一であったことから未熟粒や過熟粒

が多く品質は劣った。種子精選後120kgを得た。

果樹関係

Ⅰ 果樹品種改良試験

1. りんご品種改良試験

（昭和 年～継続）果樹科(1) 品種比較 38
① 目 的： りんご導入品種・系統の本道における適応

性を明らかにする。

② 試験方法：

ア 供試品種・系統 26品種・系統

イ 台木 M26・JM7

ウ 供試樹数 2～3樹／品種・系統

③ 成績の概要：

ア 「シナノレッド」他計15品種の特性を「りんごの品

種特性」としてとりまとめ指導参考事項となった。

イ 「あおり９」はこれまででもっとも遅い10月24日に

収穫したところ、前年までと異なり全面に着色し、肉質

の粗さもなく、高糖度で食味は良好であった。

ウ 「きおう｣は落果防止剤を9月12日に散布し、収穫前

落果の発生はほとんどなかった。

2．リンゴ系統特性検定試験

（昭和 年～継続）果樹科50
① 目 的： 独）果樹研究所で育成されたリンゴ系統の（
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特性、主として黒星病抵抗性について検討する。

② 試験方法

ア 検定系統： 盛岡62号 「盛岡63号 「盛岡64号 「盛「 」 」 」

岡65号」

イ 台木・栽植距離・規模：M26、JM1、JM7・5m×3m・1

系統あたり3樹

ウ 検定条件：6月以降は殺菌剤散布を行わず、その他

は標準的な管理を行った。接種検定は7月5日に1.0×105

個/mlの黒星病菌懸濁胞子を接種し、8月14日に発病調査

をおこなった。自然発病検定は8月14日に発病調査をお

こなった。

③ 成績の概要

ア 接種検定では「盛岡63号 「盛岡64号」に胞子形成」

が見られ 「盛岡62号 「盛岡65号」は胞子は形成するが、 」

病班は拡大しなかった。

イ 各系統の自然発病検定では「盛岡62～64号」で発病

が見られた 「盛岡65号」では発病は見られなかった。。

3. ぶどう新品種育成試験

(1) 品種特性調査

（平成 ～平成 年）果樹科15 22
① 目 的： 国内、国外から導入したぶどう品種・系統

について、北海道での特性を調査する。

② 試験方法

供試品種・系統：果樹研ブドウ・カキ研究部育成3系

統 福岡県育成3系統(以上生食用 山梨県育成5系統(生、 ）、

食用3系統、醸造用2系統 、ロシア導入4品種）

③ 成績の概要

生育相、樹体生育について調査を行い、結実した品種

・系統については果実品質を調査した。

4．おうとう品種改良試験

（平成 年～継続）果樹科2
① 目 的： 本道に適した大玉で良品質の優良な品種を

育成する。

② 試験方法

ア 育種目標：大玉、耐寒性、良食味、自家結実性

イ 交配実生の中から有望な個体を選抜する

③ 成績の概要

ア 「南陽」×「紅さやか 「南陽」×「紅秀峰」の交」、

配を行った。

イ 本年度結実した実生51個体について調査を行い、１

個体を1次選抜した。また、全体で216個体を淘汰した。

ウ 2次選抜供試個体は 「15-37（南陽×天香錦 」が初、 ）

結実した。この個体に結実は認められなかった。

5．果樹（オウトウ）系統適応性検定試験

（平成 年～継続）果樹科3
① 目 的： 山形県農業総合研究センター農業生産技術

試験場（指定試験）において育成した系統について、寒

冷地における適応性を検討する。

② 試験方法

ア 供試系統： 山形C3号 「山形C6号 「山形C7号 「山「 」 」 」

形C8号 「山形C9号」」

イ 対照品種： 紅さやか 早生 北光 佐藤錦 中「 」（ ）、「 」「 」（

生 「南陽 「紅秀峰 （晩生））、 」 」

ウ 台 木：アオバザクラ

③ 成績の概要

ア 「山形C3号」をほ場に定植した。

イ 「山形C6号」は果実が小さく、着色不良であった。

凍害の発生が認められた。

ウ 「山形C7号」は果実が大きく、食味良好であった。

凍害および裂果の発生が認められた。

エ 「山形C8号」は異系統混入の可能性があるため、再

度穂木の配布を受け、苗木を養成した。

オ 「山形C9号」は着色前から裂果が多発した。果肉硬

く、甘酸強い。

6．果樹地域適応性検定試験

（昭和 年～継続）果樹科56
① 目 的： 選抜された有望系統・品種の道内各地にお

ける適応性を明らかにする。

② 試験方法：

ア 試験場所と供試樹種

中央農試：りんご、おうとう、生食用ぶどう、西洋なし

余市町：りんご、おうとう、西洋なし

仁木町：生食用ぶどう

深川市：りんご、おうとう、生食用ぶどう

イ 供試系統・品種

りんご： HC18 「昂林 「紅将軍 「きたろう」「 」 」 」

おうとう： CHC4 「CHC5 「CHC6 「CHC7 「CHC8」「 」 」 」 」

生食用ぶどう： GHC1 「GHC2」「 」

「 」「 」「 」「 」西洋なし： 札幌1号 札幌2号 札幌3号 オーロラ

ウ 調査項目 生態、樹体生育、収量、果実品質など

③ 成績の概要

ア りんご： HC18」は 「つがる」に比べ、樹体の生育「

は旺盛で、収量は並み～多かった。糖度は高く、食味良

好であった。裂果の発生が認められた 「昻林 「紅将。 」、

軍」は着色良く、外観良好。蜜が良く入り、食味良好で

あった 「きたろう」は黄色りんごであるが、やや着色。
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が多かった。つる割れ、サビの発生が認められた。

イ おうとう： CHC4～7」を圃場に定植し、樹体生育調「

査を行った 「CHC8」は中止した。。

ウ 生食用ぶどう：果実は一部で結実した。樹体調査を

行った。

エ 西洋なし：中央農試で「札幌1号」が初結実した。

果実品質は果汁が多く、食味も良好であった。

7. 特産果樹品種比較試験

（昭和 年～継続）果樹科38
① 目 的： 国内・国外から導入した西洋なし、ブルー

ベリー、プルーン品種について、本道における適応性を

明らかにする。

② 試験方法

ア 供試品種数

西洋なし：23品種・系統

ブルーベリー：23品種

プルーン：12品種

イ 調査項目：生態、樹体生育、収量、果実品質

③ 成績の概要

ア 西洋なし： Reimerred 「Rosired 「Cascade」を新「 」 」

たに定植した 「カリフォルニア」は10/11収穫果は果肉。

に溶質と硬い部位が混在し、それ以降の収穫では正常に

追熟しなかった。

イ ブルーベリー：花芽の凍害は「ブルーヘブン」で多

かった。開花期に例年見られない灰色かび病が発生し、

「ジューン 「ノースブルー」で被害が大きかった。果」

実重は「ハリソン」が2.5gで も大きかった。

ウ プルーン： プレジデント 「ベイラー 「マジョリ「 」 」

ース 「ニューシュガー 「スタンレイ」の収量が多かっ」 」

た 「トレジディー」でサビ 「ニューシュガー」で裂果。 、

の発生が目立った。

8．果樹わい性台木の特性調査

（昭和 年～継続）果樹科55
① 目 的： 国の内外で育成された台木の特性と本道に

おける適応性を明らかにする。

② 試験方法

ア りんご

試験1 新品種に対するJM系台木の特性

穂品種： マオイ 「ひめかみ 「きたろう 「紅将軍」「 」 」 」

「昂林」

供試台木： JM１ 「JM7」「 」

試験2 道内主要品種に対する「青台3」の特性

イ おうとう

供試台木： DS4 、コルト（対照）「 」

穂品種： 佐藤錦 「紅秀峰」「 」

ウ 西洋なし

供試台木： クインスA （中間台：オールドホーム 、「 」 ）

マンシュウマメナシ（対照） 穂品種数：4

③ 成績の概要

ア 各供試樹は順調に生育し、一部品種では結実が見ら

れた。

。「 」イ おうとう：樹体調査・収量調査を行った 紅秀峰

は降雨による裂果のため収穫がなかった。

ウ 西洋なし：接ぎ木部の接合状態はいづれの穂品種で

も良好であったが、樹の安定度は「クインスA」台がマ

ンシュウマメナシ台に比べ、劣っていた。

Ⅱ 果樹栽培法改善試験

1. 西洋なし「オーロラ」の安定栽培技術

（平成17年～21年）果樹科

① 目 的： 西洋なし「オーロラ」の早期成木化及び花

芽着生安定技術について検討する。

② 試験方法

ア 早期成木化技術

台木種類（3種類 、接ぎ木方法（3種類））

イ 花芽着生安定技術

着果量（4水準 、着果管理法（6処理））

枝梢管理技術（3種類）

③ 成績の概要

ア 移植の有無では、新梢伸長量は移植した場合、無移

植に比べ少なかった。

イ １果当頂芽数と翌年頂花芽率の関係は特に認められ

なかった。

ウ 前年の2年枝に着生する頂花芽数は、枝長が長い方

が多くなる場合が認められた。

Ⅲ 新農業資材実用化試験

1．果樹関係除草剤・生育調節剤実用化試験

（平成18年）果樹科

① 目 的： 新除草剤・生育調節剤の実用化について検

討する。

② 試験方法

1)りんご除草剤

(1)耕種概要：供試品種：｢さんさ｣等、１区面積：4㎡、

2反復。
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(2)薬剤名：ZK-122液剤

2)ぶどう除草剤

(1)耕種概要：供試品種：｢セイベル13053｣等、１区面積

：4㎡、2反復。

(2)薬剤名：ZK-122液剤

3)りんご生育調節剤

(1)使用目的：収穫前落果防止

(2)供試品種： つがる」「

(3)薬剤名：AKD-8152水溶剤

(4)処理方法：側枝別処理

(5)処理時期：収穫開始予定21～７日前(１回処理)、同2

1～14日前および７～10日前（２回処理)

(6)処理濃度：1000倍、2000倍

③ 成績の概要

1)りんご除草剤

除草効果、薬害調査の結果からZK-122液剤は実用的と

判断され指導参考事項となった。

2)ぶどう除草剤

除草効果、薬害調査の結果からZK-122液剤は実用的と

判断され指導参考事項となった。

3)りんご生育調節剤

2000倍１回処理では効果が劣ったが、いずれの処理で

も収穫前落果防止効果が認められた。

生産研究部

Ⅰ 水稲品種改良試験

1. 中晩生耐病性品種の育成試験

（昭和 年～継続）水田・転作科31
① 目 的： 本道中央部は、初期生育が不良でいもち病

。 、 、が多発しやすい生育環境にある このため 耐冷良質で

なおかつ初期生育が旺盛でいもち病耐病性を具備した道

央地帯向けの中晩生品種を育成する。

② 試験方法：集団育種法および系統育種法に従う。

③ 成績の概要

交 配： 早生化、良質化、食味向上、多収化、耐冷

性および耐病性の強化などを目的に 組合せの交配を61
温湯除雄法により行った。

養成：本年度交配した 組合せを、 月から温F1 48 11
室で養成し、平成 年 月下旬に収穫した。18 2

集団養成：平成 年度交配の 組合せを、道南農試16 71
大型温室において二～三期栽培により ～ の世代F2 F3

促進を行い、集団採種した。

個体選抜：普通圃場において ～ 世代 組合せ、F2 F3 23
個体を供試し、 個体を選抜した。59,470 800

穂別系統選抜試験： 世代 組合せ、 系統をF4 18 12,740
供試し、 組合せ 系統を選抜した。18 200

系統選抜試験： ～ 、 世代 組合せ 系統F4 F5 A2 5 225
を供試し、 組合せ 系統を選抜した。5 40
系統養成：生産力予備試験以降の全系統について系統

養成を行った。 組合せ 系統群を供試し、 組合34 273 12
せ 系統群を選抜した。系統群内系統数は生予 、生27 3
本 、奨予 、奨本 。5 10 10
育成系統生産力検定予備試験： ～ 世代 組合F5 F7 23

せ 系統を供試した（標準区法１区制 。熟期、立毛240 ）

観察、特性検定試験結果、収量、玄米品質、食味特性等

を考慮して 組合せ 系統を選抜した。8 23
育成系統生産力本試験： ～ 世代 組合せ 系F6 F7 8 30

統を供試した（施肥基準 水準、各 区制 。熟期、立2 2 ）

毛観察、特性検定試験結果、収量、玄米品質、食味特性

等を考慮して 組合せ 系統を選抜した。1 1
育成系統特性検定試験：生産力予備試験以降の全系統

を供試して、次の試験を実施した。

ア 畑晩播による葉いもち検定試験

イ 多肥栽培による穂いもち検定試験

ウ 中期冷水掛け流しによる耐冷性検定試験

エ 白米の理化学特性の検定

④ 以上の結果有望と認められた「空系 」に「空04063
育酒 号」の地方番号を付し、平成 年度に各試験174 19
機関に配付する。

171 172 173⑤ 配付中の系統： 空育 号 空育 号 空育「 」「 」「

号」を配付し、全系統を継続検討することとした。

2. 高品位米品種の開発促進

(6) 食味検定

（平成 年～ 年）水田・転作科13 19
① 目 的： 良質耐冷性高品位品種を開発するために、

。 、多数の育成系統に対する効率的な食味選抜を行う また

有望系統については実需者評価を実施する。

② 試験方法

個体選抜および穂別系統試験には、アミロース含有率

および蛋白質含有率による選抜を行った。穂別系統選抜

ではプリンカップにより白米 ｇによる極少量炊飯、10
系統選抜においては、 ｇ程度の少量炊飯、生産力予100
備試験および生産力本試験では 点法による食味官能試5
験を行った。

③ 成績の概要
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アミロース含有率および蛋白質含有率を個体選抜試験

以降の 点について測定した。また、極少量炊飯は5,950
点。少量炊飯は 点。食味官能試験は 点につ500 50 194

。「 」「 」「 」いて行った 空育 号 空育 号 空育 号171 172 173
について日本穀物検定協会による実需者評価を行った。

3. 新たな価値創出のための高付加価値型稲品種の選抜

強化

（平成 年～ 年）水田・転作科15 20
① 目 的： 新規需要開拓を可能とする特徴的で多様

な特性を持った稲品種を開発し 「生産者や地域の創意、

・工夫を生かしながら多様な需要に対応する産地形成」

政策推進のための具体的素材とすることにより、北海道

稲作の新たな価値創出に寄与することを目的とする。

② 試験方法

ア 機能性を備えた米品種の選抜強化：病対食に対応す

る品種育成を目的とした交配および系統選抜を実施す

る。

イ 高付加価値加工用品種の選抜強化：特徴的な物性を

備えたもち米（難硬化性および高硬化性をもつもち米）

品種育成を目的とした交配および系統選抜を実施する。

ウ 製パン適性に優れた米粉用品種の選抜強化：製パン

適性に優れる品種育成を目的とした交配および系統選抜

を実施する。

③ 成績の概要

ア 機能性を備えた米品種の選抜強化

高アミロース系統「空育138号」を母本とした交配を

行った。また、低グルテリン・低グロブリン・低アミロ

ース系統「関東230号」を母本とした交配を行った。

空育 号の血糖値上昇抑制効果を確認するため 「ほ138 、

しのゆめ」との比較試験を行った。

イ 高付加価値加工用品種の選抜強化

難硬化性を目的とした交配材料は現在、道南農試にお

いて世代促進を行っている。高硬化性を目的に粳×糯の

２組合せについて玄米による糯選別を実施。１組合せを

個体選抜に供試。圃場選抜個体について４Ｍ尿素による

簡易検定を実施した。4Ｍ尿素による簡易検定結果と糯

硬化性を確認したところ、着色程度により硬化性が評価

できる可能性が示唆された

ウ 製パン適性に優れた米粉用品種の選抜強化

製粉性に優れると考えられる系統の育成を目的に北海

道農業研究センター育成の粉質系統北海303号を母材と

した交配を行った。札系03062（北海303号）を母本とし

た雑種後代において個体選抜を実施し、粉質を示した個

体を選抜した

4. 水稲直播用高品質良食味系統の選抜強化

(2) 育成系統の直播栽培による地域適応性検定試験

（平成 年～ 年）水田・転作科16 20
① 目 的： 上川農業試験場で育成された系統につい

て、直播栽培による生産力検定試験を行い道央地帯にお

ける適応性を検定し、有望系統選抜の資とする。

② 試験方法

（ ） 、 、落水出芽法 シーダーテープ利用 により 系統11
比較 品種を供試した（条間 ㎝× 条× ｍ、反2 20 6 2.5
復無し 。播種日 月 日。） 5 17
③ 成績の概要

播種直後は好天に恵まれ、苗立ちは平年並に確保でき

た。6月以降は低温寡照で経過したため、初期の生育は

不良であった。その後天候は回復し、不稔発生等の被害

はみられなかった。出穂期以降の天候も良好で登熟は順

調に進んだ。9月上旬の降雨および台風の接近により倒

伏被害がみられたが、被害程度は小さかった。本年度の

供試系統は、出穂期、成熟期がかなり遅い系統がみられ

た。緑系05201は収量性があり有望と考えられた。

5. 水稲系統適応性検定試験

（昭和 年～継続）水田・転作科31
① 目 的： 北海道農業研究センターならびに上川農業

試験場（指定試験）等で育成した有望系統について、道

、 。央地帯における適応性を検定し 新品種育成の資とする

② 試験方法

26 22当場標準耕種法により、北農試 系統、上川農試

系統、比較 品種を供試した（ 区 ㎡、反復無し 。8 1 3.2 ）

播種日 月 日、移植日 月 日。4 21 5 23
③ 成績の概要

有望と認められた系統は北海道農研依頼系統では「札

系06071 。上川農試依頼系統では「上系糯05277」であ」

った。結果は、具体的数値を付して育成地に報告した。

6. 水稲特性検定試験（穂いもち）

（昭和 年～継続）水田・転作科28
① 目 的： 北海道農業研究センターならびに上川農業

試験場（指定試験）で育成した有望系統について穂いも

ち耐病性を検定し系統選抜ならびに奨励品種決定の資と

する。

② 試験方法

いもち病常発水田において、多肥栽培で実施。発病均

一化のために 月中旬にレース の罹病苗を誘発源区7 037
に植えこんだ。
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③ 成績の概要

罹病苗移植後は曇天あるいは降雨日が続き、誘発源の

葉いもちの初発は7月 日であった、その後も夜間に10
降雨のある日が続き、葉いもちの進展は急激に進んだ。

7月下旬には葉いもちは試験区全体に広がり、発病程度

もかなり高かった。枝梗いもちの初発は8月8日、穂首い

もちの初発は8月 日であった。しかし、その後は、14
高温少雨傾向が続き、いもち病の蔓延、病徴の進展は緩

慢となった。そのため、本年の穂いもちの発生程度は、

平年並であった。

判定の結果、やや強あるいは強に判定された系統は、

北海道農業研究センター育成材料では11系統、上川農試

育成材料は7系統であった。また、真性抵抗性と思われ

る系統が2系統あった。結果は、具体的数値を付して育

成地に報告した。

7. 水稲奨励品種決定基本調査

（昭和 年～継続）水田・転作科29
① 目 的： 道内各試験機関で育成した有望系統の特

性、生産力及び地域適応性を明らかにし、奨励品種決定

の資とする。

② 試験方法

粳 系統、 品種、糯 系統、 品種供試。グライ15 12 3 2
土水田施肥量 水準で実施。乱塊法 反復。湛水直播栽2 2
培：粳 系統、 品種 、グライ土水田で実施。1 2
③ 成績の概要

継続または有望と認められた系統は次のとおり。

奨予系統・・・空育 号、上育 号173 455
1 171 172 453奨本 年目 ・・空育 号 空育 号 上育、 、

号、北海 号、北海飼 号302 304
奨本 年目以上 ・・ 北海 号、上育糯 号、2 299 450

上育糯 号451

8. 水稲奨励品種決定現地調査

（昭和 年～継続）水田・転作科29
① 目 的： 道内各試験機関で育成した有望な系統につ

いて、地域適応性と生産力を調査し、奨励品種並びにそ

の普及範囲決定の資とする。

② 試験方法

空知 カ所、石狩 カ所、後志 カ所、胆振 カ所、7 2 1 1
2 13 8 9日高 カ所、計 カ所において移植： 系統、比較

品種、直播：比較 品種について熟期を考慮して配付し3
。 。て実施した 栽培法は当該地域の標準的な慣行法による

原則として施肥量 水準、 反復。2 2
③ 成績の概要

供試系統に対する評価は次のとおりである。

9. 水稲新優良品種普及促進事業

（昭和 年～継続）水田・転作科42
① 目 的： 新品種を早急に普及するため、有望系統の

種子を予備増殖する。

② 試験方法

451当場標準耕種法により、中苗マット苗で「上育糯

号」 栽培した。200a
③ 成績の概要

育苗前半は低温に経過したが、後半は気温が上がり、

苗質は平年並であった。移植後の天候は低温に経過し、

初期生育は不良であった。 月上旬は低温に経過したが7
。 、不稔の発生は少なかった 月中旬以降は天候が回復し7

生育の遅れを取り戻した。 月以降の高温で登熟は順調8
に進んだ。 月 日にバインダーで収穫し、 月 日9 15 10 6
に脱穀した。全粗籾収量は ㎏、配布可能精籾収量1,050
は ㎏。768

Ⅱ 有機農業技術開発

1. 水稲の有機栽培における生産安定化

(平成16～18年)機械科、水田・転作科、総合防除科

① 目 的： 雑草発生量や土壌条件に応じた除草機の利

用方法、発生予察情報に基づくイネドロオイムシの機械

防除技術の効果と利用法を明らかにする。

② 試験方法

ア 供試機（除草）･･･強制駆動式除草ロータ、強制駆

動式揺動タイン、自転式カゴロータ・タインドロオイム

シ機(防除)･･･回転ゴム板と回収網によるすくい取り方

式、除草機のアタッチメント

( )イ 試験場所･･･中央農試場内圃場 岩見沢試験地

ウ 調査項目･･･作業前後の雑草量、土壌硬度、作用深

さ、作業前後の齢期別イネドロオイムシ密度、収量

系統評価一覧表

◎ ○ △ ×
上育糯450号 移植 2 1 1
上育糯451号 移植 2 1 1
空育171号 移植 13 3 10
上育453号 移植 13 3 10
北海300号 移植 13 3 10
北海302号 移植 13 3 8 2
空育172号 移植 3 1 2
北海飼304号 移植 1 1

評価
栽培 供試数
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③ 成績の概要

ア 作業速度は0.41～0.53m/sで、作業効率（作業時間

中 旋回・停止などを除いた除草作業時間の割合 は43.、 ）

6～72.5％であった。藻の大量発生で除草作業に支障を

生じた6/13美唄の例を除き 10a当りの作業所要時間は0.、

33～0.47hであった。

イ 水深が深いほど除草処理効果は高いが、作業性が低

下するので水深5cm程度が 適であった。

ウ 土壌中のタインの作用深度は で除草効果が4cm
も高かった。

エ 7月上、中旬での雑草量を減収率が5％となる量に抑

制するには、移植後10～15日後から10日間隔で3回行う

必要があった。また、2回代かきと併用した場合には

低1回処理することが望ましい。

オ 防除機構を装着した乗用管理機による機械防除後、

42 14イネドロオイムシの幼虫数は処理前と比べ ％±

％に減少し、防除効果が認められた。幼虫齢期が進むほ

ど防除効果は大きくなり、若齢幼虫の に比べ老齢52%
幼虫では処理後の幼虫密度が ％に減少した。同時期29
の処理だと草丈の高い方が防除効果が大きくなる傾向に

あった。処理回数による防除効果の違いは特に認められ

なかった。幼穂形成期 日後の処理では防除効果は大10
きくなるが茎葉の“折れ”などの損傷が増えて、それに

ともない精玄米収量も低下する危険性も高まった。その

ため、機械防除は幼穂形成期頃に実施するのが望ましい

と考えられた。

2. 有機農業の経営的な成立要因の解明

（平成 年～ 年）経営科16 18
① 目 的： 経済的な視点から有機農業の成立条件を整

、 。理し 有機農業の導入による経営安定化方策を提案する

② 試験方法：

ア 有機たまねぎの生産費調査

イ 有機たまねぎの損益分岐点収量の解明

ウ 数理計画法による経営モデルの分析

エ 法による産地作りのポイントDEMATEL
③ 成績の概要

ア 有機たまねぎの生産に要した費用から以下を指摘で

きる。①肥料費は、発酵鶏ふん等の有機物を多量に施用

することから、上昇していた。ただし、農協を窓口に有

機物を大量にまとめて購入することで、購入単価を低減

させていた。②農業薬剤費は、化学合成農薬を使用しな

いため生じていなかった。ただし、植物活性を図る目的

で葉面散布資材を使用するため、資材費が上昇している

他、除草剤を使用しないことから、除草時間が増加して

いた。③農機具費は、収穫以降の衛生面に配慮し、有機

専用のコンテナを保有するため上昇していた。④公課諸

負担は、ＪＡＳの認定・検査等に伴い上昇していた。⑤

生産管理費は、研修会等の参加費用を反映して上昇して

いた。⑥労働費は、慣行栽培の４倍となる除草作業を始

めとした労働時間の増加に伴い上昇していた。以上を反

映して、たまねぎ有機農業の費用は、通常の水準を1.3

倍程度上回っていた。

イ 有機たまねぎの平均的な価格水準（81.0円／kg）で

あるならば、4,340kg／10ａの販売量を確保できると家

。 、族労賃を含む生産費を補填することが可能になる 一方

平均的な市場価格(62.4円／kg）では、4,398kg／10ａの

販売量を確保しないと、物財費と雇用労賃を購えないこ

とが判明した。そのため、新たにたまねぎの有機農業に

取り組む際には、価格下落のリスクを考慮して 低限4,

400kg／10ａ以上の販売量を実現し、物財費と雇用労賃

を補填するとともに、所得形成に向けて更なる収量と販

売価格の向上に努める必要がある。その際、販売量の向

上策として、消費者との交流を通じた規格の緩和を図る

ことで、製品歩留りを高めることが有効になる。

ウ Ａ産地の実態に基づく経営モデルの分析から以下を

指摘できる。①有機農業の導入初期は、大幅な減収に直

面することも多く、有機農業の導入による所得増加は実

現しにくい。そのため、小面積の栽培に留めて技術の形

成を図ることが、減収のリスクを緩和することになる。

②経営内で技術を確立させ、生産性を安定させると、有

機農業の導入による所得増効果が明瞭になり、経営の安

定性が高まる。また、③更なる収量や販売価格の向上に

努めることは、所得の増加と経営の安定化に貢献するこ

とになる。その際、市場価格の変動に影響されない取引

関係を形成することが、経営の安定化をもたらす条件と

なる。

エ 有機農業をはじめとする環境保全型農業に取り組む

ことにより、経営の安定化を実現するためには、栽培技

術の向上等の経営内部における管理の高度化を図るだけ

ではなく、通常、外部与件とされる資材コストや販売価

、 、格に対して 産地形成による組織的な対応を採ることで

その改善を図ることが必要とされる。

Ⅲ 水稲直播栽培研究

1. 不耕起乾田直播による水稲の超省力栽培技術の確立

（平成 年～ 年）水田・転作科16 18
① 目 的： 初期生育の良い上川中央部における不耕起
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直播栽培導入指針は作成されたが、適応地域の拡大、効

率的な施肥法と雑草防除法などの課題が残されており、

これらの解決を図り技術の体系化を図る。

② 試験方法

ア 不耕起圃場の雑草発生実態の調査と効率的除草方

法の開発

イ 播種精度に及ぼす土壌条件の解析と高度苗立ち安

定化水管理指針の策定

供試圃場･･･岩見沢試験地場内 圃場2
種子予措試験･･･乾籾、浸種のみ、催芽

ウ 不耕起直播水稲の生育特性および地域適応性の解

析

供試品種･･･ほしまる、大地の星

ほしのゆめ、ななつぼし、

エ 不耕起直播水稲の収量性・品質向上のための効率

的施肥技術の開発

供試品種･･･大地の星、ほしまる

窒素施肥･･･緩効性被覆尿素 種、追肥の有無4
③ 成績の概要

ア 「大地の星」は出穂は早く多収であるが成熟期は中

生品種「ほしのゆめ 「ななつぼし」並みで遅く 「ほし」 、

」 。まる は早生で熟期が早く収量も中生品種並みであった

イ 浸種籾の苗立ち率は、催芽籾よりも高く、乾籾が

も低かった。

ウ 除草では一発処理剤が有効であった。その使用方法

として、播種後の土壌処理剤と組み合わせた体系処理で

効果が高かった。しかし、その前提として給水無しで一

定期間、湛水条件が維持できる必要がある。

エ 基肥 ㎏ に幼穂形成期に ㎏ 追肥するとN8 /10a 2 /10a
増収効果が高かった。溶出のより早いタイプの緩効性肥

料の方が初期生育は優り、収量に対する効果は判然とし

なかったが、精米蛋白含有率が低い傾向にあった。

2. 不耕起乾田直播栽培経営の実態と技術の体系化及び

経営経済的評価

（平成 ～ 年）経営科16 18
① 目 的： 大規模水田作経営における不耕起乾田直播

栽培の意義と定着にむけた課題を明らかにする。

② 試験方法

ア 水稲・畑作経営における直播栽培導入目的と不耕起

乾田直播栽培の特性の関係の検討

イ 不耕起乾田直播栽培の定着にむけた課題の聞き取り

調査

ウ 不耕起乾田直播栽培の物財費を対象としたＡＢＣ分

析

③ 成績の概要

ア 不耕起乾田直播栽培技術の特性は、規模拡大意欲が

。 、高い水稲・畑作経営の経営戦略に合致する このように

不耕起乾田直播栽培は、将来的な農地集積の中核となる

経営の展開に貢献しうることから、農地遊休化を回避す

る有力な方策になると考えられた。

イ 水稲・畑作経営の経営展開とコスト管理からみる

と、不耕起乾田直播栽培の定着に向けた課題は、①市場

評価の高い早生品種の導入、②播種日を柔軟に変更でき

、 。る播種技術の開発 ③効率的な除草体系の確立であった

Ⅳ 遺伝子組換え作物交雑等防止事業

（イネ）
（平成 ～ 年）水田・転作科18 20

① 目 的： 「遺伝子組換え作物の栽培等による交雑等

の防止に関する条例」の交雑防止措置基準に示される隔

離距離等における交雑の有無を調査するとともに、交雑

に関連する要因について調査し、検証に必要なデータを

蓄積する。

② 試験方法：供試材料の養成、もち品種「はくちょう

もち」

ア 種籾を籾摺り後、もち粒のみ選抜。

、 、 、 。イ 播種期は 月 日 月 日に同時移植4 14 21 30 5 24
ウ 圃場からポットへの株あげは 月 日。 月 日7 13 7 14
～ 月 日まで冷水田に配置。7 31
エ 処理： 月 日に未出穂ポットを、通常の風上側南8 1
方からみて水稲栽培圃場の 岩見沢試験地 ほ2m 26m、 （ 、「

しのゆめ 「ななつぼし」他 、 （花粉源圃場から」 ） 150m
の 短距離 および 同 短距離 現106m 300m 106m） （ ）（

4 22 25地農家圃場 ほしのゆめ 離れた 地点に 各区 ～「 」） 、

ポット× 反復を 月 日まで配置した。3 8 24
オ．調査： 粒程度の籾殻をむき、もち個体を確認後、3
脱穀、籾摺りし、目視観察によりうるち粒の調査を行っ

SSR PCRた。さらに、うるち粒の花粉親を マーカーの

増幅断片の長さの品種開差異により 「ほしのゆめ」と、

その他うるち品種に分類した。

③ 成績の概要

ア 供試材料の出穂期は、花粉源圃場より ～ 日遅い1 2
にすぎず、十分近接していた。

イ 供試材料の不稔歩合は ～ ％であった。21.8 28.0
ウ 各距離地点で計 ～ 粒が得られた。51,003 56,937
エ うるち・もち粒の外観調査を行った結果、外観によ

るうるち粒の混入比率は ： ％、 ： ％、2m 1.14 26m 0.53
： ％、 ： ％であった。150m 0.07 300m 0.03

オ マーカーによる分析の結果、交雑率は 区PCR 150m
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では ％で、 区（ 短 ）では ％が0.068 300m 237m 0.024
認められ、一部に花粉親が特定できない粒があった。

Ⅴ 多様なニーズに対応した品種の開

発と栽培技術の確立

1．食味ランキング特A米生産のための技術開発と多様な

米産地の形成支援

(2) 業務用良食味米品種の開発

（平成 年～ 年）水田・転作科17 20
① 目 的： 北海道には値頃感があり安定供給が可能な

ため、その 割が業務用に用いられている。しかし、府6
県産米との価格競争が激化しており、北海道のシェアを

維持するには用途別に高品質で競争力のある品種が必要

である。具体的には、大ロットで高品質な米の安定供給

を可能にするため、良食味、収量性、耐冷性を備えた品

種を作出する。

② 試験方法： 集団育種法および系統育種法に従う。

③ 成績の概要

交配： 組合せの交配を温湯除雄法により行った。38
養成：本年度交配した 組合せを、 月から温室F1 30 11

で養成し、平成 年 月下旬に収穫した。19 2
集団養成：平成 年度交配の 組合せを、道南農試大18 12
型温室において二～三期栽培により ～ の世代促F2 F3
進を行い、集団採種した。

F3 12 2,888個体選抜：普通圃場において 世代 組合せ、

個体を供試し、 個体を選抜した。750
穂別系統選抜試験： 世代 組合せ、 系統を供F4 18 12,740
試し、 組合せ 系統を選抜した。18 200
系統選抜試験： ～ 、 世代 組合せ 系統をF4 F5 A2 5 225
供試し、 組合せ 系統を選抜した。5 40
育成系統生産力検定予備試験： ～ 世代 組合せF6 F8 21

系統を供試した（標準区法１区制 。熟期、立毛観199 ）

察、特性検定試験結果、収量、玄米品質、食味特性等を

考慮して 組合せ 系統を選抜した。6 15
育成系統生産力本試験： ～ 世代 組合せ 系統F6 F8 9 29
を供試した（施肥基準 水準、各 区制 。熟期、立毛2 2 ）

観察、特性検定試験結果、収量、玄米品質、食味特性等

を考慮した結果、本年の選抜系統はなかった。

(4) 食味ランキング特A産地形成のための肥培管理技術

の確立

（平成 年～ 年）水田・転作科16 20
① 目 的： 北海道における特 米産地形成を支援すA

るため、主に「ななつぼし」を用いて精米タンパク質含

有率を慣行より ～ ％低下させる各種技術開発と0.5 1.0
。 、 。技術体系化を行う また 胴切粒の発生要因解析を行う

② 試験方法

ア 試験圃場：岩見沢試験地水田圃場、現地農家圃場

（深川市 農家）8
イ 農試試験処理：ケイ酸追肥、栽植密度、

耕起条件、移植時期、登熟条件他

ウ 供試品種：ほしのゆめ、ななつぼし

③ 成績の概要

ア 胴切粒は、平均気温 ℃以下で多発し、 次分げ19 2
、 、つ＞ 次分げつ＞主稈 次枝梗＞ 次枝梗の順に多く1 2 1

低温による子実縦伸長増加に対する籾殻長の制限が原因

と推察される。また、低温遭遇は、 出穂揃いから 日10
間（特に出穂 ～ 日後頃）の低温が重要と考えられ、3 4
さらに出穂前の日照不足は、籾殻の生育を抑制し、胴切

粒発生を助長した。

イ 調製について、篩目が大きくなると胴切米の比率が

低下し、篩目 以上の場合には胴切粒（甚）を概2.0mm
ね取り除けた。胴切粒は炊飯により炊飯米が「くの字」

に曲がった。

ウ 成苗密植栽培では、栽植密度が高いほど増収した。

白米タンパク質含有率は全ての区で比較的低かったが、

密植でやや低下する傾向にあった。

エ 浅耕と窒素追肥の組み合わせでは、精玄米収量が慣

行耕起≧浅耕＋幼穂形成期窒素( )追肥＞浅耕で2kg/10a
あった。ただし、白米タンパク質含有率も慣行耕起と浅

。耕＋幼穂形成期窒素( )追肥でほぼ同等であった2kg/10a
慣行耕起および浅耕とも、幼穂形成期ケイ酸( )20kg/10a
追肥で精玄米収量の向上と白米タンパク質含有率の低下

傾向が認められた。

オ 現地実証試験では、成苗密植により 圃場中 圃場8 4
で増収が、 圃場中 圃場でタンパク質含有率の低下が8 6
認められた。

(5) 多様な米産地形成支援のための新たな機械対応技術

の検討

（平成 年～ 年）機械科16 20
① 目 的： 泥炭地水田において安定した品質の米生産

を行うため、有効土層の乾燥化のため現有機械を利用し

た排水技術を開発する。また、稲わらを土壌中に混和し

分解を促進する浅耕ロータリの試験を行う。

② 試験方法

ア ロータリ式作溝器の試作 ロータリ刃形状改良（ナ

タ型，円型）
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イ 浅耕ロータリの試験 耕うん条件（アップカット、

ダウンカット）

③ 成績の概要

ア 迅速な表層排水による乾土効果を促進させる切断排

水法を実施するためのロータリ式作溝機の切断刃を昨年

度までに6種類試作し、そのうちナタI型、ナタIV型につ

いて施工を検討した。

イ 隣接する切断刃の間隔を36cmおよび72cmの2種類と

し、ナタIおよびIVで場内施工した際の土壌水分は無処

理区より迅速に低下した。ナタIV型で切断刃の間隔を36

cmにして施工した場合、土壌状態によっては溝の間の土

、 。が起されてしまい 正常な作溝が不可能な場合があった

ウ 稲わらが表面に残った圃場で施工を行うと、外周に

鋸刃のあるナタ 型、円 型では稲わらが絡み付き、IV I
そこに泥がディスク状に付着してしまい正常な作溝が妨

げられた。一方でナタ 型では絡み付きはほとんど発生I
しなかった。以上の試験結果から、各種の圃場条件にお

Iいて安定した作溝を実施するには、総合的に見てナタ

型が も適していると判断された。

エ 稲わらを土壌中に混和し分解を促進するために、逆

転および正転ロータリによる稲わら混和試験を実施し

た。その結果、逆転ロータリの方が稲わらの混和性に優

れることが明らかとなった。

オ 分解促進材（尿素・尿素液肥）を用いた稲わら混和

後の分解促進解明試験を実施した。融雪後、各施工区の

土壌サンプリングを行い、ロータリ施工時から春期まで

の稲わらの分解特性など施工効果について検討する

(6) 米の多様化に伴う産地・流通体制の検討

（平成 年～ 年）経営科16 20
① 目 的：北海道でも酒造好適米が開発され、北海道

。 、米の需要開拓を行うものとして期待されている そこで

酒米産地が安定的に販路を確保するための諸条件を解明

するとともに、酒米産地形成の展開方策を提示する。

② 試験方法：

ア 道内の主要酒米産地の生産動向の整理

イ 品質向上に関わる取組に対する機関調査

ウ 先進的な取組に関する機関調査

③ 成績の概要：

ア 道内6産地の産地指定率と減産率の関係を分析した

ところ、作付面積の拡大が停滞した平成 年産の減産17
程度には、産地間で傾向差がみられ、産地指定率の高い

産地では減産率は低かった。

イ このうち3産地で取組実態を比較検討したところ、

「生産条件」は、土壌や気象条件を考慮し、低タンパク

米の生産が可能である生産地や生産者を選定することが

重要であり、技術対応や意識の統一を図りやすくするた

。「 」めに集落レベルでの団地化が有効である ニーズ把握

、 、は 酒造業者との視察研修会等により実需評価を把握し

酒米を対象とした栽培講習会における「生産管理」での

対応へとつなげることが望ましい 「生産管理」は、農。

家情報や稲体サンプル等を生産者に公表して情報を共有

することで対応の必要性を認識させる方法が効果的であ

る 「商品化の提案」は、清酒の販売促進に取り組むこ。

、 。 、とで 産地のＰＲに努めることが有効である 以上より

産地間の取組には明確な差がみられ、酒米産地の安定的

な販路確保には横断的な取組が必要だと考える。

ウ 先進的な産地の取組からは、①ニーズ把握から生産

管理へとつなげて製品供給するというサイクルを形成し

ている。②重要な課題から対応を重ねており、様々な取

組を当初から全て実施していたわけではない、という2

点が、安定的な販路確保や品質向上に貢献していると考

えられる。

2. 多様な米品種の開発促進と栽培技術の確立

(1) 酒米及び加工向け品種の開発促進

（平成 年～ 年）水田・転作科16 20
① 目 的： 「売れる米作り」のためには、それぞれの

水稲栽培地域に適した創意工夫のある稲作農業を展開

し、特色ある産地を形成することが重要となる。そのた

めには、より能力の優れた酒米や加工用途米品種につい

て早急に開発し、需要の拡大を図るとともに、それらの

産地形成を加速する必要がある。

② 試験方法

、 、 、酒造好適米向け交配 個体選抜 生産力検定予備試験

。 、生産力検定本試験を行った 加工用途向け多収向け交配

穂別系統選抜、生産力検定予備試験を行った。

③ 成績の概要

酒造好適米向けに 組合せの交配を実施した。個体選9
抜試験に７組合せ 個体を供試し、 個体を選31,000 2500
抜した。生産力検定予備試験に 組合せ 系統を供試1 14

4 1 1し、 系統を選抜した。生産力検定本試験に 組合せ

系統を供試し、１系統を選抜した。

④ 以上の結果有望と認められた「空系 」に「空04063
育酒 号」の地方番号を付し、平成 年度に各試験174 19
機関に配付する。

(2) 高品質酒米生産のための肥培管理技術の確立

（平成 年～ 年）水田・転作科16 20
① 目 的： 高品質酒米団地を形成するために、低タン
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パク質含有率、大粒（千粒重 以上 、心白、適正な25g ）

カリ含有率、低い鉄やマンガン含有率他の特性を備えた

酒米生産のための技術開発を行う。

② 試験方法

ア 試験圃場 岩見沢試験地水田圃場（グライ土壌）

イ 試験処理 窒素施肥用量、栽植密度、耕起・代掻

き条件、苗質、酸化鉄資材等

ウ 供試品種 吟風、彗星

③ 成績の概要

ア 基肥窒素 まで、窒素用量の増加とともに16kg/10a
増収が認められた。 株／㎡以上の栽植密度の増加に30
より、白米タンパク質含有率と千粒重が低下する傾向を

示した。

イ 育苗日数の影響については、 日苗および苗箱施35
肥（マイクロロング 日タイプ）で増収する傾向にあ100
った。また、遅植で減収したが、千粒重の増加と白米タ

ンパク質含有率の低下が認められた。

ウ 稲わら秋混和処理と心土破砕の組み合わせにより、

収量が向上した。

エ 浅耕無代かきの収量・品質は慣行処理と比較して、

グライ土で同程度、泥炭土で劣った。 カ年作付け後の3
圃場均平調査の結果、額縁 幅を除く圃場内部の起伏5m
（ 大 小）は 程度であり、均平の崩れは大き- 16mm
くなかった。無代かきおよび酸化鉄資材施用が白米中の

鉄含有率に及ぼす影響は、判然としなかった。

オ 平成 年度の道内各農協における酒米品質の実態18
調査（吟風： 点、彗星： 点）を行った結果、水分61 11
・千粒重・心白歩合・タンパク質含有率・アミロース含

有率において大きな変動が認められた。また、農協間に

おいても、品質の変動が認められた。

(3) 加工用途米生産のための高収益栽培技術の確立

（平成 年～ 年）水田・転作科16 20
（ 「 」） 、① 目 的： 加工用品種 主に 大地の星 を用いて

適正な精米タンパク質含有率（当初は ～ ％を想8.0 8.5
定 、収量 以上を目標とした肥培管理技術を） 720kg/10a
確立する。

② 試験方法

ア 試験地 岩見沢試験地水田圃場、現地農家圃場

（岩見沢市 農家）3
イ 試験処理

窒素施用量、窒素追肥、苗質、栽植密度他

ウ 供試品種 「大地の星」

③ 成績の概要

ア 「大地の星」の目標収量は、倒伏に対する安定性

を考慮し650kg/10aと判断された。目標収量に必要な生

育は、幼穂形成期茎数500本/㎡、止葉期茎数630本/㎡、

成熟期穂数600本/㎡、総籾数35,000粒/㎡であった。

イ 「大地の星」は移植時葉齢 葉以上で止葉葉数・3.8
3.5分げつが減少し、穂揃い性が悪化した。移植時葉齢

葉以上の成苗ポットにおいて、葉数が増えるにつれ穂数

・収量は減少する傾向が見られた。

ウ 目標収量 に必要な窒素吸収量は、幼穂形650kg/10a
成期 、止葉期 、成熟期 程3kgN/10a 10kgN/10a 12kgN/10a
度と判断された。成熟期の窒素吸収量 に必要な12kg/10a
基肥窒素量は、岩見沢試験地（泥炭土）で 、9kgN/10a
上川農試（褐色低地土）で 程度であり、施肥12kgN/10a
標準に対し ～ の増肥が必要と判断された。2 3kgN/10a
エ 窒素追肥は幼穂形成期が効果が高く、幼穂形成期茎

数 本 ㎡未満では窒素 を追肥することによ500 / 2kg/10a
り、 ％程度の増収が見られた。10
オ 「大地の星」の耐倒伏性は止葉期茎数と密接に関係

し、止葉期茎数 本 ㎡以上で倒伏の危険性が高まっ700 /
た。

カ 整粒および茶米の関係から、収穫適期の目安となる

登熟温度は ℃程度と考えられた。1050
キ 収量 を目標とした「大地の星」の安定多650kg/10a
収栽培指針を作成した。

(4) 泥炭地における低アミロース品種の活用技術の確立

（平成 年～ 年）水田・転作科16 20
1) 食味評価および安定栽培技術

① 目 的： 泥炭地において低アミロース品種 主に お（ 「

」 ） 。ぼろづき 等 を用いた良食味米生産の技術開発を行う

② 試験方法

ア 試験圃場：岩見沢試験地水田圃場（泥炭土 、岩見）

沢試験地水田圃場（グライ土 、当別町現地農家圃場４）

カ所

イ 試験処理：窒素基肥量、栽植密度、耕起・代かき条

件、ケイ酸追肥他

「 」、「 」、「 」ウ 供試品種： あやひめ おぼろづき きらら 397
等

③ 成績の概要

ア 農試および現地で得られた産米の食味官能試験か

ら、食味総合値に及ぼす「粘り 「柔らかさ」の影響が」

大きかった。食味総合値は白米タンパク質含有率 ％8.0
以下で、基準とした「ほしのゆめ」を明らかに上回った

が、外観の「白さ」は ％以上で基準より劣った。7.0
6も好まれる「おぼろづき」の白米タンパク質含有率は

％台から ％台が多かった。7
イ 「おぼろづき」は「ななつぼし 「きらら 」と」 397
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比較して、総籾数の差は判然としないが、千粒重は明ら

。 （ ）かに劣った 白米タンパク質含有率は多肥 全 側10 4
処理で「おぼろづき」が も高かった。浅耕処理が品質

（外観，千粒重，タンパク質含有率など）に及ぼす影響

は判然としなかった。

ウ 泥炭土圃場における耕起・代かき条件と密植の組み

合わせでは、収量は慣行＞浅耕＞浅耕無代かき、密植＞

慣行であった。また、密植が白米タンパク質含有率およ

びアミロース含有率に及ぼす影響は明瞭でなかった。

エ グライ土圃場における浅耕処理でも、明らかに収量

が減少した。窒素追肥により、精玄米収量は慣行水準に

、 。回復したが 白米タンパク質含有率も同程度に上昇した

また、ケイ酸追肥により増収と白米タンパク質含有率の

低下が認められたが、千粒重および良質粒歩合等におよ

ぼす影響は判然としなかった。

オ 現地モデル圃場（当別町）の試験結果から、成苗密

植により精玄米収量の増加、概して白米タンパク質含有

率およびアミロース含有率の低下が認められた。また、

窒素減肥（側条施肥のみ）でも、減収および品質の低下

は確認されなかった。

2) 泥炭地水田に対する有効土層の乾燥化技術の開発

（平成 年～ 年）水田・転作科16 20
① 目 的： 泥炭地において、基盤整備事業で実施され

る客土施工方法を見直した客土反転工法により、生育後

期の窒素吸収の低減を図る効果について検討する。

② 試験方法

ア 場内試験：岩見沢試験地圃場に手作業表土扱いにて

客土層埋設深の異なる処理区（ 、 )を設定15cm 20cm
イ 現地試験：基盤整備にて実施可能な施工方法 種類2
について検討（新篠津村：反転プラウ、南幌町：ブル表

土扱い）

ウ 調査項目：水稲生育収量、タンパク質含有率、土壌

理化学性、土壌断面等

397エ 供試品種：きらら

③ 成績の概要

ア 場内試験では対照区に比べ客土埋設深 区で15cm
茎数が低下傾向にあった。出穂期、成熟期での葉色は対

照区に比べ作土深が浅いほど低く、幼穂形成期、出穂期

における客土埋設区の作土中アンモニア態窒素は対照区

に比べ低い値を示した。

イ 場内試験での本年度の精玄米収量は 区で低15cm
い値を示し、白米タンパクについては客土埋設により

低下した。0.4-0.8%
ウ 客土層の反転が不均一であった新篠津圃場では、

反転区の生育が若干少なく推移したが、収量は対照区と

同等であった。タンパクが高くなる傾向は昨年と同様で

あった。

エ 客土層の反転が均一であった南幌圃場では不稔歩合

がやや高く、収量が低下した。タンパクについては昨年

0.9%度同様低下傾向が見られ、本年度は対照区に比べ

低い値であった。湛水期間における作土中アンモニア態

窒素は、対照区に比べて若干高い傾向を示す圃場が見ら

れた。以上の結果から客土の作土層下への施工方法とし

ては表土扱いが有効と思われたが、南幌圃場では本年度

では対照区に比べ低収であったこと、および施工区の作

土中アンモニア態窒素推移より乾土効果による影響が考

、 。えられるため さらなる経年変化を調査する必要がある

Ⅵ 水稲栽培研究

1. 土壌保全対策推進事業

～有機質資源長期連用試験～

(1) 寒地排水不良田における稲わらの連用試験

（平成 年～）水田・転作科10
① 目 的：寒地排水不良田における稲わらの処理方法

の違いが、水稲の収量・品質、根圏環境に及ぼす中長期

的な影響を評価する。

② 試験方法

ア 供試品種：ほしのゆめ（成苗ポット、機械移植）

イ 稲わら処理： 搬出、搬出 堆肥春施用 、. + (1t/10a)
(500kg/10a) (500kg/10a)秋鋤込 、春鋤込

③ 成績の概要

ア 移植後の低温により生育は停滞し、幼穂形成期は平

年より 日遅れた。 月以降は好天となり、生育は持ち8 7
直した。

イ 窒素施肥区の成熟期窒素吸収量は、秋鋤込＞秋表層

鋤込＞堆肥＞春鋤込＞搬出の順であった。

ウ 窒素施肥区の収量は、春鋤込＞秋表層鋤込≒堆肥≒

搬出＞秋鋤込の順で、白米タンパク質含有率は、秋表層

鋤込＞春鋤込＞秋鋤込≒搬出≒堆肥の順であった。秋鋤

込区では不稔が多いことが、収量低下につながったと考

2005えられた 収量および窒素吸収量は 連用開始以降。 、 、

年に次いで高かった

エ 施肥区および無窒素区の土壌中アンモニア態窒素は

7 6 23過去 年間と比べ低く推移し、測定を開始した ／

が も高く、 にかけて減少した。土壌中アンモニア7/13
態窒素の推移は、秋表層鋤込で高い傾向が見られたが、

他の処理区間では差が判然としなかった。

Ⅶ 転作物等の栽培研究
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1. 道産小麦の安全性・安定性向上試験

(1) 赤かび病抵抗性強化とDON低減技術による安全性向

上

3) 調製技術と簡易分析法によるマイコトキシン汚染低

減技術の確立

（平成 年～ 年）機械科、病虫科16 18
① 目 的： 小麦中の 濃度基準値をクリアするたDON
めの調製選別法および貯蔵中におけるマイコトキシンの

消長を明らかにする。

② 試験方法

ア 濃度に応じた比重選別機利用法DON
「 」、 （ ）供試原料･･･品種 春よ恋 濃度 ～DON 1.1 3.7ppm

調査項目･･･比重選出口毎の組成、 濃度、流量DON
イ 貯蔵中における小麦子実マイコトキシンの消長

貯蔵条件･･･ ℃、 ℃、 ℃、 ℃、常温、現地5 15 25 30
調査項目･･･ 濃度、産生菌の消長DON
③ 成績の概要

ア 比重選別機による調製歩留は、供試した全試料で

濃度や他の農産物検査規格の各基準値よりも赤かDON
び粒率を基準値以下にする場合で小さくなった。このこ

とから、赤かび粒が混入している原料の比重選別では、

製品口に回収される小麦の赤かび粒率が基準値を満たし

ていることを目安にして調製を行えば、 濃度およDON
びその他の基準値を満たすことができる。また、比重選

製品口割合が同程度のロットを形成するには整粒割合に

より仕分けすることが効果的である。

DON DONイ 組成毎の 濃度調査の結果、赤かび粒の

濃度は ～ と非常に高く、その他被害粒も比98 160ppm
較的高かった。整粒の 濃度は、同一原料では比重DON

DONが小さいほど高い傾向にあった。このことから、

濃度低減のためには赤かび粒＞その他被害粒＞比重の小

さい整粒、の順に選別していくことが効果的である。

ウ 仕上げ乾燥まで行った小麦の貯蔵過程において、い

ずれの貯蔵条件でも 濃度および産生菌が増加するDON
傾向は認められなかった。

(4) 地帯別収量・品質変動要因の解明とその対策

1) 道央水田転作地帯における高品質多収栽培技術の開

発

（平成 年～ 年）水田・転作科16 18
① 目 的： 道央地方の秋まき小麦の収量水準・子実蛋

白含有率に適合した目標窒素吸収量の指針を作成する。

土壌物理性を改善するための圃場管理法を開発する。さ

らに道央における大豆畦間への秋まき小麦栽培法を確立

する。

② 試験方法

ア 栗山町において、30箇所現地調査

イ 中央農試原土圃場（褐色低地土）において、耕起法

および整地法を比較

ウ 中央農試客土圃場（褐色低地土・表層火山灰客土）

（ 、 ） 、及び岩見沢試験地転換畑 泥炭土 グライ土 において

窒素施肥量・施肥配分、起生期追肥時期を比較

エ 大豆畦間への秋まき小麦栽培について、播種期、播

種量、播種法、施肥法を比較

③ 成績の概要

ア 子実重は ～ 、子実タンパク含有率は315 670kg/10a
39.3 14.3%～ とバラツキが大きかった。低収の圃場で

作以上の小麦連作が目立ち、心土破砕を行っている圃場

が少なかった。

イ 耕起・整地法の影響を見ると、出芽率は砕土性の影

響を受けるが、砕土率40％までは出芽数の低下程度が小

さかった。

ウ 道央における窒素吸収量と子実重は、道東と同様に

高い正の相関関係にあり、平成18年産においては、同じ

窒素吸収量に対してグライ土の方が火山灰客土より子実

重が高かった。

エ 播種期は大豆落葉前の9月上旬が安定的であった。地力が高

い圃場（泥炭土熱抽Ｎ12.4ｍｇ/100ｇ）では、越冬前に過繁茂と

なったが、基肥窒素を施用しないことで適正茎数（1200～1500本/

㎡）となった。起生期後の施肥反応や倒伏性は通常栽培とほぼ同

様であり、通常栽培の栽培基準が適用できた。

2. 道北強粘質転換畑における低コスト簡易耕種法及び

合理的作付体系の実証

（平成 年～ 年）機械科17 19
① 目 的： 強粘質転換畑への播種同時耕盤破砕技術、

簡易耕（チゼルプラウ耕）の導入効果の評価を行い、転

換畑における低コスト簡易耕種法を実証、確立する。

② 試験方法

ア 試験圃場 名寄市風連地区、細粒灰色台地土、

供試作物大豆「ユキホマレ」

イ 試験処理 冠水区および無冠水区

ウ 調査項目 生育・収量など

③ 成績の概要

ア 24時間冠水処理を行い、過湿条件下による播種同時

耕盤破砕処理の影響を収量より経過を調査した結果、冠

水処理後、冠水区の生育状況が一時的に悪化したが、生

育後期の好天で冠水区の生育が回復し、収量レベルでは

大きな差はなく判然としなかった。
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3．暗きょシステムを活用した地下かんがいによる転換

作物の安定生産技術

（平成 年～ 年）水田・転作科18 21
① 目 的： 用水から暗きょ内への送水が可能な集中管

理孔の設置圃場を対象に、転作作物の生育収量改善のた

めの効果的な地下かんがい利用技術を明らかにする。

② 試験方法

ア モデル試験：大型ポットを用いて定植時と球肥大期

に地下水位を制御し 適水位、持続時間について検討。

処理期間中は降雨を遮断（供試作物：キャベツ、はくさ

い）

（ 、イ 現地試験：下層処理の異なる圃場を設定 岩見沢市

北斗市：サブソイラ、美唄市：弾丸暗きょ＋モミガラ補

助暗きょ）し、本暗きょからの水みち形成による地下か

んがい時の水分上昇について検討（供試作物：大豆、小

麦、はくさい）

ウ 調査項目：土壌水分変動、作物生育収量等

③ 成績の概要

ア モデル試験では定植時の地下かんがいにより初期生

育の促進、増収効果がみられた。 水位 日処理で0cm -3
の増収効果は小さくなる結果となった。

イ 排水時における暗きょ排水中の硝酸性窒素濃度は、

設定水位 日処理で濃度の上昇が見られ、施用肥0cm-3
料の流亡が懸念された。

ウ 岩見沢市圃場での小麦作付時における給水試験で

は、漏水により排水路側水位が常に低い傾向にあり、心

土破砕による処理間差は判然としなかった。しかし、水

位上昇時の圃場内での水位のばらつきは、給水回数を増

すごとに少なくなる傾向を示した。生育期間中適度な降

雨があったことから生育収量の処理間差はみられなかっ

た。

エ はくさい定植時における地表面までの給水は、畦畔

からの多量の漏水により用水路付近のみとなり、はくさ

いの生育についても圃場内でばらつき生じた。

オ 北斗市圃場での水位上昇や土壌水分張力の低下は渠

間部中央～用水側で不十分であった。大豆生育収量は、

暗きょ渠間部に比べ直上部で優る傾向にあったが、対照

区との処理間差はみられなかった。

カ 美唄市圃場での水位上昇は均一に上昇する傾向が見

5m 50cmられたが、モミガラ補助暗きょの間隔 区では

程度に留まり、設定水位までの上昇にはかなりの水量が

必要であると思われた。以上のことから粘質な土壌条件

で均一に水位上昇を行うには、モミガラ補助暗きょや弾

丸暗きょによる施工が必要と考えられた。

Ⅷ 農業機械開発研究

1. 穀物の常温貯蔵技術

(平成16年～18年)機械科

① 目 的： 貯蔵経費が安価な常温貯蔵を前提に、フィ

ルム密閉容器および貯蔵環境の検討を行い、品質劣化防

止および安定供給に寄与する。

② 試験方法

ア 貯蔵容器及び貯蔵温度：常温区 DESMET社フィルム

密閉容器safetaneer 酸素分圧 、対照区 15℃定温( 0.5%)
紙袋

イ 試験場所 中央農試場不凍実験室内

ウ 貯蔵期間 平成 年 月～平成 年12月17 3 18
エ 貯蔵穀物 玄米 年北海道産「きらら397 、H16 」

小豆 年北海道産「エリモショウズ」H16
オ 調査項目 貯蔵室温・湿度、水分活性(25℃)、

水分、脂肪酸度、食味(穀物検定協会委託)

③ 成績の概要

12 15 18 21ア 前年の ヶ月目までの貯蔵と同様に貯蔵 、 、

ヶ月の全ての試料において真空貯蔵の方が脂肪酸度が高

かった。この差は貯蔵期間が長くなるにつれ大きくなる

傾向にあった。

イ 21ヶ月貯蔵後の玄米の性状は紙袋よりも真空貯蔵で

。 、肌ずれが多かった 食味は東京常温で特に評価点が低く

真空と紙袋を比較すると、東京常温では硬さ以外の全て

の項目で真空が劣ったが、長沼常温では真空貯蔵の方が

紙袋よりも評価点が高い傾向にあった。

ウ あん収率は貯蔵 ヶ月から ヶ月の間で低下し12 21
。 、 、た 真空と紙袋を比較すると 東京常温では煮熟増加比

あん収率ともに真空貯蔵で低下が大きく、長沼では差が

認められなかった。あんの色調は真空貯蔵の方が 値L*
が大きかった。 値は貯蔵条件により差は認められないa*
が、 値は東京常温では真空と紙袋に差は無いが、長沼b*
常温の真空では－ ℃貯蔵と同様に低く保たれた。30

2. 豆類の調製(磨き)技術の向上

（平成 年～ 年）機械科、十勝農試と共同16 18
① 目 的： 磨き工程における黒大豆および金時の損傷

粒発生要因の解明とその対策、研磨機を利用した小豆の

吸水性改善技術を開発する。

② 試験方法

ア 供試機 縦軸式研磨機、横軸式研磨機
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イ 供試穀物 金時、黒大豆、小豆

ウ 測定項目 回転数，子実水分，穀温，損傷程度，

汚れ程度，吸水および煮熟試験

③ 成績の概要

ア 黒大豆のコンバイン収穫において、収穫時の子実水

分が低下すると皮切れ粒の発生が増加する傾向が認めら

18 20%れた。損傷粒発生低減のためには子実水分が ～

になったら速やかに収穫することが重要である。

イ 横軸式研磨機による黒大豆の研磨では、回転数の増

加により明らかに皮切れ粒が多く発生した。汚れの除去

程度と回転数に関係が認められなかったことから、回転

数を 程度減速して使用することが必要である。20%
ウ 金時の研磨による皮切れ粒の発生は少ないが、回転

数の増加により煮熟後の煮崩れ・皮切れが増加した。

エ 縦軸式研磨機のロータに耐水研磨紙を貼って研磨す

ることにより、汚れ除去と同時に小豆の吸水性が向上す

る。これにより研磨した小豆は、未吸水豆が減少し、煮

えむらが少なかった。

3. 種馬鈴しょ生産のための茎葉処理機械利用技術の確

立

（平成16年～18年）機械科、十勝農試と共同

① 目 的： 引き抜き機による馬鈴しょ茎葉処理技術を

確立する。

② 試験方法

ア 供試機 茎葉引き抜き機（トラクタ直装式および

自走式）

イ 供試品種

「男爵薯 「メークイン 「ホッカイコガネ」」、 」、

ウ 試験場所 由仁町

エ 調査時期 処理前後、処理14日後

オ 調査項目 作物条件、処理率、塊茎の露出

③ 成績の概要

ア 茎葉引き抜き機の利用適否は、処理精度の良否と塊

茎露出の多少から判断した。茎が畦の中心からずれてい

ると残存茎が増加し、トラクタ直装式では、倒伏が多い

ときや茎葉引き抜き抵抗が大きいときに処理精度が低下

した。自走式は、倒伏の影響を受けず、各熟期の品種と

も高い処理精度を示した。両機種とも、引き抜き処理後

の塊茎露出は薬剤散布より多く、塊茎着生深の浅い品種

では特に多かった。塊茎着生深には大きな品種間差があ

るため、浅い品種では茎葉引き抜き機は不適であり、や

や浅い品種は塊茎着生深を事前に確認する必要がある。

茎葉引き抜き機では、塊茎の皮むけが薬剤散布より少な

かった。

イ 生食用および加工食品用として茎葉処理機の単用処

理を行う場合、早掘り栽培ではトラクタ直装式茎葉引き

抜き機および自走式茎葉引き抜き機が も効果的であ

る。一般栽培では、中生品種は、自走式茎葉引き抜き機

の処理精度が も効果的で、再生の少ない品種ではトラ

クタ直装式茎葉チョッパも有効である。晩生品種は、倒

伏の影響を受けにくい自走式茎葉引き抜き機が も適す

る。

4. 気象災害軽減による直播てん菜の初期生育安定化

（平成16年～18年）機械科、十勝農試と共同

① 目 的： てんさいの直播栽培における、風害、凍・

霜害およびソイルクラストなど、気象災害発生要因を解

明し、軽減対策を確立する。

② 試験方法

ア ソイルクラストの物理的破砕による出芽率向上

てんさい出芽安定性向上のため、ソイルクラス

ト害の低減方法とその効果を検討した。

試験場所 厚真町、鵡川町

供試品種 「モリーノ」

供試機 トラクタ直装式、ソイルクラスト

クラッシャ2機種

③ 成績の概要

ア ソイルクラストクラッシャの形状は、ワイヤーツー

ス型が も効果が高かった。低硬度のクラスト（衝撃ク

ラスト）で、ソイルクラストが完全に形成される前（足

跡が残らないような固さになる前）で、出芽前の利用が

望ましいと考えられた。一方、高硬度のクラスト形成ほ

場（沈澱クラスト）ではソイルクラストクラッシャによ

る被害軽減効果は認められなかった。

イ ソイルクラストクラッシャ無施工区では、砕土率

「細」は砕土率「中」と比べて出芽率が低く、ソイルク

ラスト形成の影響を受けた。ほ場の砕土率が高いと、降

水量が多く、特に降雨強度が強い条件では、硬度が高く

。 、厚いクラストが生成される 被害が懸念されるほ場では

出芽率に影響を与えない程度に砕土をやや粗くすること

が、ソイルクラスト形成を回避する方法の一つとして有

効と考えられた。

5. 小麦の新調製体系による歩留の向上

（平成 年～20年）機械科18
① 目 的： 光学式選別機の小麦での適応性を検討し、

新たな調製体系を確立する。

② 試験方法

ア 供試機：玄米色彩選別機（ 、ベルト式小UCQ-200）
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麦光学選別機（ ）Au-300
イ 供試品種： 春よ恋 「北見 号」「 」、 81
ウ 設定項目：赤かび粒混入率（ ～ 、流量－0.1 1.4%）

玄米色彩選別機（ 、 、 、ベルト式小麦光学7.2 3.5 2.0t/h）
選別機（ ）1.5t/h
エ 調査項目：赤かび粒除去率、ともづれ粒率、組成

③ 成績の概要

ア 玄米色彩選別機、ベルト式小麦光学選別機ともに赤

かび粒の被害程度によらず検査基準の を下回る0.049%
ことができた。原料小麦の粒色が薄くなるとともづれが

増加する傾向にあった。

イ 玄米色彩選別機、ベルト式小麦光学選別機ともに選

別前の赤かび粒率によらず除去率はほぼ一定であるた

め、選別前の赤かび粒率が多いと選別後の赤かび粒率も

多くなる。検査基準の を下回るための原料の赤0.049%
かび粒率は 程度と推察される。1.5%
ウ 玄米色彩選別機の流量と選別精度を見ると、赤かび

粒の除去程度、ともづれともに流量と選別精度に関係は

認められず、玄米で利用される場合と同じ流量（玄米推

奨 ）での利用が可能であると推察される。7t/h

6. ダクテッドファン型飛翔体の開発と航空防除への応

用

（平成 年～19年）機械科17
、 、① 目 的： ダクテッドファン型飛翔体について 農業

林業、防災、検査、調査など幅広い産業分野への利用方

。 、法を検討することを目的とした 中央農試 機械科では

航空防除を想定し、ダクテッドファン型飛翔体およびラ

ジコンヘリのダウンウオッシュの特性などを検討するこ

とを目的とした。

② 試験方法

ア 供試機：ラジコンヘリ（AYH-3）

イ ラジコンヘリ（ ）のダウンウオッシュの解析：RC
ラジコンヘリにて農薬散布する際の基礎データとして、

ダウンウォッシュが与えるイネへのダメージ程度を確認

するために、水田上空を飛行時（飛行高度は水面より1m

および4m）のダウンウォッシュを測定した。試験は平成

18年7月13日に実施し、風速計（TEACes8）の設置位置は

稲の高さ（水面より20cm程度）とした。

ウ の気流解析：ラジコンヘリとダクテッドファンRC
型飛翔体実機完成時の気流特性の比較検討を行う前段階

として、RCの気流測定を実施した。試験はホバリング状

態を想定し、防振器を取り付けた架台上にRCを固定し実

施した。測定は架台上にてホバリング状態を維持し1mメ

ッシュでサンプリングした。

③ 成績の概要

ア 飛行高度 では平均風速 （ホバリング時4m 8.77m/s
） 、 。の 大風速 で 稲の倒伏は見られなかった10.72m/s

飛行高度が1mでは、平均風速11.09m/s（ホバリング時の

大風速19.49 m/s）で、稲に対し 大で約20 m/sのダ

ウンウォッシュを受けたことになるが、倒伏は見られな

かった。これらのことから、RCによる防除期の薬剤散布

による稲の倒伏の可能性は低いと考える。

イ RCホバリング時のダウンウォッシュは旋回流であ

り、 の前、横、後方向でダウンウォッシュ分布に差RC
がみられた。また、1.0m/s以上のダウンウオッシュが半

径約18m程度まで認められることから、それ以上の距離

においてRCのダウンウォッシュの影響による薬剤飛散の

可能性が示唆された。

7．畦間散布装置を利用した除草剤の低ドリフト散布技

術

（平成18年）機械科

① 目 的： 新たに開発された畦間散布装置の散布性

能の確認とその効果の検証を明らかにすることを目的と

した。

② 試験方法

、ア 薬剤散布特性解明試験：供試機にはBSA53を用い

畦間散布装置はA社製畦間散布装置を装着した試験に

。 、 、 、供した 測定項目は畦別噴霧量 散布分布 飛散特性

付着特性、作業能率等とした。

イ ドリフト測定および付着測定：ドリフト測定用感水

紙は散布区域の境界から大豆の草高（試験区内平均30.9

cm）を目安に0.0m、1.0m、2.5m、5.0m、7.5m、10m（6段

階）の位置に設置した。噴霧薬剤の地上トラップには高

分子吸収剤を用い、畦に対して直角に4畦分、畦間(5カ

所）と畦(4カ所)に設置した。付着測定用感水紙は供試

、 、 、 、機の進行方向に対し 大豆の株の右 中間 左の3カ所

設置高さは大豆の上部（下部から30cm 、中間部（下部）

から15cm 、下部（下部から5cm）の3カ所に設置した。）

ドリフト測定および付着測定の判定は10段階で評価し

た。

③ 成績の概要

ア 対象作物は大豆「スズマル」で、試験は長沼町に

て実施した。使用薬剤は非選択制除草剤（ビアラホス

液剤）を用いた。希釈倍率は300倍、500倍の2段階と

。 。した 試験区内の畦高さの平均は7.8±1.0cmであった

イ 風速0.8m/sの条件下で、ドリフト調査を行った結

果、試験区内の全ての感水紙に付着はなく、散布によ
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る薬剤のドリフトは認められなかった。

ウ 草冠部および中間部に設置した感水紙への付着は少

なかった（薬剤付着度平均0.38 。地際近傍に設置した）

（ ）感水紙上面への付着は大豆の2葉 薬剤付着度平均2.63

まで確認された。このことから、散布時の付着量を極力

抑えるため、更なるノズルの選定、噴霧圧力の検討が必

要と考えられた。

（ 、 ）エ 作業能率試験は面積29.4a 333m×13.5m 4行程分

の圃場にて実施した。作業人員は供試機のオペレータ1

名であった。平均作業速度1.03m/sで、作業能率は

0.80ha/h、燃料消費量は2.16ﾘｯﾄﾙ/hであった。

8．圧縮バイオガスを基軸としたエネルギ地域利活用シ

ステムの構築

（平成 年～ 年）機械科、根釧農試と共同18 19
① 目 的： 下水汚泥や家畜ふん尿などを対象としたバ

イオガスを精製・圧縮し、高圧ボンベへ充填する装置、

農作業用車両（バイオガストラクタ）の開発を行い、バ

イオガスの圧縮から利用までの一連の体系をモデル化す

る。また、モデル化した体系のシミュレーション解析を

行い、経済効果、環境負荷低減効果の評価を行う。

② 試験方法

ア 余剰バイオガスをボンベに充填する精製圧縮充填装

置の開発・実証：バイオガスの精製・圧縮・ボンベ充填

を行うシステムの開発および基本性能試験（バイオガス

精製試験、バイオガス熱量調整試験など）を行い、ガス

変換効率、エネルギ収支を明らかにする。

イ バイオガストラクタの開発：バイオガストラクタの

製作および二燃料機関の性能試験、PTO、実作業試験を

実施し、燃費性能、軽油代替率、排ガス特性などを明ら

かにする。

ウ 圧縮バイオガス充填・利用システムの効率的な利用

体系の構築：開発した機器を導入した農家における、効

率的な運用手法の検討、経済効果（LCC）および環境負

荷低減効果（LCA）の評価を行う。

③ 成績の概要

ア 開発した精製圧縮充填装置は、20ftコンテナ内に構

成機器が収納され、主に圧縮機、除湿機、膜分離装置、

付臭装置などから構成される。現在、バイオガスプラン

トより発生したバイオガスを用いた精製、圧縮および充

填試験などを実施し、除湿、精製、エネルギ効率等を検

討中である。

イ 製作したバイオガストラクタ（ベーストラクタ：M1

05D）は、トラクタ前部にガスボンベを4本（26.6L/本）

搭載し、ガスインジェクタ、ECU（エンジンコントロー

ルユニット）などで構成される。現在、台上試験、実作

業試験より対ディーゼル運転に対する燃料代替効率、CO

排出削減率などを試算・検討中である。2

ウ 圧縮バイオガス充填・利用システムの個別農家導入

により、モデルにおいて年間燃料代の節約と、温室効果

ガス削減効果が認められた。

Ⅸ 農業経営研究

1. 岩宇地域におけるすいか栽培農家の経営実態解析

（平成 年～ 年）経営科16 18
① 目 的： 大玉すいかの収益性を規定する要因を明ら

かにし、大玉すいか栽培農家の経営改善の方向を示す。

② 試験方法

ア 価格決定モデルによる市場価格の予測

イ 小玉・中玉すいか栽培技術の経済性の検討

ウ 小玉・中玉すいかの市場調査

③ 成績の概要

ア 札幌市場では、共和町における大玉すいかの出荷量

が ｔ／日以上になると、市場価格が 円／ を200 100 kg
下回ることが予測された。過度の集中出荷は、市場価格

の低迷を招きやすいことから、出荷量の平準化を目指す

ような対策が必要とされる。

141イ 小玉・中玉すいかの採算点となる市場価格は、

円／ であった。小玉・中玉すいかの導入時には、収kg
150量変動のリスクや輸送費の増加を考慮して、 低限

円／ 以上の市場価格を実現させることが不可欠になkg
る。ただし、この価格水準では、家族労働費を購えるこ

とは不可能であり、産地として更なる価格向上に向けた

取り組みが重要になる。

ウ 消費動向を踏まえて整理した小玉・中玉すいかの販

売面におけるポイントは、①一定の数量と品質を維持し

つつ長期間に渡る安定的な出荷体制を確立することによ

り、量販店における陳列棚を守ること、②５～６玉の中

心規格を重視した栽培技術により、冷蔵庫に玉ごと入る

サイズの出荷を意識すること、③果肉色や種なし等の特

色をもった品種の導入により 中玉すいかには 売り 特、 「 （

色 」を付ける必要があることであった。）

2. 農業・農村体験によって発現する教育的機能の解明

(2) 農業・農村体験が農村地域に与える効果
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（平成 年～ 年）経営科16 18
① 目 的： 都市小学生が農村地域にて行う農業体験学

習を対象に、受け入れ側の経済性、及び農業・農村体験

の受入が農家や農村地域へ与える効果を明らかにする。

② 試験方法

ア 農家及び農村に与える効果測定

イ 効果的な組織運営に関する実態調査

③ 成績の概要

ア 平成19年度の計画が実施されても会員農家の平均売

上金額は40万円であり、現状では農業所得拡大効果は小

さい。会員農家は、農業農村理解や地域振興、知名度向

上を目的とし、85％が評価した。会員農家に対する効果

は、家族や地域の活性化、農業がもつ役割を再認識した

ことである。一方、Ｃ組織の活動が非会員農家に与えた

効果は、農業の意義を再認識させた等であった。

イ 農家民宿(農業体験に限る)による修学旅行生受け入

れには以下が重要になる。①一般民宿に比べ開業を容易

にするため、農林漁業体験民宿への登録や規制緩和対策

を行い、自治体は明確な方針の下で支援することが重要

である。②多数の農家民宿確保には、都市農村交流活動

経験があり関心が高い農家や地域農業のリーダー、大規

模農家への勧誘が有効であるが、全町的取り組みにする

には全農家への勧誘を行い、その際には目的を周知し、

紙面等でのPRや戸別訪問等での勧誘作業が必要になる。

、 、 、③事務局を設置し 外部交渉 受入調整と会員への配分

研修や講習の実施、会員勧誘、学校へのPR業務等や機能

。 、を担うことが必要である Ｃ組織は3専門部会を設置し

体験や交流計画、研修計画やマニュアル作成、PR作業を

会員農家と共に検討している。④地域部会を設置し、地

域内の受入配分の協議や受入方法等に関する情報交換を

行うことが望ましい。

主な課題は、①事務局運営の担い手確保と公的支援に

対する住民の理解、②多数の会員確保と会員増加による

意識差の拡大、③農繁期のニーズ対応と具体的な受入準

備作業である。対応として、①は住民への目的周知と効

果のPRを行う、②は持続的なPRと勧誘活動や、研修等に

よる持続的な意識啓発や共通の目的意識の浸透を図る、

③は受入配分の平準化と受入時期分散により負担軽減を

図る、研修や講習の実施や必要事項のマニュアル作成と

配布が必要である。また、活動方針を示し、農繁期の受

け入れに会員農家の理解を得る必要がある。

Ⅹ 農業機械性能調査

1. トラクタ及び作業機械施設性能試験

（昭和54年～継続）機械科

① 目 的： 新規に導入されるトラクタ、作業機、施設

などの性能を明らかにし、導入利用上の参考に供する。

② 試験方法

「農業機械性能試験テストコード」に準ずる。

③ 成績の概要

以下の6機種の性能調査を実施した。

ア 玉ねぎ移植機（PVT8－S）

イ ポテトピッカ（VHA830-K）

ウ ロードワゴン（JUMBO6000D）

エ オーガミキサ（2-M17）

オ 色彩選別機（CS-300BI-C）

カ 長葱前処理および選別機

この内、長葱前処理および選別機は非公開とした。

ⅩⅠ 農業資材試験

1. 水稲に対する石灰系下水汚泥コンポスト（札幌コン

ポスト）の施用効果

（平成16年～18年）水田・転作科

① 目 的： 水田における石灰系下水汚泥コンポストの

施用が、水稲の生育、収量および品質に及ぼす影響を明

らかにする。

② 試験方法

ア 供試資材の性状：水分約 、窒素 、リン酸13% 2.0%
、カリ 未満（現物当たり）3.4% 0.5%

イ 試験圃場：岩見沢試験地圃場（グライ土・泥炭土）

及び石狩市現地圃場（褐色低地土）

ウ 処理区：①対照区：コンポスト無施用区 ②コンポ

スト100kg/10a 2年連用区：コンポスト連用2年目 ③コ

ンポスト200kg/10a 2年連用区：コンポスト連用2年目

④コンポスト100kg/10a 3年連用区：コンポスト連用3年

目 ⑤コンポスト200kg/10a 3年連用区：コンポスト連

用3年目 ⑥減肥区：対照に比べ全層N1kg減

エ 調査項目：生育・収量・品質・養分含有率

③ 成績の概要

ア コンポスト あたり、窒素・リン酸を 減100kg 0.5kg
肥した処理区と 減肥した処理区の精玄米収量を比1.0kg

、 、較したところ コンポストの施用量が までは200kg/10a
いずれの土壌においても 減肥区で減収程度が小さ0.5kg
かった。一方、 減肥区では大きく減収する例が見1.0kg
られ、褐色低地土で 施用した場合は ％減収し200kg 17
た。

イ コンポストを施用すると初期生育が劣り、窒素・リ

ン酸の吸収比率が後半に増加する傾向にあった。施用量
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が では、対照区と同等の収量・品質が得られ100kg/10a
た。施用量が の場合は、収量は対照区とほぼ200kg/10a
同等であったが、タンパク質含有率は上昇する例が見ら

れた。コンポストを連用した場合は、単年施用に比べ収

量が若干増加したが、その差は判然としなかった。

ウ コンポストに含まれる窒素の単年施用時の利用率

は、概ね ％であった。18
エ 玄米及び白米の重金属濃度は、コンポスト

単年施用（玄米 、コンポスト 年400kg/10a- 200kg/10a-3）

（ ） 。連用 白米 のどちらにおいても対照区と同等であった

コンポストを連用した跡地土壌では、可溶性銅・亜鉛・

ヒ素濃度に明らかな上昇は認められなかった。また、土

壌中のカドミウム全含量は対照区と同等であった

オ 以上のことから、石灰系下水汚泥コンポストを水稲

100kg/10aに施用する場合の施用量は、基肥全層施肥で

を上限とし、窒素・リン酸はコンポスト あたり100kg
まで減肥可能と判断する。0.5kg

2. 新農業資材実用化試験

(1) 除草剤及び生育調節剤

1) 水稲用除草剤

（平成 年）水田・転作科18
① 目 的： 新水稲除草剤の実用性を検討する。

② 試験方法

ア 栽培法････稚苗機械移植

イ 移植期････ 月 日5 19
3 4cmウ 除草剤処理時の湛水深･･･ ～

エ 供試薬剤･･ 剤（畦畔 含む）27 3
③ 成績の概要：

ア 過年度分を含めて 剤が指導参考事項となった。67
イ 本年度供試薬剤中、除草効果が著しく劣った薬剤は

なかった。

ウ 本年度供試薬剤中、著しい薬害が観察された薬剤は

なかった。

エ 上記以外の薬剤では、除草効果 極大～大、薬害程

度は無であった。

(2) 肥料及び土壌改良材

1) 水稲ポット苗（成苗）に対する「マイクロロングト

ータル201-100」の施用効果

（平成 ～ 年）水田・転作科18 20
① 目 的： 「マイクロロングトータル201-100」の成

苗ポット箱施用が水稲の生育・収量に及ぼす影響を検討

する。

② 試験方法

ア 供試資材

窒素 ％（アンモニア性 、硝酸性 、リン酸12.0 6.0 6.0）
10.0 11.0 2.0 0.10％、カリウム ％、苦土 ％、マンガン

％、ホウ素 ％。土壌温度 ℃ 日間で、窒素溶0.06 25 -100
出率 ％に達する （溶出はリニア型）80 。

イ 試験処理区

) ：マイクロロング（ＭＬ）施用量 箱a ML 0 0g/
) ：ＭＬ 箱b ML40 40g/
) ：ＭＬ 箱c ML50 50g/
) ＋床無 ：ＭＬ施用量 箱＋置床無施肥d ML0 N 0g/
) ＋床無 ：ＭＬ 箱＋置床無施肥e ML40 N 40g/
) ＋床無 ：ＭＬ 箱＋置床無施肥f ML50 N 50g/

③ 成績の概要

ア マイクロロング施用で発芽不良や肥料焼けは確認さ

れなかった。

イ 移植時の苗質はマイクロロング施用で優った。

ウ 移植時苗質に対する置床施肥の有無については、

置床無施肥の条件で苗質が劣る以外は概ね良好でML0+
あった。

エ マイクロロング施用により、茎数・穂数に対しては

正の効果が見られた。

オ 精玄米収量はマイクロロング施用区で優った。

以上のことから、本資材「マイクロロングトータル

」の苗箱施用は育苗および移植後の水稲生育に201-100
対して一定の向上効果が認められると判断する。

生産環境部

Ⅰ 水稲病害虫試験

1．アカヒゲホソミドリカスミカメによる斑点米軽減を

目指した新防除モデル

（平成 年～ 年、道南農試病虫科・上川農試病虫18 20
科と共同）予察科

① 目 的： アカヒゲホソミドリカスミカメの性フェロ

モントラップを活用して、様々な栽培環境、品種、各種

防除法などが混在する各地域の条件に対応した要防除水

準を設定し、簡便で地域適合性の高い防除モデルを策定

する。

② 試験方法

ア フェロモントラップとすくい取り法、予察灯による

捕獲消長を調査し、調査法間の比較を行った。

3イ 無防除圃場におけるトラップ捕獲消長と斑点米（

品種）の関係を比較した。
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③ 成績の概要

ア 畦畔ではフェロモントラップによる捕獲頭数がすく

い取りによる 日換算捕獲頭数を上回った。 月下旬ま5 7
ですくい取りによる捕獲はほとんどなかったが、フェロ

モントラップには捕獲が認められ、世代推移の把握が可

能であった。

イ 畦畔 ヶ所のトラップで 月 半旬に中規模な移動2 8 1
によると思われる多発があったが、このような時にはフ

ェロモン捕獲数がすくい取りを下回った。

ウ 畦畔ではフェロモンとすくい取り捕獲頭数の間には

相関が認められ、前者が約 倍であった。2.4
エ 水田内ではフェロモントラップによる捕獲頭数がす

くい取りによる 日間捕獲頭数を上回った。5
オ 水田内ではフェロモンとすくい取り捕獲頭数の間に

は相関が認められた。山側の地点で相関が低かったが、

両手法による捕獲数の関係は水田内の地点に関わらず同

様で、前者が約 倍であった。3.4
カ 水田間の幅 程度の細い畦畔に設置したトラッ0.5m
プによる捕獲頭数は、近傍の水田内に設置したトラップ

による捕獲頭数の約 であった。1/2
キ 水田内の累積捕獲頭数（ 月）には水田内の地点間8
で大きな違いはなかった。一方、精玄米斑点米率は「ほ

1.44% 397 0.44% 0.47%しのゆめ ､ きらら ｢ななつぼし」 「 」 、 」

で、 品種中「ほしのゆめ」が高かった。3

Ⅱ 畑作病害虫試験

1．障害耐性に優れる道央以南向け高品質春まき小麦 の

選抜強化

（平成 年～ 年、畑作科等と共同）病虫科14 18
～ 成績は作物研究部に一括掲載した。～

2．赤かび病抵抗性小麦品種の育成・利用を核にした か

び毒汚染低減

(2) 赤かび病抵抗性品種・系統のかび毒蓄積特性に基づ

く効率的防除技術の開発と現地実証

（平成 年～ 年、十勝農試と共同）病虫科18 21
① 目 的： 抵抗性 強 系統について 汚染過程‘ ’ DON
を解明すると共に、降雨などの気象要因と 汚染リDON
スクの関係を解明する。

② 試験研究方法

ア 降雨処理が発病に及ぼす影響

イ 品種系統の 汚染過程解明DON
③ 成績の概要

ア ブームスプレーヤによる降雨処理を行ったが、子の

う胞子の飛散および発病に及ぼす影響は判然としなかっ

た。

イ 「北見春 号」は「ハルユタカ 「春よ恋」と比67 」、

較して外観健全粒の 濃度が低かった。DON

3. ばれいしょ特性検定（指定）

(1) ばれいしょウイルス病抵抗性検定試験

（昭和 年～継続）病虫科47
① 目 的： ばれいしょ育成系統のウイルス病に対する

抵抗性を明らかにし、品種育成に資する。

② 試験方法

北農研センタ－育成系統 、北見農試育成系統 、長5 4
崎農試育成系統 、比較品種 について ウイルス病の6 5 Y
普通系統( 系統)とえそ系統( 系統)に対する抵抗性をO T
検定した。

③ 成績の概要

15ア 普通系統：普通系統に対する反応は強く、供試

10 5系統全てが感染し 系統が上葉にウイルスが移行し、 、

10 9系統は移行しなかった 上葉に移行した 系統のうち。 、

系統は病徴が現れたが、１系統は無病徴であった。

15イ えそ系統：えそ系統に対する反応は強く、供試

10 5系統全てが感染し 系統が上葉にウイルスが移行し、 、

10 8統は移行しなかった。上葉に移行した 系統のうち、

系統は病徴が現れたが、 系統は無病徴であった。2

4. ジャガイモ病害虫の簡易検出･高精度診断技術の開発

(2) 種子伝染性病原細菌の種いもからの検出技術の開発

（平成 年～ 年）病虫科17 19
① 目 的： 種いも伝染する細菌性病害のうち、黒あし

病と輪腐病に対する種いもからの簡易・高精度な検出診

断法を開発する。

② 試験方法

Erwinia遺伝子診断法（ 法 として黒あし病の一種PCR )
の 亜種および輪腐病菌に対する既報の方法carotovora 2

について検証した。輪腐病菌に対するポリクローナル抗

体を作成し､ 法による特異的識別を試みた。ELISA
③ 成績の概要

ア 法に関して､ の方法はPCR De Boar & L.Ward(1995)
を、 の方法はE.c. atrosepticasubsp. Darrasse et al.(1997)
をそれぞれ特異的に検出した。E.c carotovora.subsp.

ELISA 2イ 法に関して､作成したポリクローナル抗体

種は免疫した輪腐病菌との反応性が高く、特異性が期待

された。
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Ⅲ 園芸病害虫試験

1. 土壌環境改善を主体としたタマネギ乾腐病防除対 策

の確立

（平成 ～ 年）病虫科、栽培環境科15 18
① 目 的： タマネギ乾腐病の多発要因を全道的な規模

で再検討するとともに、土壌環境改善による発病の軽減

策を検討し、本病に対する抜本的対策として耕種的防除

対策を確立する。

② 試験方法

ア 乾腐病の多発要因の解析（現地実態調査）

平成 年度は南空知の 調査地点および圃場試験区に18 20
、 。おいて 発病株率と土壌病原菌量の経時的調査を行った

イ 土壌環境改善を主体とした耕種的防除技術の開発

（圃場試験）

＜試験 ＞試験地 栗山町の灰色低地土１筆。1
2 × 2試験区 耕起処理 水準(プラウ耕 無耕起) 堆肥処理、

水準(施用量 、 ） 肥料形態 水準〔 高度化成肥0 2t/10a × 4
料、塩類集積回避型肥料（単肥配合、化成 、有機入り）

化成〕を掛け合わせた計 処理区。 区面積 。16 1 30m2

＜試験 ＞試験地 栗山町の灰色低地土１筆。2
。 。試験区 心土破砕の有無､計 処理区 １区面積 ㎡1 220

3 8＜試験 ＞試験地 長沼町、栗山町、由仁町の低地土

筆。試験区 石灰質資材施用（炭カル ）の有200kg/10a
無計 処理区。１区面積 ㎡。2 100
③ 成績の概要

ア 近年のタマネギ乾腐病多発の主要因は病理学的要因

ではなく、土壌理化学性や土壌・肥培管理に起因する生

育不良が乾腐病の発生を助長していると推察された。

イ たい肥の施用、休閑作物・後作緑肥導入での有機物

施用やプラウ耕、心土破砕による土壌管理法改善、およ

び施肥の適正化や肥料形態の変更、石灰質資材施用によ

る肥培管理改善が軽減対策として有効であった。

ウ 耕起法改善、たい肥施用、塩類濃度低減施肥法の組

み合わせで乾腐病軽減と収量に良好な結果が得られた。

これに基づき土壌・肥培管理による防除対策指針を作成

した。

2. 土壌病原菌や有害線虫を駆除する薫蒸作物の開発と

利用方法の確立

(2) 薫蒸作物による土壌病害抑制効果の確認

4）各種作物バーティシリウム病抑制効果

（平成 ～ 年）病虫科18 22
① 目 的： チャガラシやクレオメを緑肥の効果と土壌

病原菌や有害線虫の減少効果を兼ね備えた薫蒸作物とし

て育成すると共に、栽培方法や鋤込み方法を確立する。

この中で、土壌病害抑制効果のうち各種バーティシリウ

ム病害に対する薫蒸作物の効果について検討する。

② 試験方法

ア 汚染圃場の造成

中央農試場内圃場にバーティシリウムを接種後、汚染状

況確認のためにダイコンを作付した。

イ 枠圃場によるチャガラシのバーティシリウム抑制効

果の検討

バーティシリウムを接種した枠圃場にチャガラシを鋤き

込み処理した。処理内容はチャガラシ鋤き込み、チャガ

ラシ鋤き込み＋マルチ、無処理、各 反復。処理後に感3
受性作物栽培を予定した。

ウ 薫蒸作物のバーティシリウム感受性評価

チャガラシ・クレオメのバーティシリウム感受性を調査

した。潅注接種を行い、土壌病原菌量は 。2×10 cfu/g3

③ 成績の概要

ア 汚染圃場でのダイコンの発病株率は約 ％で、次10
年度の試験に十分な汚染状況であった。

イ 枠圃場へのチャガラシ鋤き込み処理が遅く、処理後

の感受性作物作付は次年度とした。

ウ 接種試験では、チャガラシがバーティシリウムの感

受性作物であることが確認された。クレオメは感受性作

物であるが、試験では感染が確認されなかった。

Ⅳ クリーン農業技術開発推進事業

1．局所施肥法を導入したたまねぎの環境保全型栽培 技

術の確立

（平成 ～ 年度）栽培環境科18 20
① 目 的： 現行の収量水準を維持しながら、全面全層

施肥法に比べて施肥効率の向上が期待される数種の新し

い局所施肥法を開発し、これらを組み合わせた総合的施

肥技術を確立する。

② 試験方法

ア ポット苗施肥法の検討

（ア）供試品種： 北もみじ 肥料」「 2000
（イ）試験処理：超微粒被覆肥料 水準（ ､ 日タ2 70 100
イプ）に肥料混入割合 水準（ ～ ％の範囲で設2 10 50
定）を掛け合わせた計 処理区4

イ 表面散布畦寄せ施肥法の検討

（ア）供試圃場：場内（褐色低地土）

（イ）試験処理：表面散布畦寄せ施肥系列として肥料形
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態 水準（高度化成、塩類集積回避型、被覆型） 窒3 ×
素施肥量 水準（ 、 減肥）の 処理区と対照区2 15 30% 6
（全面全層、窒素 、無窒素区の計 処理区、18kg/10a 8）

～ 反復。2 3
③ 成果の概要

ア 超微粒被覆肥料はポットへ均等に施肥できるが、初

期溶出が想定以上に速く、濃度障害による発芽不良が発

生した。したがって、ポット苗施肥を行う場合は、初期

溶出の遅い肥料を用い、移植後の初期生育の向上を図る

程度の施肥量に止めることが望ましいと考えられた。

イ 表面散布畦寄せ施肥系列では、移植直後の根近傍に

肥料が供給されないため、初期生育が劣る傾向にあった

。その一方で、局所施肥による濃度障害的な影響も一部

にみられた。高度化成 ％減肥区では、結球期以降の30
生育が回復し、収量および窒素利用率は他の肥料よりも

良好であり、対照区に比べ ％の減収に止まった。15
ウ 以上のことから、移植直後の初期生育を向上させる

ポット苗施肥法を開発すること、それと表面散布畦寄せ

施肥法を組み合わせることで、窒素の 割減肥が可能で3
あると推察される。

2. たまねぎ減農薬栽培技術モデルの策定に向けた技 術

開発と実証

（平成 ～ 年、北見農試病虫科と共同）予察科18 19
(1) 白斑葉枯病に関する試験

① 目 的： タマネギ白斑葉枯病を対象の初回散布時期

予測システムの改良および被害解析を行うことで要防除

水準を設定し、効率的な防除法を開発する。

② 試験方法

ア 初回散布時期決定法の検討：フルアジナム水和剤

倍 を供試し、散布開始時期の異なる区を設けて発(1000 )
病収量を調査し、気象データと比較して、初回散布時期

決定法を明らかにする。さらに、菌核を圃場に置き、分

生子形成を観察する。

イ 薬剤散布継続期間および散布間隔の決定：フルアジ

ナム水和剤（ 倍）を供試し、散布時期、回数の異1000
なる区を設けて被害解析を行う。さらに、 薬剤を供試5
し 日間隔で ～ 回薬剤を散布し、発病、収量を調15 1 3
査して残効を明らかにする。

③ 結果の概要

ア 長沼での初発は 月 日であった。発病は初発か6 18
ら徐々に進展し、 月中旬以降は急伸した。圃場に置い7

6 21 31た菌核の分生子形成は 初発当日～ 日後 初発 ～、 、

（ ） 。 、日後 月中旬 が盛んであった ボトキャスト指数は7
初発まで漸増し、初発時には であった（図 。44 1）

被害解析試験区の 終発病は、薬剤散布区の間ではほと

んど差が認められなかった。収量は、処理間に有意差が

認められなかったが、発病と収量との間には負の相関が

認められた（相関係数 、 。r=-0.5581 n=14* ）

イ 初発直後 ～ 回散布での薬剤の残効は、 日以1 3 15
上であった。供試した 薬剤で同様の傾向であった。た5
だし、長沼ではボスカリド水和剤 回散布の効果がやや2
劣った。

以上から、初回散布は初発直後で、その後の散布間隔

、 。 、は 小 日 散布回数は 回以上と考えられた また15 3
発病と収量から見た散布切り上げ時期は、倒伏期の ～3
週間前と考えられた。初回散布適期が短いことから、4

圃場での初発を発見することが重要である。

(2) ネギアザミウマに関する試験

① 目 的： タマネギのネギアザミウマに対する効率的

な防除方法を検討する。

② 試験方法

ア 被害解析：薬剤散布開始時期、回数を変えてネギア

ザミウマの発生経過の異なる区を設定し、被害・虫数・

収量を調査する。

③ 結果の概要

7ア 今年度の長沼町におけるネギアザミウマの発生は、

月末になり食害程度が を超えるという状況であった25
が、 月以降は寄生虫数・食害被害ともに大きく増加し8
た。

イ 無散布区における収量は、慣行防除に対する収量比

。 、 、92 と平年より高かった ただし 区間のふれも大きく

さらに検討が必要であると考えられた。

ウ 処理間での収量差は無かったが、 月上旬に散布を7
開始すると 終的な食害程度は低く抑えられる傾向が認

められたため、今年度の長沼町のように 月中に食害程7
度 に達しない程度の発生状況であれば１回の散布で25
十分であった。しかし、無散布は 終的な食害程度がや

や高くなるため、 回以上の散布が効果的であると考え1
られた。

エ これまでの結果と合わせると、薬剤散布開始はほぼ

（ ） 、全株に食害が認められる 食害程度 ～ 時期とし25 50
その 日後に 回目散布を行い、 回目の散布をその10 2 3

～ 日以内に行うことがよいと考えられた。また、10 20
少発生地帯において 月 日頃までに薬剤散布開始の7 20
基準に達しない場合でも、食害が認められる場合は 回1
散布する必要があると考えられた。

3. YES Clean 産地と対象作物の拡大を図るクリ－ン農
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業技術の開発実証

(4) セルリーの減化学肥料・減化学農薬栽培技術の確立

（平成 年～ 年、土壌生態科と共同）病虫科18 20
～ 成績は環境保全部に一括掲載した。～

Ⅴ 栽培環境試験

1．道産小麦の安全性・安定性向上試験

(4)- 1) 道央水田転作地帯における高品質多収栽培技術

の開発

（平成 ～ 年）栽培環境科、水田・転作科、畑作科16 18
① 目 的： 秋まき小麦圃場の土壌物理性を改善するた

めの圃場管理法を開発する。

② 試験方法

ア 供試圃場：場内（褐色低地土）

イ 試験処理：耕起法 処理（プラウ耕の有無 、整地1 ）

法 処理（ダウンローター 回、ダウンローター 回＋2 2 2
アッパーローター 回）1
③ 成績の概要

ア 耕起・整地法の影響をみると、出芽率は砕土性の影

響を受けるが、砕土率 ％までは出芽数の低下程度が40
小さかった。千粒重、子実重および蛋白含有率は、整地

法よりもプラウ耕起の有無の影響を受け、無耕起で高か

った。

イ 無耕起系列の土壌では、気相率がやや高く、容積重

がやや少ない傾向にあり、これらの物理性の維持が収量

性の向上に寄与したものと考えられた。なお、プラウ耕

起で良好な結果が得られなかった要因としては、耕起か

ら整地までの積算降水量が平年の約 倍と多く、やや湿3
潤条件で整地を行ったことによる物理性の悪化と考えら

れた。

2．新ランク区分に対応した小麦有望系統の高品質安 定

栽培法の確立

（平成 ～ 年、上川農試畑作園芸科、十勝農試栽培18 19
環境科、北見農試麦類科と共同）栽培環境科、畑作科

① 目 的： めん用秋まき小麦新品種「北見 号」の81
本格的な普及の前に栽培環境に応じた 適な栽培法を確

立する。

② 試験方法

ア 試験場所：場内及び現地（岩見沢市、倶知安町）

イ 供試品種： ホクシン 「北見 号」「 」、 81
ウ 試験処理：播種期（ 月上旬～ 月中旬 、播種量9 10 ）

（ ～ 粒 、窒素施肥法（標肥、起生期 増100 340 /m N42
）

、 、 、 ）肥 止葉期 増肥 出穂期 増肥 開花後葉面散布N4 N4

③ 成績の概要

ア 「北見 号」は「ホクシン」より、子実重が多収81
で、タンパク含有率が１ポイント程度低かった。

イ 播種期・播種量試験の結果、 月上旬播種では両品9
255 100 170種ともに標準播種量区 粒 より薄播系列 ､（ ） （

粒）で増収した。適期（ 月中旬）播種では 「ホクシ9 、

」 」ン は標準播種量区で も多収であったが､｢北見 号81
は薄播区 粒）でも標準播種量区とほぼ同等の収量が(170

81 9 255得られた 「北見 号」の 月下旬播種では播種量。

粒と 粒の収量は同等であった。なお、 月播種で340 10
は、両品種ともに、 月播種より明らかに減収した。9
ウ 適期播種で窒素施肥法を比較すると、起生期、止葉

期、出穂期の各増肥により、子実重は「ホクシン」で増

収し 「北見 号」でほぼ同等から増収となった。、 81
エ 倶知安町における「北見 号」の収量は、播種期81
による差がみられなかった。

オ 岩見沢市北村試験地では、両品種ともに播種の遅れ

に伴う冬損が甚だしく、子実重は低かった。特に 月10
上旬播種で激減した。

3．キャベツに対する施肥効率向上のための被覆肥料

の利用法

（平成 年～ 年）栽培環境科18 19
① 目 的： 分施を省略し、収量の安定化および施肥窒

素利用効率の向上を図るために、効果的な被覆肥料を探

索し、速効性肥料との適切な配合割合などを検討する。

② 試験方法

ア 施肥効率向上に効果的な被覆肥料の探索

（ア）供試圃場：場内（褐色低地土）

8 8（イ）供試肥料：被覆肥料 点、化学合成緩効性肥料

点

（ウ）試験処理：被覆肥料系列 処理区、化学合成緩効8
、 、 、 、性肥料系列 処理区 対照区 無窒素区 計 処理区3 13

２反復。

イ 速効性肥料との適切な配合割合の検討

（ア）供試圃場：場内（褐色低地土および褐色森林土）

（ ） （ 、 、イ 試験処理：被覆肥料窒素の配合割合 水準3 40 50
％ 溶出タイプ 水準 日、 日 の 処理区、対60 )× 2 (30 40 ) 6

照区、無窒素区の計 処理区、反復なし。8
③ 成果の概要

ア キャベツの収量安定化および施肥効率向上に効果的

な被覆肥料を探索した結果、初期生育を確保するために

初期から窒素供給が十分行える溶出のより速い被覆肥料
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（硝安被覆型、リニア型 日タイプの尿素被覆型）が30
適していた。また、これに類似した溶出過程を示す化学

合成緩効性肥料（肥効期間の目安が短い）も同様に適し

ていた。特に、初期溶出率の高い肥料は減肥の可能性も

示唆された。

イ 速効性肥料との適切な配合割合を検討した結果、被

覆肥料の配合割合を従来の ％よりも少ない ％まで60 40
。 、低下させた場合に生育・収量の安定化が図られた 特に

溶出日数がやや遅い 日タイプでは配合割合を少なく40
するほどその傾向が顕著であった。

4．硝酸性窒素等の地下水汚染の防止・改善

(2)- 2)- ② 野菜畑における硝酸汚染低減に向けた緑肥

作物導入指針

（平成 年～ 年）栽培環境科16 20
① 目 的： 野菜畑において、緑肥作物の導入による硝

酸汚染低減効果を明らかにし、その効果を活用した緑肥

作物の導入指針を策定する。

② 試験方法

ア 試験地：中央農試（一部現地で実施）

イ 前作物：キャベツ標準栽培（窒素 施用）22kg/10a
ウ 後作緑肥：えん麦、えん麦野生種 ヘイオーツ 、ラ( )
イ麦、シロカラシ、ひまわり

エ 試験処理：播種期 水準（ 月中、下旬、 月中、4 8 9
下旬） キャベツ残さすき込み 水準（有、無） 緑肥× 2 ×
への窒素施肥 水準（ 、 ）計 処理2 0 5kg/10a 16
オ 調査項目：緑肥作物収量、窒素吸収量、播種前およ

び収穫後の土壌無機態窒素量 深さ ～ 等( 0 100cm)
③ 成績の概要

ア 緑肥導入適性試験の結果、いずれの緑肥も 月中旬9
以降の播種で明らかに生育量は低下し、低下程度はえん

麦野生種とライ麦で比較的小さかった。

イ 月中に播種した緑肥導入系列では、無栽培区に比9
べ緑肥作付後に残存する土壌硝酸態窒素量が少なく、そ

の後の浸透水中の硝酸態窒素濃度も低い傾向にあった。

ウ 緑肥栽培期間中の積算気温と乾物重には、極めて高

い正の相関が認められ、これらの関係に基づき播種期等

の設定が可能と考えられた。

5．土壌養分の簡易分析法の確立

（平成 年～ 年、上川農試栽培環境科と共同）18 19
栽培環境科

、 、① 目 的： 土壌分析における抽出法 定量法を検討し

現法による分析値に読みかえ可能な簡易分析法を確立す

る。

② 試験方法

ア 供試土壌：道内の農耕地土壌 点（水田 点、111 48
畑 点、草地 点）30 33
イ 検討項目： （測定前処理の検討 、有効態リン酸pH ）

（ブレイ－トルオーグ間、ブレイ － 間の読み1:10 1:20
かえ式の検討 、 塩酸可溶性 ・ （抽出温度条） 0.1N Cu Zn
件の検討 、 、 、 ℃）､遊離酸化鉄（簡易法の30 25 20 15
導入）

③ 成績の概要

ア 、遊離酸化鉄で 前処理への置き換えや簡易法pH EC
による分析値と従来法での分析値との差は小さいことか

ら、これらの導入の可能性は高かった。

イ 今回作成した式で得られた水田土壌でのリン酸読み

5mg/100gかえ値は、従来の読みかえ式による値に比べ、

前後高い値となった。

0.1N Cu 15 Zn 25ウ 塩酸可溶性 では ℃抽出で、 では

℃以下の抽出で、標準である ℃抽出に比べ分析値は30
明らかに低下した。

6．植樹併用型農地排水路の機能評価

（平成 ～ 年）栽培環境科17 20
① 目 的 植樹のメリットを明らかにし、排水機能や作

物生育、維持管理に影響の少ないような、植樹を併用し

た排水路整備のための調査検討を行う。

② 試験方法

植栽した樹上の昆虫及び魚類などのエサとして落下す

る昆虫から生物多様性の評価を試みた。

ア 試験処理：ヤナギ植樹区、オオイタドリ植生区、無

植生区（植生を刈り取り 、トウヒ植樹区）

イ 採取方法：ビーティング法、スウィーピング法、見

つけ取り法（植生上の昆虫 、植生下にパントラップを）

１区につき 個設置し採取（落下昆虫）5
③ 成績の概要

ア 各植生区で昆虫類の構成が異なり、植生上の昆虫は

植物の種類によって影響を受けていた。

イ 落下昆虫の各区の構成は、植生上の昆虫構成と異な

った。各区の落下昆虫は、植生上の優占種より飛翔する

小型ハエ目に強く影響を受けていた。

ウ 各植生上にはそれぞれを食物とする昆虫が優占し、

植生上の昆虫の種数と個体数は、オオイタドリより植樹

区で多かった。トウヒ植樹区は 月に植生上および落10
下昆虫が他の区より多いことから、落葉しない針葉樹は

安定的に、昆虫の食物となるとともに、落下昆虫を供給

すると推測された。
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Ⅵ 病害虫に関する受託試験

1. 道産小麦の安全性・安定性向上試験

(1) 赤かび病抵抗性強化とDON低減技術による安全性向

上

1) マイコトキシン汚染に対応した赤かび病防除技術体

系の確立

① 春まき小麦の赤かび病防除技術体系の確立

（平成 年～ 年）病虫科16 18
① 目 的： 春まき小麦を対象に赤かび病の防除対策を

確立する

② 試験研究方法

ア 赤かび粒の 濃度DON
イ 外観健全粒の病原菌汚染

ウ 合理的散布回数の検討

③ 成績の概要

ア 赤かび粒の 濃度は ～ と高濃度であDON 50 300ppm
った。

イ 外観健全粒の 汚染のほとんどは発病F. graminearum
穂内で起こることが明らかとなった。登熟前半の薬剤散

布には低減効果が認められたが、後半では認められなか

った。

ウ ～ 回散布の効果を比較したところ、 汚染3 5 DON
低減のためには 回散布が合理的であることが明らかと3
なった。

本試験成果は平成 年度普及推進事項となった。19

2) 調製技術と簡易分析法によるマイコトキシン汚染低

減技術の確立

（平成 年～ 年、機械科、十勝農試と共同）病虫科16 18
～ 成績は生産研究部に一括掲載した。～

2. ばれいしょ輸入品種等選定試験

(1) ウイルス病検定試験

（平成 年～ 年）病虫科18 22
① 目 的： ばれいしょ輸入品種等のウイルス病に対す

る抵抗性を明らかにし、品種育成に資する。

② 試験方法：輸入品種 、比較品種 について ウイ3 4 Y
ルス病の普通系統（ 系統）とえそ系統（ 系統）に対O T
する抵抗性を検定した。

③ 成績の概要

ア 普通系統：供試した 品種はいずれも感染し、上葉3
にウイルスが移行した。このうち 品種は病徴が現れた2
が、１品種は無病徴であった。

イ えそ系統：供試した 品種はいずれも感染した。こ3
のうち 品種は上葉にウイルスが移行し病徴が現れた2
が、１品種は上葉にウイルスが移行しなかった。

3. 長期貯蔵可能な加工用ばれいしょ新品種の開発促進

（平成 年～ 年、遺伝子工学科と共同）病虫科18 22
～ 成績は基盤研究部に一括掲載した。～

4. 循環式催芽機使用催芽時の食酢処理による病害防除

（平成 年、上川農試病虫科・栽培環境科と共同）18
予察科

① 目 的： 催芽時食酢処理による褐条病防除技術を実

用化させる。

② 試験方法

ア 催芽時の食酢処理濃度を 倍､ 倍､ 倍とし､25 50 100
温湯種子消毒および化学農薬による種子消毒との組合わ

せによる、褐条病に対する防除効果を調査した。

イ 催芽時の食酢処理による、種籾の発芽および苗形質

への影響について調査した。

③ 成績の概要

ア 種子消毒に催芽時の食酢処理を組合せることにより

50褐条病に対して高い防除効果が得られた。特に食酢

倍液処理の効果は 倍液処理に優り、いずれの種子消100
毒との組合せにおいても、安定して効果が高かった。

イ 催芽時の食酢処理濃度が高くなるほど、種籾の発芽

は遅れた。食酢 倍液処理での発芽の遅れは特に顕著25
、 、で催芽終了時の発芽も不揃いであり 播種後の苗立ちや

移植時の苗形質も劣る傾向にあった。しかし､ 倍より33
も薄い濃度であれば、苗立ちや苗形質への影響はなく、

実用上全く問題はなかった。

ウ 褐条病の防除効果と、発芽・苗形質への影響を総合

的に判断すると、催芽時に食酢 倍液を処理すること50
、 、により 褐条病に対して安定した高い防除効果が得られ

種籾の発芽や苗形質についても、実用上全く問題ないと

考えられた。

Ⅶ 農業新資材試験

1．新農業資材の実用化試験

(1) 殺菌剤・殺虫剤

（昭和 年～継続、クリーン農業科及び道南・44
上川・十勝・北見・花野菜各場病虫科と共同）

病虫科・予察科

① 目 的： 殺菌剤と殺虫剤について、各種病害虫に対
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する防除効果を査定し、実用性について検討する。

② 試験方法

圃場に慣行的方法で作物を栽培し、薬剤の性質と対象

病害虫の生態に応じた方法で適期に薬剤を施用した。対

象病害虫に対する防除効果を調査し、薬害の有無も観察

した。

③ 成績の概要

14 23 51 16殺菌剤は 作物 病害に対して計 剤殺虫剤は

作物 害虫に対して計 剤を供試し、防除効果の調査16 50
を行い、供試薬剤ごとに対照薬剤と比較検討し実用性等

を判定した。なお､殺菌剤と殺虫剤の合計 剤の内１101
剤については作物体残留試験のための試料調整を行っ

た。

(2) 肥料及び土壌改良材

1) キャベツに対する「粒状貝化石肥料」の施用効果

（平成 年～ 年、花・野菜センターと共同）18 19
栽培環境科

① 目 的： キャベツに対する粒状貝化石肥料の施用効

果を検討する。

② 試験方法

ア 供試圃場：場内（暗色表層酸性褐色森林土）

イ 供試作物：キャベツ「楽園」

ウ 試験処理：①貝化石区 ）②炭カル区(300kg/10a
、③無施用区の計 処理区、 反復。貝化石(200kg/10a) 3 2

区および炭カル区のアルカリ分施用量は ～105
の範囲であった。106kg/10a

③ 成績の概要

ア 貝化石の酸度矯正能を実験した結果、炭カルと同等

の 水準まで上昇させるのに約 倍量を要した。pH 2
イ 貝化石区の収量性は無施用区より優ったものの、球

肥大がやや劣り、規格内球数割合が低かったことから、

規格内収量は炭カル区に比べて劣った。

ウ 土壌 は処理間差が小さかった。貝化石区の交換pH
性石灰含量は と、炭カル区の半分弱の増加21mg/100g
に止まった。

エ 以上の結果から、粒状貝化石肥料が炭カルと同様の

施用効果を得るためには 倍量を必要とすることが推察2
された。

2) キャベツに対する副産石灰肥料「エコガーラ」の施

用効果

（平成 年～ 年）栽培環境科18 20
① 目 的： キャベツに対する副産石灰肥料「エコガー

ラ」の施用効果を検討する。

② 試験方法

ア 供試圃場：場内（暗色表層酸性褐色森林土）

イ 供試作物：キャベツ「楽園」

ウ 試験処理：①エコガーラ区 ）②炭カル区(300kg/10a
（ 、③無施用区の計３処理区、２反復。エコ200kg/10a)
ガーラ区は石灰で 、炭カル区はアルカリ分で106kg/10a
同量を施用した。

③ 成績の概要

ア エコガーラの酸度矯正能を実験した結果、炭カルと

同等の 水準まで上昇させるのに ～ 倍量を要しpH 2 3
た。

イ エコガーラ区の収量性は無施用区より優り、規格内

球数割合は炭カル区より多かったものの、平均一球重が

やや軽かったために、規格内収量は炭カル区に比べて僅

かに劣った。

ウ エコガーラ区の は他区より低く、酸度矯正効果pH
は判然としなかった。また、エコガーラ区の交換性石灰

含量は無施用区より 増加したが、炭カル区18mg/100g
の増加量の 割程度と石灰供給能はそれほど高くなかっ3
た。しかし、収量性に対する施用効果はそれ以上あった

ことから、副成分の窒素の施肥効果が相乗的に働いたも

のと推察された。

Ⅷ 農作物病害虫診断試験

1．突発病害虫及び生理障害

（昭和 年～継続、技術普及部、クリーン農業科、遺50
伝子工学科、病害虫防除所、及び各場と共同）病虫科、

予察科

① 目 的： 農作物の栽培環境の変化に伴って突発した

り新たに発生した病害虫について、適切な防除対策を講

じて被害を 小限にとどめるための診断を行う。

② 試験方法

各地・各機関からの作物生育障害の診断依頼に応じ、

原因となる病原菌または害虫の種類を常法により明らか

にするとともに、必要に応じて現地を調査して、発生実

態、被害状況および適切な対応策を明らかにした。

③ 成績の概要

遺伝子工学科、技術普及部および病害虫防除所との協

力分担のもと、合計で 点の診断依頼に応じた。診323
111 55断の結果、病害 点、虫害（ダニ、線虫等含む）

点、生理障害 点、薬害 点、不詳 点であった。53 15 81
、 、この中で 大豆・小豆・みずなのアシグロハモグリバエ

いちごの葉縁退緑病・疫病（病原の追加 、おうとう・）
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アロニアのサクラヒラタハバチ、アロニアのウチイケオ

ウトウハバチ・モンクロシャチホコ・モモシンクイガ・

リンゴヒメシンクイ・ケブカスズメバチの発生または加

害が道内で初確認された。

Ⅸ 病害虫発生予察および植物防疫事

業

1. 病害虫発生予察事業

（昭和 年～継続、道南・上川・北見・十勝19
各場病虫科と共同）予察科・病虫科

① 目 的： 植物防疫法に基づいて、指定及び指定外病

害虫の発生状況を調査して関係機関に情報提供し、病害

虫防除の適正を図る。

② 試験方法

農作物有害動植物発生予察事業実施要項同要領及び北

海道病害虫発生予察事業実施要領に則り、指定病害虫、

指定外病害虫および突発性病害虫を対象に以下の調査よ

って発生動向の把握や情報収集を行う：定点調査（試験

場内無防除ほ場：発生時期・発生量 、巡回調査（一般）

栽培ほ場：発生量 、現況調査（一般栽培ほ場：発生程）

度別面積 。）

③ 成績の概要

全道的に融雪が遅れるとともに 月は低温寡照に経過4
し、天候の回復した 月の播種・移植開始はやや遅めか5
平年並となった。また、 月の寡照により各種作物の生6
育は遅れ気味であったが、 月・ 月の高温経過により8 9
後半の生育は良好となり、全道における水稲の収量が平

年を上回るまでに回復した。病害は、 月の降雨により6
春まき小麦（初冬まき栽培）での赤かび病がやや多く、

ばれいしょの疫病も 月中旬までの周期的な降雨でやや7
多発した。また、たまねぎの乾腐病は昨年よりは発生が

少なかったが、 月の高温傾向と土壌の乾燥によりやや8
発生が多かった。てんさいの褐斑病は、 月から 月中8 9

2旬までの高温により発生が多くなった。害虫は、過去

カ年連続して夏季が高温に経過したため密度が増加した

と考えられる多発事例が目立った。水稲のアカヒゲホソ

ミドリカスミカメは 月には多発の兆候が認められなか7
ったが、高温に転じた 月の出穂期以降、道央以南で水8
田内での加害活動が活発化した。 ・ 月の高温により8 9
遅れ穂上の籾の生育が進む中で、後期の吸汁加害により

斑点米が増加したと推察される事例があったが、全体と

しては適正防除により斑点米は少なかった。

病害虫の発生状況で多発となったものは、大豆のマメ

シンクイガ、菜豆のタネバエ、ねぎのネギアザミウマ、

、 、キャベツのヨトウガ・コナガ りんごのモモシンクイガ

キンモンホソガ、ハダニ類であった。また、やや多かっ

た病害虫は、水稲のニカメイガ、小麦のムギキモグリバ

エ、春まき小麦（初冬まき栽培）の赤かび病、大豆の食

、 、 、葉性鱗翅目幼虫 ばれいしょの疫病 てんさいの褐斑病

たまねぎの乾腐病であった。

なお、これら以外に多発したものとして、小麦のムギ

クロハモグリバエ、小豆のアズキノメイガ、りんごの黒

点病などがあげられる。侵入害虫のアシグロハモグリバ

エは、渡島支庁管内、胆振支庁西部などで発生の拡大が

認められ、新規発生地域では野菜類やてんさいで被害が

大きかった。

発生予察情報として予報・月報（各 号 「主要病害6 ）、

虫の発生概況」について発表するとともに、以下の病害

虫について注意を呼びかけた：注意報 号（春まき小麦5
の赤かび病多発のおそれ、馬鈴しょの疫病早期発生の可

能性、道央を主体にアカヒゲホソミドリカスミカメが多

発生、網走・十勝を中心にてんさいの褐斑病が多発、り

んごのモモシンクイガ 回目成虫による産卵の多発）､2
特殊報 号（ ジャガイモ塊茎褐色輪紋病の発生につい1 「

て 。」）

Ⅹ その他事業

1. マイナー作物経過措置に係わる農薬登録試験

(平成 年、クリーン農業科等と共同）病虫科・予察科18
農薬取締法の改正に伴うマイナー作物等の農薬登録促

進を目的として、道内各産地から要望のあった薬剤の効

果、倍量薬害、作物体残留試験（分析試料調整）を行っ

た。対照病害虫（試験薬剤数）は以下の通りである。

食用ユリのキノコバエ類に対するダイアジノン粒剤（作

残試験 、アロニアのシンクイムシ類に対するアデｨオン）

乳剤（薬効・薬害・作残試験 、センキュウのハダニ類）

に対するコテツフロアブル（作残試験 、同 黒根腐病）

に対するベンレート水和剤（作残試験）の計 病害虫に4
ついて担当・実施した。

技術普及部

Ⅰ 地域支援等活動
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1．普及センターの普及活動計画達成のための活動

活動エリア内における19普及センターの平成17年度地

域重点課題は、約半数が新規課題に変更された。このよ

うなこともあり、当技術普及部としては初年目の活動が

終年の目標達成にとって重要と考え、普及対象との信

頼関係の醸成、経路図の展開についてスタッフが十分に

理解することと、経営経済的評価のレベルアップについ

て重点的に支援することとした。特に窓口担当専技は年

間を通じ臨機応変の支援を行うとともに専門担当を交え

重点対象の状況を十分に確認するよう努めた。

普及センター所員が一堂に集まっての検討会の名称を

「普及活動検討会」とし、第1回検討会は7月、第2回は1

1～12月に開催した。これ以降の検討は通信手段を活用

し実績書の完成を高めるべく支援した。

普及活動検討会は窓口担当専技、普及方法担当専技、

経営担当専技及び部長が出席し、主たる目的は多雨証農

業者との合意形成、推進事項の展開及び課題の出口スト

ーリーを明確にすることとした。検討資料は別記5号様

式により作成し検討した。

第2回検討会以降は各種通信手段を活用し実績計画の

完成度向上に努めた結果、活動実績及び実績書と計画書

の内容はかなり充実したものと考えられた。また、年度

当初計画どおり実績書及び計画書がとりまとめられたこ

とにより、粗原稿段階の支庁計画協議は年度内に終了し

た。

また、各普及センターに任意の学習グループが設立さ

れ、窓口担当専技を中心に支援した。

2．支援会議設立に係る連携活動

地域農業技術支援会議は、よりよい地域農業・農村づ

くりを支援するため、現状の課題や改善方策について協

議する場となる。技術普及部は支庁及び農業改良普及セ

ンターとともに会議の一構成機関であると同時に、3者

が有する独自機能、餅は餅屋の機能を結集して、より大

きな力となるよう努めた。そこで平成18年度は地域農業

技術支援会議の事業を地域課題の整理機能プロジェクト

推進機能業務連係機能地域関係者との協働機能４つの色

合いに分類して、各分野の取り組みをより具体化して年

間活動計画の中に織り込むよう提案した。特にプロジェ

クト推進機能については、入り口となる計画協議と出口

となる実績検討を充実することにより、課題解決のため

の実践力の向上が望まれる。支援会議は5支庁において

それぞれ設立ないし設立の合意がはかられ次年度計画の

具体的検討段階にある。

3．普及関連事業推進のための活動

普及センターが実施主体で係わる「地域担い手対策推

進事業 「農業・農村チャレンジ21推進事業 「農村女」、 」、

性・高齢者地域活動支援事業」等の事業につき、関係専

技が普及計画との関連を明確にして成果が上がるよう支

援した。

4．改良普及員の研修に対する活動

(1)技術普及課が実施する「改良普及員研修」

技術普及課が実施する「新任者早期養成研修 「専門」、

的技術力向上研修」の研修計画作成、研修時の講師や研

修レポート事前作成支援などに対応した。

（カッコ内は研修者数）

・新任改良普及員早期養成研修（17名） 対応専技5名

・採用７年目改良普及員研修（21名） 対応専技1名

・総合技術力向上研修

情報機能高度化（5名） 対応専技1名

クリーン農業「病害虫 （10名） 対応専技1名」

クリーン農業「土壌診断 （10名） 対応専技1名」

クリーン農業「農業機械・農業労働 （7名）」

対応専技1名

・専門的技術力向上研修

経営技術力研修（3名） 対応専技1名

・専門項目別研修

園芸「果樹 （2名） 対応専技1名」

農家、農業経営（7名） 対応専技1名

(2)新技術伝達研修

（ ）、 （ ）、平成18年2月6日 石狩・空知支庁 7日 日高支庁

8日（胆振支庁 、9日（後志支庁）の「平成17年度新技）

術伝達研修」において、各専門担当専技が講師となり、

今年度の成績会議で普及奨励事項等になった成果を普及

員に伝達した。

(3)支庁段階の研修

、 、各支庁の地域課題解決研修 部門別総合研修に対して

農業改良助長法の改正施行により「普及指導員の調査研

究」の主旨を意識した研修内容になるよう対応した。

5．補完指導研修

専門技術員補完活動計画に基づき、生活担当専技は道

南農試技術普及部、果樹担当専技は道南、北見、上川各

農試技術普及部の要請に対応し、活動を支援した。

6．技術体系化チームによる地域課題解決のための活動

技術体系化チームは、地域農業に密着した試験研究の
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、 、推進 研究成果の迅速な普及を促進することを目的とし

試験研究部門の研究員、普及部門の専門技術員の兼務に

よって組織されたプロジェクトチームにより技術の体系

化・現地実証試験を進めた。同時に、実証研究の推進に

あたっては、農業改良普及センター、地元市町村、農業

関係機関、農家、支庁との協議会などを開催して、試験

計画及び成果の検討を行い、試験結果の迅速な普及を図

った。

平成17年度は、以下5つのプロジェクトチームによる

現地実証普及活動を実施した。

(1) 田畑輪換技術を中心とした水田農業高度利用技術の

（ ）実証 H12年～H17年

(2) クリーン農業技術の実証による有機農産物生産支援

（H13年～H17年）

(3) 高度クリーン米栽培の体系化実証（H16年～H17年）

(4) 低コスト業務用米の生産と中長期的畑・野菜等の

輪作による地域水田農業ビジョンの実現

（H16年～H18年）

(5) 緑肥を導入した畑輪作による線虫被害低減効果の実

証 （H17年～H19年）

(1)の課題は、北海道農業先進技術実証事業の稲作地域

推進事業として空知支庁管内長沼町で実施した。(2)の

課題は、経営革新技術等移転促進事業として胆振支庁管

内洞爺村で実施した。(3)の課題は、クリーン農業技術

開発推進事業として空知支庁管内滝川市及び芦別市で実

施した。(4)の課題は、地域水田農業改革実践支援事業

として石狩支庁管内江別市で実施した (5)の課題は (2)。 、

と同様に経営革新技術等移転促進事業として後志支庁羊

蹄山麓地域で実施した。

7．試験研究との連携活動

研究部が実施する現地試験や開発された技術の迅速な

、 。普及に当たって 研究員に協力してその実施を支援した

また病害虫や生理障害などの診断依頼について、関係研

究部と協力して対応した。

8．行政・関係機関との連携

(1) 営農技術に関する支援

、 、４月～10月の間 道が発表する営農技術対策に対して

畑作、果樹部門について原稿を提供した。

また、技術普及部「営農対策技術情報」として、道央

部における定期営農対策技術情報を４回、低温、大雨、

雪害等への対策として臨時営農技術対策情報を６回作成

し、各支庁並びに普及センターに提供し、さらにＨＡＯ

のホームページ上にも掲載した。

各支庁で開催される「農業気象連絡協議会・営農対策

協議会」では、技術対策の提供とともに会議に出席し、

適切な営農技術対策について指導した（各支庁の開催回

数：後志支庁2回、日高支庁1回 。）

(2) 支庁独自事業に対する支援

日高支庁の「軽種馬経営体育成促進事業 、後志支庁」

の「羊蹄山麓環境にやさしい産地づくり事業 、空知支」

庁の「空知型循環農業推進事業(肉牛導入)」など支庁独

自事業に対する支援活動を行った。

(3)青年農業者及び女性農業者事業への支援

全道規模で取り組まれる青年農業者会議や女性農業者

ネットワーク活動について、効果的に推進されるよう支

援・助言した。また、支庁単位で開催される青年農業者

会議や女性農業者ネットワーク活動についても中心的普

及センターの担い手主査と連携して、活動の自主自立運

営への誘導と活動を支援した。さらに大会の場では、助

言者や講師として支援した。

今年度から若手女性農業者・高齢者を対象にした新事

業（農業経営者ステップアップ支援事業・女性高齢者が

創る農村づくり支援事業）がスタートしたことから、計

画の樹立や活動支援を行った。

(4) ＹＥＳ！ｃｌｅａｎ認証制度への支援

食品政策課で実施している北のクリーン農産物表示制

度フォローアップ調査に参画し、栽培履歴確認、登録基

準への適合性、今後取り入れるべきクリーン農業技術に

ついて助言を行った（現地調査5支庁、15品目、対応専

技5人 。）

平成17年度における認証団体115団体、120作型品目。

(5) 関係機関・団体との連携

ホクレン、ＪＡ中央会、北植防、米麦改良協会、除草

剤協会、道果樹協会、酪農畜産協会、草地協会、農業共

済組合、農林統計事務所など関係機関団体と連携し、そ

の活動を支援した。対応次長・専技 10名。

9．農大との連携活動

農業の担い手確保・育成の視点から、農大が行う各種

研修・教育に対し、計画作成段階での指導助言、研修実

施にあたっての講師など連携支援活動を行った。

・稲作経営専攻コース20期生に対する水稲に関連した研

修講義（竹内・池田・乙部 。）

・稲作経営専攻コース19期生に対する経営計画論（西海
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・竹内 。）

（対応専技3名 延べ21日）

10．専門技術員調査研究

各専技が、当面する普及に必要な９課題を設定し、関

係普及センターと連携し、調査研究を行った。課題は次

のとおり。

「自給飼料の品質と生産費用評価」

「 」多様な担い手層支援支援の機能分担に関する調査研究

「稲作地域における労働支援システムの現状と推進に関

する研究」

「病害虫に関わる普及奨励並びに指導参考事項検索デー

タベース作成」

「大地の星の安定多収穫技術確立に向けた調査研究」

「りんごの潮風害による生育への影響」

「転作畑における大豆安定生産に関する調査研究」

「クリーン農業技術の実証による有機農産物生産支援」

「直売活動におけるコスト算出方法に関する研究」

11．新農業資材実用化試験（現地試験）及びマイナー品

目 暫定使用農薬への対応、ホクレン等資材試験への支

援

新資材の実用化や現地適応性を検討する現地試験は、

農薬関係で管内２普及センター、殺虫剤１剤、殺菌剤１

剤を実施し、試験設計、事務手続き、成績取りまとめを

行った。

農薬取締法改正に伴う、マイナー品目の暫定使用農薬

への対応は、防除所、各普及センター、支庁、技術普及

課と連携し、暫定使用登録への登録対応、農家の適正使

用指導、登録に向けた体制づくり、試験設計等の支援を

行った。

施肥防除合理化推進協議会への対応は、ホクレンが実

施している資材試験に関して要請に対応して助言指導を

行った（設計検討会・中間現地検討会・試験成績検討会

出席、試験成績取りまとめ助言 。）

12．情報活動への支援

基本的には、本庁技術普及課森本総括専技が全道窓口

のため当普及部での業務は地方場の技術普及部窓口対応

と同様であった。

、 （ ） 、ただし 企画情報室主査 システム との関連により

ＨＰの更新については全道対応を行った。平成１７年度

末で、ＨＰの更新を依頼してくる普及センターは上川管

内・宗谷管内・釧路管内の３管内であった。

５支庁における情報活動と支援状況

・空知：バーチャル普及センターに関する北海道委員。

・石狩：情報の共有化が少しづつ前進している（技術主

幹との連携によるものと感じる 。）

・後志：メールを活用した技術情報の発信を共和地区に

て実施している。

・日高：テレビカメラを活用した情報交換に積極的に取

り組んでいる。

・胆振：ＨＰのセンター更新に今年度は積極的に取り組

んだ。

Ⅱ 技術体系化チーム

1．田畑輪換技術を中心とした水田農業高度利用技術の

実証

（平成12～17年）

（平成18年指導参考事項：事業年度短縮のため復元田の

成績はまとめられず、畑地転換における栽培技術実証と

してまとめた）

担当：技術普及部、農業環境部<環境基盤科>､作物開発

部<畑作科>、生産システム部<水田農業科、経営科>、ク

リーン農業部<総合防除科、病虫科>

協力・分担：空知支庁及び空知南西部地区農業改良普及

センター、南部耕地出張所、長沼町役場、JAながぬま

① 目 的： 水田機能を 大限に活用した田畑輪換技術

の大規模な実証試験を行い、水稲、転作作物の収量、品

質の向上並びにコストの低減を実証し、水田地帯におけ

る土地利用型複合経営の定着を図る。

② 試験方法

ア 地域：長沼町23区（灰色低地土）

イ 圃場：2.5ha大区画基盤整備ほ場３圃場

③ 成績の概要

ア Ａほ場：秋まき小麦

かぼちゃを前作物として、処理区を設けず通常の秋ま

きドリル播種により栽培実証を行った。播種が9月26日

と遅かったが、秋期の気温が高く推移したため、越冬前

の生育、越冬状態は良かった。起生期以降は6月中旬の

出穂期頃まで低温傾向、その後成熟期に至るまで高温傾

向が続き、小麦の生育、登熟にとっての環境は良くなか

った。また、6月下旬から赤さび病が急速に蔓延し、成

熟期には上位葉にも病斑がみられた。このため子実の充

実がやや悪かったが、子実重は601kg/10aであった。

イ Ａほ場：春まき小麦

前作てんさいの後に品種「春よ恋」を用い、ブロード

キャスターによる散播で初冬まき栽培を行った 、播種。
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後、秋期の高温により越冬前に芽を切る個体が多くみら

れたが、越冬に問題はみられなかった。春以降低温に経

過したが、初期生育は順調であった。6月中旬以降の高

、 、 、温により稈が長くなり 一部に倒伏がみられたが 収量

品質への影響は少なく、子実重は560kg/10a達した。

ウ Ｂほ場：秋まき小麦

秋まき小麦の連作として処理区を設けず通常の秋まき

ドリル播種により栽培実証を行った。播種が9月11日と

早く、秋期が高温に経過したため、越冬前の生育は十分

で越冬状態は良かった。起生期以降は出穂期に至るまで

低温に経過し、その後成熟期に至るまで高温傾向であっ

たが稈長は高め、穂数は多かった。成熟期が早く降雨前

の収穫が出来、連作だが土壌病害等の発生はみられず、

子実重は592kg/10aであった。

エ Ｄほ場：大豆

畑地転換初年目ほ場において通常の倍密度の80cm間隔

の心土破砕区（細密心破）を通常の160cm間隔と比較し

て実証栽培を行った。細密心破区では降雨後の地下水位

の上昇が少なく、8月中旬における大豆の生育も上回っ

た。子実収量は細密心破区で378kg/10aと多収であった

が、通常心破区との差は小さかった。

2．クリーン農業技術の実証による有機農産物生産支援

（平成13～17年）

担当：技術普及部、クリーン農業部<土壌生態科>、農業

環境部<環境保全科>、農産工学部<農産品質科>、生産シ

ステム部＜経営科＞

協力・分担関係：胆振支庁及び西胆振農業改良普及セン

ター、洞爺村役場、JAとうや湖、とうや湖クリーン農産

物研究会

① 目 的： 洞爺湖地域における先導的な集団を核とし

たばれいしょの特別栽培農産物の生産実証を通じて、特

別栽培技術を確立するとともに地域農家の環境調和型農

業への意識向上を図り、クリーンな畑野菜産地として地

域の発展を支援する。

② 試験方法

ア 実証農家9戸（とうや湖クリーン農産物研究会）

イ 品目：ばれいしょ（男爵薯）

ウ 処理区：15㎡、2反復

エ 施肥区分：化成肥料窒素成分量を5kg/10aに設定、

それ以上分をぼかし肥で代替。

化学肥料100％区～

N : P O : K O = 8.0 : 18.0 : 10.02 5 2

市販ぼかし“Hu”代替区～

〃 = 9.0 : 18.5 : 10.3

オ 調査項目：生育収量、葉色（SPAD 、茎葉硝酸態窒）

素（RQフレックス)、土壌化学性、内部品質（でんぷん

価、ビタミンC 、食味）

③ 成績の概要

ア 調査は9戸で実施したが、クリーン農産物研究会の

全19戸が同様に栽培に取り組んだ。

イ ぼかし肥料代替栽培は化成肥料区に対し生育、総い

も収量に差がみられなかった。

ウ 製品収量では、ぼかし肥代替ではM規格も製品に扱

うため平均39％の多収となり、販売代金から販売経費を

差し引いた収支でも増益(平均42％)となった。

エ 内部品質（でんぷん価、ビタミンＣ）および食味官

能試験では化学肥料区と差がみられなかった。

オ 化学合成農薬は、全試験ほ場で特別栽培の基準内で

栽培されていた。

3．高度クリーン米栽培の体系化実証

（平成16年～17年）

担当：技術普及部、クリーン農業部＜主研、総合防除科

＞、生産システム部＜水田農業科、経営科＞

協力・分担関係：空知東部地区農業改良普及センター、

JAたきかわ、滝川市（とんぼの会 、芦別市（きらきら）

ぼし生産組合）

① 目 的： 個別のクリ－ン農業技術を体系化し、農薬

成分回数を5回（慣行栽培の25%）以内、総窒素施肥量の

30%以上を有機物で代替する栽培体系について現地圃場

で技術実証を行い、より高度なYES!clean栽培の普及を

図る。

② 試験方法

ア 場所 実証農家 ：滝川市 とんぼの会 芦別市 き（ ） （ ）、 （

らきらぼし生産組合）

イ 実証ほ場：連続した水田3ほ場（30～40a規模）

、 （「 」 ）、ウ 品種 使用苗： 滝川 きらら397 成苗ポット

芦別（ ななつぼし」中苗マット）「

エ 処理：

(ｱ) A圃場 2回代かきによる雑草防除、減農薬（温湯消

毒、発生対応型防除 、減化学肥料実証（窒素成分有機）

代替割合、滝川30％、芦別50％）

(ｲ) B圃場 雑草発生予測による除草剤選択、減農薬（温湯

、 ）、 （ ）消毒 発生対応型防除 減化学肥料実証 A圃場と同じ

(ｳ) C圃場 対照慣行 YES!clean栽培（温湯消毒､慣行

防除 、除草剤 慣行栽培）

（ ）、 、 、(ｴ) 病害調査：7月11日 止葉抽出始め 19日 25日

8月2日に圃場の5ケ所／筆、10ｍ／所について病害の見

取り調査（モニタリング調査）を行った。
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オ 害虫調査：8月２日（出穂期）にカメムシ20回振り

すくい取り調査を行った 収穫時に精玄米3000粒(2反復)。

について着色粒を調査した。

③ 成績の概要

ア 滝川圃場Ａ(2回代かき)区は、移植時期が遅れたた

め苗質はやや徒長し、初期生育が劣り成熟期も8日遅れ

。 、 、た 精玄米重は 30％代替の滝川B区と慣行C区は同程度

また、化成肥料を側条施肥し50％代替した芦別A･B区も

慣行Ｃ区と同程度であった。

イ 雑草発生量予測に基づいて滝川圃場は、少なく予測

されソルネット粒剤(1成分)とした。また、芦別圃場は

ノビエ、イヌホタルイなどが多く予測され、クサコント

フロアブル(2成分)を使用した。また、2回代かき区は、

滝川が無除草剤としたが、アメリカアゼナ、オオアブノ

メの発生により条間除草機手取り除草を行い、芦別はソ

ルネット粒剤(1成分)としたが、後発生のヘラオモダカ

が多発生したためブンタゾン剤（１成分）を追加散布し

た。

ウ 実証圃場では、生育期間中のいもち病の発生を認め

なかった。その他の病害としては滝川、芦別両圃場で褐

色菌核病の発生を認めたが被害はないと考えられた。

エ 実証圃場のイネドロオイムシ、イネミズゾウムシと

もに要防除水準に達せず、防除は行わなかった。

オ 実証圃場の薬剤処理後のカメムシすくい取り数は、

追加防除が必要な密度(2頭/20回振りすくい取り)には達

せず、追加防除を行わなかった。また、斑点米率も低く

１等米の基準値以内であった。

カ 以上から、農薬成分回数を5回以内、化学肥料施用

量の30%以上を有機物で代替することを目標とする高度

なYES!clean生産技術体系が可能であることが現地で示

された。

4．低コスト業務用米の生産と中長期的畑・野菜等の

輪作による地域水田農業ビジョンの実現

（平成16年～18年）

担当：技術普及部､作物開発部＜畑作科＞､生産システム

部＜主研、水田農業科＞､クリーン農業部＜病虫科＞

協力・分担関係：石狩支庁農務課、石狩中部地区農業改

良普及センター、JA道央

① 目 的： 偏東風や泥炭土などの気象・土壌により、

初期生育が不良で高品質米の生産が困難な石狩・南空知

地域を対象として、稲作と中長期的な転換畑の畑・園芸

作を主体とした経営について調査する。これらから経営

の改革に有効な技術を抽出・体系化するとともに経営モ

デルを策定し、地域水田農業ビジョンの実現を目指す。

② 試験方法

ア 業務用米の安定多収栽培技術の確立と栽培指針の策

定

江別市の3農家圃場で 「大地の星」について以下の試、

験区を設定した。

A農家： 密度、施肥）栽植密度3水準と窒素2水準）（

B農家： 育苗方法）育苗時のわい化処理の有無（

C農家： 白色育苗箱処理）成苗ポットの育苗箱表面を（

ペンキで白く塗った。

また、岩見沢試験地場内、石狩管内3普及センターの現

「 」 。地試験における 大地の星 の試験成績も含め検討した

イ 中長期的転換畑における畑・野菜の安定生産に向け

た技術支援

春播小麦の初冬まき栽培における安定生産と当面のＤ

ＯＮ汚染低減対策の現地支援

江別現地圃場における赤かび病発生程度および菌種の

発生割合を調査した。

ウ 業務用米の安定多収生産を組み入れた水田農業複合

経営モデルの実現

対象農家3戸（江別市 、経営調査）

③ 成績の概要

ア いずれの試験区でも、600kg/10a以上の収量が得ら

れた。A圃場では密植ほど収量が高い傾向にあった。ま

た、多肥で総籾数は増加したが、収量に差は認められな

かった。B圃場ではわい化剤処理により初期茎数と穂数

が増加し、収量は10％増加した。C圃場では箱を白くす

ることで育苗箱内の温度が1～2℃低くなり、出芽は慣行

に比べ1日程度遅くなった。育苗期間を通じ白色育苗箱

処理の生育が劣ったが、初期茎数と穂数が増加し、収量

は10％増加した。

イ 2ヶ年の石狩管内の現地試験から、 適籾数は3万5

千粒/㎡程度と考えられ、これを確保するには、 低550

本／㎡の穂数、出穂期の窒素吸収量で10kg/10aが必要と

考えられた。また、幼穂形成期の窒素吸収量が4kg/10a

以上の場合に、600㎏/10a以上の収量が得られ、幼穂形

成期の茎数が500本／㎡以下では窒素吸収量が4kg/10a以

、 。下の事例が多く この場合には追肥が有効と考えられた

ウ 初冬まき栽培現地圃場における赤かび病発生程度は

少～中発生であった。赤かび病菌の菌種割合は調査圃場

あるいは調査年次により大きく異なった。

エ 地域水田農業ビジョンを支援する経営モデルの策定

のため、対象農家3戸を調査した。

5．緑肥を導入した畑輪作による線虫被害低減効果の実

（ ）証 平成17年～19年
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担当：技術普及部、作物開発部<畑作科>､クリーン農業

部<予察科>

協力・分担関係：後志支庁、中後志農業改良普及センタ

ー、倶知安町、JAようてい

① 目 的： 羊蹄山麓地域で被害の出ているダイズシス

トセンチュウの対策として対抗作物赤クローバによる被

害低減効果を実証するとともに、レースの分布調査に基

づいて抵抗性品種を活用し、土づくりと適正な輪作の下

に環境と調和した農業を確立する。

② 試験方法

ア 緑肥効果の実証

初年目(H17)赤クローバを小麦間作栽培し線虫孵化を

促進する→2年目（H18)てんさいなど線虫非寄主作物を

栽培し密度低減をはかる→3年目（H19)大豆を栽培し線

虫抑制効果を実証する。

試験場所：倶知安町の農家圃場3筆

処理方法：赤クローバ栽培、4播種期

調査項目：赤クローバ生育個体数、鋤込み時重量

イ 線虫レースの簡易調査と作付履歴の実態調査

線虫レース分布の調査、作付履歴の実態調査に基づき

、 。抵抗性品種の選択を含め 総合的な線虫対策を提案する

試験場所：倶知安町、京極町現地28カ所

（「 」、調査方法：簡易調査法として大豆4品種 スズマル

「トヨコマチ 「ユキシズカ 「スズヒメ ）を圃場に」、 」、 」

栽培しシスト数等を調査。

③ 成績の概要

ア 緑肥効果の実証

・秋まき小麦間作赤クローバの播種期試験の結果、起生

期播種の麦収穫時および鋤込み時の生育量が も上回っ

た。なお、播種期については年次を含めた検討が必要で

ある。

イ 線虫レースの簡易調査と作付履歴の実態調査

・レース調査の結果、レース3、レース1と推定される圃

場が半々であり、中にはレース１抵抗性のスズヒメでも

発生がみられる圃場があった。また、レースは偏在して

おらず、圃場によりモザイク状に分布していた。

・聞き取り調査の結果、小豆も含め過去5年間の豆作率

は40％であった 栽培大豆品種は キタムスメ 10 ト。 「 」 、「

ヨコマチ」4 「ユキホマレ」が1例であった。、

・栽培大豆品種と圃場の推定レースとの関連はみられな

かった。
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Ｅ 普及・参考事項並びに試験研究の成果

１．平成 年普及奨励事項、普及推進事項、18
指導参考事項、研究参考事項並びに行政参考

事項

（ ） 、平成 年度北海道農業試験会議 成績会議 において17
当年度までに完了した試験研究成績について、普及、研

究、行政に提供される事項を決定した。そのうち、当場

が担当または分担した提出課題（農業資材・農業機械性

能調査関係課題を除く）は次のとおりである。

(1) 普及奨励事項

－優良品種候補－

○小麦新品種候補「北見春 号 （北見農試、中央農試67 」

作物研究部畑作科）

－奨励技術－

○催芽時食酢処理による水稲の褐条病防除対策（生産環

境部予察科、上川農試）

(2) 普及推進事項

－優良品種候補－

○だいず新品種候補「中育 号 （作物研究部畑作科、52 」

生産研究部水田・転作科）

－推進技術－

○鉄付着防止暗渠土管の閉塞軽減効果（環境保全部農業

環境科）

○水稲品種「大地の星」の安定多収栽培法（生産研究部

水田・転作科、基盤研究部農産品質科、技術体系化チー

ム、上川農試栽培環境科)

○たまねぎ有機農業の導入による経営安定化方策（生産

研究部経営科）

○デオキシニバレノール（ ）に対応した小麦の調DON
製法と貯蔵中における の消長（生産研究部機械科DON
・生産環境部病虫科)

○デオキシニバレノール汚染に対応した春まき小麦の赤

かび病に対する薬剤防除対策（生産環境部病虫科）

○成型ポット苗移植栽培におけるタマネギ乾腐病の多発

要因と土壌・肥培管理による防除対策（生産環境部病虫

科・栽培環境科・北見農試）

○ マーカーを利用した小豆・菜豆の品種判別（基SSR

盤研究部遺伝子工学科、遺伝資源部資源利用科、資源貯

蔵科 （独）農業生物資源研究所）、

(3) 指導参考事項

○水稲の有機栽培における生産安定化技術（生産研究部

機械科、水田・転作科、環境保全部クリーン農業科等）

○有機栽培野菜畑の窒素肥沃度指標の選定とその簡易分

析法（環境保全部土壌生態科、上川農試）

○水稲品種「ななつぼし」における胴切粒（くびれ粒）

発生要因の解析（生産研究部水田・転作科）

○水稲有機栽培における生産安定化技術（生産研究部水

田・転作科、機械科等）

○不耕起乾田直播栽培の栽培事例と安定化に向けた技術

改善（上川農試栽培環境科、生産研究部水田・転作科、

経営科）

○道央水田転換畑における秋まき小麦「ホクシン」の大

豆畦間ばらまき栽培法（作物研究部畑作科、生産研究部

水田・転作科）

○水稲に対する石灰系下水汚泥コンポストの施用効果

（生産研究部水田・転作科）

○平成 年度水稲関係除草剤使用基準（生産研究部水18
田・転作科、上川農試栽培環境科、道南農試作物科）

○道央地帯における冷凍米飯用「大地の星」と春まき小

麦の初冬まき栽培を取り入れた経営モデル（技術体系化

チーム）

○修学旅行生を対象とした農家民宿の効果と組織化方策

（生産研究部経営科）

○畑作条件不利地における農業生産法人の設立誘導手法

（生産研究部経営科）

○作型拡大による収益改善に向けた小玉・中玉すいかの

栽培技術（原子力環境センター農業研究科・生産研究部

経営科）

○豆類の損傷粒発生要因の解明と小豆の吸水性向上技術

（生産研究部機械科）

○平成 年度の発生にかんがみ注意すべき病害虫（病18
害虫防除所、生産環境部予察科・病虫科、環境保全部ク

リーン農業科、上川農試、道南農試、十勝農試、北見農

試花・野菜技術センター、技術普及課、北海道農業研究

センター）

○道央水田転換畑における秋まき小麦「ホクシン」の大

豆畦間ばらまき栽培法（作物研究部畑作科）
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○だったんそば「北海 号」の安定栽培法（作物研究T8
部畑作科、基盤研究部農産品質科、上川農試）

○りんごの品種特性（作物研究部果樹科）

○新資材(畑作物・果樹除草剤及び生育調節剤)の実用化

（作物研究部畑作科等）

○道央地帯における冷凍米飯用「大地の星」と春まき小

麦の初冬まき栽培を取り入れた経営モデル（技術体系化

チーム）

(4) 研究参考事項

○りんどうの胚珠培養法（基盤研究部細胞育種科、なが

ぬま農業協同組合）

○春まき小麦の半数体倍加系統作出の効率化（基盤研究

部遺伝子工学科、細胞育種科）

○野菜に発生する病原ウイルスの遺伝子解析と診断技術

（基盤研究部遺伝子工学科）

○小豆の抗酸化成分による生理調節機能の解析（基盤研

究部農産品質科）

（ ）○かぼちゃ遺伝資源の特性情報 遺伝資源部資源貯蔵科

(5) 行政参考事項

２．論文ならびに資料

(1) 研究論文、試験成績

環境保全部

○兼平修，奥山七郎．ツメクサガの発育と産卵．北

p.21-28 (2006)海道立農試集報． ，90

○加藤俊介，高濱雅幹．ハイドランジア・アナベル

9のグリーン化と開花調節技術．北海道立農試集報．

p.47-50 (2006)0，

○中津智史、東田修司．簡易耕が畑土壌および畑作

p.134-141 (2006)物の生育収量に及ぼす影響 北農． ． ，73

○中津智史、松永浩、沢口敦史．北海道十勝地域に

7おけるコムギ子実品質の実態．日本作物学会紀事．

p.487-491 (2006)5(4)，

○中津智史、佐藤康司、佐藤仁、神野裕信．秋まき

コムギ品種キタノカオリにおける低アミロコムギの

p.79-85 (2007)発生要因．日本作物学会紀事． ，76(1)

○北川巌，横井義雄．カラマツ木材チップの暗きょ

疎水材としての適用性．農業土木学会論文集． ，243

（ ）p.41-46 2006
○北川巌，竹内晴信，横井義雄．トレンチャ掘削式

． ．穿孔暗渠の耐久性と適用条件 農業土木学会論文集

， （ ）243 p.73-78 2006
○北川巌，竹内晴信．切断掘削式無材暗渠「カッテ

17ィングドレーン工法」による排水改良技術．平成

年度新しい研究成果－北海道地域－北海道農業試験

p.104-111 (2006)研究推進会議．

○北川巌，竹内晴信，中津敬太．学会賞を受賞して

「泥流地帯における暗きょ排水管閉塞対策技術」 農.
p.69-70 (2006)業土木学会誌．47(11)，

○北川巌．圃場の総合的な排水改良技術の確立に関

, p.1-82 (2007)する研究．北海道立農試報告．113

基盤研究部

McGovern, R. J., Horita, H., Stiles, C. M. and Seijo,○

T. E. Host range of andItersonilia perplexans
management of Itersonilia petal blight of China aster.
Plant Health Progress Online Journal . doi:10.1094/( )

( )PHP-2006-1018-02-RS, 2006
○小松勉，松澤光弘，堀田治邦．糖蜜還元消毒と抵

抗性台木によるトマト青枯病の防除効果．北日本病

p.38-41 (2006)害虫研報． ，57

○小松勉，松澤光弘，堀田治邦．深耕還元消毒と抵

抗性台木によるトマト青枯病の防除効果．北日本病

p.42-46 (2006)害虫研報． ，57

， ， ．○坂森敏宣 地子立 植野玲一郎 中野雅章 目黒孝司, ,
ハウス立茎および露地普通栽培におけるグリーンア

スパラガス若茎の 値とアスコルビン酸含量．北Brix
p.55-59 (2006)海道立農試集報． ，90

○佐々木純，竹内徹．北海道におけるピーマンの抵

抗性品種（ 型）を侵すトウガラシマイルドモッL /L3 +

トルウイルス( )系統の出現．北日本病害虫研PMMoV
p.56-57 (2006)報． ，57

○堀田治邦．カリフラワー品種間における軟腐病の

p.47-48 (2006)発生差異．北日本病害虫研報． ，57

○三澤知央，竹内徹．ブドウ根頭がんしゅ病菌北海

道分離株の 法による検出．北日本病害虫研報．PCR
p.82-85 (2006)57，

企画情報室

Ferdous, S. A., Watanabe, S., Suzuki-Orihara, C.,○

Tanaka, Y., Kamiya, M., Yamanaka, N., and Harada, K.
QTL Analysis of Resistance to Soybean cyst Nematode
Race 3 in Soybean cultivar Toyomusume. Breeding
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Science. , p.155-163 (2006)56

Ferdous, S. A., Watanabe, S., Suzuki-Orihara, C.,○

Tanaka, Y., Kamiya, M., Xia, Z., Yamanaka, N., and
Harada, K. Conversion of AFLP Markers Surrounding a
QTL, rhg-t1, for Soybean Cyst Nematode Resistance into
PCR-based Markers. Breeding Science. , p.195-19956

(2006)
○臼井裕一，足立静香，紙谷元一，中島寿亀，山元

義久，鈴木忠直，安井明美．タマネギの品種識別用

マーカーの開発．日本食品科学工学会誌． ，DNA 53

p.498-504 (2006)
○臼井裕一，足立静香，紙谷元一，中島寿亀，山元

DNA義久 鈴木忠直 安井明美 統計的手法を用いた， ， ．

マーカーによるタマネギの品種識別．日本食品科学

p.505-513 (2006)工学会誌． ，53

○安積大治，林哲央，志賀弘行．衛星観測 にNDVI
．よる秋まき小麦子実タンパク含有率地図の作成手法

p89-98 (2006)システム農学． ，22

○松本武彦，木村義彰，高橋圭二，寳示戸雅之．シ

ートを用いて被覆した牛ふんの堆肥化 過程におけ

る肥料成分の挙動．日本土壌肥料科学雑誌． ，77

（ ）p.395-400 2006
○松本武彦，寳示戸雅之．チモシー単播草地に表面

施用した乳牛堆肥の窒素無機化率を考 慮した肥効

． ． ， （ ）評価 日本土壌肥料科学雑誌 77 p.407-412 2006
○松中照夫，三枝俊哉，佐々木寛幸，松本武彦，神

山和則，古館明洋，三浦 周．ふん尿 利用計画支

援ソフト「 」の概要－環境に配慮したふAMAFE2006
ん尿の有効利用のために －．農業及園芸． ，81

（ ）p.909-917 2006

作物研究部

Ferdous, S. A., Watanabe, S., Suzuki-Orihara, C.,○

Tanaka, Y., Kamiya, M., Yamanaka, N., and Harada, K.
QTL Analysis of Resistance to Soybean cyst Nematode
Race 3 in Soybean cultivar Toyomusume. Breeding
Science. , p.155-163 (2006)56

Ferdous, S. A., Watanabe, S., Suzuki-Orihara, C.,○

Tanaka, Y., Kamiya, M., Xia, Z., Yamanaka, N., and
Harada, K. Conversion of AFLP Markers Surrounding a
QTL, rhg-t1, for Soybean Cyst Nematode Resistance into
PCR-based Markers. Breeding Science. , p.195-19956

(2006)

○三浦理恵，上野宗一郎，佐藤立博，江良聡，佐鳥

新，神野裕信，佐藤導謙，杉川陽一，石村康生，福

島充，三橋龍一．ハイパースペクトルカメラの農業

, 245-249分野への応用 北海道工業大学研究紀要． ．34

(2006)

○品田裕二，前塚研二，飯田修三，土屋俊雄．十勝

におけるてん菜の生産性変動要因解析．北農． ，73

231-239 (2006)ｐ

○江部成彦，品田裕二，小池寿，高田法幸，村田吉

平，奥山昌隆．十勝地方における金時類の多収要因

240-245 (2006)解析．北農． ，ｐ73

生産研究部

○後藤英次，野村美智子，稲津脩．寒地水稲におけ

る施肥法別の窒素利用率と各器官への分配率が白米

． ．タンパク質含有量に及ぼす影響 日本作物学会紀事

, p451-458 (2006)75(4)

○後藤英次，野村美智子，稲津脩．寒地水稲に対す

る時期別追肥窒素の利用率と各器官への分配．日本

, 443-450 (2006)作物学会紀事．75(4)

○平石学．大規模畑作経営における休閑緑肥定着へ

,の営農条件に関する考察．農業経営研究．44(2)

p.46-51 (2006)
○白井康裕．集出荷コスト削減に向けた物流ＡＢＣ

, p.132-137 (2006)分析の活用法 農業経営研究． ．44(1)

○白井康裕．生産管理場面における数量化理論の適

, p.12-18 (2006)用．農業経営研究．44(2)

○白井康裕，岡田直樹．大規模水田作経営の現状か

．らみた組織対応の有効性－北海道長沼町を事例に－

p.9-16 (2006)2006年度日本農業経済学会論文集．

○白井康裕，後藤英次，田中一生，田中英彦．マー

ケティングの視点から見た道産酒米の進行方策．北

, p.13-20 (2006)海道立農業試験場集報．90

○原圭祐、木村義彰、石井耕太．トラクタ搭載型セ

ンサを用いた窒素可変追肥による秋まき小麦の圃場

内生育変動の軽減．平成 年度 新しい研究成果－17
p.8-11 (2006)北海道地域－．

， ．○桃野寛 酪農業 機械化を中心とした試験研究概要;
, p19-23 (2006)農業機械学会誌．68(5)

○稲野一郎，桃野寛，鈴木剛，有田敬俊．直播てん

さいの出芽率向上に関する研究（第 報 ．農業機械1 ）

, p75-82 (2006)学会誌．68(6)
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○高濱雅幹，藤倉潤治，藤田寿雄，高宮泰宏，堀田

治邦，加藤俊介，桃野寛，兼平修，田丸誠．リンド

ウの育苗法と施肥法の改善、および半促成作型の導

, p71-75.(2006)入効果．北海道立農業試験場集報．90

生産環境部

○岩崎暁生．北海道の露地栽培ネギにおけるネギア

ザミウマの防除体系－被害許容水準・薬剤残効性に

, p.158-164, 1pl (2006)対応した防除－．植物防疫．60

○三澤知央，中住晴彦，新村昭憲．もみがら採苗法

によるイチゴ疫病菌の苗への感染回避．北日本病害

, p.60-61 (2006)虫研究会報．57

○萩田孝志．北海道におけるプルーン炭疽病の発生．

, p.78-81 (2006)北日本病害虫研究会報．57

○岩崎暁生，三宅規文，武澤友二．北海道における

マレーゼトラップによるタネバエ成虫の捕獲消長と

卵巣発達推移による発生世代数の推定．北日本病害

p.145-147 (2006)虫研究会報． ，57

○藤根統，小野寺政行，角野晶大． ～ 年の2003 2005
北海道・道北地域におけるタマネギ乾腐病発生実態

－タマネギ乾腐病菌による土壌と苗の汚染が病害発

, p.26-29生に及ぼす影響－ 北日本病害虫研究会報． ．57

(2006)
○小野寺政行，中本洋．たい肥と各種有機質肥料を

用いた露地野菜の無化学肥料栽培法とその圃場適性

, p.27-34 (2007)評価．北農．74(1)

○小野寺政行・中本洋．たい肥と各種有機質肥料を

用いた露地野菜の無化学肥料栽培法とその圃場適性

評価．平成 年度新しい研究成果－北海道地域－．17
p.112-115 (2006)北海道農業試験研究推進会議．

技術普及部

Yoshino, N., Wang, G., Ito, M., Auld, B., Kohara, H.,○

and Enomoto, T. Naturalization and dissemination of two
( ) ．sub of Lindernia dubia Scrophulariaceae in Japan

Weed Biology and Management. , p.174-176 (2006).6

○古原洋．スルホニルウレア系除草剤抵抗性イヌホ

．タルイの発見と生態的特性に基づく防除方法の確立

, p.1-46 (2006).北海道立農試報告．111

(2) 口頭発表

環境保全部

○中津智史，佐藤康司，佐藤仁，神野裕信．秋まき

小麦「キタノカオリ」の低アミロ耐性．第11回穂発

(2006.7.7)芽シンポジウム

． ．○中津智史 北海道農業と硝酸性窒素汚染問題

日 本 水 産 学 会 北 海 道 支 部 大 会 講 演 要 旨 集 ．

p . 4 0 - 4 1 (2006)
○北川巌，竹内晴信，松岡祐司，北野均．暗渠排水

用土管の素材改善による鉄付着防止技術．第55回農

業土木学会北海道支部研究発表会講演要旨集．

p.54-59 (2006)
○末久美由紀，北川巌．農業サイドの取り組み「植

生帯が浅層地下水中の硝酸性窒素濃度に及ぼす影

響 ．平成 年度美々川自然再生合同（美々川・ウ」 18
(2007)トナイ湖・樹林帯）ワーキング資料集

○末久美由紀，中津智史，中本洋，北川巌．植生帯

が浅層地下水中の硝酸性窒素濃度に及ぼす影響．第5

5回農業土木学会北海道支部研究発表会講演集．

p98-103 (2006)
○橋本均．土壌観察用テキストの作成．日本土壌肥

, p.200 (2006)料学会講演要旨集．52

○青木元彦．ハウス立茎栽培におけるジュウシホシ

クビナガハムシの被害と幼虫期防除の効果．第60回

(2007)北日本病害虫研究発表会．

○橋本庸三，齊藤美樹．アカヒゲホソミドリカスミ

カメに対する水面施用剤の残効期間(1)ポット試験．

(2007)第60回北日本病害虫研究発表会．

○齊藤美樹，橋本庸三．アカヒゲホソミドリカスミ

カメに対する水面施用剤の残効期間(2)水田網枠試

(2007)験．第60回北日本病害虫研究発表会．

○中辻敏朗，中本洋．北海道におけるセルリーの肥

培管理実態と圃場の窒素収支．日本土壌肥料学会講

2 p.134 (2006)演要旨集． ，5

○櫻井道彦，鈴木克昌，小野寺政行，信濃卓郎，大

崎満．根圏土壌のプロテアーゼ活性とその生成細菌

群集に及ぼす有機物施用の影響．日本土壌肥料学会

p.38 (2006)講演要旨集． ，52

○櫻井道彦，富沢ゆい子，和崎淳，信濃卓郎，大崎

満．有機物施用圃場におけるアルカリホスファター

ゼ活性とその生成細菌群集の解析．日本土壌肥料学

p.5 (2006)会北海道支部秋季大会講演要旨集．

基盤研究部

， ， ， ， ，○内堀篤 佐々木純 竹内徹 紙谷元一 田澤暁子
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犬飼剛，増田税．インドネシアのダイズ品種 にWilis
おけるダイズわい化病抵抗性の 解析．日本植物QTL
病理学会報． ， （ ）73(1) p.79 2007
○佐々木純．ユリのウイルス病．第 回植物ウイル8

p.11-19 (2006)ス病研究会講演要旨．
4○佐々木純 竹内徹 池田信 源田佳克 佐藤京子， ， ， ， ．L

遺伝子を打破するトウガラシマイルドモットルウイ

ルス( )の新病原型 の出現．日本植物病PMMoV P1.2.3.4

, p.299 (2006)理学会報．72(4)

○鈴木孝子，佐藤導謙，吉村康弘，竹内徹．北海道

小麦品種における マーカーを利用したピュロイDNA
ンドリン、グルテニン、 遺伝子タイプの解析．日Wx
本育種学会・作物学会北海道談話会報． ，4 7

p.89-90(2006)
○相馬ちひろ，奥村理，島田尚典，加藤淳，長谷川尚

輝．小豆ポリフェノール高含有遺伝資源の探索．日本

食品科学工学会北海道支部大会講演要旨． （ ）p.5 2007
○竹内徹．豆類の 品種判別技術の開発．農林水DNA

DNA p.7 2006)産物の 鑑定の現状と展望 講演要旨． ． （

○竹内徹，古田和義，佐々木純．イチゴモットルウ

イルス（ ）の 領域の解析．日本植物病理学SMoV CP
, p.254 (2006)会報．72(4)

， ， ， ， ，○武田藍 鈴木孝子 竹内徹 藤田正平 島田尚典

， ， ， ，加賀秋人 伊勢村武久 友岡憲彦 Duncan Vaughan
近藤則夫．アズキ落葉病抵抗性遺伝子の座乗連鎖群

の決定．日本植物病理学会報． （ ）73(1), p.78 2007
○古田和義，佐々木純，竹内徹． によるイRT-LAMP
チゴモットルウイルス（ ）の検出．日本植物病SMoV
理学会報． （ ）72(4), p.254 2006

Itersonilia○堀田治邦．ゴボウ黒条病(病原菌

)の発生生態と防除．第 回植物病害生態perplexans 9
p.1-8 (2006)研究会レポート第 号．5

○相馬ちひろ．光センサーによるながいもの品質測定

技術．第 回北海道食品産業総合展（ポスター発表、5
2006.10.13 14)札幌市 ．( ～）

19○相馬ちひろ．小豆の生理調節機能の解析．平成

年農業新技術発表会（ポスター発表、札幌市 ．）

（ ）2007.2.15

遺伝資源部

10○山下陽子 田澤暁子 南忠 ダイズ茎疫病の既知， ， ．

レースに抵抗性を持たない品種・系統の圃場におけ

． ．る発病差異 日本育種・作物学会北海道談話会会報

, p.121-122 (2006)47

○木内均．ブータンにおける稲の遺伝資源収集．北

12 (2006.12.9)海道ブータン協会 月例会

企画情報室

○山元義久，臼井祐一，紙谷元一，中島寿亀，玉木

克知，足立静香． マーカーによる他殖性作物のDNA
7品種判別における統計的手法の適用．園芸学雑誌．

, p.255(2006)5(別1)

○保木健宏，木原誠，岡田吉弘，浅山聡，斉藤渉，

金谷良市，高橋進，林勝弘，伊藤一敏．オオムギの

第５染色体長腕部末端に座乗する の効果検証QTL
１．北海道ビール麦系譜系統における麦芽品質及び

H QTL ,休眠性と５ との関連．育種学研究．9(別1)

p.187 (2007)
○木原誠，保木健宏，岡田吉弘，浅山聡，斉藤渉，

金谷良市，林勝弘，伊藤一敏．オオムギの第５染色

体長腕部末端に座乗する の効果検証 ２．北海QTL
H道ビール麦系譜系統における麦芽中酵素活性と５

QTL , p.188 (2007)との関連．育種学研究．9(別1)

○吉村康弘，柳沢朗，中道浩司，小林聡，西村努，

池永充伸，佐藤奈奈，谷藤健．製粉性およびめん色

「 」 ．に優れる秋まきコムギ新品種 きたほなみ の育成

, p.54 (2007)育種学研究．9(別1)

○清野伸孝，丹羽勝久，福原道一，安積大治，西宗

昭． データによる玉ねぎ畑の特徴抽出と面積集SPOT
計．システム農学会 年度秋季シンポジウム・一2006
般研究発表会要旨集 第 回天敵利用研究会講演要14

p.52-53 (2006)旨．

○松中照夫，三枝俊哉，佐々木寛幸，松本武彦，神

山和則，古館明洋，三浦 周．環境に配慮した酪農の

ためのふん尿利用計画支援ソフト ，その１．AMAFE
「 」の概要と演算論理．日本土壌肥料学AMAFE2006

, p.136 (2006)会講演要旨集．52

○三枝俊哉，松中照夫，佐々木寛幸，松本武彦，神

山和則，古館明洋，三浦 周．環境に配慮した酪農の

ためのふん尿利用計画支援ソフト ，その２．AMAFE
「 」の現地導入効果．日本土壌肥料学会AMAFE2006

, p.136 (2006)講演要旨集．52

○甲田裕幸，木場稔信，松本武彦，三枝俊哉，寳示

戸雅之，三木直倫．根釧地方のチモシー単播草地に

おける養分収支のライシメーターによる推定．日本

(2006)土壌肥料学会北海道支部会
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作物開発部

○谷藤健，鈴木千賀，三好智明，田中義則，白井滋

久．高イソフラボン大豆品種十育 号の特性．日241
, p.102-103 (2006)本作物学会紀事．75(別1)

○船附秀行，羽鹿牧太，山田哲也，辻博之，田中義

則，木村義彰，萩原誠司，湯澤正明，篠崎敦，石本

， ． ．政男 藤野介延 ダイズの裂莢性に関する 解析QTL
, p.238-239 (2006)日本作物学会紀事．75(別2)

WILIS○三好智明 鴻坂扶美子 田澤暁子 田中義則， ， ， ．

由来のダイズわい化病抵抗性系統の評価と選抜法．

47, p.119-120日本育種学会・作物学会北海道談話会報．

(2006)
． ．○田中義則 北海道におけるダイズ育種研究の課題

北海道試験研究推進会議生物工学部会．( )2007.2.7
○田中義則，飯田修三，水越亨．ダイズシストセン

チュウの簡易レース診断法（予報 ．北日本病害虫）

(2007.2.8)研究発表会．

○千田峰生，岡田みずほ，高橋完，大西志全，湯本

節三，田中義則，高田吉丈，高田法，葛西宏介，葛

西厚史． から への突然変異に由来するダイズ種皮I i
着色変異体における 遺伝子候補領域の構造変異．I

, p.215 (2007)育種学研究．9(別1)

． ．○田中義則 北海道におけるダイズ育種研究の課題

．平成18年北海道農業試験研究推進会議生物工学部会

(2007.2.7)

生産研究部

○梶原靖久，平山裕治，田中一生，田中英彦，清水

博之，岩間和人．北海道で育成された水稲低タンパ

ク質系統における窒素の吸収と分配特性．日本育種

, p.33-34 (2006)学会・作物学会北海道談話会報．47

○塚本康貴，神野裕信，竹内晴信．道央台地圃場に

おける土壌水分環境が小麦生育に及ぼす影響．日本

p.5 (2006)土壌肥料学会北海道支部秋季大会要旨．

○白井康裕．技術評価場面における生産費計算の有

用性－水稲有機農業の技術開発場面を例に－．日本

p.11-14 (2006)農業経営学会研究大会．

○濱村寿史．上川中部における土地利用型経営の経

営戦略からみた直播の意義と課題．北海道農業経済

学会 （ ）． 2007.3.3
○原圭祐，木村義彰，石井耕太．窒素可変追肥が小

麦の収量および子実蛋白含有率に与える影響．農業

環境工学関連学会2006年合同大会．(2006)

木村義彰，田中文夫，原圭祐，白井康裕，石井耕○

農業環境工太．蒸気消毒機を用いた土壌消毒効果．

学関連学会2006年合同大会．(2006)

生産環境部

○新村昭憲．土壌還元消毒－防除効果と経済性の評

EBC , p.25-29 (2006)価－． 研究会誌．2

○白井佳代，新村昭憲，竹内徹，三輪千華，植松清

次． によるイチゴ疫病の発生（病原追Phytophthora sp.
加 ．平成 年度日本植物病理学会大会プログラム） 18

p.45 (2006)・講演要旨予稿集．

○岩崎暁生，三宅規文，武澤友二，水越亨，上堀孝

之，岩泉連．ナモグリバエの黄色水盤捕獲消長から

みた北海道への長距離飛来の可能性． 年度日本2006
応用動物昆虫学会・日本昆虫学会共催支部大会講演

p.4 (2007)要旨集．

○岩崎暁生，三宅規文，武澤友二，水越亨，上堀孝

之，岩泉連．北海道で発生するナモグリバエは春季

の飛来個体群に由来する．第 回日本応用動物昆虫51
p.14 (2007)学会大会講演要旨集．

○角野晶大，池田 信，柿崎由紀，成松靖，松本勇，

田中穣．イチゴ葉縁退緑病の北海道での発生．日本

, p.76 (2007)植物病理学会報．73

○相馬潤．コムギの外観健全粒におけるデオキシニ

バレノール汚染と 分離率の熟Fusarium graminearum
, p.217 (2006)期別推移．北日本病害虫研究会報．57

Fusarium○相馬潤．北海道の春播コムギで発生する

（種複合体）の分子系統種と毒素タイプgraminearum
, p.218 (2006)の分布．北日本病害虫研究会報．57

○相馬潤，白井佳代．北海道のイネ残渣から分離し

た の種構成について．Fusarium graminearum-complex
, p.225 (2006)日本植物病理学会報．72

Fusarium○相馬潤．コムギの外観健全粒からの

分離率に対する薬剤散布の影響．日本植graminearum
, p.74 (2007)物病理学会報．73

(3) 専門雑誌記事

環境保全部

○中津智史．なるほど新技術「低アミロ化の注意が

」． ．必要な秋まき小麦キタノカオリ ニューカントリー
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, p.58-59 (2006)633

○北川巌．広範囲の土壌において、低コストで排水

改良が可能な「カッティングドレーン工法 ．ニュー」

5 , p.64-65 (2006)カントリー 月号．626

○北川巌 「暗きょ排水」と「土層改良」を組み合わ．

10 ,せた技術が必要．ニューカントリー 月号．631

p.19-21 (2006)
○北川巌．広範囲の土壌で低コストに施工できる効

果的な排水改良「カッティングドレーン工法 ．農家」

10 p.81-82 (2006)の友 月号．

○北川 巌 酸化鉄で詰まらない新機能暗渠土管 鉄． 「

菌番」で排水改良の負担軽減．農家の友 月号．2
p.62-63 (2007)
○北川 巌．鉄酸化細菌繁殖による暗渠排水の機能

低下と技術対策（その１）自然界の鉄・イオウと鉄

. 8 p.1-10酸化細菌の関係 セラミック暗きょ研究( )．

(2006)
○橋本庸三．生物農薬防除に関する研究動向．農家

, .24-25 (2006)の友． ｐ58(7)

○橋本庸三．生物農薬を使いこなす、使い方のコツ

を知ろう！殺虫剤編．ニューカントリー． ，54(3)

p.22-25 (2007)
○中辻敏朗．北海道のクリーン農業を支える「北海

道施肥ガイド」と「北のクリーン農産物表示制度 ．」

, p.11-17 (2006)圃場と土壌．448・449

○中辻敏朗．作物にとって土壌とは．ニューカント

, p.32-33 (2007)リー．635

○櫻井道彦．道立農試の有機農業研究－平成 年度17
の結果報告－ 根圏微生物研究の最前線～プロテアー

, p.5-6 (2007)ゼを中心に～．北海道有機農研．67

基盤研究部

○阿部珠代．ハウス栽培におけるニラの窒素施肥法

改善．ニューカントリー． ( )627, p.66-67 2006
○奥村理．高品質な小麦の生産・流通にはα アミラ-

,ーゼ活性の測定が重要．ニューカントリー．632

p.64-65 (2006)
○奥村 理．小麦のおいしさはどう決まるの？．ニ

ューカントリー． ． （ ）633 p.48-49 2006
○佐々木純，鈴木孝子．生物工学セミナー( )．北66

73 p.331 2006 .農． ， ( )

○相馬ちひろ．ながいもの品質を非破壊で瞬時に測

． ． ． （ ）定が可能に ニューカントリー 634 p.78-79 2007

○相馬ちひろ．光センサーによるナガイモ品質（乾

3 p.68-70物率・ねばり 測定技術 農耕と園藝 月号） ． ．

（ ）2007
， ． ． ． ，○竹内徹 平井泰 生物工学セミナー( ) 北農65 73

p.272 2006 .( )

， ． ． ． ，○竹内徹 堀田治邦 生物工学セミナー( ) 北農67 74
p.101 2007 .( )

○玉掛秀人 球根生産性に優れる花ユリ新品種「細育.
4 12 . . 628, p.66-67号 と 細育 号 ニューカントリー」 「 」

2006 .( )

○玉掛秀人、樋浦里志．生物工学セミナー( )．北64
, p.207 (2006)農．73

○玉掛秀人、樋浦里志．花ゆり新品種「細育 号 ．4 」

, p.166 (2006)北農．73

、 ． 「 」．○玉掛秀人 樋浦里志 花ゆり新品種 細育 号12
, p.167 (2006)北農．73

○堀田治邦．カリフラワーの肥培管理・病害虫防除

, p.54-55 (2006)の指針．ニューカントリー．633

, p.2-5○堀田治邦 ニンジンの病害 農薬グラフ． ． ．172

(2006)

企画情報室

○紙谷元一．北海道産たまねぎのＤＮＡ品種判別技

p.5-8 (2007)術．グリーンテクノ情報． ，2(3)

○谷藤健．大豆のおいしさと栄養「ポイントは「味

, p.86-87と食感のバランス ニューカントリー」」． ．631

(2006)
○松中照夫，三枝俊哉，佐々木寛幸，松本武彦，神

山和則，古館明洋，三浦周．パソコンで楽々ふん尿

6 p.23-25 (2006)利用計画．酪農ジャーナル． 月号，

○三枝俊哉，松中照夫，佐々木寛幸，松本武彦，神

山和則，古館明洋，三浦周．パソコンによる糞尿利

用計画－複雑な作業を支援する｢ 」の概AMAFE2006
要．デーリィマン． ， （ ）56(9) p.48-49 2006
○松中照夫，三枝俊哉，佐々木寛幸，松本武彦，神

山和則，古館明洋，三浦周．環境に配慮したふん尿

利用計画をパソコンで－意志決定支援ソフト

AMAFE2006 , p.1-6｢ ｣の概要－．牧草と園芸．54(4)

(2006)
○松中照夫，三枝俊哉，佐々木寛幸，松本武彦，神

山和則，古館明洋，三浦周．循環型酪農をめざした

2 , p.74-76ふん尿利用計画支援ソフト 農家の友 月号． ．

(2007)
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作物研究部

○品田裕二．小麦作柄調査の概要と今後の技術対策につ

いて．北海道米麦改良．第 号（ ）27 2006.7
． 「 」．○田中義則 普及の著しい新品種 大豆 ユキホマレ

, p.23-26 (2006)グリーンテクノ情報．Vol.2 (2)

○田中義則．特集－所得最大の畑作－小麦・大豆．ニュ

8 , p.19-21 (2006)ーカントリー． 月号

○神野裕信．道央・道北における秋まき小麦栽培のポイ

ント．北海道米麦改良．第 号 ( )28 , 2006
○稲川裕．西洋なし「ブランデーワイン」の着果管理技

, p.56-57 (2006)術．ニューカントリー．628

○内田哲嗣．果樹の摘花・摘果の目安と方法．花新聞．

, p.23 (2006.6.4)148

, p.19○内田哲嗣．果樹の夏期剪定．花新聞．151

(2006.7.23)
○内田哲嗣．りんごわい性台木の品種特性．ニューカン

, p.66-67 (2007)トリー．635

生産研究部

○金子剛．農産物のインターネット販売のポイント．

, p.84 (2006)ニューカントリー．617

○金子剛．小学生の米作り農業体験学習の効果と受け入

, p.104-105 (2006)れマニュアル．農家の友．684

○金子剛，須田達也，田中一生，渡辺祐二．小学生を対

象とした米作り農業体験学習の効果と受け入れマニュア

, p.14-19 (2006)ルの作成．北農．73(4)

○白井康裕．水稲有機農業の経済的成立条件の解明．農

, p.40-41 (2006)家の友．58(5)

○白井康裕．酒造業者のニーズに基づく酒米の品質改善

, p.64-65 (2006)指針．農家の友．58(6)

○白井康裕．経営に新規野菜をプラス－稲作地帯－．ニ

, p.16-18 (2006)ューカントリー．53(5)

○白井康裕．水稲有機農業の経済的成立条件．ニューカ

, p.66-67 (2007)ントリー．54(3)

○白井康裕．集出荷コスト削減に向けた物流ＡＢＣ分析

, p.178-181 (2006)の活用法．農耕と園芸．61(9)

○白井康裕．集出荷コスト削減に向けた物流ＡＢＣ分析

． ． （ ）の活用法 農業および園芸 81 12（ ）, p.1281-1285 2006
○白井康裕．道立農試の有機農業研究－平成 年度の16
結果報告－経営・農産．有機農研． ）64, p.4-5 (2006
○白井康裕．道立農試の有機農業研究－平成 年度の17

, p.7-8 (2007)結果報告－経営・農産．有機農研．67

○白井康裕．農業試験場における「マーケティング」活

21 , p.3 (2007)動．あぐりさろん ． Vol35

○原圭祐．高品質で生育ムラを少なくする小麦に対する

窒素可変施肥技術．農家の友． ( )58（7）, p.28-29 2006
○木村義彰．蒸気消毒における蒸気消毒機の利用指針．

ニューカントリー． ． 月号2006 9
○木村義彰．平成 年産に向けての米づくり．北海道19
米麦改良協会．( )2007.2
○桃野寛．特集 農業機械研究開発の最前線、期待され/

, p.20-21 (2006)る緊急開発作業機の活用．農家の友．7

○田中一生．第三の北海道酒造好適米・水稲新品種「彗

5 , p.38-39 (2006)星 ．農家の友． 月号」

． ． ．○塚本康貴 排水不良を克服しよう ニューカントリー

, p.22-24 (2006)631

生産環境部

○北海道病害虫防除所．平成 年度の発生にかんがみ17
, p.171-182 (2006)注意すべき病害虫．北農．73

○白井佳代．お湯を使って種籾消毒－水稲の温湯種子消

, p.38-40 (2006)毒の普及と留意点－．農家の友．58(11)

,○新村昭憲．見直そう雪腐病防除．農家の友．58(11)

p.72-73 (2006)
○北海道病害虫防除所予察科．平成 年度に北海道で18

, p.4-7新たに発生を認めた病害虫．農家の友．59(3）

(2007)
○田中文夫．技術特集．生物農薬を使いこなす・減農薬

, p.18-20栽培で増す存在感．ニューカントリー．636

(2007)
○角野晶大．大豆・小豆の種子伝染性細菌病に対する防

, p.72-73 (2006)除対策．農家の友．58(4)

○角野晶大．生物農薬を使いこなす。使い方のコツを知

, p.26-29ろう！－殺菌剤編－．ニュ－カントリー．636

(2007)
○小野寺政行．露地野菜に対するクリーン農業技術－減

, p.40-46化学肥料栽培技術－ 圃場と土壌． ．38 11・12（ ）

(2006)
○小野寺政行．有機物だけを用いた野菜の無化学肥料栽

, p.66-67 (2006)培．ニューカントリー．53（5）

○小野寺政行．露地野菜畑の有機物重点利用栽培導入に

, p.56-57対する圃場適性区分 ニューカントリー． ．53 8（ ）

(2006)
○小野寺政行．適正な肥培管理・土づくりのための圃場

, p.2-3 (2006)適性区分．あぐりぽーと．64

○小野寺政行．道立農試の有機農業研究－平成 年度17
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の結果報告－有機物だけを用いた野菜の無化学肥料栽培

, p.6-7 (2006)技術．北海道有機農研．65

○小野寺政行．道立農試の有機農業研究－平成 年度17
の結果報告－露地野菜畑における有機物重点利用栽培導

, p.6-7入のための圃場適性区分．北海道有機農研．66

(2006)
． ．○宮森康雄 生産情報に基づいた水稲の窒素施肥設計法

, p.38-39 (2006)農家の友．58(8)

技術普及部

． ． ．○古原洋 平成 年技術総括 特集Ⅱ水稲 農家の友18
, p.36-38 (2006)688

○三部一敬，小田代勉，黄倉良二，野中重夫，古原洋，

徳永善也．特集／座談会 もう「北海道米なんて」とは

, p.20-31 (2007)言わせない．農家の友．689

○川口招宏．平成 年技術総括．野菜・果菜類．農家18
の友． ( ．p42-43 2006.12）

2006○川口招宏．野菜品種データーニューカントリー

p.118-120, 147-149 (2006.12)秋季増刊号．

○乙部裕一．圃場の準備を始めましょう．北海道米麦改

10 , p1-3 (2006)良． 月号 No.540

． ． ．○池田信 病害虫防除対策のポイント 北海道米麦改良

第 号 ）24 , p.4-7 (2006.3
○池田信．雪腐病防除で良質小麦の安定確収を．北海道

, p.1-4 (2006.10)米麦改良．第 号31

53○古原洋．冷害防止技術の徹底を．北海道米麦改良．

( )8, p.1-4 2006

(4) 著編書資料

環境保全部

○木曽誠二（監編集 ．やさしい施肥管理の手引き－野）

（ ）． ．菜・花き編－ ２訂版 北海道立中央農業試験場監修

ホクレン発行． ． ．2007 p.1-225
○木曽誠二（監修 ．北海道農業を支える土づくりパー）

” ”． 「 」．トⅢ 草地の土づくり 土づくり技術情報 草地編

北海道農政部監修．北海道農協「土づくり」運動推進本

部発行． ． ．2007 p.1-60
． ．○中本洋 やさしい施肥管理の手引き－野菜・花き編－

p.101-121ホクレン農業協同組合連合会肥料農薬部．

( )2007
○中辻敏朗．道北地方の典型的なハイドロカテナ ”土．

50壌を愛し 土壌を守る－日本の土壌 ペドロジー学会、 ，

”． ． ， ．年の集大成－ 日本ペドロジー学会編 博友社 2007

．p.93-95
○富沢ゆい子． ）ほうれんそう ”やさしい施肥管理2-6 ．

”． ． ， ．の手引き－野菜・花き編－ ホクレン 同発行 2007
．p.73-77

○富沢ゆい子． ）レタス ”やさしい施肥管理の手引5-2 ．

き－野菜・花き編－ ．ホクレン．同発行， ．” 2007
．p.143-146

○富沢ゆい子． ）セルリー ”やさしい施肥管理の手5-3 ．

引き－野菜・花き編－ ．ホクレン．同発行， ．” 2007
．p.147-150

基盤研究部

． ．○阿部珠代 野菜品種データ 北海道向けラインアップ

2006.ニューカントリー秋季臨時増刊号（分担執筆 ．）

p.94-95
○阿部珠代．やさしい施肥管理の手引－野菜・花き編－

2 2007. p.78-93訂版（分担執筆 ．ホクレン．）

企画情報室

○紙谷元一．北海道産タマネギのＤＮＡ増幅パターン解

析．先端技術を活用した農林水産高度化事業「タマネギ

産地判別法の開発 （平成１５～１７年度）研究成果資」

料集．独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構食

2007. p.134-167.品総合研究所．

○松本武彦．家畜ふん尿の基本情報，草地の土づくり，

2007. p.16-27土づくり技術情報「草地編」監修．

作物研究部

○前野眞司．エゾシカの保全と管理．第９章 農作物の

. 2006.食害指標を得るために 北海道大学出版会．

p.99-100.
○稲川裕．Ⅶ果樹．平成 年台風 号による農業被害16 18
解析と対応技術に関する調査報告書．有村利治・井原澄

男編．北海道立中央農業試験場， ． ．(北海2006 p.63-81
道立農業試験場資料第 号)．36
○稲川裕．Ⅰ風害．果樹農業の達人マニュアル－災害に

2007.強い園地づくり編－ 北海道果樹協会編 同発行． ． ，

p.1-8.

生産研究部

○田中一生，平山裕治，金子剛 「平成 年度版 お米． 19
」「 」の話 ・ 平成 年度版 お米の話 先生用マニュアル19

・ バケツ稲づくり 指導書（先生用 ．北海道米販売拡「 」

113



2007.大委員会・北海道農業組合中央会．

○金子剛．アグリビジネス繁盛点の法則（概要版 ．北）

2006. p.21-25.海道農政部食品政策課．

○金子剛．アグリビジネス繁盛点の法則（農家調査報告

2006. p.1-53.書 ．北海道農政部食品政策課．）

○金子剛．いただきます！ほっかいどう～北海道の食べ

2005.ものと農業のはなし～ 北海道農政部食品政策課． ．

p.24-25.
○金子剛．新たな周遊観光ルート形成のための調査報告

2006. p.15-40, 56-63,書．北海道農政部農村設計課．

113-131.
○田中一生・平山祐治・金子剛 バケツ稲作り指導書 先． （

2007. p.1-24.生用 ．ＪＡ北海道中央会．）

2005.○平石学 農業経営学術用語辞典 農林統計協会． ． ．

p33-41.

生産環境部

○中尾弘志．野菜の病害虫防除 果菜類Ⅱ(イチゴ・メ

ロン・スイカ)．上路雅子監修，全国農業改良普及支援

2006. p175協会．

○小野寺政行．やさしい施肥管理の手引－野菜・花き編

2007. p49-72.－．ホクレン．

技術普及部

○池田信．病害虫の防除対策。平成 年産に向けての19
米づくり．北海道米麦改良（平成 年度資料第 号 ．18 5 ）

2006. p.63-97.
○池田信．小麦の害虫と防除法。北海道の小麦づくり。

18 1 2006.北海道米麦改良（平成 年度資料第 号 ．）

p.137-148.
○池田信．豆類の病害虫。明日の豆作り （財）日本豆．

19 2006.類基金協会（平成 年豆作り講習会テキスト ．）

p.95-119
○古原洋．平成 年産に向けての米づくり．北海道米19
麦改良協会． ( )．p.29-46 2007

． 、 ．○乙部裕一 Ⅵ良食味米を目指した土壌管理 施肥技術

平成 年度資料第 号 平成 年産に向けての米づく18 5 19
2007. p.99-121.り．北海道米麦改良協会．

○乙部裕一．第 章高品質生産に向けた栽培技術 施4 7
2006.肥量と根粒菌 明日の豆作り 日本豆類基金協会． ． ．

p81-85.

(5) 新聞等記事

環境保全部

○北川巌． 新しい排水改良技術「カッティングドレー.
ン工法」の開発．共済新聞．( )2006.11.29
○中辻敏朗．有機物だけを使って野菜を作る．農業共済

新聞 （ ）． 2006.5.3

作物開発部

○神野裕信．春まき小麦の初冬播き栽培．農業共済新聞

（ )2006.10.11

生産研究部

．「 「 」○田中一生 急激に生産量を伸ばすお米 ななつぼし

」． （ ）．（ ）の謎を探る 北のごはん倶楽部 ホクレン 2006.8
○田中一生．ここ ～ 年で北海道の日本酒が美味しく2 3
なりました．おとなのいい旅北海道（リクルート北海道

じゃらん ． （ 冬号）） p.44-45 2006-7
○田中一生．特集：風土が醸す酒造り． グリーGREEN
ン （ホクレン） ( )No229 , p.2-3 2007.1
○田中一生 「ななつぼし」がおいしい理由、お米のル．

ーツを探る．ごはん大陸（ホクレン・北海道米販売拡大

委員会 ． ( )） p.9-10 2007
○塚本康貴．水田の透排水性改善に向けて．農業共済新

聞 （ ．． ）2006.9.13
○木村義彰．蒸気消毒機の特性と利用上の留意点．農業

共済新聞原稿 月第一週号2007.2

生産環境部

○岩崎暁生． 年 この病害虫に注意．農業共済新2006
聞 （ ）． 2006.4.5

． ．○白井佳代 水稲の温湯種子消毒－その特徴と留意点－

農業共済新聞 （ ）． 2007.2.14

技術普及部

○飯田修三． 年道農業の検証（麦作・中央 ．日本2006 ）

農業新聞．１月( )．2007
○飯田修三． 年道農業の検証（大豆 ．日本農業新2006 ）

聞．１月( )．2007
○池田信．今後の水稲病害虫防除のポイント、農業共済

新聞「北海道営農技術版」６月１週号（ ．2006）
． ．○請川博基 哺育・育成管理の見直しで経営の効率化を

「 」．（ ． ． ）．農業共済新聞 北海道営農技術版 ４週号2006 7
． ．○請川博基 経営と技術 道農業の検証 乳牛・乳成分

日本農業新聞 （ ．． ）2007.1.25
○古原洋．経営と技術 道農業の検証 稲作・道央．日
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本農業新聞 （ ．． ）2006.12.26
○川口招宏． 年道農業・検証（野菜・果菜類）日2006
本農業新聞．( )．2007.1
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Ｆ 研究企画・調整・情報システム・出版・広報

１．研究の企画・調整・評価

(1) 道立農業試験場長会議

1) 第1回場長会議

期日：平成18年5月22日(月) 9：30～12：00

かでる２・７ 1010会議室場所：

議題：

①協議事項

・平成１９年度新規課題設定の考え方について

・平成１９年度一般試験研究費（道費）に係る予算編成

の考え方

・平成１９年度新規予定課題、継続課題の調整に係るス

ケジュール

・平成１８年度農試機構改正に伴う花き育種の取扱につ

いて

・植物遺伝資源・種苗の配布・提供に関する問題点と対

策について

②報告事項

・遺伝資源提供に係るワーキンググループの検討結果に

ついて

・北海道農業試験会議に参加する普及指導員等の構成に

ついて

・北海道立農試研究成果刊行物について

・試験研究機関の地方独立行政法人化検討に関する中央

農試作業部会の設置について

・平成１８年度の主な日程

2) 第2回場長会議

期日：平成18年7月28日(金)13：30～17：30

場所：農政部大会議室

議題：

①協議事項

・平成 年度研究課題予算要求に係る調整について19
・平成 年度農試機構改正に伴う花ユリ育成系統の取18
扱について

②報告事項

・平成 年度予算執行における事務的経費等の執行保18
留について

・農業試験場における技能労務業務の見直しの考え方に

ついて

3) 第3回場長会議

期日：平成18年9月27日(水)13：30～17：30

場所：農政部大会議室

議題：

①協議事項

・平成１９年度新規要求課題の調整について

・技能労務について

②報告事項

・試験研究機関における研究予算の一元化の対応につい

て

・技術普及部に関するアンケートについて

・独法化の検討について

・新品種育成系統に係る多量の種苗提供に関する実態調

査について

・平成１８年度農試新規採用研究職員研修の実施につい

て

・平成１８年度下期の主な日程について

4) 第4回場長会議

期日：平成18年12月1日(金)13：30～17：00

場所：農政部第一中会議室

議題：

①協議事項

・新規予定課題の調整方法について

・技術普及部の課題について

・植物遺伝資源提供要領の見直しについて

②報告事項

・平成１９年度新規要求課題の調整結果について

・平成１８年度農試機構改正に伴う縮小、中止及び移管

予定課題の調整経過について

・平成１８年度北海道農業試験会議（成績会議）開催に

ついて

・研究課題評価調書の結果について

5) 第5回場長会議

期日：平成19年3月26日(月)13：30～17：30

場所：農政部第一中会議室

議題：

①協議事項

「 」・ 試験研究機関の地方独立法人化検討に関する報告書

の取扱いについて
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・第２０回植物遺伝資源連絡委員会の協議事項について

・道立農試集報の刊行時期の変更について

②報告事項

・平成１８年度農試機構改正に伴う縮小、中止及び移管

予定課題の調整経過について

・平成１９年度新規実施課題について

・平成１９年度の主な日程

・肉牛等の畜産に関する事業について

(2) 研究調整会議

1) 第1回研究調整会議

期日：平成18年4月26日(水)13：30～15：10

場所：中央農試 大会議室

①協議事項

・ 平成１９年度新規課題設定の考え方」について「

（ ）・平成１８年度北海道農業試験会議 研究課題検討会議

の開催について

②報告事項

・北海道農業試験会議の各部会主査の指定及び副主査の

指名について

・平成１８年度研究職員研修事業に係る派遣者の決定に

ついて

2) 第2回研究調整会議

期日：平成18年6月5日(月)13：30～15：10

場所：中央農試 大会議室

①協議事項

・平成１９年度継続課題(一般試験研究費）の見直し検

討について

・平成１９年度新規予定課題、継続課題の調整に係る会

議・事務作業について

・外部資金研究の応募に係る留意事項の周知徹底につい

て

②報告事項

・平成１８年度北農研センターの各部会連絡先一覧につ

いて

3) 第3回研究調整会議

期日：平成18年10月12日(木)13：30～17：10

場所：中央農試 大会議室

①協議事項

・新規課題の調整方法について

・ 先端技術を活用した農林水産研究高度化事業」「

に提案する研究テーマについて

②報告事項

・成績会議の開催について

・白本の様式について

・事後・追跡評価調書の結果について

・奨励品種決定現地調査等の見直しについて

・科研費機関指定について

・高度化事業採択の報告について

・北海道農業試験研究推進会議運営要領の改正について

・地域ブランド確立産学官連携研究開発プログラム策定

委員会について

・諸会議の予定

4) 第4回研究調整会議

期日：平成18年12月5日(火)13：30～17：00

場所：中央農試 大会議室

①協議事項

・ 普及奨励ならびに指導参考」の取扱いについて「

②報告事項

・平成１９年度新規要求課題の調整結果について

・新規予定課題の調整方法について

・外部資金研究の検討経過と募集状況について

・平成１８年度農試機構改正に伴う縮小、中止及び移管

予定課題の調整経過について

・平成１９年度農業新技術発表会の開催について

・平成１８年度設計会議の開催場所について

・事前・中間評価調書の結果について

5) 第5回研究調整会議

期日：平成19年1月17日(水)13：30～16：00

場所：中央農試 大会議室

①協議事項

・遺伝子組換え作物交雑等防止検討事業に係る平成１８

年度試験結果の取扱いについて

②報告事項

・成績会議の開催について（最終確認）

・北農研の成績会議資料（成績書）の取扱いについて

・平成１８年度農試機構改正に伴う縮小、中止及び移管

予定課題の調整経過について

・外部資金研究への応募について

6) 第6回研究調整会議

期日：平成19年3月2日(金)13：30～16：05

場所：中央農試 大会議室

①協議事項
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第２０回植物遺伝資源連絡委員会の開催結果につ・

いて

・ 研究成果情報 「新しい研究成果」に掲載する道立「 」、

農試成果の取扱いについて

・道立農試が育成した新品種の名称候補の選考方法につ

いて

②報告事項

・奨励品種決定現地調査等の見直しについて

・研究成果に係る論文作成費用公費負担の取扱いについ

て

・外部資金への応募について

・平成１９年度試験研究予算等について

・ 遺伝子組み換え作物交雑等防止事業」課題への遺伝「

資源部の参画について

(3) 北海道農業試験会議

1) 研究課題検討会議

○平成 年度新規課題設定の考え方19
課題設定にあたっての基本方針1

本道農業・農村は、農産物価格の低迷するなか、

農家戸数の減少や農業従事者の高齢化 「食」の安全、

・安心や環境問題への対応など、多くの課題に直面

している。また、ＷＴＯ農業交渉をはじめとする農

業の国際化が進展するとともに、国においては品目

横断的経営安定対策等の19年度からの導入に向けた

準備が進められるなど、農業・農村は大きな転換点

を迎えている。こうした中、試験研究課題の設定に

あたっては 北海道農業・農村ビジョン や 食、「 」 「21
」、「 」の安全・安心条例 道立農業試験場研究基本計画

などに即し、農業生産者、関係機関・団体、消費者

などからの研究要望を重視しながら、危機的な状況

にある北海道財政のもとで課題の選択と集中をすす

めることとし、次の事項を基本方針とする。

(1)豊かな食生活を支える農業を推進するため、競争

力が高く、安全で良質な農畜産物を低コストで安定

的に供給する技術や品種の開発を推進する。

(2)環境と調和した持続的な農業を支援するための技

術開発を推進する。

(3)地域の研究ニーズに対応した農業・農村の振興を

支援する技術開発を推進する。

(4)効率的な試験研究を推進するため、選択と集中の

視点を踏まえて継続課題の見直しや新規課題の設定

を行うとともに、外部資金の活用を推進する。

新規課題の重点項目2

(1)食の安全・安心を支えるクリーン農業技術の高度

化と有機農業技術の開発

(2)高品質な農畜産物の低コスト安定生産に係る技術

の開発

(3)先端技術やバイオマス資源を活用した実用新技術

の開発

部会の開催日程及び検討課題数

部 会 日 程 会 場 課題数

※総 合 かでる ( )H18.6.6 2.7. 10 10
作物開発 ～ ( )H18.6.7 8 23 11第2水産ビル

花・野菜 ～ かでる ( )H18.6.6 7 2.7. 17 9
畜 産 ～ ( )H18.6.7 8 28 21第2水産ビル

農業環境 かでる ( )H18.6.8 2.7. 11 11
ｸﾘｰﾝ農業 ～ かでる ( )H18.6.8 9 2.7. 20 10
生産ｼｽﾃﾑ ～ ( )H18.6.8 9 21 19水産/北農健保

農産工学 ( )H18.6.7 10 7かでる 2.7.

※括弧内の数値は、検討課題数の内、新規課題数である。

2) 成績会議

各部会に提出され検討した課題について、総括会議で

新農業技術として判定された結果は次のとおりであっ

た。

3) 設計会議

北海道における農業関係試験研究機関が行う試験研究

課題について、平成 年度の設計を決定するための専19
門部会を平成 年 月 日～ 月 日にわたり開催し19 3 5 3 9
（ 、 ）。た てん菜分科会は 月 日 総合部会は 月 日2 23 3 15

、 。各部会に提出された検討課題数は 次のとおりであった

普及
奨励

普及
推進

指導
参考

研究
参考

行政
参考

保留
成績

完了
成績

合 計

計 4 3 28 2 0 1 0 38
(品種) (4) (3) (0) (0) (0) (1) (0) (8)

計 3 6 19 1 0 0 0 29
(品種) (3) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (3)

計 3 5 25 7 0 0 0 40
(品種) (3) (1) (0) (0) (0) (0) (0) (4)

計 0 4 8 1 0 0 0 13
(品種) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

計 1 4 94 0 0 0 0 99
(品種) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

計 0 6 86 2 0 0 0 94
(品種) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

計 0 1 0 6 0 0 0 7
(品種) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

計 0 0 4 0 0 0 0 4
(品種) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

計 11 29 264 19 0 1 0 324
(品種) (10) (4) (0) (0) (0) (1) (0) (15)

作 物
開 発
花・

野 菜

畜 産

農 業
環 境
クリーン

農 業

生 産
システム

農 産
工 学

総 合

計

118



部会 分科会 課題数

45作物開発 稲

76豆類

36てんさい

91麦類・特用作物

74ばれいしょ・果樹

100花・野菜
40畜 産 畜産総合

33家畜育種・飼養・管理

35家畜衛生・バイテク

77草地（品種・栽培）

146農業環境
31クリーン農業
74生産システム
54農産工学
25総 合

937合 計

(4) 地域農業技術センター連絡会議

1) 平成19年度地域農業技術センター連絡会議定期総会

19 2 14 11:00 11:30日 時：平成 年 月 日 ～

場 所：かでる ･ 会議室2 7 1050
出席者： 名22
議 事：・平成 年度事業実績及び収支予算18

・平成 年度事業計画及び収支予算(案)19
・役員改選

・報告事項（ブロック会議）

2) 平成19年度地域農業技術センター連絡会議研究交流

会

19 2 14 13:10 16:30日 時：平成 年 月 日 ～

場 所：かでる ･ 会議室2 7 1050
出席者： 名44
内 容：

・話題提供

「北海道におけるバイオマス利活用の実態」

北海道農政部食の安全推進局食品政策課主査 藤島 敦

「バイオガスの多角的利用に向けた道立農試の取組」

北海道立中央農業試験場生産研究部機械科長 木村義彰

「バイオエタノール実証事業に向けたＪＡグループの取

組」 ＪＡ北海道中央会農業振興部考査役 川原和雄

「ジャガイモシストセンチュウの防除対策について」

北海道立中央農業試験場生産環境部予察科長 岩崎暁生

・ディスカッション

「地域農業技術センターの活動強化について」

3) 平成18年度地域農業技術センター研究情報交換会

18 9 7 13:30 9 8 11:30日 時：平成 年 月 日 ～ 月 日

場 所：北見市民会館ほか

出席者： 名49
内 容：

・地域センターの活動報告

オホーツク農業科学研究センター 酪農振興係長

宿野部 猛

美幌町経済部美幌みらい農業センター 技師

午来 博

北見市農業技術センター 農務課係長 丸茂 一仁

網走農業改良普及センター 所長 樫田 千代司

・話題提供

「訓子府町における減農薬たまねぎの取組」

Ａきたみらい訓子府支所 生産資材課長 庄子隆之J
「網走管内における地元産物を使った商品開発」

（株）グリーンズ北見 商品開発課長 柏谷 茂典

「北見農試における作物育種の現状と課題」

北見農業試験場作物研究部長 吉良 賢二

・講 演

「ポジティブリスト制度への対応について」

北海道農政部食の安全推進局食品政策課主幹 堀潤一

・現地視察

北見市 （株）グリーンズ北見工場

北見市 オホーツク圏地域食品加工技術センター

訓子府町 ＪＡきたみらい訓子府支所

たまねぎ選果施設

訓子府町 飯田裕之氏農場（たまねぎ減農薬栽培）

4) 平成18年度地域農業技術センター連絡会議活動

花き部会

・ 年度（第７回）部会18
期 日：平成 年 月 日18 4 14
場 所：道庁赤れんが庁舎２階１号会議室

出席者： 名10
内 容：部会運営計画の検討、試験研究の情報交換

２．情報システムの活用

(1) 北海道農業情報ネットワークシステム(Hao)の

管理・運営

1) 利用状況

平成 年度末時点での 登録ユーザ数は、個人18 Hao
（うち研修 ）業務 、合計 となった。694 13 803 1,497、

2) 電子メールの利用

194 61%平均月間利用数は、 千通で、前年度と比べて

増加した。

電子メールは、広く通信手段として利用され、業務の
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効率化に寄与しているが、コンピュータウイルスやスパ

ムの増加が著しく、メールアプリケーションの変更及び

回線監視型ウイルス監視ソフトウエアの導入を行った。

3) ホームページの作成

、 、Hao は農業技術情報広場 農業試験場・病害虫防除所

農業大学校、農政部、家畜保健衛生所、農業改良普及セ

ンター等のページから構成され、総掲載数は 万件以上6
となった。ホームページ全体へのアクセス回数は、平均

月間約 万件で、前年度比で 増加した。251 32%
4) 問い合わせへの対応

＆ ボードへの 件の質問と電子メール等によるQ A 42
件の質問に対して回答した。23

(2) 営農指導支援システムの整備開発

本年は「水稲生育予測に関するプログラム」に 「冷、

害危険期開始日をメッシュ化表示する機能」及び「目標

田面水深をメッシュ化表示する機能」を追加し、また新

たに「任意ポイントにおける最適水深管理をグラフ表示

するプログラム」を整備した。

また、植物遺伝資源センターが有する約 点の28,000
遺伝資源情報を効率的に管理し、品種開発を加速的に進

めるため、道立農業試験場植物遺伝資源データベース検

索システムを開発し、オンラインで一元的に遺伝資源情

報を管理し、各試験場で検索できるようにした。

(3) 中央農試ホームページの作成・更新について

入札情報や公開デー情報など、広く道民に対して場の

業務等の情報公開を行ったほか、各部にあっても適時ペ

ージを更新し、研究成果の情報発信に努めた。

３．図書・資料

(1) 受入状況

(2) 資料提供

(3) 製 本

(4) 図書資料購入費

（冊）
資　料　名 購　入 寄　贈 合　計

単 行 本（国内） 56     173    229    
単 行 本（外国） -      -      -      
逐次刊行物（国内） 597    850    1,447  
逐次刊行物（外国） 243    41     284    
CD-ROM等電子媒体含む

室　外　貸　出
場　　内 場　　外

745 0

（千円）

国内逐次 外国逐次
刊 行 物 刊 行 物

21     1,214  4,278  23     -      5,746  
ただし、各部で別途購入分は除く。

製　本 消耗品 計単行本

自家製本
国内資料 外国資料

49 67

外注製本

26

４．印刷刊行物

資　　　　　　　　　　料　　　　　　　　　　名 発行年月 頁　数 部　数
北海道農業試験会議議事概要　設計会議　平成18年度 18.　7 140 240
北海道立中央農業試験場年報　平成17年度 18.　7 118 270
北海道立中央農業試験場事業実施計画書　平成18年度 18.　7 70 180
北海道立農業試験場新規課題実施計画書　平成18年度 18.　9 250 300
北海道立農業試験場集報　第90号 18.10 101 610
北海道立農業試験場資料　第36号 18.　3* 119 740
北海道農業試験会議議事概要　成績会議　平成18年度 19.  3 86 230
* 支出年度は平成18年度
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５．広報活動

(1) 平成18年度中央農試公開デー

テーマ「来て、見て、知って！お米のはなし」

18 8 3 9:30 16:00日 時：平成 年 月 日 ～

場 所：中央農試庁舎、果樹園、畑

主 催：中央農試

JA後 援：岩見沢市 南幌町 由仁町 長沼町 栗山町、 、 、 、 、

JA JA JA JAいわみざわ なんぽろ 由仁町 ながぬま、 、 、 、

くりやま、南空知広域農協連

協 力：空知農業改良普及センター

来場者： 名（うち農業者 名）646 50
内 容：

・稲作体験

（ 、 ）・試食コーナー ななつぼしなどのブレンド米 ご汁等

・いも堀体験

・畑、果樹園見学

・研究室公開・成果展示

・なんでも相談（土壌・病害虫の診断等）

・体験コーナー（お米の収穫体験、土で絵を描こうコー

ナー、もちつき体験）

・農業機械の展示

・地元農産物・加工品の展示即売会

(2) 平成19年道央圏農業新技術発表会

19 2 22 13:00 16:00日 時：平成 年 月 日 ～

場 所：空知農業会館

主 催：中央農試

共 催：花・野菜技術センター

後 援：岩見沢市、いわみざわ農業協同組合、空知支庁

出席者： 名（うち農業者 名）173 28
発表課題：

○畑作物新品種

「 」・パンがおいしく障害に強い春まき小麦 北見春６７号

中央農業試験場 作物研究部 主任研究員 前野眞司

・ルチンたっぷり！北海道初のだったんそば優良品種

「北海Ｔ８号」とその栽培法

中央農業試験場 作物研究部 畑作科

研究職員 神野裕信

○野菜新品種候補

・夏秋期のケーキ用イチゴ「道南２９号」

・栽培が楽な良食味かぼちゃ 「ＴＣ２Ａ」

花・野菜技術センター 研究部 野菜科長 田中静幸

○秋まき小麦の大豆畦間ばらまき栽培法 ～道央版

中央農業試験場 作物研究部 畑作科

研究職員 神野 裕信

○かび毒から小麦を守るには ～新しい指針～

中央農業試験場 生産環境部 病虫科

研究職員 相馬 潤

○原因不明のウィルス病を突き止める

中央農業試験場 基盤研究部 遺伝子工学科

研究職員 佐々木 純

○さあ、はじめよう！ お米の有機栽培

中央農業試験場 生産研究部 主任研究員 丹野 久

○食酢を使ったイネ褐条病の防除法

中央農業試験場 生産環境部 予察科

研究職員 白井 佳代

○こうすれば、水稲品種「大地の星」は安定多収栽培が

できる！！

中央農業試験場 生産研究部 水田・転作科

研究職員 熊谷 聡

○ 地域できづく農業法人 (岩見沢市北村中小屋地域)

空知農業改良普及センター 専門普及員

五十嵐 美由紀

○水稲を基幹とした地域営農の基盤づくり(新十津川町

大和地区)

空知農業改良普及センター 調整係長 紺野 常夫

(3)第５回北海道食品産業総合展

18 10 13 10:00 10 14 18:00日 時：平成 年 月 日 ～ 月 日

場 所：札幌メディアパークスピカ

主 催：(社）北海道食品産業協議会

共 催：(社）食品産業センター

後 援：経済産業省北海道経済産業局、農林水産省北海

道農政事務所、北海道、札幌市他

参加者： 名5,052
技術成果発表会（パネル展示及びショートプレゼンテー

ション）

○良食味および酒造好適米品種の開発

上川農業試験場 研究部水稲科 佐藤 毅

○加工適性に優れた大豆・小豆・菜豆の開発

十勝農業試験場 作物研究部主任研究員 白井滋久

○“うどん”に最適の秋まき小麦品種「北見 号」の81
開発

北見農業試験場 作物研究部麦類科 小林聡

○有機栽培可能で、コロッケにも適する良食味ばれいし

ょ品種「北育 号」の開発8
北見農業試験場 作物研究部ばれいしょ科 池谷 聡
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○光センサーによるながいもの品質（乾物率・ねばり）

測定技術

中央農業試験場 基盤研究部農産品質科 相馬ちひろ

○おいしい地鶏「北海地鶏Ⅱ」ができました

畜産試験場 家畜研究部中小家畜飼養科 國重亨子

○８月出荷ができる大球・多収たまねぎ品種「北見交３

９号」の開発

北見農業試験場 作物研究部畑作園芸科 柳田大介

(4)アグリビジネス創出フェア ｉｎ Ｈｏｋｋａｉｄｏ

18 12 1 13:00 12 2 16:00日 時：平成 年 月 日 ～ 月 日

場 所：サッポロファクトリーホール他

主 催：ＮＰＯ法人 グリーンテクノバンク

共 催：北海道農業研究センター、生物系特定産業技術

研究センター、農林水産技術会議事務局

後 援：北海道開発局、北海道、北海道大学、帯広畜産

大学、藤女子大学、東京農業大学、酪農学園大学、北海

道東海大学他

参加者：７４０名

産学官連携セミナー

「身近な牛乳の新しいビジネス」

根釧農業試験場 研究部主任研究員 高橋雅信

技術・パネル展示

・道立農業試験場の紹介

・酒造用・冷凍ピラフ用に適した水稲の新品種

、 、・うどんに最適な秋まき小麦 有機栽培向きばれいしょ

八月出荷の大球たまねぎ

・新たな加工特性を持つ白いあずき、白いんげんの新品

種、大豆の新品種

・稲と施設園芸発祥の地 道南 発－美味しいお米と い「 」 「

ちご栽培システム」

・道産飼料１００％の乳生産、草地酪農と牛乳の特徴

・おいしさを追求した「北海地鶏Ⅱ」

６．場内研修

趣 旨：中央農試研究職員の資質向上を図るため、外部

講師による講演会を開催する。

18 11 20 15:00 16:30日 時：平成 年 月 日 ～

場 所：中央農業試験場研修室

出席者： 名24
講 師：北海道農政部食の安全推進局農産振興課

主幹 大石 昇

演 題： 品目横断的経営安定対策と試験研究機関への「

期待について」

主 催：中央農試
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Ｇ 研修及び技術指導

１．研修生の受け入れ

(1) 実務研修、派遣研修等

環境保全部

（ ）． ，堀一嘉 ＪＡ道央 北海道の民間企業の人事交流事業

2006.4.1 2008.3.31実務研修員， ～

生産研究部

梶原靖久（北大農学部大学院博士課程 年生 ．受託課3 ）

「 」題 多様なニーズに対応した品種の開発と栽培技術

2006.4.1-2007.3.31派遣研修員，

新井菊江（上川農業改良普及センター士別支所 ，酒井）

紀彰（空知農業改良普及センター空知南東部支所 ．高）

2006.5.18, 5.31, 6.1, 7.11, 7.14,度専門技術研修（稲作 ，）

10.4, 10.6, 10.24, 10.25

(2) JICA研修

研修生氏名 国名 研修項目 期間

Mr.BAYETOV Serik H18.5.2ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ ｢農民組織

Tilekovich 5化と農協の

役割｣ｺｰｽMs.KENOVA Bibigul
遺伝資源部Temizgalievna
事業概要、Mr.OMAROV Zhandar

ｷﾙｷﾞｽ共和 施設見学Mr.TOKUROV Nurbek
国Mamatjalilovich

Mr.ADYBAEV Almaz
Esenovich

Mr.DUNGANAEV
Maksat
Abdykasymovich

ﾀｼﾞｷｽﾀﾝMr.KHODIBOEV
Bakhtiyor
Abdunabieich
Mr.JALILOV Khurshed
Maksudovich

Mr.SHARIPOV
Abdumalik Miralievich

ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝMr.POLATOV
Dosjan Keldibekovich

Mr.MUMINOV
Sherzod
Kholmirzaevich

Ms.SABUROVA
Mukhabbat
Joldasbaevna

Mr.Batbold SERCHIN H18.7.4ﾓﾝｺﾞﾙ ｢植物遺伝

資源の持続Ms.Goomaral
的利用｣ｺｰｽALTANSUKH

ﾈﾊﾟｰﾙ 遺伝資源部Mr.Bal Krishna JOSHI
ｽﾘﾗﾝｶ 事業概要、Ms.SENEVIRA

施設見学Jambuthenne
ｼﾘｱMs.Ghada AHMAD

Ms. 2006.7.5ZHANG Shuxiang 中華人民共 環境保全

和国 ～（張 淑香） に配慮した

8.3畑作物の

施肥技術

Mr.Pelias Kabuli H18.12.ﾏﾗｳｲ 国別｢マラ

Mr.Martin Michael C. 11ウイ・農民

組合運営｣ｺKamlomo
ｰｽ、遺伝資Mr.Lughano Tomoka
源部事業概Mr.Shinkanako Banda
要、施設見Mr.Peter Jossam
学

２．技術指導

環境保全部

○中津智史 「良質小麦安定生産に向けた灰分と品質．

について 「先端技術を活用した小麦適期収穫シス」、

」． （ ）．テム 夏期良質小麦安定生産技術講習会 むかわ町

（ ）2006.7.1
○中津智史 「北海道における土壌窒素肥沃度判定に．

関する研究紹介 ．有機質資材農地還元基盤整備調査」
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検討会 （東京都千代田区 （ ）． ）． 2007.2.9
○中津智史 「小麦品質の変動要因について ．冬期． 」

（ ）．（ ）良質小麦安定生産技術講習会 岩見沢 2007.2.21
北海道における土壌窒素肥沃度判定に関する研究紹

介

○北川巌．中央農業試験場での取り組みについて．

平成 年度経営体育成基盤整備事業等担当者会議．18
空知支庁農業振興部．(由仁町)( )．2004.6.29
○北川巌．富良野土地改良区技術研修(農業試験場研

修)( )．2006.10.26
○北川巌．美々川自然再生技術検討委員会．樹林帯

ワーキング委員会．第 回ワーキング（千歳市 ．1 ）

( )．2005.6.7
○北川巌．美々川自然再生技術検討委員会．樹林帯

ワーキング委員会．流域の評価（マクロ的、ミクロ

的）第 回ワーキング（札幌市 ．( )．2 2005.10.27）

18○北川巌．美々川自然再生技術検討委員会．平成

年度美々川自然再生合同（美々川・ウトナイ湖・樹

林帯）ワーキング(札幌市)．( )．2007.3.6
○北川巌 第７回美々川自然再生技術検討委員会 千． （

歳市 ．( )．） 2007.3.13
○橋本庸三．奈井江メロン部会講習会 「ハウス栽培．

きゅうりの主要病害虫に対する天敵農薬の利用法」

（奈井江町 （ ））． 2006.6.5
○橋本庸三．日高ピーマン部会研修 「ハウス栽培き．

ゅうりの主要病害虫に対する天敵農薬の利用法 （中」

央農試 （ ））． 2006.6.13
○橋本庸三．名寄市行政視察研修 「ハウス栽培きゅ．

うりの主要病害虫に対する天敵農薬の利用法 （中央」

農試 （ ））． 2006.7.19
○橋本庸三．岩内町農業青年部研修 「ハウス栽培き．

ゅうりの主要病害虫に対する天敵農薬の利用法と」

（中央農試 （ ））． 2006.11.15
○青木元彦．アスパラガス栽培講習会「アスパラガ

スの病害虫対策について （栗山町 （ ）」 ）． 2007.1.31
○中辻敏朗．片倉チッカリン（株）東日本地区営業

担当者研修会 「北海道におけるクリーン農業と有機．

農業技術開発の取り組み （中央農試 （ ）」 ）． 2006.9.1
○中辻敏朗，古原洋．新篠津村有機農産物生産協議

．「 」会研修会 有機農業に関する試験研究成果について

（新篠津村 （ ））． 2007.3.26

基盤研究部

○佐々木純．食用ユリのウイルス病について （ テ．「

ッポウユリ「スジ症」の原因解明と解決方策」現地

検討会）( )．2007.1.11
○佐々木純．北海道における食用ゆりのウイルス病

について （道央バイオ研究交流会 ．( )． ） 2007.2.27
○竹内徹 小麦縞萎縮病の特徴と対応策について 音． ．（

更町農業協同組合 ．( )） 2006.7.18
○堀田治邦．ブロッコリーの病害防除について．胆

振ブロッコリーセミナー（伊達市 ．( )） 2006.11.29

遺伝資源部

○越智弘明 平成 年度オール上川ステップアップ18
女性塾充実コース（第１回目 雑草防除 ．上川農改）

富良野支所（ ）2006.7.4
○髙橋 睦 サルナシの植栽と栽培管理について．

音威子府村（ ）2006.7.28

企画情報室

○安積大治．衛星リモートセンシング技術の概要に

ついて．中華人民共和国農業一般分野研修（長沼）

( )2006.5.26
○安積大治．リモートセンシングによる米のタンパ

ク含有量推定および地図情報システムの活用につい

て．(財)農産業進行奨励会・佐城農業協同組合三日

月支所（長沼町）( )2006.7.27
○安積大治．衛星リモートセンシングについて．平

成 年 （集団 「低投入型農業生産管理システ18 JICA ）

ム」コース（帯広市 （ ）） 2006.9.8
○安積大治．北海道農業情報ネットワークシステム

・営農支援システムについて．平成 年 （集18 JICA
団 「農業の システム化技術」コース（長沼町）） IT
( )2007.2.21
○安積大治．衛星リモートセンシングによる米・麦

タンパクの推定 北網圏農業談話会シンポジウム 訓． （

子府町）( )2007.3.13
○安積大治．地理情報システム活用による草地畜産

高度化促進事業平成１８年度第１回推進委員会（帯

広市）( )2006.6.8
○安積大治．衛星リモートセンシング推進委員会第

１回農業ワーキンググループ会合 東京都 ( )（ ） 2006.9.4
○安積大治．衛星リモートセンシング推進委員会第

２回農業ワーキンググループ会合（東京都）

( )2007.2.19
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○安積大治．地理情報システム活用による草地畜産

高度化促進事業平成１８年度第２回推進委員会（札

幌市）( )2006.2.20

作物研究部

． 「 」．○田中義則 パネルディスカッション 合力そして融合

2006.7.6 .江別大豆サミット（江別市）( )

．「 、 」．○神野裕信 年産小麦の収量 品質向上のために19
平成 年度中空知小麦品質向上対策会議技術研修会 奈18 （

井江町 （ ））． 2006.8.29
○田中義則．豆類品種の育成状況について．北海道豆類

、 （ ）．（ ）振興会札樽 空知・石狩地区懇談会 札幌市 2007.1.25
○三好智明．豆作り講習会（岩見沢市 （ ））． 2007.1.29
○神野裕信．平成 年度冬期良質小麦安定生産技術講18
習会（岩見沢市 （ ））． 2007.2.21
○神野裕信．平成 年度冬期良質小麦安定生産技術講18
習会（厚真町 （ ））． 2007.2.27
○神野裕信．道央ダッタンソバ研究会（苫小牧市 ．）

（ ）2007.3.4
○神野裕信 「品目横断に対応した今後の麦栽培 －平．

」． （ ）．成 年度の結果について 栗山町農業研修 栗山町18
（ ）2007.3.5
○前野眞司．平成 年度冬期良質小麦安定生産技術講18
習会（倶知安町 （ ））． 2007.3.13
○神野裕信 「高品質をめざした麦づくり」平成 年度． 18
当別町麦作りセミナー（当別町 （ ））． 2007.3.16
○田中義則．大豆品種の特性と多収栽培技術について．

（ ）．（ ）JA 2007.3.27新篠津 大豆栽培技術講習会 新篠津村

○井上哲也．果樹協会青年部冬期研修会（札幌市 ．）

( )2006.4.14
○来嶋 正朋．道産くだものフォーラム（札幌市 ．）

( )2006.10.21
○来嶋 正朋 北海道果樹懇話会 札幌市 ( )． （ ）. 2006.12.1
○稲川 裕．りんご栽培技術研修会（滝川市 ．）

( )2006.12.11
○稲川 裕 果樹学校（七飯町） ( ). . 2007.2.13
○来嶋 正朋 全道剪定栽培研修会 仁木町 ( )． （ ）. 2007.2.27

. .○稲川 裕 ブルーベリー栽培技術研修会（芦別市）

( )2007.3.16
○稲川 裕 長沼町舞鶴地区「苺の会」におけるブルー.
ベリー栽培研修会（長沼町） ( ). 2007.3.27
○神野裕信．春まき小麦の育種の現状及び栽培法． 新

砂川農業協同組合 （中央農試 （ ）． ）． 2006.6.21

○田中義則．実需者ニーズにもとづく大豆の育種及び栽

培法の現状．新砂川農業協同組合 （中央農試 ．． ）

（ ）2006.6.21
○前野眞司．麦類・甜菜・馬鈴薯を中心とした畑作物の

． ．（ ）．試験研究概要について 常呂町富丘青年部 中央農試

（ ）2006.6.23
○鴻坂扶美子．視察．滝川農業協同組合 （中央農試 ．． ）

( )2006.6.28
○神野裕信．農作物の開発及び現状について．ニセコ町

議会 （中央農試 （ ）． ）． 2006.6.30
○田中義則．豆類の新品種開発及び防除の新技術につい

て．川西農業協同組合（中央農試 （ ））． 2006.7.3
○神野裕信．春小麦品種育成について．小清水町農民連

盟 （中央農試 （ ）． ）． 2006.7.4
． ． ．（ ）．○鴻坂扶美子 視察 今金町農業協同組合 中央農試

（ ）2006.7.5
○田中義則．視察 日本地豆腐倶楽部・江別市雇用創造.
促進協議会 （中央農試 （ ）． ）． 2006.7.8
○神野裕信．新品種北見８１号見学 ながぬま農業協同.
組合 （中央農試 ．( )． ） 2006.7.10
○鴻坂扶美子．視察．南幌農業協同組合．( )2006.7.19

． ．○田中義則 畑作物栽培学習会の現状と取組みについて

道央千歳市畑作生産部会 （中央農試 ．( )JA 2006.7.20）

○三好智明．圃場視察 「農村振興セミナー （中.JICA 」．

央農試 ．( )） 2006.8.18
○田中義則．北海道における小麦・大豆の栽培技術につ

いて．鈴鹿農業協同組合 （中央農試）( )． 2006.10.11
○神野裕信．北海道における小麦の栽培技術．鈴鹿農業

協同組合 （中央農試 （ ）． ）． 2006.10.11
○鴻坂扶美子、神野裕信．視察 道央・江別市水稲生.JA
産部会．江別畑作生産部会 （中央農試）( )． 2006.11.15

． ． ．○神野裕信 小麦の内部品質について 栗山４Ｈクラブ

（中央農試 ．( )） 2006.11.16
○田中義則 大豆の品種及び栽培技術について きたそら. .
ち農業協同組合青年部 （中央農試 ．( )． ） 2006.11.30
○神野裕信．視察．ＪＡ道央野幌支所 （中央農試 ．． ）

（ ）2006.12.12
○神野裕信 小麦の品種特性と収量・高品質化に向けた.
取組について 三条地域振興局（新潟県 （中央農試 ．. ）． ）

( )2006.12.20
○新橋登 北海道における米の開発状況について 福岡県. .
米・麦・大豆対策委員会 （中央農試 ．( )． ） 2007.1.31
○前野眞司 北海道における麦の開発状況について 福岡. .
県米・麦・大豆対策委員会 （中央農試 ．( )． ） 2007.1.31

. .○田中義則 北海道における大豆の開発状況について
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福岡県米・麦・大豆対策委員会 中央農試 ( )．（ ）．2007.1.31
○井上哲也．果樹栽培技術指導．岩見沢市民講座 （中．

央農試 ．( )） 2006.4.4
○稲川 裕．小果樹に関する視察．札幌市農業支援セン

ター （中央農試 ．( )． ） 2006.5.24
○稲川 裕．視察．韓国・建国大学 （中央農試 ．． ）

( )2006.6.29
○井上哲也．おうとうの新品種および果樹栽培技術につ

いて．清里町果樹生産振興会 （中央農試 ．( )． ） 2006.7.13
○稲川 裕．新規作物（ブルーベリー）導入に係わる研

． 、 ．（ ）．修 芦別市役所農林課職員 芦別集落役員 中央農試

( )2006.7.14
○稲川 裕．りんご病害研究に関する視察．青森市議会

議員 （中央農試 ．( )． ） 2006.7.26
○井上哲也．視察．空知はつらつ女性ネットワーク直売

加工部会 （中央農試 ．( )． ） 2006.8.3
○稲川 裕．果樹に関する視察． 集団農村振興セJICA
ミナー （中央農試 ．( )． ） 2006.8.18
○稲川 裕．りんご新品種に関する視察．七飯町りんご

組合 （中央農試 ．( )． ） 2006.9.4
○来嶋正朋．ぶどう新品種に関する視察．余市ぶどう生

産者組合 （中央農試 ．( )． ） 2006.9.22
○内田哲嗣．果樹栽培技術指導． 芽室町果樹研究グル

ープ （中央農試 （ ）． ）． 2006.10.12

生産研究部

○田中一生． いわみざわ農事講習：酒造好適米「彗JA
星」の品種特性について（ ．2006.5.11）
○田中一生．食農教育授業「お米の話 （岩見沢第二小」

学校 年生対象： ．5 2006.5.12）
○塚本康貴・杉川陽一．転換畑における畑作物栽培のポ

イント．第 回 水田農業担当職員技術研修会（岩見1 JA
沢市 （ ．）． ）2006.7.5

18○塚本康貴 転換畑における土壌物理性の改善 平成． ．

年度中空知小麦品質向上対策会議技術研修会（奈井江

町 （ ．）． ）2006.8.28
JA○塚本康貴 転換畑における透排水性の改善 第２回． ．

（ ）．（ ）．水田農業担当職員技術研修会 岩見沢市 2006.8.29
○田中一生 「北海道米の食味向上と育種戦略 （札幌市． 」

消費者協会： ．2007.2.8）
○田中一生・三宅俊輔 「北海道酒造好適米の生産実態．

と新品種「彗星」の品種特性について ： きたそらち」 JA
（ ．2007.2.23）
○田中一生 「水稲新品種・系統の品種・栽培特性につ．

いて （ いわみざわ栗沢支所： ．」 ）JA 2007.3.22

○田中一生 「北海道米、ここが魅力です！ ：道新フｵ． 」

ーラム、北海道新聞情報研究所 （ ．． ）2007.3.27
○金子 剛．都市小学生を対象とした農業体験学習の意

義．交流マッチング活動推進事業交流相談会（北海道地

区 （岩見沢市 （ ．） ）． ）2005.12.15
○金子 剛．修学旅行受け入れに関する調査結果につい

て．長沼町グリーンツーリズム運営協議会臨時総会（長

沼町 （ ．）． ）2005.10.31
○金子 剛．北海道のお米の品種と開発．山鼻南小学校

家庭教育学級（札幌市 （ ．）． ）2007.2.9
○金子 剛．小学生を対象とした米作り農業体験学習の

効果．農業・農村体験学習指導者養成北海道講座（新十

津川町 （ ．）． ）2007.2.24
○金子 剛 小学生を対象とした米作り農業体験学習の.
効果．ゆにっ人倶楽部研修会（由仁町） （ ．. 2007.3.20）
○金子 剛 インターネット販売．桧山支庁ホームペー.

. 2007.3.26 .ジ活用勉強会（せたな町）（ ）

○平石学．ＳＷＯＴ分析について．空知農業改良普及セ

（ ）．（ ．． ）ンター中空知支所ＯＪＴ研修 新十津川町 2006 8 25
○白井康裕．労働調査の手法について．日高支庁地域課

題解決研修－園芸作物導入推進のための経営計画法の確

立－（静内町 （ ． ． ．）． ）2006 7 7
○白井康裕．普及活動における数量化Ⅰ類の適用．普及

（ 、 ）．（ ． ． 、センター段階研修研修 江差町 瀬棚町 2006 7 11
． ． ）2006 7 12

○白井康裕．北海道に於ける有機農業の現状について．

有機食品の認定業務に従事する検査員・判定員等レベル

アップ技術講習会（札幌市 （ ． ． ．）． ）2006 8 12
○白井康裕．顧客満足度分析及び価格受容性調査の活用

法について．空知農業改良普及センター中空知支所ＯＪ

Ｔ研修（新十津川町 （ ． ． ．）． ）2006 8 25
○白井康裕．作型拡大による収益改善に向けた小玉・中

玉すいかの栽培技術 花・野菜新技術セミナー 滝． （2007
川市 （ ． ． ．）． ）2007 2 20
○白井康裕．共和町のスイカおよびメロンの経営実態と

今後の展望．共和町農業後継者対策協議会並びにスケア

クルーの会講演会（岩内町 （ ． ． ））． 2007 2 27
○三宅俊輔．酒造業者のニーズに基づく酒米の品質改善

指針．北海道酒米意見交換会（札幌市 （ ．）． ）2006.8.11
○田中一生・三宅俊輔．彗星の特性並びに高品質酒米生

産に向けた栽培技術について．きたそらち農協酒米生産

組合研修会（深川市 （ ．）． ）2007.2.6
○石井耕太．散布（施用）技術 平成 年度北海道農薬. 17
指導士認定研修会（特別研修 ．札幌市（ ）） . 2007.1.29
○木村義彰．ばれいしょ生産のための茎葉機械処理技術
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． ． ．（ ． ）について 第 回ばれいしょ講習会 札幌市14 2007 2.8
○原 圭祐． 平成 年度農業新技術発表会ポスター発18
．「 」． ．表 小麦の調製は赤かび粒の除去を目安に かでる 2.7

（ ）2007.2.15
○原 圭祐． 平成 年度農業新技術発表会ポスター発18
．「 」． ．表 小豆の吸水性を向上させる研磨技術 かでる 2.7

（ ）2007.2.15
○原 圭祐 Ｎセンサーと可変式ブロードキャスタを.
用いた ・可変施肥 精密農業推進会議（農林水産省PF .

活用型営農成果重視事業 （北見市 （ ）IT 2007.2.6）． ）．

○桃野 寛．ドリフト対策と防除機の正しい使い方につ

． ．（ ）．（ ）いて 美瑛町農協麦作生産部会 中央農試 2006.6.28
○桃野 寛．大豆コンバイン収穫研修．峰延町大豆生産

組合（ ）峰延町2006.10.5
○田中一生．ＪＩＣＡ研修（アフリカ関係諸国 （中央）．

農試 （ ））． 2006.6.15
○丹野久・田中一生．農業大学校稲作経営就農コース：

「水稲育種と栽培の実際について （中央農試 ．」． ）

（ ）2006.8.4

生産環境部

○白井佳代．専門技術研修（稲作・直播 「水稲の温湯）

種子消毒 （岩見沢市)（ ）」 . 2006.5.16
○白井佳代．専門技術研修(稲作)「水稲病害虫の防除」

（岩見沢市) （ ）. 2006.6.21
○岩崎暁生．石狩支庁部門別研修(園芸)「アシグロハモ

グリバエの発生状況について 「アシグロハモグリバエ」

」（ （ ）の見分け方と防除法について 中央農試). 2006.7.20
○岩崎暁生．宮城県登米農業改良普及センター自主企画

課題解決研修「北海道における大豆病害虫発生状況とそ

の対策について （中央農試)（ ）」 . 2006.9.6
○岩崎暁生・新村昭憲．平成 年度胆振支庁管内普及18
センター地域課題解決研修「アシグロハモグリバエの生

態と防除について 「土壌病害（トマト萎凋病、褐色根」

.腐病）発生の仕組みと防除について （胆振支庁)」

（ ）2006.10.27
○岩崎暁生・新村昭憲・斎藤吉明．平成 年度北海道18
農薬指導士認定研修会 農薬取締法 ･ 害虫概論 ･ 病「 」「 」「

害概論 （札幌市)（ ）」 . 2007.2.1
○岩崎暁生・斎藤吉明．ジャガイモシストセンチュウ防

除対策研修会「ジャガイモシストセンチュウによる被害

とまん延防止対策について 「ジャガイモシストセンチ」

ュウの土壌検診について」他（札幌市) （ ）. 2007.2.2
○岩崎暁生・斎藤吉明．ジャガイモシストセンチュウ防

除対策研修会「ジャガイモシストセンチュウによる被害

とまん延防止対策について 「ジャガイモシストセンチ」

ュウの土壌検診について」他（旭川市)（ ）. 2007.2.5
○岩崎暁生．平成 年度値域農業技術センター連絡会19
議研究流会「ジャガイモシストセンチュウの防除対策に

ついて （札幌市) （ ）」 . 2007.2.14
○岩崎暁生．伊達市長和地区青年部研修「アシグロハモ

グリバエの生態と防除 （中央農試) （ ）」 . 2007.2.20
○白井佳代．くりやま減農薬生産組合栽培技術講習会，

「催芽時食酢処理による水稲褐条病防除対策について」

（栗山町)（ ）. 2007.2.23
○斎藤吉明．平成 年度北海道農薬指導士認定研修会18
「農薬取締法 （札幌市)（ ）」 . 2007.2.26

18○岩崎暁生 春季研修会 北海道植物防疫協会 平成． （ ）「

.年度の発生にかんがみ注意すべき病害虫 （札幌市)」

（ ）2007.3.12
○白井佳代 （冬期）良質米安定確収技術講習会（米麦．

改良協会 （札幌市)（ ）） . 2007.3.15
○岩崎暁生．ほうれんそうセミナー 「アシグロハ2006
モグリバエの生態と防除 （旭川市) （ ）」 . 2007.3.20
○藤根 統．栗山町玉葱振興会研修 「土壌・肥培管理．

.によるタマネギ乾腐病対策について （栗山町)」

（ ）2007.2.13
○藤根 統 羊蹄山麓にやさしい産地づくり研修会 緑． ．「

.肥を上手に使って、土壌病害を抑えよう （倶知安町)」

（ ）2007.2.28
○小野寺政行．有機栽培で野菜をつくる－化学肥料栽培

の野菜と何が違い、何が同じなのだろう－．第 回一般5
市民のための土づくり講座（札幌市)（ ）. 2006.10.5
○小野寺政行．野菜（葉菜類）の肥培管理について．平

18 .成 年度野菜施肥防除技術セミナー（札幌市)

（ ）2006.12.21
18○田中文夫・小野寺政行 クリーン農業の概要 平成． ．

年度北海道花き・野菜技術研修（花・野菜技術センタ

ー)（ ）. 2006.9.14
○小野寺政行．稲わら堆肥の腐熟化促進．ＪＡなんぽろ

青年部現地勉強会（南幌町)（ ）. 2006.8.30
○小野寺政行．土壌・肥培管理による農薬を使わないタ

マネギ乾腐病対策．平成 年度クリーン農業セミナー18
（札幌市)（ ）. 2007.3.9
○小野寺政行．有機質資材による無化学肥料栽培．共和

.町農業後継者対策協議会視察研修（中央農試)

（ ）2006.11.15
○小野寺政行．タマネギ乾腐病対策．南空知玉葱振興会

第 回栽培講習会（栗山町)（ ）1 . 2007.3.26
○宮森康雄．作物生産と土壌．平成 年度農業土木技18
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術職員主任研修(札幌市)（ ）. 2007.1.30

技術普及部

（１）普及指導員対象

○飯田修三、池田信、奥村理、木村義彰、相馬潤、須田

達也、神野裕信、中津智史、前野眞司．高度専門技術

（ ）． ．（ ）．研修 畑作 北海道農政部技術普及課 中央農試他

（第３回 ～ 、第４回 ～ ）2006.8.1 8.4 10.17 10.19
○池田信、乙部裕一．スペシャリスト機能強化研修（ク

リーン農業研修 ．北海道農政部技術普及課 （花・野） ．

菜技術センター （ ～ ））． 2006.7.24 7.28
○池田信、乙部裕一．専門技術研修（土壌・病害虫 ．）

北海道農政部技術普及課 （花・野菜技術センター ．． ）

（ ～ ）2006.8.8 8.10
○池田信．平成 年度北海道・東北ブロック現地活動18
調査研究会 （社）全国農業改良普及支援協会 （かで． ．

る２・７ （ ～ ）） 2006.9.7 9.8
○古原洋、白井佳代、丹野久、田中一生．専門技術研修

（稲作 ．北海道農政部技術普及課 （中央農試岩見沢） ．

試験地他 （ ～ ））． 2006.6.21 6.23
○古原洋、白井佳代、丹野久、田中一生、濱村寿史．高

度専門技術研修 稲作 北海道農政部技術普及課 中（ ）． ．（

央農試岩見沢試験地他 （第１回 ～ 、）． 2006.5.15 5.18
5.31 6.2 7.11 7.14 10.4第２回 ～ 、第３回 ～ 、第４回

～ 、第５回 ～ ）10.6 10.24 10.27
○川口招宏．専門技術研修（野菜）北海道農政部技術普

及課 （花・野菜技術センター （ ～ ）． ）． 2006.7.10 7.12

（２）一般対象

○内山誠一．平成１８年度北海道花き・野菜技術研修．

花・野菜技術センター（ ）2009.8.29
○内山誠一．北海道花き・野菜ベーシックセミナー．花

・野菜技術センター（ ）2007.2.1
○内山誠一．生産の組織化と今後の対応．むかわ町穂別

農業研修会．胆振農業改良普及センター東胆振支所

（ ）2007.2.7
○内山誠一．野菜・畑作地帯における経営管理．胆振農

業改良普及センター（伊達市 （ ））． 2007.2.23
○飯田修三．高品質てん菜づくり講習会．北海道てん菜

協会 （洞爺湖町 （ ）． ）． 2007.2.5
、 ． ．○池田信 古原洋 年産に向けての米づくり講習会19

北海道米麦改良協会 （厚真町、砂川市、蘭越町 ．． ）

（ 、 、 ）2007.3.13 3.19 3.20
、 ． ．○池田信 神野裕信 冬期良質小麦安定生産技術講習会

北海道米麦改良協会 （厚真町 （ ）． ）． 2007.2.27
○池田信．農薬技術研修会．北海道農薬卸協同組合・北

海道農薬小売商組合 （札幌市 （ ）． ）． 2007.2.22
、 ． ．○池田信 新村昭憲 いちご疫病に対する防除対策支援

銀山地区農業生産組合いちご部会 （仁木町銀山 ．． ）

（ ）2006.6.26
○池田信．ホウレンソウケナガコナダニの生態と対策．

札幌市清田蔬菜部会 （札幌市 （ ）． ）． 2007.3.8
○池田信．空知中央水稲防除連絡会研修会．同左 （岩．

見沢市 （ ））． 2006.7.13
○池田信．ジャガイモシストセンチュウ講習会．石狩農

業改良普及センター石狩北部支所 （当別町 ．． ）

（ ）2006.11.28
○請川博基．第 回酪農技術セミナー． 道南・後志・2

（ ）日胆・石狩地区農協酪農畜産対策委員会 2006.11.15
○請川博基 を考える 江別市乳牛改良同志会ﾃﾞ． ．TMR
ｰﾘｨﾐｰﾃｨﾝｸﾞ （江別市 （ ）． ）． 2006.11.27

○池田信、古原洋、乙部裕一、田中一生、丹野久．稲作

経営専攻コース１学年第１期集中講義．北海道立農業

大学校 （深川市 ．( ～ ）． ） 2006.8.1 8.4
○古原洋．雑草概論と防除及び植物の生育調整．北海道

農薬指導士認定講習会 北海道農政部食品政策課 札． ．（

幌市 （ ））． 2007.2.1
○古原洋、中辻敏朗．有機農業に関する試験研究成果に

． ．（ ）．ついて 新篠津村有機農産物生産協議会 新篠津村

（ ）2007.3.26
○川口招宏．寒冷地における野菜生産の農業技術．宗谷

支庁（稚内市、豊富町 （ ～ ））． 2006.10.30 10.31

３．参観人

本 場 49 件 1,083 人

遺 伝 資 源 部 8 件 128 人

岩見沢試験地 35 件 712 人

計 92 件 1,923 人
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４．職員研修

(1) 職員研修

氏　　名 研　修　項　目 期 間 研　修　場　所
山下　陽子 新採用職員（前期）上川・空知地区 H18.5.22 ～ H18.5.26 上川支庁
木曽　誠二 新任課長級研修(第１回) H18.5.24 ～ H18.5.25 道庁赤レンガ庁舎
中尾　弘志 新任課長級研修(第１回) H18.5.24 ～ H18.5.25 道庁赤レンガ庁舎
紙谷　元一 新任課長級研修(第２回) H18.6. 7 ～ H18.6. 8 道庁別館北方圏センター

山下　陽子 新採用職員（後期） H18.7.10 ～ H18.7.14 産業技術教育訓練センター

土井　正博 職務換え職員研修（前期） H18.7.19 ～ H18.7.21 ＮＴＴ北海道セミナーセンター

竹内　　徹 新任主幹級研修（第３回） H18.7.26 ～ H18.7.28 第二水産ビル
中津　智史 新任主幹級研修（第３回） H18.7.26 ～ H18.7.28 第二水産ビル
前野　眞司 新任主幹級研修（第３回） H18.7.26 ～ H18.7.28 第二水産ビル
竹内　　徹 リスクマネジメント研修（第３回） H18.7.27 ～ H18.7.28 第二水産ビル
中津　智史 リスクマネジメント研修（第３回） H18.7.27 ～ H18.7.28 第二水産ビル
前野　眞司 リスクマネジメント研修（第３回） H18.7.27 ～ H18.7.28 第二水産ビル
齋藤　良治 新任主幹級研修（第４回） H18.8.23 ～ H18.8.25 道庁別館北方圏センター

齋藤　良治 コーチング研修（第４回） H18.8.24 ～ H18.8.25 道庁別館北方圏センター

三宅　俊輔 採用２年目研修（空知地区） H18.8.31 ～ H18.9. 1 空知支庁
奥村　　理 新任主査級研修（空知地区） H18.9. 5 ～ H18.9. 6 空知支庁
小野寺政行 新任主査級研修（空知地区） H18.9. 5 ～ H18.9. 6 空知支庁
陰山　聡一 新任主査級研修（空知地区） H18.9. 5 ～ H18.9. 6 空知支庁
金子　　剛 新任主査級研修（空知地区） H18.9. 5 ～ H18.9. 6 空知支庁
谷藤　　健 新任主査級研修（空知地区） H18.9. 5 ～ H18.9. 6 空知支庁
南　　　忠 新任主査級研修（空知地区） H18.9. 5 ～ H18.9. 6 空知支庁
田丸　浩幸 新任主査級研修（空知地区） H18.9. 5 ～ H18.9. 6 空知支庁
土井　正博 職務換え職員研修（後期） H18.10.25 ～ H18.10.27 ＮＴＴ北海道セミナーセンター

佐藤　信良 経済セミナー（第２回） H18.12.21 ～ H18.12.22 道庁別館

(2) 職場研修

1) 集団指導

なし

2) 集合研修

各場の新規採用研修職員５名に対し、道農業や試験研

究の概要など研修

平成１８年１０月２４日～２６日 中央農試大会議室

講話：下小路場長、講師：企画情報室長ほか

５．海外出張

なし

６．その他

(1) 表 彰

氏　　名 表　　　　　　彰
八鍬　　 博 北海道職員表彰規程による表彰（永年勤続）　18.11.21
森  佐太郎 〃
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Ｈ 行 事

月 日 行　　　　事　　　　等 月 日 行　　　　事　　　　等

４ ２ 辞令交付 １１ ２０ 北海道農業・農村振興審議会

７ 定例部長会議 ２１ 平成18年度北海道職員表彰（札幌）

１７ 平成18年度農政推進会議（札幌） ２７ 二場連絡協議会（長沼）

道立農試総務部課長会議（札幌）

２４ 産業振興部長会議（札幌） １２ 　１ 道立農業試験場長会議（札幌）

農政部と場長との意見交換会（札幌） 　５ 研究調整会議

２６ 研究調整会議 　８ 定例部長会議

１５ 知事と試験研究機関の長との懇談会（札幌）

５ １０ 定例部長会議

２２ 道立農試場長会議（札幌） １ １７ 研究調整会議

農業試験場あり方検討委員会（札幌） 22～26 北海道農業試験会議（成績会議、札幌）

２４ 二場協議会（北農研Ｃ） ２５ 道立農業試験場長会議（臨時、札幌）

定例部長会議

25～26 道定期監査 ２ 　１ 北海道農業試験研究推進会議（北農研Ｃ）

２６ 平成18年度試験研究機関連絡会議役員選考会・総会（札幌） 　２ 北海道農作物優良品種認定委員会（札幌）

 5～ 9 研究推進会議（各分野、北農研Ｃ）

６  1～ 2 全国農業関係試験研究場所長会議（北海道） 　９ 空知支庁財務事務実地検査（遺伝資源部）

５ 研究調整会議 13,15 新技術伝達研修（13日：石狩・空知、15日：胆振・日高）

 6～ 9 北海道農業試験会議（札幌） １４ ＮＡＴＥＣ総会・交流会（札幌）

９ 農業試験場あり方検討委員会（札幌） １５ 新技術発表会（札幌）

２９ 農業試験場あり方検討委員会（札幌） １６ 空知支庁財務事務実地検査（長沼）

２０ 新技術伝達研修（後志）

７ 　７ 定例部長会議 ２３ 道央圏新技術発表会（岩見沢）

１３ 東北・北海道試験研究機関事務連絡協議会（青森県）

２５ 北海道食の安全・安心委員会現地調査（中央農試） ３  1～ 2 全国食品関係試験研究場所長会議（茨城県）

２８ 道立農業試験場長会議（札幌） 　２ 研究調整会議

 5～ 9 北海道農業試験会議（設計会議、札幌）

８ 　１ 二場連絡協議会（中央農試） １３ ホクレン夢大賞表彰式（札幌）

　３ 中央農試公開デー １５ 全国防除所長会議（東京）

　７ 定例部長会議 農業資材試験選考委員会

　９ おもしろまつり（キッズ・サイエンスパーク　札幌） １９ 北海道食の安全・安心委員会

２０ 農試公開デー（花・野菜＋遺伝資源部　滝川） ２０ 食料・農政懇話会（札幌）

３１ 全国リンゴ大会（札幌） 22～23 道定期監査

２６ 農試のあり方検討委員会

９ 　８ ＮＡＴＥＣ研究情報交換会（北見方面） 道立農業試験場場長会議（札幌）

18～24 作物研究部長中国天津農学院へ派遣 ２８ 定例部長会議

２７ 道立農業試験場長会議（札幌） ３０ 辞令交付

２８ 二場協議会（北農研Ｃ）

１０ 　２ 定例部長会議

１２ 研究調整会議

１６ 道立農業試験場場長会議（臨時、札幌）

24～26 平成18年度農試新規採用研究職員等研修（5名）
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